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全国畏の農林漁業に対する認識を深め，政林漁業者の技術改善

および経営発援の意欲の高拐を図るための間民(:(':.1な祭典として，昭和37:ti三，

判官l梁者に天皇杯がご下賜になることとなった機会に，従来の新穀感謝祭

会f発民的に拡充して始められたものである。

この出禁祭は，毎年11月 23 [:3の勤労感謝の祝日を中心として天皇杯授与な

どを行なう式典をはじめ多影な行事を，農林省と日本能林漁業振興会が各方

市の協力をえて開依してきており，昭和44年度は，その 8 田自を迎えたので

〕レマ

抗う屯)。

8 した出林漁業~I認の各種表彰行事は 280 件で，それら

おいて良林大臣賞を受賞したものは 506 点にのぼったが，その中から

おいて 6 部門(Jl~Rf，圏芸，畜産，蚕糸， ~;水車およ

び水産部門)ごとに天皇杯が，さらにこれに準ずるものとしての臼木農林漁

12名(団体安含む)に授与された。

されたこれら受賞者の俊れた業絞こそは，当面する良

漁業近代化への生きた指標として農林漁業者をはじめ農林漁業技術，経営

に関係する各方簡の方々に大いに稗援することと思い，ひきつづきここにと

りまとめて印刷に討した次第で、ある。

終り ご協力をいただいた執筆者および編集協力者各位に対

し深誌の謝意を表する。

昭和 45 年 3 月

財団法人 日本農林漁業振興会
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皇杯受

出品財 ビー JL-大麦

受賞者橋本惣兵衛

(栃木県亥i河市東mSS9)

綴父子ニ代にわたりビール表作に貢献一一受賞者の略歴

橋本さんの住む真岡市は，宇都宮市から東市へ約 20km，茨城県境に近い

所にある。国鉄も茨城県側の水戸線下館から分岐する真向線が通じている。

第 1 [翠受賞者所在地略図
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東沼は市街地からさらに東南へ

約 3km 離れた所，小只)1\ の支流

五行)1\ によってできた火山灰質沖

積土水田地帯である。

橋本さんは昭和の初め!日制真問

中学校を卒業後家業を継ぎ，水稲

を基幹とする水田哀作にどーノレ麦

をとり入れ当時の経営合理化に取

組み，以後40年間にわたり健突な

経皆の確立に地味な努力を重ねて

きた。もっとも今閉受賞の対象と

なったビーノレ麦との因縁は氏の厳

父惣一氏までさかのぼる。すなわ



霊堂かに稔ったビール大変

ち惣 a氏は当時の山高Íî (やまさき)村(現在の関市山古Íî地1;;5:)の村長時代

に本県契約栽培の創始者である附村作之助氏と陀懇となり，その影響で初め

てどーノレ変を村に導入，木村は岩船111]" .二宮町ーとならんで本県ビール変耕作

の発祥地となったものである。

そして昭和26年 8 月，当地区に変i凶変*JI 作組合が設立されるとその副会長

となり(会長は農協組合長が就任することになっているので，副会長は実質

的には会長である)， 今年 3 }'!その職を辞するまで18年間地区の去作改主主に

きなn献をしてきた。今ITil橋本さん的人が天皇杯受賞の栄を得た昭和43年

産~í午に関しては，その ILlf詰地区耕作組合，さらにその上部組織である芳賀

i也氏麦粉述がいずれも路下組合，述合会としての 1 等賞を獲得したことは橋

本さんの影響力・指導力の大きさを物語るものであるとともに， liW子二代50

{f'.間にーなる功績が酬わるべくして当然の栄与を担ったものともいえよう。

橋本さんはこの{也に農地委員，民業委員， μ1M村議会議員， ~-:11潟市議会議

員 ， J1~ Í'お芦干などの公職を廃校，現在では家庭栽判所調停委員， }j~i73 7J(稲集

団栽沼Hlí~進委員会南部委員長の職にあり公共のためにつくされている。

一方家業の方でも米変を中心に，養豚，係i芸(いちご)等高収益湖W'] も 1!\Ii

13iのない程度にとり入れ経営の改善iこつとめ，とくにどール表作については

省力と品質の改善に工夫を重ね， 11Ft和43年以前にも共進会入賞，各種表彰 9

@Iに及んでおり，最近 5 カ年間毎年 10a 当り 450kg 以上のJ['l. 祉をあげてお

り今回の受賞も決して偶発的なものでなし、。
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機無理のない健実な経営一一受賞者の経営概況

橋本さんは水間 240a ，知160 丸山林60a を所有し当地区としては大規提

経営である。耕地は 5 団地に分れているが最も遠い水回でも自宅から 500 11.1

の距離i にあり，とくにどール麦の作付けされる水田は宅地に隣接した大きな

i現地(1. 6ha) となっており便利であるつまた111林も平地林で自宅から近し、つ

家族は 8 名， うち農業従事者;土木人夫妻と長男夫妻の 4 人。所有良|蕊兵は

耕うん機， 動力カルチ(マメトラ)， 集来型刈収機，動力噴霧機，自動脱穀

機， i樹立式乾燥が主なもので，この外耕起には農協所有のトラクタを利用

している。

さて受賞の年昭和43年の耕地利用状況とそれぞれの作悶のlO a 当り収量，

生産数量，組収入，所得を表示すると第 1 去の通りである。

第 1 表昭和43年の作物別作付面積と収益

地目 1 ;夏冬lJlj

*1 夏 fr

国

~!a 

ピーノレ変

冬作 l いちご

夏 fr

冬(1[' I 小
大

425, 500 

clOO, OOO 

80, 000 

55, 
112, 

85 

67 

64 

80 

44 

所得

丹
,1, 008, 000 

361, 600 

268, 000 

51, 200 

44, 800 

49, 300 

85, 000 

31 , clOO 

この外に豚を約50頭飼養，年11司 238 ， 000 円の所得を得ており，これらの所

得の総計は約 210 万円となるが，今その作目別構成比率をみると，陸揺をも

含めた稲作が第 1 {:îLで約半分を占め，変f'rが第 2 位で約22%，ついでいちご，

たまねぎに果聞を加えた菌芸部門が約1796，最後が養苔部門(豚)の1096強
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ということになる。このように米安中心の経営でとくに最近は低収益という

ことで見捨てられ勝ちの表作の比率の高いのが特徴といえよう。

この点単に収益のみの追及を考えれば園芸，宙産部門の拡大によりそれは

可能であろうが，橋本さんは養豚はj庇肥生産による地力増強含重視し，果関

で、は独特の品麓を保存し人に贈って喜びとし，いちごは家族労働の強化を採

って増反を控える等独自の考え，見識をもって経蛍しておられる。したがっ

て無理念しない経営，否それを魁えて決業を楽しむ経営と評してよいかも知

れない。

鱗高収蚤・高品質・高労働生産性 受薩財の特色

本受賞JUは栃木県麦酒変耕作組合連介会主ií去の昭和43年!主栃‘木県ビーノレ大

変品質生産確保共進会で第 1 位(農林大詰賞)に入賞した，水凶:良作ビーノレ

変で作付而積1.3 ha の全刈ìこよる 10a 当り平均~又肢が 520kg ときわめて高

いばかりでなく，その総出荷数監 6， 750 kg の全部が 1 ， 2 ~手品で少しかも

その内76箔は 1 等品という稀に見る高品質である。本共進会はビール支の{乍

付面積 50a 以上のE~~誌を参加資絡35ーとしており， 自と配点は 10 a 当

り平均以 :j\: 50 kg につき 3 };'J:，出荷数段 50kg ，こっき 1 点，またi日賢につい

ては 1 等r\11 50 kg につき 2 点 2 等品 50kglこっき 1 点， 3 品は方ru立なし

とし，これらの合計点数によって順位を決定しているが，本出品財は上記の

内容により 404.2 の最高点を得たものである。しかもこれを生産するに要し

た 10a 当り総労働時間はわずかに 21. 4 時間でありきわめて省力的な技術に

より生産されている。

すなわち本受5賞主財の特色加t吋主ぜF昆吏漣区限i主立

るが，それを数:設的に示すと次の通りである。

高校畳i史 上記のように橋本さんのどーノレ支給作付開積1. 3 ha 全部の平

均 10 a 当りの収最が 520kg である。この年の全隠ゴヨよび栃木県平均 10 a 当

り収品:はそれぞれ 333 kg , 363 kg で，これJこ対する本出品財のl民致指数は

15696, 143必ずなわち約 5 割高に当る。しかも 10 a や 20a の出品目の収没
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ではなく1. 3ha の総面積に対する全刈収量であるから体とするに足る。

高品質 昭和43年産ピール麦の等級別出荷数量について橋本さんの場合を

栃木県全体と比較対照して表示すると第 2 表の通りである。

第 2 表 昭和-!3年産ビーノレ麦出荷実績

栃木県

L
1
 

4一
一
一
ロ

1, 092, 588 
(100.096) 

橋本氏
1.3 o I 135 

(100.096) 

このように県平均では 1 等はわずかに 3.6忽 1 ， 2 等併せて3596に過ぎ

え亡し、ことから橋本さんの出品対は正に驚異的高品質といえよう。

高労働生産性 ビーノレ去の10a 当り所要労働時間はJ12林省の生産政調査結

果によると43年度全国王子均は 54.7 時間， 43年度栃木県'[1.均は 60.3 時間であ

る。したがって橋本さんの 21. 4 時間はこれらの約 1/3~1/2. 5 に過ぎず，労

働 111抗出当りの麦生産量を算出すると本出品財の場合 24kg で，会:1主i 平均，

栃木県平均の約 6kg に対して尖に 4 (ムーに達する生産性の高さである。

以下このような優れた出品財を生んだ橋本さんのどール去の耕種技術を紹

介しよう。

ビーJL-麦の耕種技術

(1) 品種:ニューゴールデン(昭和39~1'. より)

(2) 泌肥量 (10 a 当り): jU既日巴 1 ， 500 kg , ビーノレ変化成肥料 (5-9-7-3)

75kg，硫酸加盟 11.25 kg (金肥のみの 10 a 当り成分量は窒索 3.75 kg，燐

酸 6.75 kg，加思 10.85 kg) 

(3) 穂子の予措:ウスプルン 1 ， 000 倍液に 1 時間浸漬

(4) 播種様式:陛幅 54cm，播幅 20cm

(5) 播種量: 10 a 当り 8kg
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(6) 作業の時期と方法

① j番種前除草: 10月 12日シアン酸ソーダ (10a 当り 4 kg) 散布。

②堆肥散布 :10月 16~18日トレーラにより運搬・散布。

③ 耕J ん，整地: 10月 19~22民法協所有の大I\i! トラクタで~)ト起のあと

~Út うん楼によりロータリ -)wt-。

@j番種と雑草防i徐作業: 10月 20~25日動力カノレチにより作条，種子と

i設肥 (10 a 当り 60kg) と金肥を混合して人力により帰種，その後動

力喰緩燥により CAT (10 a 当り 100g) を散布。

③ !CN手}.J吉土: 12月1O~11 日中排， 3 月 14~15 E1 :l:iLI二。いずれも動力

カノレチを使用O

⑥ 収穫: 6 月 8~13日集束型刈取機により刈取，結束後直ちに収納。

⑦ 脱穀・乾燥: 6 月 10~訪日自動脱穀機により脱穀(1jJ分 450[@1去と

す)，後 350C の穀i誌で火力乾燥，その後さらにムシロ千しにより水分

1396以下まで乾燥。

ビーJL-麦栽培所要労力

以上の方法による作業5JI]fiJí'要労力を示すと第 3 表最下~~üの通りである。た

だし聴取りの結果と農林省統計調1tÐtの農政物生産111調査の項目とは一致し

ていない部分もあるので比較検討に便利なように後者に従いプレンジした。

第 3 表 ビーノレ去作作業J}IJ月rr妥労力

(全国・到来双山平均値は昭和43年度，農産物生浅草空調査;機会による。)

りを土台に合理的機械利用による生産

一 受賞者の技術の分析

それでは橋本さんのこのような高収泣・高品質・高労生産性'ìfi百によって
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もたらされたものか，以下犬々に寄与したと考えられる技術要国をあげてみ

よう。

1. 高収量

(1) 土作り一一堆既肥の増施による地力増強。どんな作物でもこの種の多

収穫競技，共進会等で、優秀な成績を挙げたものは必らずその土台に“土作り"

がある。矯本さんの場合もその例外ではない。すなわち聴取りによる10 a 当

り施用最は 700kg であったが，県審杢委員の推定では， トレーラの積載量

と運搬出数とからみて実際にその倍是位施されているものと考えられるとい

コ。

所で堆厩肥の多用は古くから常iこ唱導され奨励されてきた事柄である。問

題はそれがなかなか実行されないところにある。橋本さんの場合それを可能

Jこしているものは何か。 3 つ(まかりその要国が考えられるつ

① その第 1 は養豚である。先にも述べたように橋本さんは豚そのもので

"儲けることよりも，それによる厩肥での地力地強を第 1 に考えているっすな

わち母豚 4 頭を中心に繁殖肥育一貫方式で，価格の騰落にまどわされること

なく常時約50頭を飼っており，環稗類はすべて豚に踏ませ厩肥として積むこ

と iこしてし、る。

@ 第 2 は水旧. :klU，夏冬f'F-を通じて禾穀類の作付が多く誌稗類の生産が

多い。これらはと記の通りすべて醗肥として水田. :kìflに還元され地力の精強

;こ寄与している。第 1 表に見られるように夏作は水稲，陸稲あわせて， 2.55 

ha，冬作は小麦，大麦， ピーノレ麦あわせ』て1.8 ha，合計 4.35 ha の禾:初演:

が栽培されている。

③ 第 3 (，こ60a の平地林の存在である。しかも自宅(耕地)

葉は集めて苗床の醸熱材ーとして使わ礼，そのあとは既肥ととも

畑に施さ~1-ている。

、ので?客

iE れ，区]

(2) 適品種の選定・施肥の合理化・培土:こよって倒伏を防いでいること。

① i171 種は39年より「ニユーゴーノレデンj を栽思ーしているが，この品種は

ι従来の「ゴールデンメロン」系統の品種に比ぺると早生で梓が短かく倒れに
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くし、。

@ 硲日間は前iこ述べたよう i祝日E 1;;500 kg の外に全日巴はどーん変化成
肥料 75kg に硫酸加盟 11.25 kg (いずれも 10a 当り). :で、ある。、との金肥のみ

の成分量は窒素 3.75kg，加盟 10: 85 kg で蜜窯は少な毘で加患はかなりさ?

い。このことが倒伏を防ぐのに役立っていることはいうまでもないが，厩肥'

I=þの窒素や加盟は除々に主力し、て追把をすることなく 10a 当り 10俵という高水

準の収量をあげ，しかも倒れない一因となっているものと考えられる。

③ 橋本さんは後述のようにきわめて省力的な栽培をしているが，最近は

一般には行なわれなくなった惰土作業を 3 月中旬に必らず行なっている。こ

のことも倒伏を訪ぎ高収宣言fあげるための有効な手段とヨ考えられる。次項で

述べるように変額では土地の利用率をあげないと多i院をあげにくい。そのた

めにドリル嬬や全面全隠捕が多J反省力技術として注目されているが，これら

の嬬き方ではより高J[叉設をねらう場合に倒伏をし、かにして紡ぐ、かが大きな課

題である。橋本さんの 54cm の畦帽に 20cm の広幅縮という方法は土地手IJ'

舟率を落さずに培土作業を可能にする一つの方向を示唆している。

(3) 狭い畦脇，広い嬬i蹄による土地利用率の向上を図っていること。

の通りでこれが多収の大きな要因と考えられる。橋本さんも以前tこはもっと

広いI[出拐で点播を行なっていたというが，それを今の栽植様式に変えること

ができたのは除草剤による除草とくに畦内雑草の除草ができるようになった

ことと，刈取機の導入によって広幅J蓄の安も楽に能率よく収穫することがで

きるようになったこととによるもので、ある。

。) 種子主::r住肥・金肥とまぜ合せてj悉くことにより肥効を高めていること。

橋本さん自身はこの方法を税収悶として強調しておられる。この方法は堆肥

源に乏しい，凍上容のひと、い火山灰土壌の畑地帯で、広く行なわれてきた方法

であるが，最近は労力関係その抱で、ほとんど、行なわれていない。堆肥の集中

効果をはかれ金肥については堆肥とまぜることによって肌肥のような肥料

による障害(いわゆる把やけ)を坊ぎしかも種子の発根直後から養分吸収を

可能とすることにより増i肢をもたらすものと考えられる。しかしこの方法は
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合せ援きされたビーJJ...大麦

播種作業の機械化を閤難にするので，今後は機械矯種で同じような効果をあ

げる工夫をする必要があろう。

2. 高品質

(1) 適j明刈取り。刈取JtJJはなるべく遅らせて立毛のまま穀粒水分の低下を

ほかり，脱穀の時の障害を少なくするようにしている。表の収穫期は{忽雨の

多い時期であるから，刈取りの適期幅は極めて狭い。能率よく刈取る方法ーが

なければできないことでこの場合も刈取践の導入によってこれが初めて可能

となっている。

(2) 脱穀・調製に細心の在意を払っている。

能率向上のために自動脱穀機を使っているが，その回転数を 450 回転に落

して発芽歩合の下ることを防いで、いる。これは試験場の試験の結果による指

導事項となっており，橋本さんはそれを忠実に守っている。さらに税穀後粒

選機によって粒選を行なし、小粒・関、粒の混入を防ぐ等調製にも充分宿志:して

し、る。

(3) 入念な乾燥。作業室の一隅に静置式の火力乾燥機を設け，これにより

乾燥をしているが，ビーノレ麦の火力乾燥は温度管理をおこたると発穿歩合を

下げるので，今でも需要者側は余り歓迎しなし、。橋本さんは以前は米iこしか

使っていなかったが，今は送風温度が 350C 以上に上らぬように気をつけて

どーノレ変も乾燥している。さらに納入前にムシロ干しを行なって仕上げてい

マ

屯コ。
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火力乾燥機

(-1) 施日巴の合理化。前記の通り准縦肥を多く絡して金Il巴では窓;誌を少なく

している。その上全長;:元肥として追肥はしないようにしている。これは一方

では??カになるとともに，穀粒中の窒素合設を少なくし品質向上に役伐って

いる。

(5) 倒伏の防止。その方法は前項で述べた通りである。倒伏すれば投熟が

不良となり粒の充実がわるくなる。さらにその程度がひどくなれば地部につ

いてことにまみれたり，また降雨にあえば穂発をおこすなど，充実のよい，

発芽歩合の高し、大粒の要求されるピーノレ変の場合倒伏は致命的であるだけに

橋本さんはその防止に万全の策を講じている。

3. 高労働生産性

(1) 機械利用。符力の第れま機械利用であることはい号までもないが，橋

本さんはその組合せが巧みで、ある。最も力を盟し，しかも短期間にすまさな

ければならぬ耕うん，整地lこは農協所有の大型トラクタを頼み，その他の í1芸

作業には Él家所有の小型耕うん機やマメトラを組合せ利用している。また刈

取携を導入利用していることが省力に大きく寄与している。前J誌の第 3 支iこ

作業別所袈労力の比較を示したが，最上欄l土全間平均，中欄は関東京111:)白j或

-17-



;の平均値である。ただしいずれも昭和43年産麦の生産費調査報告によった。

これによづて判るように橋本さんの所要労力は総計21. 4時間で全国，関東東

山平均の54.7時間， 58.2時間に比べわずか 3 分の 1 弱であるが，さらに作業

別に見ると刈取りについては42年の生産費調査の 20.7 時間， 20.5 時にくら

べ (43年は刈り取りと麦こきの亙分がない)， 5 分の 1 で済んでおり，刈取機

利用の効果がとくに大きい。

(2) 区画整理・交換分合などの基盤整備。上記のような機械を能率よく使

うためには，闘場が 1 カ所に集中していて移動の時聞を少なくするとともに

一枚一枚の盟場はなるべく大きくま った形であることが望ましい。橋本

さんは約四年前に区:u1TI整理と交換分合を行なってそれを可能にした。特にど

ーノレ交の作付けされる水田は自宅のすぐ前 1 カ所に集中しており，形状ば矩

形で一枚の面績は20~57 a で、きわめて広い(第 2 図)。

(3) 除草剤の合理的利用。省力に機械とならんで除草剤の果す役割は大き

い。橋本さんの場合とく~.こ特衛的なのは播種前に除草剤を散布して雑草の発

第 2 函耕地の分布

斗

」
届

m
i
-
-
4』

内
川ν

A
H
υ
 

E
υ
 

⑧ 
①②③が"と一)!.-ムギ、
作付図主主 030ι〕

生を訪いでいることである。すなわ

ち稲刈取後，表の播種約10日前にシ

ア γ酸ソーダを散布し播種前発生雑

草を防ぎ，播種後さらに CAT を散

布しその後の雑草の発生を防ぎ，

取i除草は一切行なっていなし、。その

結果第 3 表に見られるように除草作

業の所要労働時間は中耕と併せて

1. 2 時間で全隠および地域平均の

8.5 時間， 9.6 時聞に比べてわずか 7

分~8 分の 1 で済んでいる。

以上橋本さんのどール支の 3 大特

撮，高収:量・高品質・高労働生産性

に直接間接に寄与していると思われ
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る技術要因を，それを可能としている経常要悶をも加えて解析した。つぎに

10 a 当りの生産費を向年産ピール変の栃木県平均と対照して第 4 表に示した。

際平均では約 3， 000円の赤字となっているが，橋本さんは約四， 000円の利潤

定fあげ，所得に:おいては県平均の 2 倍以上， 1 13 当り家放労働報酬では突に 8

{訟に近い仰となっている。平均的な数字では赤字が示され，低収益性の指摘

されている去作が，やりようによっては立派に成立つことが示されている。

栃木県‘平均

498円

3, 320 

1, 148 

56 

716 

10 a 当り大変生産裂の比較

橋本氏

640pj 

4, 010 

1, 111 

20 

615 

1, 523 

第 4 表

3, 76'1 

508 

11, 697 

12, 205 

3 

102 

21, 867 

348 

21, 519 

1, 168 
1, 192 

23, 879 

20,742 

ム 3， 137

10, 920 

800 

13, 002 

315 

12, 647 

784 

1, 418 

14, 849 

32, 730 

17, 881 

2,1, 366 

悶

商授

料費

材料費

除 主主

物 ?Jli:

J主 主主

力 星空

n起用

労働基~ 1家 族

l 計

アド 矛目 安

資料料金

費用合計

部産物価i 領

第 l 次生産主'l(

資本利子

泊代

務 2 次生産費

主産物

利 ìr~H

所得

市
明
径
犯
諸
防
建
淡
寄

'1, 283 

4, 283 
。

機無理のない堅実経営 経営の分析

橋本さんの経営の特色は禾穀類の比重がきわめて高いことである。このこ

とが誕稗類の還元を通じて地力の増強維持に貢献していることは先にも述べ
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たが，また刈取機・腕穀l設・乾燥機その他各種作業機の共通手IJ用を通じて，

機械の負担面積地加に役立ち生産費の低減をもたらしている点でも

ある。またいちごはどー/レ麦のほぼ10分の 1 の面積で向じくらいの所得をあ

げうる(第 1 表)きわめて収益性の高い作目であり，しかもどール安とは労

働の競合が少なくこの附近で増反の傾向が強い。しかし10 a 当り総労働時間

は 2， 235 時間と多く，とくに労働のどークに当る 4 月下旬の収穫期には 417

時間ときわめて高し、。 1 S40時間であるから 8 時間労働で 5 人， 10待問労働

で 4 人を要することとなり橋本さんの;場合の農業従事者 4 人をもってしては

10 a が無理のないところといえよう。また養豚に関しては現在の50~Jiが護家

処理の点で眼界であるといわれており，バランスのと といえよう。

総集団栽堵による機械化の推進一一今後の発展方向

橋本さんが個人の部で、大臣賞を受けた昭和43年，山吉ÍJ地 13:耕作組合が組合

として，また芳賀地区麦耕連が連合会としてし、ずれも 1 等賞を得たことは先

にも述べたところであるが，これは同氏の技術が周辺に浸透，昔ニ及した結果

と考えられる。ことにこの地区は火山灰質沖積土であるため県下の能のか出

地帯に比べると 10a 当り約 100kg の収益差のある地帯であることを考

ば，その技術に負うところの大きいことがうかがわれる。

農家には刈取機が入っていないため iじ橋本さんのような栽植様式がとられ

ていなし、。しかし最近水稲用のパインダーや小型コンパインの普及がめざ支

ししこれは当然表作麦にも利用されるであろうし，また今年秋には橋本さ

んの尽力により農協に 4 台の 7 条グレインドリルが導入された。これら機械

の活用によりー閣の省力多収化が進むものと期待される。

橋本さんは今回の段林大臣賞受賞を機会に変沼麦耕作組合の副会長の職を

辞された。それは一つには後進に述を誤るためであり，今一つには束沼7Jc陪

集団栽培推進委員会の方の仕事に専心するためという。こ

末に発足，品種統一・水管理・萌代 e 踊場の地域統一@施肥の統一共向防

除・機械利用の促進・水間環境整備などを実施してきた。この地帯ではいち
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新たに導入されたグレインドり}~

ごと水稲早期栽培が，袈作ピーノレ変と水稲普通期栽培が結びつく。そして前

者は水稲も 1 俵位院するので面積当り収益が高い。しかし前にも見たよう

にいちごはきわめて多労で、あるから，この体系は小規模経?立で労力の多い場

合?と適する。これに対し後者は大規経営の場合?ととり入れ易い。しかも水

管閣の上でこの両体系は地帯広分をして集鴎的にとり入れなければ、ならないっ

このようにこの地帯のどーノレ麦の作付の増減はこの水稲集部栽培事業の動向

と深い結びつきをもっている。

真向市も関東地方の飽の地方都市開J装工場誘致が進み，労力減少の傾向に

拍車をかけつつある。その対策として表裏作を過して機械化が考えられねば

ならない。大型機化に適した夜間，民道，舟排水路の整をするとともに，

先に述べたク、レインドリルをはじめ，肥料散布機， コンパイシやバ

イ γ 夕、ーの導入からさらに共同乾燥設備の設置などの計闘が進められ， 45年

度からは市のパイロット として推進されるという。

しばしば述べたようにいちごは収益性は高いが労力がかかるから，そうそ

う大国積は作れない。しかしこれが側々の農家の恐芯;に任されればあちこち

に散在し，後作の水稲早期栽培が向に挟まれた菜作ピール変栽培がïí苛立し難

いこととなる。それが協定によって集問化し，また謀総技師によって排水も

よくなれば，今以上にどーノレ去は作り~くなり作{すも伸びるものと忠、われ

マ

屯〉。

近年わが国では冬季FJiJの不作付地が年々増加す
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の一途をたど、っている。ここでこの水稲集団栽培J街並事業が進み，それが菜

作の集団化をも促し橋本さんの生産性のきわめて高い栽培技術がとり入れら

れ普遍イとされるならば，このような傾向をitl 、とめ逆転させる契機ともなり，

またわが国農業，とくに冬作の行き方に一つの示唆を与えるものとなるであ

ろう。橋本さんが，この事業に等心される意図もこの辺にあろうか。夜、共は

大きな期待をもって本事業の成功を祈りたし、。
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水田裏作の中心作物と確信

橋本惣兵搭

私がどーノレ去を緩営のやにとり入れ ましたが，不忠義なもので，このよう

て本格的にその栽擦に取組んだのは， な苦労が逆にピーノレ変[乍りへの愛着と

茨類の統制が撤箆されてどーノレ交の契 JJ~欲望どわき立たせることになり，いか

約栽培が復活した昭和27年からであり にしたら常に良質，多収のどーノレ交を

まず。 作ることができるのだろうかという考

それ以前においても父の代から引き え方になり，そして過去の経験から分!

つづきビール表作りは続けており玄し 主rrをし改警を加えて，合理的などー

たが，契約栽培の復活を契機としてど ノレ変作り;こ努めてまいりました。

ーノレ変こそは将来性のある作物であ 今や，没栄労働力の減少は号室:るし

り，水田菜作のや心的作物であること く，今後，淡業生皮をとりまく深援は

を確信し，本務的にその殺滑に取組ん ますます絞しさを治してくるものと考

できました。 えられます。この時に当りさらに農業

しかし大路秘のどーノレ麦作りとなワ 所得の安定と向上をはかるには，淡栄

ますと，その収設や品質の良否が大き 機械の効率的な活用によって生産性の

く収益にはね返ってきますので，搭稜 向上をはかることにあつまず。

から収穫までの適正な肥培管理ととも 弘は，このたびの天皇杯受賞の栄誉

に労力の配分には苦心しました。ある にむくいるために，今後さらに私自身

年，刈取りに長雨と強風に見1ll~われ， のビーノレ交づくりにはげむとともに，

倒伏を招いた時などは，もう大関税の 地域設業の近代化をめざして，微力を

ピーノレ麦作引土やめようかと考えもし i邸主してしべ所存で、ござし、ます。
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白木農林漁業振興会長設受賞二二二二 一一 一 一

出品財 水稲葉国栽培による高位生産性農業の実現

新処高度集団栽培組合

f� EZ 

(秋田県土佐勝吉r，羽後町新処〉

総経営改善を自援に 受賞者の略歴

奥羽本線湯沢駅から西南へ 5km，秋田県の穀倉である仙北平野が，ょう

やくっきょうとして，地形が起伏を見せ始めたところに，この部落がある。

率~処という名前は「新し~、時代にI~mかれた部落」としづ意味で，それだけに

水田の土壌は泥炭，泥土壌で，地下水の高いところが多く，不良二i二境地帯

とされ，また濯i既用水が不便で，しかも夏季高品多湿のためいもちの常発地

で，水稲の収;誌は低く，かつ不安定で、あった。

戦争直後の昭不1]22年に，復員軍人有志15名によって親交会が結成された。

戦地で日夜思いを馳ぜていた郷土に純一本俊民し，荒療したとはいえ，出征当

と変らない耕地主ど見たときの感激をそのまま，これからの滋誌に生かし，

明るい住みよい部落にすることを目的としたものである。

ここでは当初水稲の多収穫栽清や掠草剤，品種などの試験，あるいは全耕

地の土壌調査など，稲の収宜上[訪日に関する研究や調査がおこなわれた。昭和

35年には会員も17戸， 23名と増加し，新処新耕クラブと改称したが，一方，

昭和30"'1三頃から労力が段々と不足するとともに， Iユイ」の形での労ブj交換

が 5~6 戸の血縁関係を中心にすすみ，これが労力対策としては役立つとと

もに，稲作投術の交流もそれを中心とするようになわこれが広い範囲の技
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新処高度3集団栽培組合のメンバー

し，まに労力を経済的に許制することを忘れがちになるので，

/"，)と新しい L7浬的な作業組織へ発展さ-ttる必要が生じてき

た。たまたま，昭和36年;こ水源である雄物川の頭1雪工が建設され，今ま

してきた水不足が解消し，浪1] 20 ha の夜間整理，土地改良，および存

土による土境改良がおこなわれて，機械を導入した近代的な稲作をおこなう

ことが可能となり，また一方では高度成長を続ける経済のやで，業を発展

させるには，稲作以外に当なf下院をとり入れ，複合化をはかる必要のある

ことから，昭和39年に県民 i海中火会の指導により水稲集i沼栽培組合へと発汲

した。なおこのr1寺の権成員数は新緋クラブ段措からさらにふくれ上り 35戸と

なった。そしてさらに昭和41年には改良普及員の助言によって県から高度~~

うけることとなった。

すなわち，こ 初水稲作技術研究集団として発足し，その後，自

らの努力によって，時代の流れにそいながら，改変発展をつづけてきたもの

って，最近における水稲の10a 当り i肢が:をみると，昭和38年には 516kg

ったものが， 40jlごには 570 kg , 42J:rょには 736 kg , 43:q三は 821 kg といち

じるしく増加した反問，作業時間は昭和37年の 192 時間から， 43年には 104

と 2 分の 1 近くに能率化した。

なおこの集団内の 30ha を昭和42年度から，秋田県主催の水田 30ha 以上

とした， 750kg 集団ほう賞制度に出品し， 43年には 842.3kg という

高収量で県 1 した。
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土佐肥散布直後の7kEEl風景

「寺町の精神を柱に一一受賞者の経営概況

羽後fJI]は山林が多く，耕地は21必とあまり多くないが，この部落のある西

高音内rnn土，その平担部にあって，水狂iがもっとも多く，畑，樹間地は比i続

的少ない，水回農業地帯で、あるO

新処部落の農家戸数は50戸で，そのうち35戸がこの集団に属している。

団35戸の経営規模は水田 54ha，畑 5ha，樹岡地 4.5ha，計 63.5 ha で，水

田が主体となっており，その水田は 1 戸当り1.54 ha であるから，部落の平

均よりもわずかに大きい程度でほとんどかわりがなく，この中には16名の出

稼者をも抱えているという，ごくありふれた農家集聞で、ある。経営規模別農

家数は第 l 表のとおりである。

第 1 :表経営の概況

!総長家| 経営規模別殺家数
区分..__._-，一一一了 一 ……一一「一

…i戸竺11O~ら悔い10~，，:: 11~115~~19~1塑土2shwん必上… ~êl
羽後 E汀l3 ， 530し?中，叫吋吋判対 3613， 530
F竺I~I 6691 1451 1811 1竺竺 121 41ω 

竺-竺…叶… 50
竺--FJfL-iJし割 91 … 35 

集団の組織系統は第 1 図のとおりである。すなわち，組合長のもとに 3

作業班を設け，各作業班にはそれぞれの作業機を分属配置しているが，この
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土壌調査

場合，第し 2 JiJlと第 3 班とでは機械の援額が若干ことなり，第 3 班には防

除機がなく，小型コンパイ γを持っている。これは作業は一応f!f毎にできる

だけ完結するたてまえをとっているが，作業能率の関係で液毎におく必要の

ない機械については，どこかの班において，それで、カバーしあうこととして

いるためである。各作業班には栽培係ほかいくつかの係がおかれ，それぞれ

の作業が進められている。

作業計闘はすべて班長のもとで行ない，それによって各農家は出役するが，

この労力はすべて集部内の労力で処理される。したがって，外部からも

を入れていた「ユイ j 当時からみると凹舶の期間が 1 週間ほど延びている。

出役の報酬は勿論金銭で決済されている。なお役員の報酬l，機械のオペレー

ター，機械利用料金もあらかじめ決められている。

ここでの栽局方法は，あらかじめ 4 カ所，合計 70 a の指係国で検討され

たのち，持ちこまれることになっている。 また;集巨J1化の内容は第 2 表のとお

り，捕種，追JJ芭などに共陪化の余地を残しているが，労力を伴う作業につい

てはすべて共同作業となっている。なお稲刈以後の作業がEEによってことな

るが，これは，臨場条件が班によってちがい ， ì但!翠の多いところでは機械が

入らないため，各戸で手刈りなしている放であって， ;;lÍ く行なわれる乾凶{ヒ

よって，すべて共同化されることになっている。

このような集団化をすすめるに当って，考え方の柱となっているのは「和」

の精神，いいかえれば日吉しあいの稲作経営J た地域ぐるみで行なってきた
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i室第 11翠

綴組
品と

'在者運回1"(, 
;:;.tミ

(組合戸数 12戸
水団関:ffc{ 18ha 

(米十りんごっ
大家畜

一(事|一|会議
巴j I~ 名)

JL 品函

長圧可A1
d

監
杭
一
川国

~I( 

J� 

(組合戸数 1ロ2
水閏面積lげ7.7ha

(米十りんごっ
中家畜

各利そ指
班用の擦
と料{也図
の金各の
f乍等到工設
業のと i産
、調のと

施き主連管
設。絡環
利認。

周整
等。

の

調
幾

そ
の
他
会
の
運
営
に
つ
い
て
必
要
な
こ
と
。

財
務
、
業
務
の
執
行
状
況
を
監
査
す
る
。

そ
の
他
会
の
運
営
に
必
要
な
こ
と
。

施
設
の
管
程
、
作
業
法
を
協
議
す
る
。

予
算
、
決
算
を
作
る
。

会
全
体
の
運
営
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

各
絞
の
連
絡
調
整
。

部
組
合
宮
沢
は
会
長
な
補
佐
し
代
理
す
る
o

会
を
代
表
し
、
業
務
を
掌
理
す
る
。

組

〈参加戸主主

35名

水図面積:

�-1ha) 

、

仁」

長

(組合戸数 11戸
水田函積18.3ha

(米+りんごっ
中家畜+林業/
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営綴織体系

作業 5m 営

①
②
③
 

r
i
l
l
-
j
i
g
-
L
 

会全体;の3lli伎についての調整苓務

会計後喫茶務〈立初当ん金事務)

その他庶務一般

( 1 !(,) HE長兼務

係(1)

係(1)

除係(1)

察係 (2)

械係(1)

水係(1)

「一総務会計係( 1 名) )ul 長兼務

iff 係(1)

;jSf 係(1)

除係(1)

察係 (2)

紋係(1)

7J，係(1)

( 1 名)成長兼務

治係(1)

ドi 係(1)

除係(1)

祭係 (2 ) 

紋係( 1 ) 

水係、( 1 ) 

1. トラクター 20HP 1 会

2. 防除機 1 台

(400 .e マウント)

3. ノミイン〆ー

.1. 自主を脱穀絞

5. 珪カノレ散布j幾

トラクター 20HP 1 台

2. 防除機 1 台

(400.e -，ウント〉

3. ノミインダ、一 1 台

8定式脱穀機 1 台

5. lili カノレ散布機 1 合

1. トラクター 20HP 1 台

2. コンパイ γ 1 台

3. 大型混合カッタ 1 台

4. 主主;hノレ散布機 I 台
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集団化の内容

)fl 

。

曜事

@防除機曜静

利同手』共同作業

第 2 表

種Iコ
ロロ

選オくLな
種
子
の
予
措

種浸

。

。

主主z

f宇j肖

商

理よほ2

除

地

防
代

⑬トラクター整起彩ト

曜静植E8 

盤整ヨグL
民人RB 施主主

Olí産カノレ堆肥⑧基日巴⑬追肥は
は
4

Jイ散業J目巴

。主主除

⑧紡除機番勤

議器理

IE主

メリ

管

防

水

稲

;燥キ2

@ハーベスター@自脱舟:n.. 
;;;λ 問

問
間

@ 製調

荷t日

。大部分実施のもの@斑により実施程度の呉なるもの織全面実施(注)

もので， 2ha 以上の規模から， O.5ha 以下の農家までを抱え，また専兼業が

したがって集団化入りまじり，表面上にでも利害関係が異なることが多く，

のしこりを除くためには常に撤底的に話しあうことが必要とされるが，それ

この集団を支えているのは，かつて用水が不足した頃，部落をあ

-30-
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げて用排水管理にとりくんだ当時の人の和が今も集団内のすべての人の心に

残、っているためといわれる。

このような経緯をへて，一方で、はいちじるしい収廷の収加とともに，他方

では作業の能率化が第 3 去のとおり果され，この結果第 4 表のように，労働

生皮力は県平均はいうまでもなく，新処部落平均の倍近いものとなっている。

第 3 表耕地おりlO a 当り所要労働時間

ス;

阪i

ilii 

I~í< 

水管耳日及び一般管]窓

防除

稲刈 稲子) 見。

稲扱き調製 20.5

12.2 8.5 

27.2 24.0 25.0 

0.8 1.2 1.4 

27.0 10.5 24.8 

10.0 13.3 
17.0 I 

7.0 2.2 

48.5 16.0 '12.0 

18.9 13.0 15. ,1 

1.3 1.5 0.9 

176.9 104.0 154.2 

第 4表生産物単位抵当り所要労働泣

そ 市
出

,
A1s 

の 1.5 

192.0 

またさらに10a 当り米の

生諜貨についてみると，

節 S 表のとおりで多収穫

栽培であるため， Il1JI徐授

はやや多くなっている

が，全体の25用はrl!y，県

よりは低く， 1 r待問
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第 5 表 10 a 当り米の生産星空

包集団 羽 後 mr 

種

目巴 業} 設( 7, 865 7 , 886 

務 本j iSf 費 2, 365 4, 018 

手IJ 費 989 1, 1::;0 

紡 除 費 3, 210 2, 377 

建 物 費 1, 182 

農 J! てな 塁塁 7, 918 

tfi ブ〕 費

自 家 労 賃 7, 219 14, 861 

震 汚 労 主雪 1, 389 4, 096 

主君 料 ノを 金 8 , 608 100 

(注) ①新処集団は1. O~1. 5 ha 庖tの抽出調査による代表値

②羽後町はl県:CJI:協中央会「米生産主主調査」による

当り労働報酬は 800 円といちじるしく高くなっている。

(昭和43年度)

秋 出 県

円
531 

5, 516 

1, 992 

1, 887 

830 

1, 863 

6, 177 

107 

15 , 177 

2, 954 

1, 158 

38, 192 

543
kg 

73 ， 200円

23, 005 

50, 195 

353 

なお，この集団では稲作のほか， リンゴと家畜が第 6 表のとおり，近し、

ちじるしくのびている。これらはいまだ家計を十分にうるおす程度ではない

が，複合化を目指す動きの成果である。
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プラスアルファ一部門の推移

12 . 

第 6 表

1. 617 

つぎにこの柴田iには婦人部があり，生活改誌のlliîでも活発な活動会f続けて

図っているが，翠雪地帯の冬の救急用おり，俗々の衣，食，

上司Iを添ifl!iするなど，部落全体の生活改諜についての配慮もなされている。

機高能率，高生産…一受賞者の稿作技術

そのどれをとってみてもと集団の栽培の大要は第 2 閣のとおりであって，

彩十種概姿及生育段階

(レイメイ)

初~ごと一 20主
/ 14 14本

13/11 12ιぶ一一十ー二二目
/式 "lかー

炉=*一一，"
J一一「一「一一寸 1 寸

0 十 10 +20 +30 +40 十 51

第 2 図

令
数及

繋
裟

45.18  8.4 

綴一宮代刻一回一一分けつ鰐一撃一組数一議一穂一発熟期一一
後 縫 自 説約

7.5 7.18 
「一一....， r-...., 
Z革 N N 

佑加年 H
化化

加燐ぷ砂
言葉里安 安 C毎号 c:s号

4 212 12 10 10 

2ゲ E M キネキち
ン p c タ，;-タ ~Y
マ N P ジアジン

ンソン千ム
牧;1< ~.ジ， ζ

) 立ンオジ

お ν シ

宮 25

-15 -30 -55 -75 出草壁面I
f五日護士

月日

htてヒ
t ノタノ
a 吟F ぺ .Y
a ンッン

g ポ白 :l! 

!スリ スワ
:ミフ? ミキ
iチキ チシ
!オン
í;.-ンン

資

均
一」一

首

関iT弓
i理?5蹴日

が1∞) I唆誌T炉?吟ザ??子γγ.一……川v一…寸"一

1可f スプ);: N 
L ラ K

タニt. ~ p 
Z ムス 4

話 2

約~虫防隊

及

徐1fí:

生

時

主出

r，ij監ír泌水

~ 

言語水
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畑商代

くに目新しいものはやj もなく，いわば誰れで、もやれる技術のつみ重ねにすぎ

ないが，この辺が集団多収穫の要諦といえるかもしれない。したがってきわ

だって特異な点は何もないが，あえて特徴といえる点をのべると次のとおり

である。

し ごとづくり

昭和四年頃に全開場に暗架を行ない. 12年頃に砂の多い畑土客土し，さら

に10年前から 10 a 当り1.2 t の川泥を客土した。さらに昭和33年墳に全闘場

について土撰調査を実施し，闘場ごとの改善対策をたてるとともに桂カルな

どの改良資材を施用し， ヴf速成堆肥と肥育牛の良質堆肥を多量施用するこ

ととし， またトラクターにより 17cm 以との深耕マとして，圏場の地力の増

強につとめている。

2. 鰭苗の育成

周辺よりも10 日 f攻守1 く，保温折衷古代か被覆畑苗代でうすまきをし，強健

している。

3. 合理的な水管理

乾田化されているとはいえ，重粘な土壌なので，根の活力を損わないため

には水管r.rnが大切であって，浅水，間後frì劉飢，中干しなど，土壌の還元化を

阻む諾技術が生育にあわせて行‘なわれており，とくに排水のよくないところ

では，有効茎数確保後，中干しTI霊前に田部に明梁を掘っている。これは 1 枚

の水田に 2 カ所宛，底が三角形の特殊な下駄で株間に型をつけ，その跡の泥
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を手であげて，深~ 15cm の排水講をつくり，それを 1 本の深い排水溝に

くブj法で，この労カはそれほどかからないとのことである。

4. 徹底した防除と追肥

ここは県内でもっともいもちの多い，またもんがれ病の多いところである。

しかもかなりの多把栽培なので訪除はきわめて慎震で，本間で 9 囲も薬剤散

布を行なっている。

総!J巴の特f加工追肥で，その間数は出穂j切の分を合めて 4 問となっているが，

~(J 1 回は EEI1前後の生育の不揃し、を践すため，また第 4 凹は出穂後の禁色の不

揃いをi夜すためで，全体に施したわけではなく，とくに出穂後のjii肥はほとん

ど、効果がなかった。また第 2 [îlは普通ならば出穂 1 カ月前で施用しにくい時

期であるが，業在Lがおちすぎたのと，分けつが不倒lし、であったために行なっ

た。 ~3 回はややおそい穂肥としてもっとも収設に彩粁ーしたものと思われる。

5. 収穫，乾燥

収穫は機械の入るところは，パインター，自脱型コ γパインを用いて，組

作業で行なっている。また iヨ脱コンパインでは乾燥はおお張りの乾燥機を用

いているが，この場合，作業舎のーI絡を改造してテンパザンク。の|擦の籾自:場

をつくり，自脱コンパインの作業がすすんで、，生脱穀籾の搬入が多くなって

も，乾燥機中の籾を一時，テ γパリンク、、言どかねて籾場に /:1:\すことによって，

生籾を堆積することのないように配慮し，これによって多収穫栽培にもかか

わらず， 3 米以上が9796と賂辺の9096よりははるかにと質米合生産してい

る。なお収穫作業の擦の組作業:人員はパインダーで10人，長!脱コ γパイ γで

籾運搬を含めて 7 人という，若手人数が過大と思われる組作業になっている

が，これは作業者の能率がやや患いとし、う封切:な事情と，機械は作業中休

ませないため をおいているためで、ある。

線経営の向上一一技術・経営の今後の発展方向

人の和宅をど桁や村神iドl として発恨してきた現在のこの1集長悶はまだ完成したわけで

なしい、 O 部落S印O戸仁!ドゴ，この組合に加わっているのはお戸で，残り 15戸は水田が
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いまだ乾由化していないので，機域化することが出来ないために加入してい

ない。幸い昭和45年から県営闘場整備卒業がはじまり，これが完了すると，

この付近一帯約 1 ， 500 ha が乾田化されるので，その時には残る 15 戸も包括

し，部落ぐるみの集聞とすることにしており，その集団も第 7 表のようにさ

らに高度化することを考えているO 勿論この時には田植機を導入し，収穫撲

の全面使用により第 8 表のとおり一層の能率化がはかられることになろうっ

第 7表集団栽 l音の段階的拡充

種 子

品穏

35~38 。

39~40 。

41~43 ⑧ 

目標 ⑧ 

ヌド E8 
ロm' 口町型、("1

出荷

議事

会面実施のもの ……⑮1 技 .....1 共臨1 共
|術|同|悶

(注)班により実施程度の兵なるもの ・@ト協件作部卜利ゅー…ゆい
大部分実施のもの 一 ...0) 定ムj 業口j 用

つぎにこの集団では水稲以外にリンゴと家畜の錦養が行なわれている。リ

ンゴは掠j果の時期が白植期と重なるため，余程の技術改良が行なわれなけれ

ば，労力の集中がいちじるしいので， リンゴは収入を増すよりも，むしろ自

家出費に止めたし、と考えており，将来は肥育牛に比重をかける予定にしてい

る。すなわち羽後町は山間部で和牛の素牛育成が行なわれているので，これ
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活躍すお婦人部

第 8表図擦とする技術体係

1'F- 梁 名
技術内容

P'î 代一切

ヌj;; æ~#I起整地

tttß巴元肥散布

国 1夜

追 JlE 

除 王宝

(注〕① 30a 区画大規絞区図的が整備されることを前提

(10 a 当り)

和 50 年

技術内容

Jj切巴散布機

関航機

入力

除家予fIl~散粒j隣

人力

② 現行の沼槌作業を問機機:刈取作業パイ γダ一体系を自脱型

コンパイン体系におきかえるものとする。
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を肥育するのに恵まれているからで，このために未利用地 12ha を草地造成

することを考えており，このようにして，昭和田年の所得 1 戸当り， 200 万

円を第 9 表のとおり目標としている。

経営規模

単位さすり J反長:

総

lì主

粗収入

所得率

所得

単位当り労働時間

第 9 表作1=1 別経営類型

複
水稲作経営

7j, 
2.2 ha 

950 kg 

(注) ① S50年の農業所得目標約 2， 000 ， 000FJ

ノロ之、 f4cとZじ

稲 月巴

1. 56 ha 

950 kg 

② 水稲作を基幹として肥育牛を導入した複合経営とする。

営

トj Lj二

21 

230 

③ 水稲作は築間栽務による大型機械化体系とし，肥育部門は図fç ， 1111道地

区で「仔取り育成」し，主rr処集郎農家が「肥育J ずる地域間分業方式で突

施する。

④家族労働は 1 戸当り 2.0 人を想定するc

また，一方今後の業を考える場合，どうしても後継者の育成と経営缶詰

の拡大を図る必要があるので，後縦者の育成については青年部の活動を活発

にするとともに，零細法家の後継者には学資を賃付け，高校を卒業させるこ

ととしている。また経営面積についてはすでに拡充の余地のないこの地方で

は拡充はきわめて調難で、はあるが，転職を希認する者には積極的に援助する

ことを申しあわせており，その実現をはかろうとしているO

以上のように，もともと用排水の不便な災害の多いところで，これを一丸

となって克服しながら，時代の変化にあわせて発展してきたこの集団は，一
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応高能率高水準稲 として， となるべき域に到述したが，なお

今後発肢の余地はおおきく残されており，稲作の行きづまりが去々される

在ではあるが，この らく， している って3副長して

ゆくものと思われる。

i詰後にこの部落のある羽後IHJ西潟音内 !llJは古く， j見学'f~佐政治淵を生んだ

ところで，今もその近誌が信淵文時としてIHJに保存されている。

府組合がこの地で発臨したのも 1f9~然でなかったのかもしれなし、。
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水稲集団栽培による高位生産性農業の実現

新処高度集団栽培組合

私達が実際に集団栽培を始めたのは

昭和38年でありますが，高度集団栽培

組合として発足したのは，昭和41年で

あります。

集団栽培を始めた動機は，土地，水

利条件が他地域に比較して怒く， しか

も労働力不足に伴って，年々決業機械

が導入されているがそれが過剰投資と

なって民家綬済を圧迫していることな

どを，なんとかして地域ぐるみの力で

解決し米を主体として生きている部

落の経済を登かなものにしたかったか

らであります。

しかしし， いざ袋!回沼j栽文νL培吾吉をど始めるとな

i るとι，十州分知I哨い
得たはすず砂の組合f負主が，尖同化による出

費がかさむことや， )反:註に不安がある

など，いろいろの問題がおき，この事

業の目的とその効果を十分に納得して

もらうのに，かなりの苦労と，意外な

時間がかかりました。

ただ，不便だった水利条件を改善す

ることは，部落の長い間の悩みだった

だけに，この基本的な課題を解決する

ことを翰に組合の結束は大きいものと

なり，集団栽培への意欲的な展開がな

されたのであります。

集団栽培[土，劉;場のまとまりと，組

合員の地縁的まとまりを中心に，施設，

機械の能力を勘楽して 3 つの作業班に

分けて，可能なかぎりの技術協定と，

機械施設の共将利用，共同作業を進め

てきました。勿論 3 つの班の作業進捗

をみながら相互の調撃は行なってきま

した。

その結果， 10 a 当りのl奴主主は袋!到の

平均で， 821kg (43年)，その労働時間

は 104 時間とし、う大きな成果をあげま

した。

私達の主主blIの今後の呂擦としては，

「高生産性稲作の実現と，それを基幹

とした， f2fflrr，果樹の振興」でありま

稲作については，市場{íの高い7fとを

安いコストで供給することをTlÏr提に，

品質の改善，生産性の向上に一周の努

力をいたします。

また，'E芸，iÆ.来1替の振興については，

未利用地の最適利用ふ稲作で節減出

来た労力を注ぎ，斎，iÆと果樹作を振興

させ経営の安定化と所得の増大を図

り，自立経営を7守成助長することであ

ります。なお，私達は，今後における

農業振興の方向は，協栄的条出組織体

制の確立によってこそ可能であるとの

信念で頑張り続けたいと思ってます。

代表藤原徳三
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受賞者の略歴

日本農林漁業振興会長焚受賞二二二二二

出品財しょうゆ

受賞者 丸寓醸造株式会社

代表中間栄

(長野県飯田市上飯間 217)

2 時間足らずで飯同市に若く。東には赤石!l!
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JilR，回ーには木雪山脈の

える中主f，渓谷下りで有名な天

竜Jf!が流れている。飯間は風光

明搬な都rtJであり，疲弊しきっ

た戦後の日t朴!の中で， リ γ ゴ並

木をi植えたこの町の中学生述の

美挙は余りにも有名である。中

間栄治氏(土明治34年，農業，中

田初太郎氏の長男に生まれた。

初太郎氏ば農業のかたわら，飯

関市の麹罷で修業して42年に独

立し，中田農の麓号トで麹原を開

業したが，ブミ:正 7 if.に10人の子

してなくなった。



丸禽醸造株式会社全長

翌年栄造氏は飯田市松溶義塾を修了後，醸造技術の潔得のために上京した。

丸三援対|概造工場，大蔵省醸造試験場および日本醸造工業で研修することに

なり，ここで栂野明二郎博士の指導を受け，斡油醸造法の改良の研究を続け

た。大正11年飯田に帰り，研究した速醗法による蟻造工場安再興することに

なったO その後もまずまず醸造技術の改善の研究を続け，昭和四年と2Hf三に

はみそ述瞭法に関する許 u開会話二 162236号と 172522号)，昭和22年には醸造

用温室の実用新案(登録第 358328 -l'子)，昭和23年にはしょうゆ述醸法に関す

る特許(特許 175832 号)，さらに昭和初年には，みその仕込混合装肢の実用

新案(登録第759246号)にかかわる発明を行なっている。これらの発明は，

いずれも謀本的醸造技術の改善に役立つ実用的なものであるために，今日で

も広範囲に採用され，食糧産業振興に貢献するところ大なるものがある。

これらの功績により，藍綬褒章，紺綬褒章，発明有効賞(長野県)，発明協

会会長賞，食料品西日給公由総裁賞，イ言毎文化賞を受賞し，さらに品評会出品

成績の優秀なため，しょうゆについて農村大臣賞，食糧庁長官賞 3 回，知事

賞 8 間，みそについて食糧庁長官賞，知事賞10聞をそれぞれ獲得している。

人格識見すぐれ，徳望あわこれまでに長野県味11台工業協同組合連合会盟事，

飯田味H曾醤油工業協同組合理事長に選任されている。

なお中田氏が社長を務める丸i再醸造株式会社は，現在資本金 1， 500 万円，

土地 3， 700 坪，建物 2， 350 :101，従業員47名の中堅優秀工場として確実な前進

を続けている。
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続受賞者の経営概況

資本金 1 ， 500 万円，従業員47名，みその生産高 3， 046 ， 080 kg，しょうゆの

396 ， 9541 の数値からわかるように，当社はみそ，しょうゆ企業とし

ては中の部に隠するものである。そして生成内科からみて，みそ

力を毘いている会社であることが思解される。

長野県はみそ生産量が全i玄!の 2596以とに迭し，

レベルで、上位10社に入る大企業が数社あって，それらの大企業との経営"との

格設を縮めることは容易ではなく，当社の経営も必ずしも楽観を許さない。

加えて昭和36年に飯田地|廷を襲った集中義-雨による工場ならびに関係者の波

書は，意外に大きな爪痕を残したようである。それらの影響があって，

における営業成私立は必ずしも芳しいとはいえない。社長以下首脇がすべて

第 1 表 3 1努聞の営業成絞

第16j弱 41. 5-42. 4 I 第17;1羽 42.5ー孔 41 第18期 43.5-44.4

みそ売上高 206,740, 422 190, 819, 327 200, 496, 085 

しょうゆ売上高 16,941, 613 19,821 ,717 27, 313, 665 

当 j拐事官利益 120, 532 169, 266 5, 271,725 

繰越欠扱金

期末残潟 1,252,688 1, 132, 156 962,890 

次期繰越欠損

金 1, 132, 156 962, 890 ム 4， 308， 835

(注) ム当期純利益

技術者であったことが，加の芯fjミで災していたのかもしれなし、。たとえば先

に掲げた畏重な特許{吏用料などの収入は，やりようによっては莫大なものと

なったはずで、あるが，突擦にはほとんどみるべき収入となっていないようで

ある。

そこで昭和42年11月より日本コンサルタントグループの金業診断を受け，

当面の問題として販売促進につき指導を受けた結果，第四期には前期までの

欠損をカバーして，ょうやく黒字決算へと営業改善の成果を挙げることがで
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きたのである。詑目すべきは，この間にしょうゆの売上高の念、伸がみられた

ことで，これには日本農林規格の優良認定工場として県内 2 社の畠つに入り，

全醤工連より表彰されるなど，品質の侵秀であることが一般消費者にようや

く認められ，特に県内での積極的蝦売に努力した成果である O

部受賞財の特色

1. 品質上の特徴

日本法林規格によると，しょうゆは波口しょうゆ，淡口しょうゆおよびた

まりしょうゆの 3 種類に大別されるが，今回の受賞財は最もポピュラーな濃

仁l しょうゆに属す。醸造に用いられた原料は，脱脂大豆 1 ， 080 kg，小麦

1, 350 kg で、，それぞれ常[去により処理し，製麹し，ついで、食域ボーメ 18度

で、仕込み，もろみを発酵さぜてから，搾汁し火入れしたものである。製品は

色調，呑味および組成の全般にわたってや分ない優秀品で，第18回長野県し

ょうゆ品評会において出品点数 207 点の中から，厳正な審査の結果最優秀品

として評婦されたものである。その物理化学的分析値はつぎの通りである。

比貫(ボーメ) 24.0，食塩17.1，総窒素1. 73，ホノレモーノレ室素0.96，糖分

4.36，アルコーノレ1. 25，酸度 1 13.3，酸素 JI 10.4, pH 4.8，経街能0.7，

3. (長野県醸造試験場において基準し工うゆ分析法により分析した結

果であ乙。)

以上の分析{症を解析してみると，まず総窒素1. 73とし、う高度のj容解率は，

Eil仔の良材;続格1. 1 と í!泣ベて非常に高いことがわかる。さらにホノレモー

京0.96とおく，その総窒素;こ対するパーセント(分解率)は5896 と適度で、あ

る。分とアルコールは多く， pH，酸度 I および Eはよくパランスがとれ

ている。特にアルコール1. 25(忽)という官官は，中小規模の工場製品としては

日にしよう。これらの分析結果を総合すると，日lI51財は単に官能審査で

したのみたらず，物理化学的分析結果から判断しでも逸品で

ああことがオっかる。

なお，特筆すべきは，品評会出品の試料の中には，いわゆる品評会用とし
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て小笠の特別仕込みを行なったものを見受けーることが多いのであるが，木県

よれば，そのような特別法;厚仕込品を受けつけぬように，濃ロ

しょうゆのボーメは制度以下，食取1796以ととしており，この出品l!J はその

である。

2. 生産技術上の特徴

受賞財が上記のように，ロしょうゆとしてきわめて侵秀な品質を示すに

京った背景iこは，適正原料の{主用，原料処JJHの適確さ，発酵管理の合理化，

ることができる。

そして，社長中田栄浩氏以下全従業員が一九となっ 陳述技術

の合E主化，食品衛生面で、の完壁な管理への不斯の努力の成果として，高く評

価されるべきものであることはいうまでもないが，その技術改にさ当っては，

ることを見落すことはできなし、。以下そ

れら生支術上の特徴につき具体的に説明しよう。

(1) 高伎の技術レベル

中国栄造氏については先に述べた通り，今日，しょうゆとみその鍛造に関

4 件の発明はその実用性を高く評価され，広く採用されてし、る。専務の

中田正亭氏は若い頃から社長の指導を受けー，醸造技術の改替には枯段の務力

を L，現在民野県味噌組合連合会の技術担当の理事とし、う腐古の通り，県内

でも広くその技術を買われており，常務の中田恭-氏:ヱ京都大学設京化学科

る。このように社長を初め主)j誕百五のすべてが優秀な技

ることは，業界 Ff'lにおいても一際異彩を放っ存在ではある。

このように技術者であるために，従業員全般の技術レベルも自ら

高いことになる。さらにまた従業員の技術研修の

しているつ

。)

このア;協は初めに説明したように，みそとし之うゆの兼業工場であり，間

ように，どちらかといえばみその生産に主力を傾けている 0

3, 0-46 t は，全保!的にみてもトップレベルに次ぐ位置にラン
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もろみ庄搾機 火入しょうゆ;戸過機

クされ，その製造施設や機械装置も最新鋭のものを揃えて合理化されている

といってよし、。これに対してし 3 うゆ生産は 396 kl であるから， ~-;内では

上の部にあるといっても，全国的には決して上の部にあるとはいえない。し

たがって機械装慌の全てが最新鋭のものばかりとはいえず，その能力も大き

いとはいえないが，それらのレイアウトは流れ作業主ど十分考慮して、?ずり 9 全

体のバランスがとれていて無駄がない。

この工場に一歩足な踏入れた途端に見学者を驚I挺させるのは，工場内部の

隅々までが理想的な清潔さを雄持していることである。

しょうゆを扱う工場は，一般に不潔になりやすいものである。それは仕事の

内容が，製麹作業とかもろみの発鮮というように，とかく汚れやすいもので

あるために，長い間には汚れが蓄積し，それもやむをえないと考えるように

なっていたのであった。ところが近年になって，ょうやく徴生物管;理商に科

学的調査と研究がなされるようになれ工場内の溶潔維持が，り士iこ食品衛生

上の問題としてでなく，製品の品質や収量に大きな影響をもたらすことが明
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らかにされたのである。そして醸造工場内の微生物管理の要点は， まず清潔

にLて雑菌数を最小限度にすることにあるといえるのである。その見地から，

この工場を見るとすミに理想的といってよく，全国的規野に立っても， このも

のの右に出るものは余りないであろう。 見学者を迎える直前

第 11頚 しょ ゆ際造工務:関

lr! 日

一;;

曲一←----~
回

日
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に掃除して見掛け上の清潔させと装う;場合が多いのであるが，当工場の清潔さ

はそもそも土台から築き上げられたものであって，到底一夜づけのものでな

いことが一見してわかる。

汚染しやすし、部分は，すべて汚れの目立つ白色塗装を施し，発酵タソクそ

の他もろみの接触する部分は，これも白色の耐敵プラスチック主主誌を惜しげご

もなくふんだんに用いている。もろみの圧搾空気による境伴は，もろみを天

井や壁に跳ね上げ，汚れを残すのであるが，当工場にはそのような汚れは全

く見当らない。撹枠時にはもろみカパーをつけて，跳ねとげを訪止している

からである。

中小規模のしょうゆ工場は，上に述べたように不潔になりやすいのは，一

つには照明に対する配慮が払われていなし、からである。その点，当工場の照

明については，細心の注意が払われ，十分に切るし、。各現場の照明は，主と

して蛍光灯が用いられ，それぞれの照度が明細に測定されている。たとえば

汚れやすい京場は 500 ルックス，壌洗場ーは 300 ルックス，製品;場は 260 ノレツ

クスといった工合である。

工場内の清潔なことは以上述べた通りであるが，食品工場では肉眼では発

見し難い徴生物による汚染に対しても十分に清潔で、なければならない。その

汚染はもろみ i愉送パイプ，もろみ任搾機関係，火入れ，埋詰関係の特に露出

していない部分に起りやすし、。大工場では，年間を通じてこれらの部分はも

ろみや生しょうゆあるいは火入しょうゆが連続的に流れているので汚染し難

いが，中小工場ではそれらの流れには断続があるために，流れは停滞し，そ

こに徴生物による汚染が起り，しかも汚染された部分はつぎの流れの中に入

って，製品そのものの品質を低下さぜる結果となる。ここにしょうゆ醸造で

は大工場が有利となる理由がある。当工場では，上に挙げた汚染しやすい部

分の清潔維持には特別の配慮が払われており，ここに中小工場の不利をよく

克服して， I日:質のよい製品さとっくりえた理由が隠、されている。

しょうゆ醸造は温暖な土地が過していることは，太平洋暖流の流れる千葉

県銚子に大工場が発達した事例がよく物語っている。それは，しょうゆも
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ろみの発酵は 250~300C とし、う比較的高温が適しているからである。その点

当工場の位躍する飯田地方は，南アノレフ。スと中央アノレプスに閉まれた山間地

で，冬期の気j誌はいちじるしく低く，もろみの発酵には女子迎でないといわね

ばならなし、。 中間栄浩氏が夙に視酪法の研究に没頭したのも，要事冬地醸造の

基本的問題は，発酵温度のコントローノレにあることを見抜いてし、たからであ

ろう。今日よく諜冷地とし、う地理的ハンデを克服してよく優秀品を際造しえ

た理由の 1 つは，もろみ発酵に関する混度コントローノレの木が確立されて

いたからだといってもよいであろう。

機技術・経営の分析および普及性と今後の発展方向

これまでに述べてきたように，出工場は中小規模の工場ーとしては，稀にみ

る高度の技術を駆使し，適正原料を使用して，規模や地域的条件の不利な克

服して，優秀な製品の醸造に成功したのであって，その点については1$1分な

いところであるといってよい。

経営面では経営概況で触れたように，過去の突績は欠損金を繰越してきた

点からみて芳ばしいとはいえない。ところが，これを改常ーするために，日本

コンサルタントグループの企業診断を受けるなど積綴策を打出して挽回に努

めており，その成果が稔って前期ではようやく黒字決算に転じえたのであっ

た。従来当工場の営業内容は，しょうゆよりもむしろみそに主力を泣いたも

のといってよし、。ところが最近になって，しょうゆの版売にも積極的にのっ

出して，前々期ìCil史べ一挙に4096増としたのは立派で、ある。

今後の発展方向としては，みそ生産の部は別として，しょうゆ生産につい

てみるならば，伺といってもしょうゆ生産は大規模の有利世を考えて，

規模の拡大を図るべきであろう。訴しもしょうゆ業界は近代化促進計闘を終

了し，新たに構造改普計器に移行しつつある。この際，技術の優秀な当工場

が中心となって講造改善計百!な打出すべきであろう。
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純正食品の真価発揮に今後も精進

丸高醸造株式会社

昭和M年度農業祭において，農林漁

業振興会長賞を受賞いたし，名誉この

上もなく，今更ながら感慨無震の境地

でありますー。彩、は 18放の時より味11曾，

際対1について興味を持ち，今日まで50

年間味11合ならびに経治の醸造につい

て，大先濯を初め学術経験ともに優れ

i たる諸先生方の御指導を多く受けてま

いりましたが， 日本特有の味11脅怒許11に

ついては，その製i弘に於て満足で、きる

本当に有効なる製品ができず，特に昨

今の市販品に， うそつき食品となって

氾滋いたしおりますことを私は憂える

一人であります。

味噌には，信州味HB，仙台1];~ll曾，安

旅i1合(図舎沫11曾) ，関西の白球l札豆味

i惨など，大体に於て味11曾の種類は以上

のようなものでありますが，その種類

別に，それぞれ特徴があって，非常に

日本人の必需品として，古来より噂い

ものとされておりましたが，第二次大

戦後その味噌の特質を失いはじめ，妄

りに得手勝手な加工味帽を造り，今日

では薬品を何種類も添加した， うそつ

き食品となって現われておりますこと

は，誠に嘆かわしい様みであります。

私は思うに味噌は，カ口リーの高い栄

養食品で、はなくて，醸造中に，ノミクテ

リヤなどによる酵母や酵素が作用し際

されて味i1舎となり，米変および，あら

ゆる食物とともに食され，強烈に胃や

脇にて分解作用を行なし、，はじめて営

養素にかえるべき高度の消化吸収作用

をする役目をいたしおるものであると

考えられますので，味噌は重要な栄養

剤であると思います。

受賞を機に今後に於ても味噌の栄養

郊であるという本来の姿を見失うこと

のない商品質味i1曾につき一層の研究を

いたしたいと思います。

務泊についても，古来より醸した醤

油であったものが，今日では人工加工

務治となって惑い甘味とか薬品を添加

しての有害の1;!~油も出廻っておりま

す。すなわちこれも， うそつき食品と

なっております。醤油も相当な月日を

費して醸した製品でなくてはならない

ので、す。

味11曾と向じように，ただ単に調味料

ではありません。醸造中に酵母や酵素

のカによっての有効なる成分の結合体

です。どうか味11í'ìも綴治も臼木特有の

栄養剤ですから一億の人々が皆認識を

新たにして，絶対なる必需品の真仰を

知っていただきたいと思います。

農家に於て真剣に巡り上げた尊い

米，表，5Iを原料として醸造するわけ

で古来より日本人のかくべからざる食

品であり，その真価を{可侍までも発揮

してまいるべく研鈴してまいりたいと

思っております。

取締役社長中田栄造
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マスクメロン栽培を中心とした全面協業経営

受賞者 農事組合法人 芳 松 閤

(代表者中浮 )11 高 l耐)

(1符|潟県浜松市大柳田J2185)

襲撃企業経営を目指して一一受賞者の略歴

|五i鉄東海道新幹線浜松駅から南東三自の鉄工団地を通り故けて，駅から約

5kmほど行き，国道 1 号線の浜松バイパスを越すと，約 2haの島内nに561莱の

E 温室が整然と 4 列にsl~んでいる壮観が日 lこ入る。これが芳松腐の611 室群で、あ

る。

この地域は海岸に近く，天竜)11 の右作河口に近い沖誌の湿田地帯でg~j~lllが

点在している。兼業農家が多く水田と畑の割合は， \ま vty:.々で 1 戸当り王子均

書籍 1 図芳松問所在地略図 耕作面杭は約 60a で雫*IfI Jl!主家が多

?ー「一一一つ丸h ノ fニヨ l し、。近郊野菜と水稲作の復合経仔

が多く，自立経営の多くは議室と

水稲作を組合せている。方松関の

所在地は 113芳JII村に践し，

芸の歴史は古く，

水準は一段に高い。近年都市化，

工業化がj臨みつつあり，耕地は減

少の傾向にある。
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農家組合法人芳松匿のメンバー

タ7必lぷ|は昭和4Hpこ結成されたが，当時高度な経済伸長の下で，都市化，

装化による斜地の減少という民家への庄力に対し，設業を見担って転業を

するか，あるいは民業構造改詩卒業を受け入れて企業的な経営に脱皮して段

業により生計を立てるべきかにつき，現組合長中津川l氏を中心とする有志10

数名は連日協議を行なった。経常規模の小さい農家がj企業的な経営を行なう

には協業経営が理想である。しかし悶芸経営の協業は仲々難しく，特lこj品安

メロン協業では成功率仔IJはほとんど見当らなし、。しかし協業が理想、であるな

らば，どんな困難があろうとも沼気と開拓精神をもって実現しようと，全組

合員が強い{長念、をもって問杭 L，昭和41年 6 月

27 日登記を完了した。

土地改良を行ない，交換分合事J終えた組合員の全民地を貸出=により使用す

ることとし，

J長 i匂

組合長の中津川誌は!日制の Ï{T1j等工業学校を卒業しておられ，機械に対する

知識が誌であることから，その才能を生かして， j:品室主ど大型化し，作業能

とげるために，新施設の開発を行ない，近代的設備を導入し，労務管理
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を工場管理方式化ずるなど，独創的考案をされ，瓶室メロン栽培の規模を拡

大し，毎日継続して良質のメロンを東西の市場に出荷することに成功した。

組合員は中津川氏を中心とし相互の信頼と協力の下に一致団結して経営に

さl& 1) ，着実に協業の成果を納め，組合員に収入の増大をもたらしており，家

庭における計画的な衣食住の改善も着々行なわれている。

新資材の開発は調室農家の刺激となり，大型温室の可能性を示し，温室経

営規模の範例を示したことにより，大規模経営農家出現の契機となっているむ

機装置化とシステム化の勝利一一ー受賞者の経営概況

組合の構成1. 

(登記)昭和41年 6 月 2713設立年月日

芳松国民事組合法人

員月足構第 1 表

耳後

率: (労務〉

苓(資材〉

役

合長返事(総括)

副組合長理事(販売)

副組合長理事(会計〉

戸
り

-
D

片J
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円
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z
d

昭 2. 9. 8 
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大 1 1. 6. 4 

大 13. 12. 22 

昭 10. 2. 28 

昭 4. 1. 24 

Qj3 4. 1. 24 

ag 14. 4. 25 

ブミ 15. 11. 28 

大 9. 12. 9 

大 10. 4. 5 

大 3. 11. 18 

中津川南i嗣

足立努

伊藤茂夫

鈴木健汚

斎藤級

官山茂夫

伊藤繁次

鈴木保行

鈴木燕

鈴木正一

鈴木てる子

古山正志

ー
ム

η
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ρ
U
Q
U

つ
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u
n
O
1

ム
守
ム

Q
d

今
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Q
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5

4

3
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2

9

1

7

3

 

73 (平均年令)4412 音ト

法人設立当初は組合員 1 人当り 20万円の平等出資で，出資総額は

現在は 1 人当り出資金40

出資金

昭和43年倍額増資を行ない，

万円，総出資額は 480 万円である。
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240万円であったが，



2. 経営の概況

土地水間5.8ha，畑3.0ha，温室建物，敷地2.2ha

ìßt室 56諌， 7, 200m2 

メロ

タ*ンフ。トラック

金約施設

第2表施設，裟備

56棟 7， 200m2 温室自動保温施設

続床用金総一式

温室管理所

淡機具務納庫

i金 目白 合

研修所

スプレヤー

コンパイ γ

温室主主気 Jij;í

ソイノレシュレッタ

30機 3， 733m2

26事U 3, 461. 64m2 

目立農業用換気綴
HHF-I000 

ソイノレシ ι レッダー
2 台

この他法機共として田11立機 1 セット，コンベア -1 合，三il[，命率 1 台，乗用

2 台を所有している。

施設の配置

団地造成のための投資額: 近代化資金に自 合め

て総額 8， 248万 6， 000円の投資を行なった。

労力: 労力は構成員の去に示した組合員12名と家族10名の出役の外に常

時 4~5 名の研修生の出役がある。家族の出役については義務づけられては

いないが，ほとんどの家寵で主婦が出役しているつ

労働時間は組合員は出勤 51涛30分(冬は 6 時)，婦宅は 18時で実働 10時間，

家族は出勤 7 時(冬は 7 時30分) ，帰宅17時，実働 8 時間となっており， Ij:¥ 

勤，退閣はタイムカードを使用し，出役状況を正確に記録している。

作物の予言段階に応じて作業主ど分類すると共;こ， j需種から収穫:までのí'F茶
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第 2 図施設の百己 資限!

N→ι十一
ぞ，.

国
0000 園[
11111 11111111 

里 ~I~ ~ 000 1,0 0 00000 DE 
iJ111lulu叶 U山DDDDË

五 m (ijJ一員5H) 

を10に区分し，各区分の作業には責任者を定め，技術の専門化をはかり，こ

れを調整して一貫した分業的作業体系により作業を進めている。

報酬，総合員の月給は65 ， 000門で，月 3 日の定休日と年241ヨの有給休暇が

認められている。家族は日給 1 ， 000 円であり時間外手当があるO 賞与は組合

員と出役家族でいわゆる勤務評定を行なってボーナス額言どりとめるが，およそ

組合員は 3 カ月，家族は 2.5 ヵ月分の支給が実績となっている。研修生は食

費，宿泊授を法人で負担するほか月 5 ， 000 円の小遣を支給している。

経

水稲作 5.8ha の水稲作については，その7096は機械槌とし，刈取りは

コンパインを使用し，刈取ったものは直ちに農協のライスセンターに搬んで，

調製以降の作業，販売は全部農協に委託している。したがって水稲作はきわ

めて省力化されていて lO?c単位ゑ 07人で、収穫までを終ってし、る。草取りに

全体で、90人程度外部から護用しているに過ぎない。

畑地: 3ha中 1ha には庭木の大王松，乙女棒を総え付けて放圧殺取を行な

い，なるべく手がかからないよう考慮を払っている。残りの 2haには今後花

- 56-



表

玉拭き
ネット~~!~~

玉切り
定期消議
虫消毒
キャ γ カ…

Fr，1j込み
泌切り
ヨジI'J り U~: し
荷造出荷
資材準備
Jjtn~:ft'(み

Jj[~nm潟 ;iz

室内強制11
室外整備
J定後り
ハイマット i 開 h
Jl~ 冷 rp J 'Jþゼリ

孤括~護側J
二上: 迷 j般

214i返;絞
オミ弔，炭巡搬
ボイラ-J\l}除
ガラス洗い

間メ日り 1
水田作業j

⑩
一
明
⑬
⑧
⑫
⑮
⑪
偽
(
切
の)
A
M
)
命
)
(
初
⑪
的
的
一
一
切
⑫
⑫
(
⑪
@
⑧
⑧
⑩

お1

会1， J反り

後水
道根切り
商支柱立て
鉢洗い
鉢土作り
定総支役立て
締り
IlqJí'~定取り
下薬取り
焼1守除草

づり下げ
叙1];校取り

施Jj巴

J尚心
側校決め
交配
1] 付け入JL
U;ft 1 EljZり
側校切り
3;: 決め
ノトメ P ン{乍り

玉めり
袋掛け
ま周り整理

/¥ 
ノJ業('1' 

①
②
③
④
⑤
⑥
(
刊
一
松
一ω
⑬
⑬
⑩
⑬
川
W
ぬ
刊
品
判
(
⑫
⑧
⑧
⑫
命
一
、
制
⑧
⑧
⑫

山
川
智
司

i
 

r
J
 

i

l

i

-

-

jl;IJ 

、
、
，t
 

pu 

11 

->
{
 

-
)
 

(
 

21 

28 

2 

11 

21 

来-

21 

ロ
γ

,, 
{
 

第 3 表

15 

27 

21 

27 

21 

21 

「
Jl

 

33 

27 

:13 

:i:.~ 

33 

33 

関Z

ヰヰ

)11 

4
4
 

1
… 

宇佐ヨミ

同

1:111 

ネ 1:1 の作業

⑧ 

長島

⑪ 

⑧ 

3() 

⑬ 

橋

4A 
司
自

ゴミ

、

l
 

ノ

イ!"

n! 

⑪
一
命

③ 

⑨ 

23 

7!) 

43 

58 

78 

⑬ 

り 1

11 

白J

‘ B 

② 

(31 

⑥ 

① 

④ 

③ 

(7) 

⑮ 

、
れN
U

イ
川
リ

(あ

⑨ 

。}

@ 

月|

に品
、司

33 同
円命

、f② ⑬ 



表

「一樹作りー→l一一去作りーイ土上げ一一→l

定取シ側下側焼焔側側摘交日施虫雄一ド除玉玉三E側ネ袋虫下 ::lî~lU玉施虫仮u玉ネ玉施玉玉下玉J民 | 

翌二校葉校草校校配付消花業決P校;取消業拭校週 ìì!l!拭;廻拭車業拭 | 
l反ト取取取徐取決始入 取取 笠取始 液取笠 取入整 但取 | 

織りンりりり草月巴りめ心ゃれ!l巴訪:りり革めり潔りめり寄りきり理肥寄りきれ理肥きしりき楼 j 

← 2汁79 ナゲ← 58 ーナ 91-y--u-1← 78 --'( 36 十いi

m 分任_"'�=-: 
F主理管第 3 函

〉

l

除
草

一
選
別
ず
ら
し

一
施
畑
山

ト
支
柱
立
て

在
根
切
り
ラ

育
桜
木

7

一
鉢
収
り
一

一
播
殺
一

名栄作

災任者
農家番号

。。

10a当り

ゴJf1虫労'Uコf'F 治
口M

r
お
山H第 4 表

380 

9.07人526 D 

uH邸主j創成総7096. チ11自3096. 草取は臨時，刈取はコンパインで，その後はライメ、七ンターへ依託。



芳松鴎全景(温室56棟 7 ， 800m2)

木をj:J;~ lTüずる計闘をもっている。

調室経常: 連日擾秀なメロンを継続して出荷できるよう生産計聞な立て，

3 臼で 2 械のメロンを出荷している。 1?家主旨りのメロン作付利用度は年 4.5

作となっている。 m\開県瓶室Jl~1あ浜松市支所を通じて 1 ~王子関に出荷した1出土，

次の通りである。

第 5 表メロンのn7jJj出荷数iU:

年間 6 :::E入りの箱数で 9， 092 箱の出荷で金額にして3， 818万8， 000円の 1'11収

入を得ている。贈答用として個人および会社などへ珪接販売した分はこの

には含まれていなし、。これら贈答用品の直接販売は特に年末と 6~7 月に多

い。 6 玉入 l 絡の訟は大体7.2~7.5kgである。

出荷規friは富士， 111，内，零の 4 階級であるが，芳松閣のものはおよそ富

士1096 ， 1118096，向1096で上('tl:"É託格のものが多い。 Ili 1ilH土 i努蹄県温室段協会f

通じておよそ大阪市場に6096，東京市場;こ30汚，広島市場に1096，名

場へは不定;日となっている。
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メロン 1 箱の生産費は次去の通りで 1 箱について 637 円というきわめて

高い純収益を上げている。

第 6 表 メロン 1 箱当り生産費

収 入 I 4， 160門市場設組合手数料 330内 =3， 830円

生産主主

第 5 Jtrl (昭和 43 年 6 月 1 日~昭和 44 年 5 月 31 E1)の年間の収入額は，

約 4 ， 400万円で，その内から約 1 ， 200万円の給料， 930万円の減僻償却費およ

び生産技その他諸経費を2白 Ic 、て利益金 500 万円を上げている。

'7J' 1公問自体の経営は誠に立派であるが，協業経営の成果が組合員にどのよ

うに反映しているかをみるため， j協潟業前カかミら i調昂室メロンを経;岱当皆'していた組合

員l仁中一j十ドl十い一:1 の 6 ]ρ斗与-の 7農盟2家友の|協窃業前の *í山!

紺合;員1当りの平均右をf比較してみることにする O

nγ 

第 7 表 協立た{と前・後の比絞

十協業前(昭和 '!O 年度弘和主~~rtll粗収入
3ζ そ 91 豆 11互l豆J~間

2541 3301 3961 3761 5611 2311 2, 1481 35811 7, 200 
ha! 
09l 04l1111111 つI 1. 11 5. 81 O. 9711 8. 81 O. 73 v. 

'1 
~. ~I "-I~' ~I ~'~I ~;:;II ~'~I 

千円 I (A)II 1 (B) 
1, 4661 1.1961 1, 8651 1, 553; 3, 180j 1, 6'!8110, 9101 1, 81811'!3, 1001 3, 59211 198 

1あ業前昭和40年度の平均 1 戸当りの粗収入は 181 万円であったが協業後の

昭和J43 :ir皮の平均 1 戸当り ~ll収入は 359 万円で 19896 の伸長率を示してい

る。土地改良によって 1 戸当り耕地面積は 97aから 73a に減少したが， i品室

!沼積は 1 )三f当り 358m2から 600m2 ;こ規模'â::"拡大して，協業経営に踏み切った

成果の現われである。
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第 5 WJ (昭治u-13年 6 月 1 臼~昭和H{下 5 月 311ニ1 )総主主~Yf):第 8 表
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中津川高

足立

伊藤茂

鈴木健

斎燦

古仏l 茂夫

伊藤繁

鈴木保行

鈴木燕

鈴木正一

鈴木てる子

古山正戸

平 均

第 9 表土地改良前後の土地所有状況

土地 改 良 日Ij 換
…トー…

国 焔 言十 問

。 G G 。

77 54 131 53 

81 34 115 64 

54 48 102 58 

52 58 110 42 

66 56 122 43 

29 16 45 

65 81 146 62 

72 -12 114 51 

97 71 168 73 

47 60 107 36 

29 25 54 82 

23 27 50 。問

692 572 1, 264 620 

57.6 47.7 105.3 51. 7 

地

焔
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67 

42 

65 

56 

73 

34 

64751 1 

71 

61 

41 

28 

650 

54.2 

機工場生産方式による企業化一一技術・経営の分析

後

計

G 

120 

106 

123 

98 

116 

85 

129 

96 

144 

97 

123 

33 

1, 270 

105.9 

その普及性と今後の発展方向

芳訟!習の絵日上の特長を一口でいえぽ，工場生産，管理方式を導入して完

全な企業化をなし遂げたことであるが，以下綿部にわたってその特長を上;デ

てみよう。

1. 全面協業による企業化

稲作は機械化-.Kf作業体系によって省力化し，畑作は粗放f旨2理ができる花

木を栽培し，温室メロン栽培に集中し大規模な企業的経営を確立している。

2. 労務管理の近代化

タイムカードを使用して出，退鴎の時間を記録，公平な給与の基準として

いる。また 1 ヵ月に 3 日の定休日，年24日の有給休暇を設定，ボーナス給与

も行なっている。
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i霊室自動コモ掛け施設夜間の綜;
混，また乾燥防止のため従来行な

われていた竹竿方式を会商的に改

良。自動コモ掛け施設を開発し大

憾な労力節減に成功した。

3. 作業の分業化方式の確立

メロンの播種から収穫までの作業会主主脊段階にむじて10の段階に区分し，

それぞれの区分毎に管理責任者を決めて技術の専門化を行なうとともに，組

合長が全体の調整念行ない，責任と義務をもっ分業体系を確立するとともに

~i!1;に平均して良質のメロンの生産を可能にしている。 i昆室メロンの特殊性に

より， tお菜で規模が拡大し，毎日継続して出荷し得るよう計崩してあり，毎

日いずれかの棟で、資任者の作業rz:分の作業が行なわれているのでこの責任手ド

制がとれるのである。

4. 連日出荷による市場支記

毎日継続して出荷を行なっているので市場における優位性を保っている。

5. 温室の大型化と装置化

メロン溢E震は東西棟のスリクオーター型 85血2 前後の広さのもので‘なけれ

ば疫品が生産され難いとし寸諮問温室メロ γ業者の常識を破って，作業能率

を高めるために 133m2 の大さに変えた。間口は 6.4mで， 6 列にベッドを設

ける。薦制mのベッドから北側へと 11震次高く設置する。この大型調室での栽溶

管理を従来のものと同じように行ない得るように工夫しなければならないがヂ

新しい装置の開発，近代装備の導入によりこの問題を解決し， ì昂室の大型化

に成功したのであるO

( 1 ) コモ掛け自動装置の開発

鼠の強い地方ではコモ掛けはきわめて困難な作業であり，カl1ì，品のみで保捜し
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金綱方式利用の定植
新たに研究調発したこの方法

によって約4096の労力削減に
成功した。

メロンの選別
収穫されたメ戸ンは厳務な選

別が行なわれ，芳松薗の品質

保証紙が貼られる。

をはかると室内が乾燥して栽培上好ましくなし、。またコモは雨に弱いので夜

l閉でも雨が降り出ぜば全員が起きてコモはずしをやらねばならなし、。協設の

場合は問題の作業で、ある。中津川氏は!日制工dJ.の/1:1身者であり機械に対する

専門家であるので，その知識を生かし，ボタンーつ押せば自動的にコモの的

、げはずしができる装置を考案した。 5 ~60棟の温室のコそのítfけはずしは，

2~3人でごく知l時間にできるようになり 1 煉のiiA室を 133m2に拡大すh る

ことができたのである。

(2 ) 混室自動保協施設の導入

小型ボイラーを多数設置するよりも，大型ボイラーを設寵する方が設備1~ ，

殺持費，管理費が少額ですみ，かつ効率がよいが，各ìffil室を所望の室慌に保

つため各室のコックで加減するのは容易ではない。そこで自動保鼠施設を導

入し30棟を 1 基で暖房できるボイラ -2 去を装慌した。

(3 ) 金網式ベッドの開発

メロン栽培の成否は濯水にあるといわれるほど，百'Îi水には高度の熟練を必

要とする。漉水の必要度を易く判定できるよう排水をよく L，土壌水分が過

多におちいることがないように金網式ベッドを開発した。 幅 70cm ， 深さ

9cmの金網ベッドとし，そのとに稲ワラを 3~5cm に敷きつめ，床土を山形
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総会本年度のn止絞を検討し，来

年度の決%5:も新たに……。総合員
も文台IJそのものです。

に約 10cm の隠さに践ってメロンを定t!ilずるつ

(4 ) 床ゴ二入替え作業の機械化

メロン栽;l抗ーでは述í'F障害の子坊と，土壌の物flH.j生保:}')'のため 1 í'F俗に作土

の入れ替が行なわれるのが詰:3iïlであるが，新土は治!i践のB!土をJíf'肥，お IJく，

肥料を混ぜながら 1~2cm の大きさの土塊に1?1' C 、て作土とする。その運iJij~や

í'f土作業には多くの労力を必要とするので，その行力のため運搬にはフロン

ト P ーダ付トラクターとダンプトラック 3íうを使い，夜十ご1::.(こは米関製のソイ

ノレシュレッグ-2 合を購入して，育Wî周二L 栽培沼作土とも機械により砕土

混合している。土の入替え作業は機械化ljíJの半分以下の労力で実施できる。

6. 経営を成功に導びいている要因

経常が成功したのには次のような要問が考えられる。

① 総合員が組合長を rj:t心として相互信頼の下に協力し合っていること。

⑨ すぐれた級官管理能力合持つリーダーにめぐまれていること。

③ 生産過程について分担作業の均門化と支(右側、全般立していること。

④ 生産， J抵売，経営の計闘が翌日事を中心として十分検討され，分担作業

がよく鵡整され，経常全体がシステム{とされていること。

⑤ 関係の行政駿怯]や研究機関の協力がれJ られていること。

7. 普及性

芳松閣の場合は焔メロン経という，同ゐ作物を周年三i三足立出荷すること

ができる作物が生産対象物で、あったことにより完全協業に成功したものであ
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ろう。したがって，このままの協業形態を他の菌京作物に当てはめることは

できないであろうが，芳松圏の経営から学ぶべきことは経営全体がよく調整

がとれて，立派にシステム化されていることである。将来のわが国農業のビ

ジョンとして装置化とシステム化ということがいわれているが，芳松閣はそ

の装罰化システム化の成功例といえる。

8. さらに規模の拡大へ

組合員の月給が 65， 000円，ボーナス 3 ヵ月，家族の労働報部11が日給 1 ， 000

f]，ボーナス 2.5 カ月というのは必ずしも高い所得水準とはいえないであろ

う c したがって組合員の所得を高めるためには，温室部門における装置化を

押し進め，オートメーショ化をさらに推進して，混室規模を拡大する必要が

あろう。芳松閣では20椋の温室増築を計悶， tlüt室面積雪ピ 10， 000m2 として毎

日 1 棟分のメロンを出荷販売する計到に向い努力している。

H. 後継者問題

昭和45年 3 月に組合員の後継者が決議高校を卒業して就72することになっ

ている。その者に対する取扱いをどうするかという問題がある。当面は準組

合員扱いとして組合員なみの給料を支払うことで意見の一致をみているよう

であるが，土地所有に制限がある状況の下で，将来多くの就農後継者が出て

きた場合，どう処置していくかは十分検討しておく必要があろう。

10. 家庭生活の充実

1)松閣の経蛍は，これまで述べてきたようにきわめて立派な成績を上:子て

いるが，組合員{図々の家寵生活ーはどうであろうか。労働強化による生活の歪

などが現われてはいないだろうか。

組合員の主婦全員に集って]頁き，意見を聞く機会を持つことができたので，

主婦の窓見の概要を述べる c

(1 ) 家庭生活の概況

家族は組合員と協力して芳松爵で働いているが，その仕事の配分および時

間配当が家庭生活の健全運営を念頭において合理的に行なわれている。主婦

は中津)11組合長夫人を中心によくまとまって行働している。
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( 2 )労働

主婦は朝食準備，主人のための昼食弁当，子供の登校準舗などの仕事を終

えて，早朝出勤の主人の朝食のための帰宅と入れ替りに出勤する。主婦の芳

松閣における労働時間は 1 日実勘 8 時間であるが，幼児などの世話で出勤が

おくれても30分毎に賃金計算が行なわれ，遅出も公然と認められる。 1 ヵ月

3 日の定休日と 1 ヵ年24臼の有給休暇があるため，交際，レジャー，教育な

どのためにはほとんど差支がない。夏期は昼休みが 2 時間半あり，洗たく，

千物，時には怠寝に当てることもある。帰宅は主人より早く家事に当たる。

( 3 )健威

主婦は全員健康で今まで病気欠勤者は出していない。闘における婦人の仕

事は軽労働の作業ばかりで，労働の作業には男子が当る。毎日管理作業は

播種，接木，根切り，定植，支柱立て，下葉欠き，交配，玉吊り，袋掛け，

主拭f?，収穫など!順次移動するため無理な姿勢を長期間強制されることはな

L 、。毎日の規照正しい生活は鰭康によいといっている。

(4 )食生活

米の消費は 1 人 1 合 5 勺~2 合内外，パン食~1 由加えている家庭もあ

る。牛乳は各家躍で月ぎめでとり 1 本以上，職場で 1 本以上飲tJo 卵もまた

1 人 lflúl とっているという。肉側主f窓際とっている。大立は各戸で栽取，

味噌も自家生産している。豆腐，味噌汁は毎日とっている。野菜は家庭菜関

を持っていて緑色野菜に不自由はしない。

(5 ) 

1 軒は新築して新しい台所を作り蹄房配置なども合理的で、提l7J(瞬間湯沸し

擦などを完備している。その他の家庭でもステンレス流し，水道，プロパン

ガスの設備がある ( 1 n汗だけはこれから)。全家鑓冷蔵庫を所有しているが，

使用の仕方については問題がないわけで、はなく，検討の余地がある。天日混

水装置を全戸備えている。全戸電気洗たく機を持っている。

(6 ) レクリェーション

家族とともに，主婦問えままたは主人間志で年間数回旅行や潮干狩れどク
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ニックを行なっている。

(7 )家

主人および主婦の収入合わせて10万円以上になっている。月給制であるた

め毎月の家計の計画が立ち，安定した生活設計がで、きる。

(8 )衣生活

全員日常着(モンベ，上着)で出勤(自転率にて)， 作業若は閣から支給

される。外出若は洋服，行事には和服であるが，三官美ではない。夜具は昼間

の休み時間に日光に干すことができる。洗たくも毎日卜分できる時間がある。

(9 )教育

大学生をもっ家では東京，名古屋に出している。多くは中・小学生である

が，朝の主主校をみとどけてから出勤することができる。老人が隠居している

家躍が多いので，子供の下校後のことは余り心配はいらなし、。 PTAの会や

遠足などは休日霞をとって行くことができる。
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団結の力で築いた完全協業経営

農事組合法人 芳 本公 盟

E見ずEの淡また絞営業?にとって設も設ytr

なことは生産主!:の向上にある。特に高

度の税法技術を要するメロン殺培y災家

における労働生産性の向上は，技術体

系安否定"iL し，品質の向上と併せて努力

化，合理化および労働環境設備等々に

よる安定大泣生産を殴ることである。

しかしながら，これを実行していくこ

とは難しし、。

都市近郊淡業において，これらの諸

条件を満足させるためには，大規模な

施設飼芸の協主主化を推進する以外にな

いとの結論より，まず安定した技術体

系を整えることに努めながら，手始め

として， 3 名による温室のみの~業を

37年より開始した。この間に施設問主主

協栄の利点と過去の成果，問題点など

を順次解明していき，利点としては，

① 労力の無駄無理がなくなること。

②毎日の作業労働が楽しく疲労感が

少ないこと。③必要に応じて休日が

できる。④ 省力設俄の若手入が~Jるに

なる。③ 安定出荷による市場性の高

揚と収益の安定化が関られるなどであ

る。問題点としては，①組合員開の

能力，技術差と収益配分方法。②技

術，能力差のある中で栽培技術体系確

立が悶英語。③ 平等出資，平等配分に

よる ~1~iÆ勤労立欲の低下と企業的な組

織化の関支配'2。④ 非能不化に|治りや

すく，そのための業絞低下による不安

などが協栄の陣容になりやすいと考え

られる。

これらの問題点の解決は，構成員の

自覚と団結が強く要求され，全員の全

能力がフノレに発部できるような紐織化

と孫娘づくつが必要である。しかしな

がら設立の準備段階で土地の篠保，構

成主主の選定，資金繰り，および新しい

技術設備の開発などをどうするかとい

う難問にぶつかり，また，世の中にか

たくなで，立地怒で心の狭い人が苦手く

いることを知り絶望感に涙したことも

幾たびかあったが， rなぜばなる。 な

さねばならぬ何事もならぬは人のなさ

ぬなりけり」の倍念で誠心誠泣多くの

難問題を全員一致協力し 1 つ 1 つ解決

した結果，幸いにも多数の協力者，指

導者を得て遂に今閉の天E皇杯受賞の栄

光が訪れたものと終的する。

今回の受賞を機会に，最近の淡業を

とりまく情勢の変化に対応できる。企

業的災業経営を組合員一悶強い間結の

もとにまい進するTfr存である。

(組合長 中津川高蹄)
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一一一一一て白木農林漁業振興会長賞受賞~--_.
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産主主主産総合組合 jii 一同

170mのところ る89ha (成木 45ha，幼木 47ha，水出 0.84ha) の

チi'lミカン掴である。総戸数49戸のうち44戸がミカシ農家で 1 戸当りのミカ

ン経営規棋は大きく，平均 2.02ha である。全戸がミカン工卒業民家として堅

実な歩みをみせ，浜玉町はもちろん，佐賀来ミカン産地のなかでも先駆的活

動を示している。

この地|まは，谷間]を多く含んだ小起伏形で，立地として恵まれているとは

いえない。従来!日ミカン産地にみられる人力の設労働によってミカン作が支

えられ膝関してきたところであるが，近年は生産基盤の!~VlIi， 管理運営の機

域化，近代化をばかり，共同化をHí~しすすめ，めざましい成果なあげてきて

いる。

!日産地から近代的産地への脱皮・一受賞組合の略盤

浜玉IHJーは，佐賀県でも最も早くからミカンを栽培していた所で，熊本のヲミ

7J(IHJや大分の津久見mとならんで，九州、!の代表的な!日産地で、ある。しかし，

控主地底の調地のば以上は昭和30王子代に開かれたもので，その点からは新

興産地としての性格が強い(第 H受)。
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65. 1 

66.1 

66.8 

89.84 

耕地面積の変せん第 1 表

年 次 i 水図面積

29.8 

29.3 

28.2 

0.84 

戦前

昭和 25 年

初年

43 ~三

!日産地を近代化するために，地i玄全戸が旺盛な共陪精神と相互扶助の和を

もって努力し，経営規模の拡大，基撚整備の遂行に励んだ成果は，農家所得

の増加や平均反収の伸びにも反映されている (第 2 表，第 3 表)。経営や栽

農家所得、の推移(1戸当り)第 2 表

主

何
875 , 000 

1, 649, 600 

2, 208,200 

住日汀

丹
432, 000 

641 , 000 

1 ， 649 ， 00。

年

年

年

日
u
m
A
d

つ
J
V

η
i
υ
η
J
d

せ

和昭

ミカン生産費調査農家の平均反収

1 0 a 当り収主主

第 3 表

大豊作の年

大子越のため減収(全国的)

品質向上のため

3, 785 

3, 738 

4, 112 

3, 820 

4, 076 

次

昭 年

年

年

年

王手

Q
J
A
V
1
A

つ
u
q
a

つ
U
4
A
4
4
4
A
4
4

和

年

記 11:民農家 53 戸平均

第培技術の改議にも進歩が顕著で，多くの受賞躍がその一間を示している
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ヰロ
山一ー

昭和38年 2 月

昭和初年 2 月

昭和41~ 1 月

昭和42年 5 月

昭和42年 5 月

昭和143年 3 月

昭和44年 2 月

i沼7f1J44年 2 月

昭和37~43年

月

第 4表出品財の受賞歴

表彰行苓

第2 出没楽祭

島'i 3 恒!授業祭

第 5 問淡芸突然

第 6 回農業祭

佐賀県淡林漁業祭

第 7 図漁業祭

第 8 @J淡言葉祭
うまい佐賀みかんっくり
推進大会
浜3î悶r ::t.Hl!共進会

賞

差是林大医11t・

淡t;f;大医賞

淡林大l忍1:'l

淡林省関芸局長賞

知苓:lli:

淡t;f;省 E話芸局長賞

農林大陸賞

1立俊秀賞

連続して政俊秀'よ1・

機経営規模拡大の推進一一受費組合の経営概況

陸主団地は浜玉IßJ内で最も 1 戸当りの経営規模が大きく， 1. 5~2ha が 12

7三î ， 2ha以上が15戸で，最大規模農家は 4. 21haのミカン閣を経営している0

50α 未満はなく， 1ha t1、下が 9 戸， 1~1. 5ha が 8 戸である(第 5 表)0 1 

あたりの農業就業人数は 2.7 人であるが，このほかにかなりの雇用労働力も

入れてし、ることは後述する(第 6 表)。

第 5 表経営規模別淡家戸数

浜支mr
35年

43 

35 
主践

43 

浜支

隠5

第 6 表 i険家人口と:iJ;k業就業人口

淡業就業人口

計

1 戸当1) 2.7人 (119人 +44戸)
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生産状況は成関，未成障が半々の昭和43年現在， {昆州ミカ γの生産量は，

2, 430t, 1 戸当り生産量は 55t で，手取額は220万8， 000円で，かなり富裕な

産地といえよう。世帯主の平均年令は42歳で若く，農機具類の所有状況では

四輪車，草刈機の普及が目立っている(第 7表，第 8 表)。

第 7 表疫機ゑ類の所有状況

ーを ノ

レーノレ

基問、υ
q

合
υ

第 8 表年代別世千If主

30 歳未満

2 人

31~40 

15 人

41~50 

16 人

50 歳以上

11 人
計
一
人

4

佳
d

佳

世帯主の王子均年令 42歳

共同防除施設は，昭和40年 4 月に，全額地を対象に設置し，事業費 1 ， 100

万円は近代化資金 668 万円，自己負担金 432 万円を充当した。

共向防除は，諸作業共開化の原動力ともなるもので，前総組織は次の通り

である。

「総 務(υ1凶哨名鉛~ I 散布F戸長一散布員 (υ1 琉部1トu

一薬剤(リ3 名)一→"
共同防除組合一" 10泣

一機械(1名) I " 
" 一会計(1名)

警護不断の未完成一一受賞財の特色

1. 農園道の整備と舗装

額耕地の多い旧ミカシ産地の欠点、は農道が悪いことであるが，座主地区で

は近代化促進の基盤として，まず農闘道の設置，舗装を推進し，これに地区

内全農家が積極的に努力している。道路の舗装延長 7， 260m に及び，未舗装

の地区内道路もよく開発され，省、力化，機械化の推進力となってきている

(第 9 表)。
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傾斜地の表木闘を
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差是道の舗装状況第 9 表
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経営規模の拡大

経営の規模も逐次拡大され，昭和35年 40ha のものが昭和羽生子には 89ha と
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なり，これには 22.5ha の水回転換閣も含まれている。池匹外の出作も盛ん

に拡大されて今日に到っている。ここに到達するまでの経過をみると，その

底に流れているのは全員が近代的な専業農家として自立しようとする努力に

れうところが大であり，常に意欲的に経営規模拡大に励んでいることは注目

すべきである。

1 戸あたり生産量の伸びも第10表のとおり，いちじるしいものがある。

第10表滋州ミカンの生産量と販売金額(生産量 t ，金額千河)

{fl令 玉

生産量 Jl生1 戸産当急り 車<

:~9if lí, 156, 18.9 834, 
40:年 16.241: l�.9 904, 
41年 21427| 23.6 1. 011 , 
，12'可?と 18.856 20.8

1 

1, 144, 
43:守". 2:; ,035 2�.6 972, 

3. 共開化の推進

2, 590 

2, 497 

2, 972 

2, 208 

共同化が進められ，とくに共同防除，共同爵定，共向摘果，共同農道整備

などが積極的に行なわれ，省力化と品質の向上に役立っている。

また技術水準を均一化し，高水準に維持するために共同で、技術研修，技術

改善，土壌っくりの研究会など、をつくり，技術協定の線を強化し，施肥など

は技術信託までを目指して進んできている。集団内にモデル展示闘を設置し，

土っくりのための石灰の深層施用，深耕，有機物の埋設および摘果，土壌管

理，努定などの技術研修の場として活用している。

4. 共河防除施設の設置と防除作業の合理化

経営概況のところで前述したように，共同i坊除施設を中心に諸作業の共同

イヒが推進されている。防除効果を安定させ，生産費の低減をはかるために，

全員共同防践を実施し，病害虫の発生密度を下げて薬剤散布の回数を従来の

8 同から 4 回に減らしている (第11表)0 このように思い切った散布回数が

できた原因を考えてみると，以下のような努力の成果といえよう。
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(:�) 発生予察の充実

@ 一斉防除で病害虫棲息、

密度合低下

③ 新農薬の積極的採用

④共同防除組織の充実

ゆ防!徐合理化炭示闘の設

置活用

(6) ミカン閣の環境整備に

より防除がしやすくな

った。(樹型改造，密槌

[j;f[の刈込33定の実施，

防風樹の管理徹底など)

発生子祭の充実iこは試友会

の活動が寅献している。適確

な防除時:JtJlを把握するため，

ヤノネカイガラム、ン ， f!~}友病，

第11表 i坊除回数の変遷

楽 奔1 名

クロン加用石灰硫黄合斉u
5 3 式石氏ボノレドー

十テデオン水和剤
ジクロンチュウム剤
ジクロ γチ L ウム剤

十ジメトェート手L剤
アカーノレ乳剤

ケノレセン手L剤

石灰硫資合剤

マシン泊
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J け
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ホ
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ダ
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ベ
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下
匂
勾
勾
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や
下
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下

回
川
開
刀
自
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円
刀
日
ハ
パ
同
刀

ik-

>

3102

/
←

t

一
、

r
t

ど
と
唱

i

唱
i

夕、、イホノレタン十ニッソーノレ

ベスタン十ダイファー

ケノレセン

マシン泌i

そうカか、病など，霊点病害虫の発生:[状i伏犬況調3査呈右をC果ぢ払樹fJ試験場の卒業生で

いる試友会(何5 名)でで、突施し，防除組合長に報告し，組合長が各係と連絡を

とり適期防除を実施している。

5. 共同勢定・共同摘巣の励行

も檎果も共同化することにより合理化されつつある。どちらも労力低

減， I完:質向上を主n良とした考え方を基調とし，自簡では踏みきることが部難

なj去をもよく克服して，合理的な成果を上げている。これらの共同作業には

共間作業推進班 (7 ~8 名)の活動が注目されるO

共開で

の新しい方!向匂を日関司飢し、てゆこうとする;怒意欲が認認、められる O たとえば，共同列定

では，長大化した狽I[枝の切返しゃ，間伐を重点に， j術巣，採収，薬剤散布の

しやすい樹姿にするための研究がなされ， rお質問の向上はもとより，他の作
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業の共同化のいとぐちになっている。

6. 施肥基準の決定と技術{言託

作業のなかで施肥，採収，防災， [徐卒中耕などはまだ共同化されていない。

施肥は，座主のように地形iこ起伏があり，関陣地や水回転換固など条件の

う土地の混在するところでは，一律に施肥基準をきめて共同施肥すること

は臨難である。

これに対処するために，果樹研究開志会と試友会が中心になって，地区内

の一筆ごとに土壌の pH， 時期的肥料濃度や果実分析などを行ない，調査し

た数値を集計して科学的な施肥基準が決定できるような準備をしているO こ

の作業にはコンピューターを参加させ，施肥の合理化に一役買って出させる

ことが期待されている。

7. うまいミカン作り運動

従来，品質の点では劣位にあった佐賀ミカ γの名誉挽回のために，昭和40

年から県をあげて「うまいみかん作り運動」が展開された。土壌酸土矯正，

深耕，有機物の施用など土壌管理の合理化を行なうとともに，経蛍安定志tは

かり，品質管理体制確立運動として，適期出荷，うまいミカン出荷のための

生産，出荷区分による品質(糖，酸度)検定調査を行ない，また系統更新を

実施している。このためiじ座主ミカンは市場信用も高まり，佐賀県下では

箆位の値段をつけられている。

品質本位の県下統一の評点法を行ない，品質の向上iこ努めてし、ることも，

よい成部をあげている。

座主は，このような県の新しい方針には非常に率先して協力し， J奈の果樹

試験場，段林部園芸課，鴎芸連，農業改良普及所などの指導にも積極的に参

加し，新しい技術を速やかに実行にうつしていることは食費に値する。反面，

技術革新の方法がきわめて若突，計四l的で，いたずらに新奇をてらうことが

ないのは，この組合の特色である。「不断の未完成J , r優等生らしからぬ優

等生」の風格である。
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うまいミカン出荷安

めざす糠駿調査状況

される無窮動一一受毅組合の技術・経営の分析

およびその普及性と今後の発展方向

1. 労働力翠l青と機械化

労働力は不足とはいえ， iE だ雇える程度‘で 1 臼労賃800~1 ， OOO円で収穫

労力も確探できている。雇用労働力依存が比較的強いのが，国ミ主地区の問題

点の一つである。しかし，モノレール，動力率などの導入については真実Ijに

省力イヒは急速に逝臆することであろう。

第12表作栄別労働時間
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第13表農業雇用労働

年隠した農家 臨時季節雇をした農家

人
30, 777 

3, 693 

昭和39年と昭和43年の作業別労働時間を比較してみると， ~j定，摘果，防

災管理，かんがし、などでは，かえって労働時間が増加している。(第12表)こ

れは蒔流に逆行しているようにも見えるが，多くの闘が成閤化しつつある

代でもあり， J収盈だけでなく品質を重んじる管理体系が液られたと考えるこ

とも必要であろう。施肥は座主では施用凹数が多い (2~3 回)花崩岩地帯

が多く，佐賀県平均には施与1. 5 回ていどの普通地区も含まれているので，

鹿主のほうが施肥労力がかさんだのである。

2. 生産費と収益性

ミカンの競争力を経営留からみるには，生産費をみるのが一応のきめ手と

なる。しかし「うまいミカ γ作り j で，生産量よりも品質としヴ場合には，

生産費のみが競争のきめ手とならないことはもちろんである。理想をいえば，

品質優良で生産費が安心収益性が高いことが望ましし、。そこで，ひとまず

生産費と収益性のデータを比較してみよう (第14， 15表)。

座主の 100kg 当り生産費は，昭39年には佐賀県平均の 27.53丹よりも高く，

30.47円であったが， 43年には逆転して佐賀県平均の 34.38円を 30.51円にま

で下げている。これはミカン作の向上のあらわれで、あり，費用を多くかけて

も，品質のよいミカンを安定的に多くとる技術を向上させた地区の努力のた

まものと考えられる。

これは，共同化，技術の向上運動，土っくり運動(深耕，石灰の深層施肥，

有機質の埠没など)が，収量の安定や品質向上に効果を出してきているとと

もに，投入労働の訪除，摘果などが品質を改善し，中耕除草，施把などの作

業が省力化された結果で、もある。
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近代的な設備をほこ
る浜玉町第 1 共選場

しかし全般的にいえば，主は投入労働は少ないほうでなく，労働力が必

要なときには有効に投入して， うまいミカンを安定して多くとることに力点

がおかれているのである。

3. 栽培技術面での将来性

座主地!まの栽培技術は決して完成したものではない。ょうやく激しし

を迎えつつある果樹産業の進路に対応して，たえず新しい技術を取り入れよ

うという努力をたゆみなく続けてゆくのみである。第16表は将来を見込んで，

この生産組合で試算された生産コストである。行く手に予想される変動の荒

波にこのような計画がどれだけ耐えうるか見通しはつけ難し、。しかし，地!乏

の所帯主がたの年令はおおむね若く，後継者や婦女子の協力も，きわめて良

好である。大きな可能性が技術面開発の強力な推進力になっているともいえ

よう。
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第16表温升l ミヵ γkg 当り生産コスト 28円の試算

階層別 100 a 

五J竺竺~I 4, 000 I 4, 500 

限界生産費 I 112, 000 I 126, 000 

150 a 200 a 

流 肥料費 9, 600 10, 800 7, 200 8, 400 6, 000 7, 200 

動
農薬費 8, 680 9, 765 6, 510 7, 595 5, 425 6, 510 

労働費 42, 000 46 , 500 31, 500 36, 000 25 , 500 30, 000 
費

物そ財の他費 8, 800 9, 200 6, 000 6, 400 4, 800 5, 100 

用 諸負担 3, 500 3, 900 2, 500 2, 900 1, 500 1, 800 
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小計(イ) I 72， 580 扇町|田元 I 61 , 295 I云云25 I 50, 610 

固 成菌費|…|一|…|… I 10, 190 I 10, 190 

定
償建物 9, 390 I 9, 390 I 7, 610 I 7, 610 I 7, 430 I 7, 430 費
却

用 費 農具 11, 740 11, 740 7, 820 7, 820 6, 880 6, 880 

そ 地 代 2, 170 2, 170 2, 170 2, 170 2, 170 2, 170 
の

他 資本利子 7, 740 7, 880 6, 050 6, 190 4, 740 4, 880 

小計(ロ) 41 , 230 41, 370 33, 840 33, 980 31, 410 31, 550 

第二(イ次+生ロ産)費 113, 810 121, 535 87, 550 95 , 275 74, 635 82, 160 

(限界生産費)一

(第二次生産費) ム1 ， 810 4, 465 ム3， 550 2, 725 ム4， 635 1, 840 
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「和」と「共同化」で、近代化へ前進

浜玉町座主生産組合

私達の浜玉町座主部落は，みかんを

専業としたところでその歴史は古く，

明治の末期から栽培され佐賀県の代表

的な旧産地であります。しかしながら

大正末期から，昭和初期にかけての和

紙，養蚕ブームに押され，一時は衰退

の一途をたどったのでありますが，当

時，この地区に「平原協同柑橘出荷組

合」を設立し，共同販売に踏み切った

のに刺激され，大部分の農家が本格的

にみかん栽培にのりだしたのでありま

す。その後，食糧増産などのあおりを

受けてその体需IJ も崩れるなど苦難の道

をたどりました。

しかしながら終戦後，先輩達の先覚

的な見通しと努力により成長作目とし

てのみかんは急速な仲びを示し，山野

の開墾は勿論，水回転換により経営規

模の拡大をはかり，専業体制jへと遜進

したのであります。

こうしたことは，全国的傾向でもあ

り当然産地聞の競争は必然的なものと

して私達はどうしてこれらに対処する

か討議を重ねたのであります。

その第一は，お互の和による共同化

をはかることである。そのためには，

まず共同防除施設をつくり，その施設

を中心とした作業体制lを確立し，総体

的に生産物の商品化向上と生産費の低

減をはかる以外にないとし、う結論に達

し，昭和40年全樹園地を対象に私達で

施設化したのであります。

当初はお互いの散布技術差による不

均一によって，その効果は必ずしも満

足するものではなかったので、あります

が，農協などの指導を仰ぎ病害虫の発

生予察事業をとり入れ適期防除時期を

把握することができ，従来の防除回数

7 回を現在では 5 固に減らすなど，そ

の効果はきわめて大きく，また摘果努

定まで一貫した共同作業体制lが確立し

たのであります。

第 2 は，農道の整備による近代化を

はかることとし，全員理解のもとに私

達の手によって昭和44年までに総延長

7, 260m の舗装を完了したのでありま

す。

今後は，このたびの栄ある受賞を契

機として，組合員一致団結のもとに決

意を新たにし，これら施設を中心に，

ますます和をもって共同作業を推進す

ることによって，みかん経営の安定を

はかるとともに，秀れた後継者を育成

し，しっかりした近代的産地になりた

いと思います。

(代表者吉村静雄)
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関本農林漁業振興会長焚受賞ここ二二二

出品財 寵良品出荷をめざし

たシクラメン栽培

原行雄
(神奈川県川崎市守生1568)

り 10年一一受賞者の略歴

菅生地区はJII崎市の北部に{立政し，大消費都市東京，横浜までは 15km 前

後，で20~30分という感まれた市場環境におかれている。また，交通の使命

がよく，市内はパスが発注しているばかりでなく，東京方聞とは小沼会、捜，

mlhll都市線， JII崎方面とは国鉄南武線で結ぼれている。

このように便利なところであるが，菅生地区の市街化は， 11召示n38éËl三頃より

始まり， JIII崎市として 、Jfu区に隠している。だが，地flITiの上昇がはげし

く，現在は小康状態を保っているが， J:f~名高速道のインターチェンジも近く，

新都市計附法の施行とともに地域の市街化が大きく進行する可能性をもって

いる。

地形は被にíI1\1Jとしている横浜丘陵地帯に属し，平均は少なし、。丘陵の傾

斜のゆるい所は姉，念、傾斜は雑木林である。わずかの平地は水間で、あるが，

水はけが思く，半湿加で生産力が低い。こた紫は洪積照で，耕土は平均20~30

cm くらい，思ぼくで燐酸吸収系数が高い。

このような地形から農家の住宅は丘陵のすそに点犯し，がn也は各所;こ分散

している。また業形態は多様で，一般的には野菜作が多く，

ような畜産が旺んであるが，どちらかといえば設業所得がい地lえである。
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原氏のシクラメン

，市場環境は;忠まれているが，生産環境としては;臨めて不利で

あり，市街化の進行とともに兼業化，離誌の容易な地区である。

このようなところで，原氏の交は野菜作を中心とした農業を続けてきた。

ところが，野菜作は述作害を受け，また近郊の少量生産では市場競争力が弱

く，悩格も不安定なために永続性が危まれた。

くもそれを澗祭し，市街化によって耕地が減少しても

けられ，公害がなく，小面積でも高い所得すとあげうる民業として花き間芸を

採択した。その中でも鉢花経営は，今後都市居住者の生活水準の向上ととも

に需要が伸び，連{乍害もなく，都市近郊に最適の経営であると判断して，昭

和34年から花き栽培に取組んだ。

原氏は仁1 1学校を卒業して神奈川県立農業経哲研修場へ入所し，昭和34年 4

月終了した。それ以来，露地菊，ビニーノレJ昆室の菊の半促成，ノミラの鉢栽;倍

と年々高度の花栽培を手がけ，技術や販売法を習得し，昭和38年には鉢栽培

に自信をえて近代化資金 120万円を借り入れ，温室 165m2 を新設した。シク

ラメンの栽培を始めたのは翌39年からである。

原氏は厚実直，その人柄と態度は接する人々に好感を与え，長期，短期

の研修生も絶えることなく，既に20名にのぼっている。見学者も多く，年に
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300 名は下らず， また自ら系統選抜したシクラメンは同業者に分談ずるなど，

花の指導的な役割を果している。

昭和39年優秀農業経営により )111崎市長表彰を受け， 42年には関東，東海IE

の展覧会シクラメン金賞，蚕糸闘芸局長賞，その他シクラメンで知事賞 2 回，

川崎市園芸展他において優等賞 3 回受賞， 44年には毎日新聞社， ~lt18回全国

f企業コンクーノレの表彰を受けている。温室経営 7 年，わすず之廿カかミ，2釘7歳で

による自立i絞浸営Zをど築きあ:ヴうデ花き産業の発展に戎献している業絞は潟く詳(1m

される。

シクラメン中心の経営一一千運営の概況

1. 経営地

耕地面積は水田13a ， 1;lll75α で，水E8は 3 カ所， rlUf土 2 カ所に分散してい

る。水田は湿悶で反収が低く， 25、水が流入するため，作付けられていない。

焔は菜関と抱室，花木畑に分かれ，温室は自宅から500~600m離れた潟面の

傾斜rÆlに設置されてし、る。温室は， 38:tr-165m九 39年 82.5m九 40年 82.5m"，

43年 165m2 と逐次増設し，計 495m2 に達している。内 1651げは自己資金，

残りは近代化資金を借入れている。なお，現在 2 棟を増設中で， 666m2 の規

となる予定である。

この他に山林25a ， その他10a の土地を所有し，

見積られている。市街地の中の設業であることが切らかであろう。

2. 家族構成

家族は 5 名であるが，父親は花き栽培にはほとんどたずさわらず，野菜栽

と花木の除草程度で、ある。組室は原氏と 2 名の研修生によって担当されて

いる。雇用労働力はほとんど入れていない。家族構成と農業従事日数は第 l

表のようになる。

3. 温室の利用

38年に温室主f建設し， 39年iこシクラメン主体の経営に切り替え，優秀121な

栽培するために40年から患家沼種15iの品種改良，系統選抜，、掬汰を行ない，
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温室の外観

第 1表家族と労働力

よミ qメ?:; 続 杯i 労働能力 日 告白 ヨ号

}京 行雄 オz 人

久子 三:: 26 110月 19 臼挙式

YtIJ 2 父

美代 母

知子 !tlミ

百! 2.5 

常 JfIi 2 人
1.0 400 研修生1.0 

他方ーでは説室の失敗に備えてサツキ， クノレメツツジ，シャクナゲなどを楠え，

ま室の高度利用をはかるため棚下に君子蘭を入れ，後作としてミニチュ

ア口ーズ，アザレア，ポットマム，アリムラポリアンサ，シネラリアなどを

とり入れている。温室は 6~8 月に多少あく程度で利用率が高く，よく工夫

されている。温室の利用体系はつぎのようになるつ(第 1 図)

4. 経営の変化

経の変化を粗収入構成の年次別変化で、みると第 2 関のようになる。野菜

作りから?とき栽培，シクラメンへ移行した経過が切らかであろう。

喜多商品鏑値の高いシクラメン生産一一受賞財の特急

1. 温室立地

rH回傾斜15度{立の知!毛f，{民地から階段状に潟iJ っ している。潟
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問地のため，荷風が吹きーとげ，北風すと防ぎ，東西は雑木林のため，やや

日 し、ヵ" 路地

のツツジや，ブ3 ノレミヤなどの

日であるシクラメ γ ，

している。

第 1 関 jJZ室の幸JjJTH木系

12!'l 1-2!l 2-3R 4-5月 6--7 月 9-12汚

，ンクラメン1t: f:ll ミーーンクラメン採綬株\
/ プリムラポ lJ7 ンザ二〉ミニチュアローズ、

1事上心アラメンえと山附合会設 子 隣 7 シクラメン省三L シクラメン鉢ーシクラメン鉢
\~ 1 ンクラメン l日/ / 

t宮下r:t子関----- ア\ガ ベラ I11 チJ' ----< .:::;常 / I ガ 泊一一見ーベラ t吉
どニーjレハウス シクラ j ン苔

2. 花茎の太い大輪王手生種の育成

シクラメン栽壊は高品が~~くなければ買手がつきにくく，その有利性

も半減される o しい資本，労働力を投入して栽培するのであるから，商品

価高めなければならない。

そのため，消訟が好む倍茎の太い，大輪平生系の，病害に強い，有望品

し，さらに改良をむ:ね，メL弁で，比較的王子生で，花茎が太く，開花

数の多い系統の選抜淘汰育成に成功した。なお海外からの輸入種も試作し，

改良を続けている。年内出向8096以上。

3. とか首位合った士宮翠土作り

シクラメン る;こは，培養土がの条件である。

第 2~ 粗収入構成の変化

3G 33 40 
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よって生育はいちじるしく異なる (第 3 函)。小さな鉢の中で順調に成育さ

ぜ，立派な花な咲かせるには，培養土がよくなければならない。

最適の培養土を作りだすため，試験場で研究した用土や，長野， I岐阜，埼

玉，山梨などで優秀なシクラメンを生産している人々の鉢を質って用土を分

析し，その性質を調べて参考にしながら改良した。現在捜用している用土の

標準は次の通り。

第 2表用土標準

播種用土 第 1 問鉢慾 ; 第 2 図鉢替 第 3 悶鉢替

荒 木 EB 2096 3096 4096 5096 

腐 葉 土 30 30 20 20 

赤 土 30 20 20 10 

I可 T!'l、 20 10 10 10 

キノックス 10 10 10 

ゼオライト 少 盈

止ド ふ〉 ん

現在，培養士としては，玉川長屋地区の肥沃な沖積f直接土(荒木田)，腐

葉土は御殿場から， )'1砂は栃木から求めて肥合している。ただし，配合は上

述の基準にこだわらず，鉢替のときの生育状態，根張の程度をよく観察して，

根回りの惑い場合には勝葉土や砂を多少増すなどの調節をし，最後の仕上鉢

には荒木田を5096入れるようにしている。このように，商の生育，天候など

によって，用土配合を変えて一定した優秀品を生産している。

4. 有機質肥料を主体に化学肥料を有効に使用

生育のステージにおける施肥;量:の成分割合'â:'，育苗期には窒素を多く，仕

上鉢には加重を多くし，充実した発育に留意している。

元肥は有機質を主体とし，多少控え目として， Eの生育状態，とくに根張

りに注意して追肥をしている。元肥は，約 1 ヵ月前に腐葉土を混合して醗酵

させ，荒木田，赤土などを配合して作る。追肥は，時期をきめて施用するの

ではなく，肥え切れを起さないように注意して施用する。

夏の追肥は徒長を促し，病害多発の原因となるので避け，花芽分化期の窒
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第 5 図 培養土別主主脊状態 (39年)
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紫過多l土花が遅れるので，とくに注意している。

施肥設計は次のとおり。

(箱)。元町なしO 追肥としてハイボネックス 1， 000 倍液尿素(水 II

に小さじ l 杯)，油粕 (30~50倍)の液肥を 2~3 自分施する。

移植(走行)。元日巴土1l当り (以下向じ)油粕20kg，骨粉151王g，熔燐 20kg，

百託方日 15kg ，

bむこす。

。 3.

15kg，追肥はI2[の生育に応じて 1 1ill窒索を主体として

i似合 20kg，骨粉 15kg，熔J燐20kg，塩加15kg，有機配

合 15kg，追肥は前に同じ。

4.5~ 5 号鉢。池粕20kg ， ，削;分15kg，熔燐 20kg，塩加 20kg，有機

15kg，追肥同じ。

6~7 号鉢。油粕 20kg， '骨粉 15kg，熔;憐 25kg，塩加 25kg ，

有機配合15kg，追肥同じ。

以上が基準であるが，用土により赤土，砂なども多く能ったときは肥料を

多くし，肥回数をi労している。

5. 栽培法の改良

9 月上旬，箱嬬iこする。 1番種方法は，板に釘を2.5cm間縞に打ち，

新の上から押して穴をあけ， 150粒づっ嬬く。発芽するまでは温度を 180C前

後に保ち，濯水にはとくに注意する。移植は 2 月中旬頃，本葉 3~4枚にな

ってから適期をみて行なう。

1 回移植は，籍植えで球根の上部が見える程度とし， ì昆度は 150C と高

くして活者を促し，その後は徒長しないように温度管理に十分注意する。

4 月下旬本業 5~6 枚になって根が回ったとき 3.5 号鉢に植える。このと

き，枯葉，病株には十分注意して除去する。活若すると成育が旺盛となるの

で，鉢の間隔を拡(j'，通風をよくして徒長を防ぐ。

6 月上旬からI21 の生育状態をみて， 4.5~ 5 号鉢に鉢替え之とする。菱越し

はシクラメン栽培のポイントである。期間も 3 ヵ月間陪じ鉢であるから，根

回りを遅らせるように用土を押しが1減とする。また夏の高祖で徒長しやすい
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温室の内部

ので，ョシズの日覆いをし，鉢の間隔を拡げ，通風に注意して病虫予防の

ため， l'f.命j誌にオーソサイドの撒布とがi病葉の除去，葉揃えを行なう。

9 月下旬頃，生育の状態をみて花51二の完全なものから 6~7号鉢に11立替え

る。遅れているものはプレーム内に残し，前のものが出荷されて空いた所へ

入れる。徒長しないようにし，ずらしヤtð~f~ とり，議五日みなどを行なう。

くするため，早期発見と栽培管浬に摺ずる。そのため，

ょくし，摺水に気を配り，鉢の間隔セ拡げ，夏はできる

もご下げるようにし，早めに薬剤を撒布する。 9 月以降は花予jミに薬剤がかかる

と抑制され，花形も不良になるので，できるだけj散布しないように鰭全な生

脊と くりに細心の注意を払っているC 以とのようにして，寵秀品を年

内に8096以上生産することに成功している。

鍛高所f尋花き園芸で明るい生活

一一経営の成果と普及性，発展方向

1. 野菜作経営のころ

しく，家族全員が平起きで仕事を始め，交も速くまで

、 fこ。まさに家族労作経営であったが，議室経常になってから

うとは自家用野菜と花木の科'J.rJlに従来する程度で，重労働から解放され

た。その結果，生活は明るく楽しいものと変っている。あでやかな%"if~市近郊

-é~ 土， サラリーマン以上の所得を
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なければ成立しにくし、。

そのため，畑には手がかからず，いつでも売れて将来も需要があれ価絡

が安定していると考えられるカルミア，シャクナゲ，サツキ，クノレメツツジ

等を植えている。また，温室の作目数も限定して，シクラメンを中心に君主子

蘭， ミニチュアローズの鉢栽培，ガーベラの育苗を中心とし，条約に忙しく

なく管理できる作目を組合せている。また同じシクラメンでも完成品，半成

品，移植商，種子など，君子蘭でも成品と種子生産とが組合せられている。

温室は自宅より徒歩で10分くらいの所にあるので，暖房の自動化をはかっ

たり，傾斜地で運搬が困難なため， 下に 2， 0001 のタンクを設置してポンプ

でボイラ一室のサービスタンク 5001 に送泊する等の工夫をしている。その

他，自動車が温室に横づけできるように，畑の一部を道路とし，省力と労働

配分の合理化に努めている。

その結果，労働はいちじるしく軽減され，かっ高い経営成果をあげている。

2. 経営成巣

農業組収益は 507 万円，そのうち，シクラメンは 315 万円，その他の鉢物

168 万円，花木11万円となっている。野菜は家主十仕向で，販売はしていない。

シクラメンのうち，完成品の収益は 208 万庁，半成品22万丹，移植苗33万

円，播種苗34万円，種子18万円で，完成品を除く収益もかなり高い割合をし

めている。またシクラメンと組合せられている鉢物の収入も多い。

支出は 264 万円で，主な貨店は材料費68万円，償却費54万円，雇用労賃44

万円，種苗費22万円，光熱費20万円などである。 雇用労賃は研修生 2 名の食

費，月手当である。家族労働報酬は 243 万円。これは原氏と父親の所得であ

る。家族の農業従事日数は370 日であるから 1 臼当り労働報酬は6， 458円と

なる。この所得水準は，都市勤労者のそれをいちじるしく上回るものである。

また家族 1 人当り労働報酬は 121 万円であるから，これも決してひけをとる

額ではない。家族労働報酬を原氏だけについてみると， 270 日農業に従事し

ているので， 178 万円となる。これだけの高い経営者労働報酬は，都市勤労

者では容易にえることができなし、。労働報酬の点からは，まさに自立しうる
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経常である。このように高い所得をえているからこそ専業経営でありうるの

であり，今後も続けようとしているのであろう。

都市近郊は地価が高く，労賃水準も高い。就業の機会に恵まれているので

兼業に出やすいのであるが，それに十分伍していける農業を弱冠27歳で樹立

したので、ある。それは，彼の 11王様な研究心，細心な観察限と科学的精神，

き i育熱であったろう。そして彼は，さらに未来への&~を描きつづける。

3. これからの抱負

場に近いので、花市場への出荷が可能であるが，日:質がよいの

接?とな仕入れにきている。それv土シクラメンの6796をしめ，直接小売は1796 ，

市場出荷は16必で，躍先日反が主である。そのため鉢洗い，包設，出荷など

の労働力が節減でき，さらにこれを強めるため競売i品窓を計部している。

その他慌度管理，水管理のための温室橋浩の改詳によっーて ， /tìカをばかり，

ファンてど利用することも考占えている。

さらに規模を拡大するため，穣荷生産は適地に委託し，採識を経営にとり

入れ，常備を一人入れようとしている。

新都市計罰法で、rJj衡化l玄J!lI( vこ指定されるが，市街化社会に対応した企業的

経討の確立を目指して逝進し続けているのである。
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第 3表経営 j収支の概要

1.幾栄組収益

口
口口 日 i 扇絞 14i 総収長!単価|金 額 I(品+ゐ

-~.f~1 一… 3，……iiZ2i-z
シ 5 忌 1，つ瓦「長 148，石山
ク" 3.5 0 ♂~- 2 ， 238 1つ，m!一元 75，副

7j五福山一二三品お 326，…!っ…
，/民主占)…… O. 5 ~I ム示 337，州一一両， 200

j71-ijLおつ二!っ雨可コ而
γlft r-~-I~----~ いいい3，μ， 1一1

1ロJZI ! プ リ t三zrrr。 リ川 2.541 1 ， 9誌認( 弘川8必詰認 4必461 226, 3d 

ミニチ己ズ 1 1 出! 日71 刊I! 叫 お刊01

ガーベラ首戸刈 21. 0完1 6口調 101 652，刈 問問
o示二百つ~1-~1忌51 …5 

つ「函[ … O. 山「ーム 57， 440
7Z 口下 O. ム 6示……。
君子関成品「而一一1下而云副| 尋 54副4 ム丸…三…ふ 241，工， 850
一"一主告 =子子子::.………一一…一)

つ一τ寸一 ! 一丁一…7一1ω刊~1~__1 ， 67 
勺つつ7計1つ…ι 三五「一~1 3 ， 6川川刈9叩d01 | 
Jプ 三|一 i…正ふ州bHγγ一一一……γ………一ふ詞|

ヲ万万長J副つイ一「…コ可玩 …! 
一一一一一

つ-，-lit-I 肌吋肌加

花弁計 I 4， 889 ， 8~ 4， 9竺?
?ざい |20.01 115山
τiH I 寸志京i
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主著 民

}延長If 1f~ 

穏 l笥1f1t

iH:l 粕

有機配合

1r 粉

イ七 成

ヨーリン

その他

決 塁走

材料費

光熱動力安

{没却費

農業被服

負 ß!t 利'子

その{出

合計

2. 支出

摘

研修生食授， 1m 

25 ,320 

家族労働報部H=5， 078 ， 856門 -2， 644 ， 973円 =2， 433 ， 883門
家族 1 日当り" =2, '133 , 883 +370 6 ， 578内
家族 1 人当り η =2, 433, 883+ 2 =1 ， 216 ， 942内

経営主 H 口 6， 578+270日= 1, 776, 830円
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都市化の中で自立経営確立をめざして

原

第 8 間決業祭に，農林漁業振興会会

長賞を賜わり，身に余る誉と感激の思

いで均す。受賞対象となった，シクラメ

ン栽培技術でありますが，私の温室シ

クラメシ殺培にあっては，現在に至る

までには，苦難な道を多く体験した。

特に花:J'T-経営を始めるに当っては，野

菜専2奈良家であったが，父とは別に私

は花升経営に転じたが，技術面， E罰金

団，流通販路の問題などの関芸業界の

様子がわからないままの出発だった。

資金聞は近代化資金を借入れたのだ

が，返済の見通しもつかず，計画の遂

行は日々の努力でしかなかった。市場

の特性を抱援するまでも苦労でした。

夜は12時頃まで出荷準備をし朝は 5

時起きで渋谷の市場まで， 20K あまり

の道のりを自転車で花を運んだことも

あった。

今ふり返って見ても想像もつかない

苦労の連続を乗り越えてきたと感心し

ている。その後，シクラメ γを中心と

した鉢花経営へと進んだが，輪作体系

や栽培法，施肥法，培養土の配合，ま

た程にも問題が多かった。

'四

イ寸 雄

シクラメンの栽培にあっては，俊秀

品を年内出荷することが第一条件であ

るので，前記のような問題点を試験場

やシクラメン栽培者らの指導を仰ぐと

ともに，私自身も試験調査をし，研究

を続けてきた。その成泉は 1 年 2 年で

は結果の見られない点が多く，苦心し

たものである。現代社会の急激な変化

にあって，経済の流動とともに，先ん

ずる経営能力合世界的視野のうえにた

って，知識を広め，市場伎に富んだ種

類の選択，栽培技術の向上，経営の合

理化を図り，企業的集約皮のi高い混室

経営を確立しなければならないと考え

る。また新都市計画法の施行による，

近郊都市淡業の将来が篠約されないと

忠われるので，農業全般，企業性のあ

る，収益性の高い経営をなおいっそう

営みたいと考えている。このような努

力の積み重ねが，今日ある，私のシグ

ラメンの技術と経営が独自の運営方法

をもたらし，今回の受賞の喜びをもた

らしたものだと考え，さらに努力をつ

づけてゆく覚悟である。

98 



金二
日ヨ 産 音日 Fう

天皇杯受賞/北村愛作 100 

(決宇1，省斎産試験場飼料作物部長/IJI EH 砦:

E 本農林漁業振興会長賞受賞/関 田正徳…・…・'"・H・....・ H ・... 116 

(淡林省畜産試験場繁殖第 2研究室長/給垣繁光)

B本農林漁業振興会長賞受賞/秋崎 勲....・ H ・-…....・ H ・-…… 126

(東京農業大学教授/~f-:r野正雄)



一一一二こここ 天皇杯受賞二二二二

出品J!~牧野

受賞者北村愛作

(北海道旭川市対l居間r~~lr: 2) 

受賞者の略歴

北村さんは北海道旭川市で現在 25ha の経営jj'rîfJ!tで、乳牛 48 j{立を飼旋する

酪民家である。大正元年前15良野村の乳牛飼養農家の 6 !JJに生れ，幼少より

牛に親んでいた。だが当時，南富良野では牛乳を旭川の工場に出荷するのに

約三|三日もかかり，廷の腕 第 11忍 北村牧場所定池田各区l

敗や冬の凍結になやまさ

れたことから，旭川近郊

への移住宅ど決意し，周囲

の反対をおしきって昭和

71子 ， 20Ft，誌の ITHf~手L!j二 1

j]J(をもって裸

干中居町に移った。

はじめは農家の納尽な

借りて牛と起居をともに

し，土木や造林の人夫を

して生計すと支えた。 昭和

91ドには牛を 4 jjJ[にふや

100 ー



し，ハノレさんと結婚したが，なお夫婦で、日}語いなし，牛には路傍の平を与え

るなどの辛酸をなめ苦闘の末，ょうやく昭和四年に重粘土の痩地 4ha を借

りうけ，はじめトウモロコシ，小豆などを作ったが，次第に牧草に切りかえ

培地酪設にふみ出したo 14 :fTーにはさらに 5ha を{古り入れて乳牛'19践を飼養

するに致った。

戦時下f"は出絞のため 6 )îJ[にまで頭数な減らしたが，戦後の農地改革により

経常地 8.9 ha の自作設となり，頭数規模の拡大に努めた。昭和 33 年頃には

乳牛 20 頭を飼養し，村l居詩1l農協理事，旭川の「保健牛乳J ~抜本として名実と

もにこの地方の酪哉のリーダとなった。 しかし， この頃から i'jfj道 12 号線の

交通肢の激増と改修工事とにより，牛舎から道路を横i析して放牧地へ牛杭ーを

移動させることが困難となり，昭和 37 年ここを売却し，現住地に開拓者の白rm

I2跡地を購入して移転した。かくして今日の北村牧場が成立したので、ある。

北村さんは 3 iJ の交であり，現在は，長女の燃矩雌さんに牧場作業の大

第 2 図北村牧場の配院Il'iJ

採草 1位

採

採

尊土也

ー-101

半をまかしてい

る。北村さん夫

妻は加に賠を日与

え，牧場にはJfT

で往復している

が，これは若い

頃ハルさんが過

労で荊に倒れた

ことから，

かばう西日!をくによ

るもので，よく

この人の愛情の

深さを示すもの

であろう。

北村さんは況



在，北海道ホルスタイン農業協同組合理事，旭川i酪農協同組合副組合長，

択乳検級合長，旭川市民生委員，旭川保護区神居分区会保護司など，酪農関

係，社会事業関係の役職は 10 指に余るものがあるが， これは氏の苦難の時

代に社会から与えられた援助に対する強い報恩の念を忘れない誠実なA柄に

よるものに他ならない。

この間， 昭和 44 年全国草地コンクーノレで、農林大臣賞を得たほか，社会事

業の功績により紺綬褒設など多くの表彰にあずかり，温淳誠実の人柄から地

域社会で、の信望深いものがある。まことに北村さんこそ，北海道の風雪に耐;

え，荊の道"â:切りひらいて成功した立志の酪民家といえよう。

機受賞者の経営概況

家族は本人 (57歳)，喪 (56歳)，長女婿 (33歳)，長女 (35歳)，孫 (9 ，司

8 歳)の 6 人で，労働力は年雇，実習生を合せて 4.5 人で、ある。

経営地は第 1 表のように 25ha であり，これに 43 年はホノレスタイン種径ー

産牛 32 頭，育成牛 12 頭(うち販売 3 頭)を飼養している。 44 年には成牛 35 ，

頭，育成牛 15 頭と増加している。

建物・施設は第 2表のようであるが，畜舎は昭和 40 年に設けられた近代ゐ

的なもので，内部の構造も合理的で，カウトレーナと工夫された排世溝とに e

よりとくに衛生に君、を用いてある。牧場全体の配置は第 2 図のようである。

第 i 表 経営地 (43王子)

種 Bリ 備 考

採草地 20 

6 自力

わ 年造成 9 自力

けー 年造成 伊D 造成補助

放牧地 D 混牧林を含む野卒主体

昔ト 25 
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北村牧場

や合のうしろ(乾率調整基仁1")

が受賞財

デスクボトムプラウ，投機具も引馬力ブアーガソントラクタを基幹とし，

サイドレーキを備え，これに

トレーラ，小型トラック，þj(ポンプをもって機械化による作業効率三ど高めて

ジャイロテッダー，ローダ，ァモ日「ロー，

ミノレカーは 2 機使用されているつ

昭和43年度の経営収支は第 2 衰のようであり，可処分所得は 205 万 5， 342

J 円となっているが，使用人宿舎建設技支払し、分 76 万門はまったくの臨時支

!し、る。

， /:U であるから，実質的な所得ii 280 万円を迎えるものとみてよ L 、。

文 (43iy::)

収入 11 ， 606， 100円

手L 代 9 ， 899 ， 100 (kg .151弓〉

廃 止ド 代 370, 000 

子 LI二代 1， 260 ， 000

牧とく代 77, 000 

j反-"' . • 日
広コ経第 2 表

ア， 4H ， 415

1, 070, 000 (常磁，ゴミiヨ~E，臨時}送分)

3, 234, 400 (豆腐から，大豆煮汁，儲かす，

わらなどを合む)

533 , 200 

253, 215 

438, 960 (采用車分を含む)

J7, 500 

86, 500 

103-

主主

~~ 

決
裂
設
費
投

料

t{l' 

;{SI 

j司 111 ~論

決兵

物修理

{牛

飼人

人

II存

長
氾
段
小
浅

;

l

J

d

;

 

出交



f者 材 ホf 主主 49 , 500 

ヨE 生)\ 裂' 182, 500 

主5 {昔 用 12, 000 

償 却 ，費 1, 533, 600 (建物，長機兵，乳牛)

主主 01 4, 164, 685 

借入金返 済 469 ,718 

使用人宿舎建設費支紅、 760, 000 

利 l 税 ノo内 認z 879 , 625 

可処 分所得 2, 055 , 342 

受賞財の特色

受賞Jl;J は山麓東部tc'V-均13)立の傾斜をもってゆるく起伏する草地で，標高

は 150m ほどである。土壌はやや埴質がかった壌土で， p廷は 5.4~5.1，り

ん酸吸収係数は 1， OOO~800 で，腐植合誌は少ない。降水量は{f 1 , 144 mm  

で，月平均気温はJ&ït~~で21. 10C (8 月)，最低で、 8. goC (1 月)， 4 月で 4.1

oC であり，積零期間は 11 月中旬より 4 月一 J::旬のがJ 135 日におよび， 9~1O， 

月には特有のガスの発生をみるとし、う道うたの厳しい気象条件にある。

受賞í!~.は昭和 37 年に造成した 6ha の平地のうちの 1 ha であるが， 6ha 

は全体として植生，革勢とも類似しているO

この平地の造成はまったくの自力によるもので日和 37 {!二 4 月に開拓者

の放棄した雑木林抜伐池の棋株主f ジープと，1:\1カとで除去排除し， トラクタで

起し，土壌改良資剤と j占 第 3 表主主径と播種最

)J日を施こし， 5 月に播種

してハローにより援ごと，

鎮圧をして終了した。

この 11おこ播種したのは

第 3 去のように，いね科

牧草 4 種，まめ科牧草 3

種の百 '.7 種の混捕に及ん

十ヰド

l~p. 

チモシー

f主

オーチヤードグラス

メドーブェスキュ

イタジアンライグラス

アノレフアノレファ

ラジノクローノ~

赤クローノミ
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1.0 (根粒菌接種)

1.0 

1.0 



でし、る。

この f戸地の利用 7 年目にあたる[lri和 43 :fflこ， 全悶 l~ff地コンクーノレ調在基

準による収拾調去が行なわれたが，その結果は第 4 表に示したように， 4IT5] 

の刈り収りで合長 1- ::1三平id:は 10a あたり 10， 647 kg に及んだO なお造成以米

この!日J' J閉までには;i8J添はなされていない。

このように，道央の献しい気象条件の下にもかかわらず，利用7if'- r~ とい

う jミいまF-月を絞た革地において，稀有の高生産の得られたことに，この草地

のiU大の特色があるつ

第 4 表収 j立成績

j吾

43il三位=の JBnEは第 5 ょうであって，椛!制j巴と小限の大h;:利用がなされて

いるが，これも特色の一つに加えてよかろう。

去年mll!j'JVJ

20 

4 25 

6 -l 

7 16 

10 30 

第 5 表迫

jlB ホi

ヰi~lilt lJB

草地化成 (11-13-20)

守二 !ぷ (2 ft稀釈)

" 11 

11B YJ • 
.1H 

lO a あたり施用 ff:

採草地収一般に収生~日立が純化しやすし、ものであるが， このj管内也は今なお，

オーチャドグラスを r:l'1心に，チ ε シー， メドーブエスキュ，プノレプアノレフア

のr[Mトーした健康で常授の高い均‘なお'[生を維持している。これは多額混嬬の
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効果のあらわれで、もあり，第 3 の特色として高く評価されてよし、。クローパ

類は減少気味で， まめ科*は平均 1796 程度とやや低いが， 赤クローノミの短

年生，ラジノクローパの耐寒度などからみて当然の結果であり，アルフアル

ファの存在もあるので，品質的にも良好なものとみてよいだろう。

4 の特色は，この草地は高生jをのみで、なく，年間の収畳分布の均衡がよ

くとれている点である。北海道Aといえども夏秋の~又量低下はさげられないの

が一般であるが，第 4 表から明らかのように，各番卒とも 2， 000 kg 以上の

生率主主f示しており，収;駐の季節間のバランスがよくとれているO

第 5 の特色は，採草地の利用はすべて一連の機棟作業により省力的，能率

的に実施されていることであり，この点は前記の投機演の装備状況からも理

解できょう。

特色の最後は，とくに強調したいところであって，この卒地が酪農経営と

強く結びついて，それを支えている点である。北村さんは 43 年で成午 32，

育成 12， ilt 44 諜， 44 年でそれぞれ 35， 16 計 51 頭を錨養しているが，これ

ら成牛中 16 頭は高等登録牛で， しかも体格審査得点 80 点以上のもの 10 演

(最高 84.5 点 2 頭)を数えている。体高はいずれも 143cm 以上と体積にと

み，乳房もよく発達しており，また経夜半 35 頭の平均年令は 8.85 才と長命

性である。経産牛の平均乳量は 6， 470kg (平均脂肪率は 3.896) といちじる

しく高く，泌乳能力 8， 000kg 以上を示したものは 8 頭(最高 11， 800 kg) ;こ

及んでいる。このような高能力牛の多頭館獲にもかかわらず乳飼率はわずか

に 32.796 程度であって，大半の飼料が草地から供給されていることがわか

ろう。

機受賞財の技術・経営の分析およびその普及性と今後の発展方向

1. 受賞財の技術の分析

受賞財の箆れた永続性と高生産力は~と i、すさんの牧草 iこ対する長い研究と I

犬の技術的結晶として生れたものである。

第 1 ~土多種混{震の技術である。厳しい気設の下では，わずかな条件のふ h
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牧草の収穫作業

が平種によっては致命的打鰻となりかねなし、。このような場合，多種混j訴は

最も適切なj抗生維持の手段となるが，氏の長し、牧草作りの体験から突践的技

術として確立されたのである。このことが，永続性の確保のみでなく，密度

の高い植生を形成して高生鹿に結びついてし、る点を見逃してはならなし、。こ

れと関連して注目すべきことは，アルフアルファの採用である。北海道の医

れた先党的酪良家がそうであったように，北村さんもまたこの高品質牧へ

の執着が強く，草地への導入を試みてきた。まだ，アルフアルファ混嬬技術

は確定した段階には至っていないが，それでもまめ科牧草のうち短年生の赤

クローパと耐空剥生にやや劣るラジノクローパが次第に表徴しているなかで，

アルフアルファのみ優占度は{尽くとも比較的安定して混在していることは，

やはり多種混郊の一つの成果であり，高品質i[1朗料生産への方向に希望を与

えるものであろう。

第 2 は施肥の工夫である。第 5 表から明らかなように，まず平春}務芥立íJに

十分の堆!既肥を投入し， ffj~芽時には速効性の化学肥料を与えて生長促進に認

を舟いている。このように春のおそい北海道で，おの手IJJ百合平めることは

認めて大切なことである。その後は 3 番草を除いて各刈り取り後にL:I::ほの大

量散布をしているが，これも鼠ポンプにより省力化されてし、る。また降雨時

を選んで、散布するので， 1:吉稀釈で、あっても肥やけはi防止されている。とくに

晩秋の追肥は冬の長いこの地方では越冬用の貯蔵養分を増やして冬枯れ訪止

に役立ち， -11春部詳の促進にも有効であろう。力11塁肥料の過剰が気になるが，
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これも北村さんのまめ利牧可fを確保したい一念のあらわれである。以上の施

肥についての工夫がこの京地の永続性と高生産を大きく支えているといえよ

うの

第 3 は草地利用;こ対する配!邑である。放牧は傾斜の強い rI.M女林を含む野草

主体の 5ha のみで，しかも 1 日 2 時間程度の時間制限をしており，養分接

取というよりはむしろ運動と日光浴に量点をおいて利用している。いわゆる

省力利用の視点から，もっと放牧の比重を高めてはどうかという質問に対し

て，北村さんはきっぱりと石と答える。それは， 50IIJlを現在の経営問積の中

で良"J接していくには， j磁力高い生産をあげ，かつ無駄なく利用していく他は

なく，そのためには現状では蹄容や不食地の起る放牧を避け，採取利用に集

中しなくてはならないというのである。土地に余裕の 11:\た場合には放牧をと

り入れたいが，まことに当を得た考え方というべきであろう。このような厳

しい考え方から，二!ヒ村さんは採草地の保護に人一倍の気をつかっている。北

海道の多くの階段家は採 I\I[J也であっても秋にはij箆い放牧に供しているが，北

村さんは完全に牛から隔離するやり方を悶持している。ことの当喜子は別とし

ても，した方式合ftぬいている信念は敬服にi1ní しよう。

ところで，採草利用は放牧利用にくらべると草地の維持年隈を短かくする

仰向があった。しかしそれは刈りおくれによるところが大きく，現に採草地

のメIjり取りは北海道で、は 2~3 1illで、終るのが一般であった。これに対して，

北村さんは 4 田メIjりを行なっている。刈り取り間隔はほぼ 40 日程度であっ

て ，;Jfj j自刈りとみてよし、。このような技術がこの採草地の永続性を高めている

:fiHltl の Aっと考えられる。

ヂi 力性は別として，生産を ji反!立に高めるためには刈り取り利用のほうが放

牧利用よりも勝っている。それl土，放牧のように]戸の低い ri'争点で除葉を継続

するよりは，ある程度まで刀:を伸ばした採水利用のほうが太陽エネルギーを

利川する効率が高く，多収となるからである。北村さんが高生産のためには?

よく {t~;理した採草地で、なければならないとするのは， J;乏し、草作りの体験から

ではあろうが，ゾミはこのような加論的根拠をもっているものなのである。す
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放牧状況

ぐれた体験が科学の英会nに通ずるという，このーとなし、t'i: íJi:な例ではなかろう

ヵ、。

それでは採草収穫物の利用担分はどうであらうか。全保市地からの収穫利

;n :i\: は，

生 /I
f

( : li立 I，/f :サイレージ

= 395 t : 297 t : 170 t (生 [f~(l換算)

となり，生本給与法と!??政飼料ほとの比取はほぼ 4 : 5 であって，この地方

の条例=からみてきわめて適正な配分であるといえよう。多頭飼義経営からみ

ると生市:利用の比近が高すぎるという 13見もあろうが， )rí'政飼料の養分損失

を考えると北村さんの場合，このほうが有科であると判断される。乾17Eがサ

イレージよりヨゾ此免~ifで、多いのは，は{j三間Jillして車合与さ ~lるからである。

なお !ff~Y/(は反転回数を多くして絞JVJ仕上げをはかり，サイレージは説1f街 1pg

添加lにより，高品質化に努めている。生平給与の比重が高く，また貯放朗料

でもサイレージよりは乾草iこ重点なおいているJlJl Ell として上記のほか，高能

力午に対する似m:な配!包があることを附言しておきたし、

2. 経営の分析

現在の経営に入る前に， 10 :1)二前の Ilf{和 33 年の!認の経常をふりかえってみ

たい。 当時の労働力は家政 2.5 人，経用 2.0 人で， 1. 9ha のデントコーン，

7ha の牧草地で飼料な自給し，それに:豆腐から，大主主市、71ーなどの 60 万F'J ，

if引手飼料 60 万円，ビートパルプ，わらなどの 10 万円の購入飼料到によって
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搾乳牛 19 頭，子11二 3 頭，種牡候補牛 1 頭を飼養し，搾乳牛 1 頭あたり 6， 000

ikg 余りの乳?誌をあげていた。搾乳牛のうち 9 才以上の老牛が多かったが，

これは飽人のもてあました老牛を安く入手して鋪い直し，搾手Lや繁殖成績を

高めていたからである。雑種牛が多く，純系種はわずかに 2頭しかなかった

のに，このような成果をあげていたのは，この人の牛に対する深い知識と愛

情があったからである。乳代は 200 万円，おす子牛代 20 万円，その他廃牛

代を含めると，搾乳午 30 jîJ'i近い酪農家に匹敵する高い所得をあげ， 60 万円

の生活費を得ていた。

次に昭和 43 i:ドの経営を分析してみよう。

15ha の牧)~f(地からの総生産利用最は生率で 777 t である。これから計算す

ると 10a あたり約 5.2t となるが，乾平やサイレージ調製の際の損失52があ

るから実収監はこれをかなり上回るものとみられる (6 t 程度)。直接の受賞

対象草地の 10t の収量からみると，全函積の平均収量が下回っているが，受

賞平地カ~l:l二舎に近接した傾科の比較的ゆるい管理に便なところにあることを

考えれば当然のことであり，平均収;霞:がこの程度の水準にあることは 15 ha 

とし、う傾斜草地としては気象条件を考慮すると突にすぼらしい成績であると

いえる。また，野1字放牧地の利用最を 10 a あたり1.6 t 程度にみると， 5ha 

では 80 t が利用されたことになる。

したiJ:って採草，放牧両卒地からの収穫科用最を合せると 8部57 t と j披往定さ

れる。 これを今年ゴ間成止牛ドj換灸算頭数3部8で

kg となる O いつぽう 1 臼成牛 1 頭あ7たニりの飼料給与基準は第 6 表のようでで、

lああり'J， f換免2拝~吐ヨ生1γワヴ-，ず市市?f4市下下iJ江1主:給令与企j泣詰立:は 1 日 1 頭あたり 5臼5kg 程度となり仇， 年問給与;託早託叩uは土;ほま

夏期

冬期

第 6 表 成牛 1 頭 1 日あたり飼料給与基準
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ぼ 20， 000 kg となり，前記の生産設からの推定値とほぼ一致する。なお，基

礎牛については第 6 表の数値よりおから類をへらし，その多給をさけているD

ちなみに，この表から摂取養分立を推算し，それから 1 日 1 頭あたり部、手Li置

を推定してみると， 25~30kg となり，高能力牛の能力発揮に必要な十分な

栄養が供給されていることになり，しかもその主体が良質牧草におかれるこ

とが理解されよう。

したがって，搾乳牛 HJ[あたり 20t 強の牧草と購入飼料約 9 万円とで約

6.5t の牛乳を生産したことになる。 これを乳代に対する購入飼料の比率で

みると 32.796 となり，多頭経ii? としては非常に低い値になる。

前掲第 2 表の支出額に家族労働~!(を推算して加えると生産設用合計(地1-1;:，

資本科子を含まず)は 814 万 1， 000 円となる。家族労働授は第 2 表人件費の

2 分の 3 とし， 70万円と推算した。この生産費用合計から副産物収入を差し

ヲ|いて，搾乳五:で、これな除して牛乳生産~t;: (地代，資本利子念会まず)を試

算すると，牛乳 11屯につき 29.3 門となる。つまり牛乳生産授はかなり低い

ものとみられ，北村さんの酪設は経営的にみても立派なものであることがわ

かろう。

次に牧草(わずかな野本を含め)の生産費(地代，資本利子を含まず)を

試算してみよう。第 2 表の値から次のように推算される。

jjB料代 253， 215門

没用率鞠費 x4/10 176, 000 

償却費 x2/10 306, 000 

労働授(人件費+家族労働問推算値) x3/10 

510, 000 

:牧草生産費用 992, 000 

の生産利用査は合ぜて 857， 000 kg であるから，その生草換算 1 kg あた

り生産裂は1. 15 内となり， これまた全国平均をはるかに下回っている。 こ

の費用には乾草，サイレージの調製に要した分も含まれているので，この生

産授は北海道の平均にくらべてもかなり低いものとみられよう。濃厚倒料購二
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牛舎外観

入に対比すれば同じ栄養量宏数分のーの安い技用でまかなっているわけで，

前記のように北村さんの箆れた時民経営の支柱が受賞JlJたる草地にあること

が理解されよう。

労働力については草生産，牛の餌養管理ともに比較的多くを投入している

践があるが， これは労力主を:Jお占しんで

んの基木的考え方によるものでで、あるO 放牧よりも採草に大きく比重をかけて

いることは前記の通りであるが，銅養管理についても例えば，目玉t 20kg 以

上の搾乳牛ではすべて 3 凹搾乳とし，泌乳能力を高めることでは必らずしも

労力をおしんでいなし、。しかし省力化できる面については極力そうしている

ことは，前記のように草地管翌日作業の機械化や，急傾斜地の放牧利用などに

みられるとおりである。

以 i二のように分析してみると，北村さんの経常においては牧草が有利に換

{íl日されており，牧草を多給して乳呈を高める方向で:技術の発展がなされ，そ

れとともに早くから近郊立地における乳価高や豆病ーから，大豆煮汁などの利

用に着目し，これを確保してきたことも経営を有利にしてきたものとみられ

る O 換言すれば、，近郊立地の利点を活用しながらも， ;J芯i古E材オ本ミ的には主草'(j:地也酪渋の

3式カ立'1主í:場を1貫:空;ぬいてきたj終予

i最詰後に北村さんの酪t決2経営営，における l特lト持三守I色として，乳牛の改良にふれておき

たい。 搾乳牛の能力が経営に大きく影響することに対応して，いわゆるブリ

タではないが，五日礎めす正1-. "â:'混じての能力|匂 i二にゴド r/;rな努力をそそいでお
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り，具体的には交配剤穏;討す11二の選定と親子穏{，j・げの部避，能力検定の徹底

した実施，良質粗飼料の十分な確保，育成正|ニの良好な管翌日，初lll1種付けの 16

カ月齢の励行などであって，その成果はすでに紹介したとおりであるO

3. 普及性と今後の発展方向

北村さんのj~rl:地民業，酪民総'Bの普及性三ど述べるに当たり，まずがjよりも

強調したい点は現在のi亙れた技術や経営の内務よりも，これに到達するまで

の発展の足跡である。経常規模の 20~25ha，成子牛合せて 40~50 JlJlは高い

水準であるとはいえ，北海道としては稀有のものではないが，無一物からこ

れまでに拡大充実してきた 50 有余年の過税にこそ， 多くの商11農家， いな多

くのすべての農家の学びとらなければならない坑尽なものがある。はじめに

紹介したように，まったくの撚-1'tから ~n:"1i必に絶する苦難を一歩一歩克服し

て今日の立派な酪民総?:?を築きあげ、た事実は，たゆみない努力と研究によっ

てはこのような高い水準に到述できるという可能を教え示すものである。

若い民業者にこれほど強烈に拶とあ望な与え，ソ)気づけるものがあるであろ

うか。

受賞財にみる永続多収1戸地主f形成した京稀î，施 IJ巴，収穫，利用などのJ史認J

ーっとっても，それはj)として名人誌というものではなく，日午:j'I~合][1 '1主主ど出

づけできる肢体;であって広い詳及性をもつが，とくに大切なことはそれらかi

別的技術が互に巧みに結びついて大きな成果を発障している点にある。例え

ば， ;直切な施肥により瓶芥を促進して利用地問、合延長し， j@J訪の多Iill刈りな

可能にし，これを実施して生践女高め，ひいては利用配合を適lE化すといっ

たことである。

技術の総合化はlì'Lに草地生産にlíRっていない。京地の多収災質化は，すぐ

れたよI~.の餌装管迎や改良とあいまって能力の [ÎIJ とをもたらし，多JlJ(1ヒfど可能

にし，経常の発展に寄与ーしている。このようにみると，北村さんの技術と

の fi:及'I~I'.は広くかっ深L 、ものであるといえよう。

今やわが開設業は深刻な局閣に当面している。 rrri J1~ もまた例外ではない。

この時にあたり，悶土資源に立脚して間際競争力のある時肢を確立すること
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審会内部

は急務であるが，北村さんの平地酪農こそまさにこれに答え得るものであり，

この意味においても経常の模範としてその普及性を高く評1Ìllîしなくてはなる

まし、。

北村さんは今後の目標を搾乳牛 50 頭，全牛高等登録，体格得点、 80 点以上，

乳jit 1 頭あたり 7， 500 kg 以上におき，その基盤となる草地の改良と肥培に

つとめて全草地lO a あたり生草量 10t の実現を目ざし，過弼投資を避けな

がら堅実に農業所得 450 万円を指向しているO とくに，気象条件に恵れてい

る内地の酪農と対抗するには，濃厚飼料の給与を今よりもふやさずに 30a で

1 頭の銅養を可能にしたし、としている。その成否は加として，理想的酪農経

営に向ってこれまでも歩んでき，今後もなお歩み続けようとする前向きの不

屈の姿勢にこそ学ぶべき点が大きし賞賛に価しよう。
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土づくり，草づくり，牛づくりに徹して

~t 村

私は，先に第 7@)~悶草地コンクー

ノレにおいて，集約牧釘Fの郊で日正j;;-1't

;を受賞しさらに，はからずも第 31m

j 汲業祭で，設1旅部門にかいて天日杯受
賞の栄に撚したことは，訟の生涯忘

れることのできない感激であります。

これは備によき先法や知人に75〔まれた

ことと， 13 Jfîの務先生方からのごお滋

の賜であり，心からかネしをゆしj二げる

次第です。

私は，昭和 7 年20放のn~j・に手Lll~ 1 顕

在つれて，旭川ïlïの郊外者1 1居村に府を

定めたものの，さなくの裸一文のため農

家の納E設を{おりて牛と起反?を共にし，

土木工苓や造材人夫をして牛のfffiJ料を
購入し，牛にケーえるためにあ;たり，問、

王子jこ牛乳をかけて食べるとし、う生活が

続きました。やせた牛~ftい求め，こ

れを肥やしながら遂次情頭しこ!こ主12 も

昭和12年には丞粘土のやせ地を借り受

けて，准胞や尿を完全に利用して土地

のIl~Þ者管理につとめた結果，ょうやく

ノレーサ γも育つようになりました。し

かし都市開の膨張により，昭和37年に

ll:むを得ず移転することとなり，現在

地に荒路地を入手し改めて翠地の造ー成

や地力の培養にとりくんだのでありま

す。

今回受賞の対象になった草地は，昭

和37年に造成した翠地であって当初は

地力もなく十分な収益は得られません
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でしたが，その後Jjlill巴や};}(，石灰など

の施飛により年々収益が高まり， 43年

度には 10 a 当り 10 トンを越える稼に

なり，今吏ながら防総肥料の効果の偉

大さを焔感している次第です。

現在では乳牛も 50関となり，総収入

は 1 千万円安超えるようになりました

が，主Lがm在までの37'可ニ IltJにわたる郁

彦:経営の中でrlìtに立をä:いで、きたこと

は，土地づくりと禁づくりであり，堆

!J巴と尿をこ|二地に還元して，地力がつい

てから牧草をまき，多種混擦によって

ことi設に主主主f選JR させ， 王手刈りによって

栄養何のおjl、牧草を利用するよう心が

けてきております。乳牛の改良につい

ては， ~~íj{1聞な正!二を購入するようなこと

は綴力さげ，自分の tl'.の欠点をよく調

交して種別:牛の選択や育成司二の管理に

芯:を注ぎ，能力のおい乳牛をつくるよ

う努めた結果，昭和43年度の 1 頭当り

平均f~乳廷は 6， 470kg となっておりま

す。

将来は搾手LLì二を50lîJHこし全牛が高

等主主録を受け，体格点数80点以上 1

頭当り平均搾乳泣 7， 500kg 以上を目標

にして淑進的に無理IIのない計随i達成に

努めております。

私はこの感激を忘れることなく微力

ではありますが酪殺の発展のために専

念し，ご思に報いたいと存じます。



白木農林漁業振興会長賞受賞ご二二土

出品財乳 牛

賞脅岡田正徳

(悶リ jg芸真庭郡八束村中福日377-6)

ジャージーによる草地酪農の実現をめざして一一一受賞者の略陸

岡田正徳さんは i向山県最北端の蒜山三山の裾野に拡がる蒜山高原におい

て，ジャージ __Lj::による草地路慌の理想郷を EJ ざす~;JIÜJj酪農組合の組

ある。

このおÜLI地区は，これまで米と煙択を主体とする民業であったが，昭和29

/'1"-に集約酪肢の指定を受け，オーストラリヤおよびニニージランドより初め

てジャージー牛の輸入が行なわれた。 さらに昭和 36 守二から蒜山地医大規模

草地改良事業が開始され，きわめて生産性の低かった蒜山高原における京地

法業の想定が整備されるとともに，牛乳の処埠および絞売の組織を確立し，

現在は同地|末におけるジャージー牛乳の阪売と大阪市への直送なý'j"なってい

る。

|潟 m さんは明治 42 年 6 月 1 rヨ， 現在地で出生したが， 高等小学校および

設業信lìj!'l学校卒業後，大正 15 年から昭和 20 年まで大阪府の警察官として勤

務していた。終戦にともない現地に帰村 L，初めは米と菜煙草を主体とす

に従うiーしていたが，この地 1，(;こジャージー されるや，

初 開始 L，その後数回にわたって L，1O致にま

で増加して，水 IH賄伎に転向した。
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ジャージー牛は乳脂率は高いが，泌乳量の低いのが欠点で、あった。問問さ

んは組合員に卒先して乳牛の改良に努力 L，銅養管理技術の向上と根まって，

現在の組合における平ー均乳ln: 3, 200kg，乳脂~t~ 5 96にまで達した。なお，

入した母牛にマ…ノレファッション・アンサム号ーを交配して，生産された乳牛

が全日本ジャージー共進会において農林大臣賞を受け，今回の受賞~得たも

のであり， 同日おこ今回の共進会における上位入賞牛の 11 頭中 9 顕は当地区

からの出陳牛であり， これまでにもカンボジヤに 3 由にわたり 30 頭の l輸出

をした外に，官崎および大分県などに 500 頭以上の移出を L，ジ γ ージ一生

産基地としての役割を果している。

問問さんは現在，蒜111酪Jl!J: jJJk業協同組合長の能に，向山県北部酪位協悶組

合迎事および蒜山地医ジャージー酪農連合会副会長などの要職にあたり，そ

の他八束人権擁護委員および蒜IJI観光協会政事などの社会奉仕にも努めてい

る。したがって，日家の酪農経営は奥さんが主体の婦人による酪民事炉Ijであ

るといえよう。

誕の茂子さんは，合的総督府立者護学院および大阪府立社会衛生学読を卒

業し，大阪市の病院で看護婦として勤務している間に結婚した。その後犬と

ともに帰村してから現在まで，夫と協力して民業および酪設に従事してきた。

その間，器能生活で身につけナミf!t日1=治'J:UJーによって，乳牛の育成‘およ

却に努力した功較もj;"(!Tcである。

襲撃受賞者の経営概況

i尚 111 TIミ徳さんは 40 設を過ぎてから段業にi伝出し， 50 歳から酪肢を始め

た~K'I;'J もあり，またお(;11I地i成の{底位当付近の点などから，

ずることなモットーとして現在までに述したものである。すなわち，煙率栽

培に酪誌をとり入れながら，次第に頭数土台加を間り，また煙車の乾;限室を牛

舎に改造するなどして，活こ酪肢に切符えた行なった。その間堅実に和誌

のある方法を求め 1 人娘すと大学まで卒業主とさせ，現在は高校教諭をしてい

るが，その資は総てによる所得で-il:かなったものである。
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昭和 41 年蒜111酪民組合組合長におされてからは，組合の運営および組合

員の指導に専念する必要があれそのために乳牛頭数を減少し，現在は搾乳

牛 3 頭，育成牛 2 頭の経営であり，早朝の作業と ii王営計四および記帳を実施

している程度に過ぎず，婦人による酪民経営の事例で、あるO

したがって現在は少頭数精鋭主義で、あり，能秀な系統牛の選定と，それに

交配する種雄牛の選択にはとくに留怒し，また生産された育成牛の管理には

特別の注意を払っている。 なお，このような飼育管理によって搾乳された乳

質はきわめて良好で、あり，これまで 2 等乳の生産がもなく，乳牛の疾病

などもきわめてまれで、ある。

経営規模は水田 70a，飼料 rlH 32a，草地 30a であるが，さらに隣接の然資

法家の水田 410 a の畦畔平に牧草を混播して，これを刈取れ乾およびサ

イレージとして利用しているO その他大規模草地における現地搾乳などの共

同利用も行なっており， ~n飼料の生産量および品質はきわめて良好であるO

酪良部 1 1うの経?立概況は第 1 表に示すごとく，寵牛 31墳の副産物収入もある

が，乳代 63万円を含めた収入の合計は 96万円であり，経営費 35万円をi添い

て，差引利益金が 60 万円である。育成牛が比較的多く， また種畜を主目的

とした酪設であるために，購入飼料費がやや多いようであるが，廃止i二収入を

除く酪良部門の所得系は約4296 となり，健全な酪12経営であるといえよう。

水田密522で、あるために，米の販売収入 44 万円を加算した全体の収入が 140 、

万円であり， その他に思給などの法外収入も比較的多し、。家計担は 85 万円

で，年間 1 人当り約 43 万円で比較的高い水準にあり，なお余剰が約 45 万円

あわかなり蓄積があって充実した生活で、ある。

第 1 表 間在農経営収支の概要(昭和43年度)

区分| 項 自 金 I澈i! 考

I1又 牛乳販売代金 630, 乳設 1O, 651kg 

路 正ド 価 格 327,779 廃牛 3 頭

雄子牛販売代金 5, 052 2jî貝 49kg
入
収入の合計

-118ー



fffi 子 f~ 
』巴 業} 代 12, 780 

文 購入飼料費 244, 506 

シ同て ?{I( 2, 630 

淡機兵修現?{{( 840 

立1 公P !{!( 30, 356 

授 r1'i 業} 8, 400 

主主 録 料 5, 000 

死路共済総{G; 26, 082 

公 羽l z¥ 、 í~! H , 775 術5負た担f乾1"-所金倹交大北，規隣伝!模染成草課li別金地妥
1m ?{ll 2, 410 

ヰ手
fiT[:f:1 等

来日 ，内"" 3 , 687 

文 U\ の合計 355 , 671 

議引利益ゑ 607, 919 

第 2 表 '滋淡収支の~J'E姿(1[(1杭IßiFIJt)

ぽ分 i 項 日 金 者Ti 耐立 ゴ5-

収|米交波代金 440, 

防淡 l以入

入 12業収入の合計 1, 403, 590 

活告決関係文 11\ 355, 671 

支 i 肥料費 18, 170 

品If 人資 103 , 970 

)1!l:兵星空 64, 285 

決 ~ミ 主主 H , 285 

前官 種荷主主 2, 200 

U1 淡兵修理?{Jl 1, 350 

淡業関係の支出合計 560, 338 

差引淡業所得

差是 外 l以 入

家 担'

芸会 ヲ! 余 来1
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決外収入の内訳

項目

恩給・年金等

蒜酪役員報酬i

北酪役員報酬

一般雑収入

金 額

107 ， 457円1
120, 000 
133,200 
97 '958 I t月余利息長女送金等

備 中J丹

綴受賞財の特色

ワン〆・パイン・マーノレ・マン 日本共進会の/J:\品時で1土未経産牛で

最高位設となったが，その後 4 月 17日に初産を分娩し，分娩後 5 ヵ月間の泌

乳最は 2， 261. 6kg で乳脂芸名 5.2~5.4;::ちであり，現状では初産乳量が3， 500kg

以上となるものと推定される(生年月日 42年 6 月 1 El，主主録番号9786) 。

ヌド牛は，体積に富み， J日1佐:・資質ともに良好であり，背お~H土強で)波駅jj も

強く，体各部の均称も極めて理想的である。殊に乳房の附着・形状がよく，

また乳頭の配列も良好である。すなわち，ジャージー牛としての品位と資質

をもち，それにプメリカ型化をとり入れたものであって，しかも泌乳能力の

高し、ことが特徴であり，今後の日本におけるジャージー改良の基礎となるこ

とが 1-分に期待される。

本牛の母親ワン夕、、・パイン・メノレパ号は，世銀の融資によりオーストラリ

アより輸入したものであれ泌乳能力が高く，これまでの最高乳量は 4， 200

kg であり，現在も飼育中である。しかし 6 産まではいずれも土佐子牛の分娩

であり，本牛と妹牛の 2 頭の娘牛を生産している。この妹牛も体裂が立派で、

あり，とくに体の深みおよび伸びが十分であり，将来が楽しみである。した

がってこの牛群による系統紫猶の師値があるものと考えられる。

なお本牛の体尺測定値は次の通りである。

部{女

測定値

管図

15.0 

-120-



大規模草地とジャージー牛

のジャージー牛は，酪tE振興法にもとづき，その目的を述する一環

として，昭和28年度から架lヨi愉入が行なわれ，その後数iT:ìlにわたり約13， 000

が輸入された。しかし，一般的に泌乳能力が低いことや飼務管理投手jiÍの米

どにより，その後のJ(tí殖には ìl'J:[誌があり，現在の総頭数は約24， 000頭に

過ぎない。 jif;J山県においては，昭和29if.から輸入が開始され， 29~32年まで

貸付により 588 J!l'[, 33~35 年(土佐ー銀融資による 671 Ii}iで，合計 1， 259

!1Jiの輸入がなされたっ これらの納入守二を11~1ìJ~にして， 活ゾむこ増加し現在は

3， 166 に述している。そのうちの大部分は蒜山地区であり， J)ì"::ti!J.;設成によ

る多j12の粗飼料資源のlinH;j~と，ジャージー牛のJ菜食性の高いことがよく適合

L，さらに急傾斜地への校向性のよいことにより，これらの高原地域に適し

ていることが実証される。

総受賞者の技術と普及性

i止j立の酪農経営は急速な規模拡大が取り入れられてし、るが，その技術およ

びj1t:地条件を:;~'l品、してから ることが必要なことはもちろんである。 f河

日さんの経営は忠実そのものであり，綿衝な計回と細心の注;在、により，常に

した成果であり，新鮮味の乏しい恨みはあるが， nf(~でも努力によ

って到達でき得る技術であり，今後のよき模範となることが考えられる。

ことに，現在の絞首!材料は婦人による酪Jl~経営のミ11:(711で、あれ比較的容易

の合:F!!1化を達成できるという味において，索現な参考ーとなろう。元
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来乳牛の飼育管;理は婦人の仕事として適したj誌が多いものであるが，とくに

ジャージ一種は性質が従順で管理が容易なことは最大の利点であるO

ジャージ一種がわが国に輸入されてから，既に15ir三を経過するが，その評

価は広々であり，全面的に定着の方向を必らずしもたどっていない現状であ

る。その理由には種々の問題点があるがつは泌乳能力が低しさらに牛

乳価格が割安で、あることによる。蒜山脇農組合で、は集団的な改良を~!-ir!TIし，

泌乳能力の向上に努力した結果，現在の平均乳量は 1 頭、当り年開 3， 200kg に

まで達し，脂肪率は平均 596であり，さらに向上の可能性がある。

したがって，平均脂肪率 3.3悠に換持した場合の乳量は 4，1l2kg となり，

ホルスタイン種に比較してもかなり高い泌乳設であり，単位体重当り乳ほで

は，陵駕している税である。またジャージー牛乳として大阪市場へ直送して

いるため輸送経貨の節減などにより，現在の乳価は脂肪率の加算が 0.196 当

り 83 銭であるために， kg 当りの乳{聞は約70円で、ある。このような高乳怖が

維持できるのも，組合の大部分がジャージー牛乳であることと，乳質がきわ

めて良好であれとくに冬期 (8 t) に比!段して夏季に乳量が多く (10t) , 

市乳販売としての条件が良好であることなどによるものである。

しかし，ジャージー牛乳は濃厚であり，やや風味が強いことも現在の食母

慣として，一般的に難点とされている向きもある。このためにジャージー牛

乳の市販を行なうに当っては，消~.~宣伝なども活発に実施するとともに，昭

和34年度j好投村建設事業として市乳処理工場を新設し，毎日 6， 000~8， 000本

(価格18円)の服売をし，残りを雪印乳業大阪工場までタンクローリーで直

送している。現在の年間生乳生産量は34， 930 t で，金額 lこして21， 549万2， 000

円である。

その他，蒜山酪民組合においては，指造改 I!主事業に{半う吉産センターをi設

立し，組合員の経営改慈の指導研修なども行なっており，また配合飼料の!以

売が年間 6， 000 万円の他に，酪農機具などの取扱いも年間 2， 000 万円の販売

斡旋を行なっている。なお獣寵師 2 名(北部酪農協向組合および人工授精i而

3 名が，常駐ーしており，疾病の診療および人工授精業務を行なっている。現
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在の平均交配冊数は1. 4 田であり，受胎率は良好であり，その他の疾病も比

較的発生が少ないといわれている。これは日常の指導が十分に行渡っている

ためと 7考えられる。

当地 IZ:におけるジャ…ジーの耐用年数は5.6皮であり，ホルスタインの3.4

j主に比較して長い点も有利である。またホルスタインでは最高乳量は 3~4

産であり，その後は次第に減少するものであるが，ジャージーでは 3~4 践

で最高となり，その後も継続して高い泌乳能力を示し ， 10ft以上でもって最

高乳 !i14を発揮するものが認められる程である。したがって耐用年数が長いこ

ととともに，経済的な年数も長いので，このような老廃牛の肉用価絡が，ジ

ャージ_1:1::の内の若色性によって低下する九点も，ほとんど問題にする必要

がない状況である。

以上の説明のごとく，蒜山高肢の低{立生生の場所にジャージーが定~((し，

このような発注をみたものであり，現:庇の蒜j L!階段組合の組合員数は 423 名

で，乳牛耳{数は 2， 165 IiJ[で， lj三f平均の例議頭数は 5.9 頭である。すなわち，

草地改良事業の進展にnい， J11地を活用した小版協培地も多数開発され， ~lff~ 

}'!l刈取後の牧草の揺様のみによる }'il.地造成なども多く見られ，粗飼料の十分

な利用が可能となったことによりジャージ一種の特性を泣憾なく発揮できる

ようになったものであると考えられる。

現在は共同育成場も 2 カ所設立され，今後は育成L1二の柴田t菅原も可能とな

り，将米の飛躍的な発殴の基礎が確立されたと rわしても過言ではあるまい。

しかし，このような発践の!設には，岡山県の撤成した指導に負うところが

大きいこと，また酪良大学の職員の努力も忘れてはならない点であろうと考

えられる。凶 111 さんは県の指導を忠実に'.1'り，それを組合員に卒先して実行

に移した総合の成果であろうと考えられる次第である。

襲撃受賞者の反省と今後の抱負

間!日さんは級衡な計的!と強い実行力によって今日の栄与を獲得できたもの

であるが， iXtì してみれば失敗の連続であり，試行錯誤の反視であったと述
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ジャージ一種の筑牛と向田夫妻

されている。とくにジャージー牛の飼育管理については，わがn~lでも初め

ての経験であり，いたずらに苦労を反復した感が多いが，しかしこれらの責

主な経験から銅義管理技術がし、かに大切であるかを痛感し，同時に愛情によ

って育成する必要性を身をもって体験したようである。

さドか不平か，乳牛の泌乳能力の低いものの大部分は途中で挫折あるいは海

汰されたので，現存の乳牛安基礎にして，組合員の総力をあげて乳牛の改良

に;邸主し，日本のジャージーはお;!.l[からを合言葉に êl 下努力中である。

さらに，都市から離れ，交通の便のJEい避地を酪践の振興による:rIJ[想主:1\の

建設中であり，ジャージーによる草地酪農の実現がト分に期待される。

なお，ジャージー牛は:\'i:}?!\の;;与野をうけることが少なく， f度地酪設では夏

季に乳長が低下するのが許通である。したがってこれらの利点を活用して，

今後の頭数および乳泣の哨加を計りたい抱負をもっている。現状では30頭以

上の多頭飼育を行なっている酪良家数もかなりあり，柴田管理にもきわめて

好都合であり，夏季は放牧で冬期は合錨いによる省力管理も十分成功の自信

がついたので，今後は急速に乳牛頭数が椴加するものと予想される。
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ジャージ一種牝牛の育成の体験

同 出 正 ィ恵

浪速は戦後の綴没者で，とくに姿は 持から体1JJl，資質，手L昔話の良い子牛合

政栄については全くの未経験者でし 育成して，罰百淡芸誌に供給したいとの念

た。したがって昭平L129年間山県tflli?:諜 綴から tドの改良に専念する決立をし

の指導によるジャージ一種乳牛の若手入 ました。しかしなのジャージー総乳牛

は，当時米，煙1/L と和Lþ~主lli?:に依存し 改良のJ主体的方法としてとくに一般と

ていた務、山地域設業の革命でおりまし 5もなる点はありません。

た。またわが家の新しい農業経営への ただその実行に去すする然立のまii皮だ

門Lllでもありました。 と思います。まず私は強い愛情をもっ

爾来今日 ìでジャージ一種乳牛によ て飼育管理することを基本方針とし

る防災経営を統lナておりますが，その て，生活の給てを1G(1践に傾注し，牛も

向，;fL，の胸樫を隊れなかったものは当 家族の一員に加え常に牛の立場にたっ

l時村議会議員として若手:入を捻返した政 て絞筏的愛情の発店長として良い珠況を

治交任上，ジャージ一種乳牛による滋 造仇良い索f!c.~入手するとともに佼

至急閣の建設も是非実現いたしたいとの 秀な主主総牛の選択さど配によって牝牛の

念願でした。そしてまず俗々の経営を 改良に努力しています。以上ーの方針の

合理化しその集問によって初めて地域 もとに7守成した牝ll-.が，今回受賞の)\~

部設の振輿が期待できると考えたのて、 象となったのであります。これも日常

ありますが，何分初心者のこととてE芝 指導を賜った指導者の方々，同志向~淡

々失敗も繰返して参りました。しかし 家の協力の賜と感謝しています。

その肉痛感いたしましたことは，牛の 私はこの受賞に感激し，今後ともジ

能力がし、かに大きく経営に影響するか ャージ一種牛の改災に湾立:し，又に佐

ということでるり，しかもその良牛が 界ーの牛を育成して的淡に専念する後

容易に入手できないことでした。そこ 継者ならびに節淡家に提供し，地域路

でまず，訟の守二の能力を確災に犯箆す 幾の振興に寄与すべく一生を絡げるこ

るため，導入以来 l 頭ごとの搾乳記録 とが，私の生きる政刊の日限でありま

せピ続けた結果，似体によって能力の差 す。

があることを確認しましたので，この
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二二二二二土日本農林漁業振興会長賞受賞ご一一一一

出品財養鶏経営

父賞 秋 i崎 勲

(鳥取県東 Ú~I郡三初11庁大字西小鹿)

警察環境と出品者

tl! 1塗ヌIqJíU:~t二(あげい)駅より約 15km，鳥取県東伯郡三朝(みささ) HiJ 字西

小鹿(おじか)は探高 250m，戸数日戸の典型的な IJI陰担山村部落である o tU 

先は平家の落人ともいわれるこの商小鹿部落は，急峻な中国山脈の山麓に位

置し，部落に近づくにしたがって帯状の棚田が， IIIJlüから谷間にかけて点布

L，杉の木なに包まれたかやぶ、きの民家がみえかくれする。

戦前，このm5落への

唯一の交通は，狭くま

がりくねったえ!、l俊な林

道のみにたよっていた

が，現在では改修さ

.，n， かろうじてトラッ

クが通ることができ

る。しかし，冬季 3 ヵ

月間には 150cm 程度

の積雪をみ，除雪作業

が必要で、，交通は決し

第 1 図 出品名ーの部落の位陵

日本海

岡山県
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て楽とはいえない。

1,), i1F/j ?-("í/i さんは大正1Hr7 n 1 IJ この西小鹿部務で生れ，当主F49歳，小路小

学校，北実業補修学校にび，昭和13年に卒業した。以後父母を助けて設

業に従事，敗戦直後の昭和22年父の急死に会い，若くして農業を受けつぎ，

今日に恋っている。

もEi淳な人柄と間難にもひるまない設業への情熱，それと人一{吉田lい研究心

と，被底した突行力とが，今回受賞の対象となった 1 万 2， 000 羽大規模養鶏

さそ主た袈i双であり， のわれわれも，このような山陰の不能な山

村で，このような大規鰐が，よくも成功したものだとまったく売れ、たも

のである。

機受賞者の経営概況

秋崎さんは7]c f:H 52 九州I1 5 a , 111林 12ha '2どもった宗治11な民家である。こ

のわず、か 52 a の水田も，いまは支(j合敷地に 30a あてたため，稲作の水間関

税はわずか 22a となり，飯米自給程度にすぎなし、o 5 a の加も自給野菜にあ

てていて，商品作 IJ は全然ない。

12ha の山林は住宅に隣接しているが，このうちの 9ha は戦後植林され，

すでに20~25王子生の見事な杉に生長している。

秋 11Iなさんの家放構成をみると，本人，妥たけヲーさん，母ちょのさん，長女

i和代さんの 4 人で，家族労働力は経常主1. 0，姿 9.8，ほ 0.5 計 2.3 人であ

る o iE作業の分担は，夫婦は養鶏，母は稲作と野菜作を主として祖当 L ，

女は;合古決議高校に在学中である。

服用労働力は部落の婦人で，常雇 1 名と臨時麗数名である。

秋崎さんの養鶏経営の特徴は，山陰の山村としてはまれな 1 万 2， 000 羽の十

大規模採卵養鶏経営を，育すうから育成，採卵および鶏糞処理まで計画的一

貫経常で行なっている点である O 秋l崎勲さんが，養鶏経営に本格的に取り組

んだのは昭和26::í'fからで，それまでは煙草作りや和牛の種牛育成に意欲を燃

やし，地方王手買局長や県知事から数回にわたって表彰されている。
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秋崎養鶏場の全長

養鶏に踏み切った動機は，たまたま昭和35ff二養鶏の先進地兵康県浜坂町会へ

視察に行き， 1 ， 000 羽養鶏にひかれたのがきっかけで，その筏種々研究をm:

氏

秋 l崎 勲

たけ子

}絡 代

ちょの

(f勾造林地)

宅地

その他

メミ、 号ト
仁" 1 

第 1 表 家族と農業従事の状況

業!労働能力i農業従苓日数尚 受4

49 

48 

18 

75 

第 2 表 経営土地面積の推移

主高 町百一万

スギ造t，J\

鶏舎敷地
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第 3 表 淡主実用迷物

重E 類 1鋒 造 初;ß1f 建築年次 j向 一要

蚕 会ニi二L 木造二階 トタン 118.8m 
大正 11 年 階階上下間以お

予守 成 .& 木造平屋 トタン 231. 0 昭和 41 年 中，大スウ会 2 探

念 E長 木造一部二階トタン 125.4 昭和 41 年 作業場兼銅料路

倉 E主 木造平屋 トタン 33.0 昭和 41 "f. 飼料庫

鶏ふん乾燥場 木造平屋 トタン 77.5 昭和 40 年
ニッコ

苓 務 見~ 木造平屋 トタン 19.8 昭和 40 if三

鶏 *二， 木造平底
立E ITU壬n~つ 兵{:，

育すう合

ねた結果，ょうやく確信を得，翌昭和36iy早速 1， 000 羽長鶏に着手したこと

からはじまる。以後年々規模含拡大 L，遂にflBキn43jド 1 万え 000 羽に3"'1])主し

た。(第 4 参照)

第 4 表 五百j主主羽数の王子次別推移

採卵英q

(注 1守すう総，育成21;は i徐く。

襲撃受賞財の特色

木 f:U品財はI昭和4Mp. 2 月に?と?なわれた県主iIRによら

鍾経営形態の優秀j史家のうち，秀出家とし

ものであって，その表彰迎rjJ t土「山間地方における

をつけ， JIJ] 内においても ど，

ことでるるが，われわれの調布結果もニ

致している。以下この経営の表彰に前ずら話点たのべてみよう。

1. 山村地域で企業的経営を確立

129-

、て各

斗，

ど

交ったく一



3 段式複合ケージの鶏舎内部
(f乍業中のたけ子夫人)

第 l に山陰の rLi村地域で，初めて大規模養鶏経営の可能性を実証したこと

である。 山桧平tll地域ですら， tt業経営の近代化は容易でなし、。まして，中

間山脈の山村で，水間 52 a ，畑 5a とし、う文字通りの零細経営を大規模な養

鶏経営に転換することは-般常識を超えた困難な問題で、ある。それを秋|情熱

さんは見事に実現し， 111陰山村地域における農業の晶つの在り方を実証した

のであり，その意義はまことに深い。

もともと，避地の山村では， fiû作農業にも臨界があり，木炭や新木の需要

がほとんど減少したため，農村の労働力は兼業収入を求めて急速に流出をは

じめ，いわゆる退疎現象が[l立って増し初めた。秋l埼さんの小鹿部落(東小

鹿，西小胞を合せた)でも，農家数 260 戸のうち，専業農家は44戸 (1965セ

ノレサス)で，わずか1796にすぎず，反対に兼業農家が8396も増加l している O

このように，急激に農業の兼業化の進行する中で，大規模養鶏に先鞭をつけヂ

今日の成功をみたことは高く評価してよい。

2. 経営の管理運営が優秀

養鶏経営は卵師の変動がはげしい上に，大最の11!I'1入館料に依存しなければ

ならず，経営の不安や経済的危険がつきまとっているか。ことに，大規様養

鶏ではその度合が高い。したがって，これを克服するための経営上の管理運

営に特別の工夫が必要である。

たとへば，卵師の下落にそなえ，生産原価に占める罰定費を引き下げると

か，また，飼料費，資材費などの流動費を極力節約することによって卵の生
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産費のヲ|き下げなはかるとか，また，大規模養鶏経営には多額の資金が必要

であるが，その調達には極力自己資本を充て，経営への重圧を廻避すること

などの配慮、が必要で、ある。

秋崎さんは，これらの点に者i民し，まず，資金調達は自己資金でまかなう

方針をきめ，第 UI'-に{昔入した 800 万円も昭和43年度には完済し，現在の投

資額 7， 200 万円はほとんど自己資金でまかなっている。

現在秋i崎さんの投下資本額約 2， 200 万円はほとんど自己資金でまかなって

いる。

また，経営安定のため養鶏と林業と女巧みに組合せた複合経営をいとなん

でし、る。たとへば，山林より鶏舎の建築用木材を伐採して，建築資金の節約

言どはかる一方，鶏糞を山林に施肥して森木の生長を平め伐期'â:鐙縮するなど，

山林部門と養鶏部門との補合関係を積綴的にはかつている。

3. 饗鶏技術に創意工夫

秋的ーさんはさきにのべたように，人一倍研究熱心な人で、知られているが，

その一つに，いわゆるオールイン，オーノレアウトという集団管理方式を思い

切って採用している。

この方式は養鶏規艇の大型化に施めて有効な管理技術として最近普及して

いるが，その採用には，その土地の自然条件やその経常の経済条件を活用す

るための独自の創怠;仁犬が必要である。そこで，秋i崎さんは，とくに優秀で

術!った強い雛の育成なするため，つぎの諸点についてとくに努力している。

(1) 徹底した隔離育雛と，鶏舎の完全消毒

鶏舎は第 2 閣のように住'告を中心に，両側に配i設されているが，住宅の近

くには問践根式脊雛舎をおき，中努fL 大雛用の予言雛合 2 械は，それより 100m

はなして控てている。また，成鶏合12械は育お1ft舎の反対例lに配置され，

に隅離していみ。(第 2 閣参照)

また，毎月1， 000 羽雛をま|泊i的に行ない，育制t録は30 日間lYl~iJjのためあけ

るよう余裕なもたせて用意している。こうして，背筋症の病気の防除に細心の

注意を払う一方，成鶏についても，成鶏舎をフォルムプルデヒドガスによる
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第 2 図住宅，鶏舎の配鐙図

ルl盤面 11:

ti. 鶏令

繍蒸消7与を厳軍に行なっている。

(2) 成鶏舎の計両利用

セミモニター式の鶏合l1f~i と改造鶏合 1 t~iは水 111 な敷地として建てられて

いて，合計12， 000羽を集約的に符J1J!.するため， 2~3 段の被飼ケージ~JfJぃ

ている。

成鶏の更新JUmnv土14カ月で，鶏(fJ1lT:に全J作終J:l!l.をする。いわゆるオーノレイ

ン，オーノレアウト方式含採用している。また， ，\I't fiflは多元交問種に統一し，

デピークの実施，点灯による時間調!惨な行ない，疫不の通風や冬季のi涼に

も鶏舎の方IrIJ~考へて建てるなど， J!li\ rrU ，地形をよく利用し， f料品にはビニ

ーノレ友利用するなど資材利用にも工夫合こらしている。

(3) 鶏糞処却施設の幣fJiil

鵡iその一斉f;は rLi村に施肥していたが，現在では乾燥処測を行なっているの

鶏糞処理場は第 2 閣のように， )戎鶏舎に隣接して設践し運搬時間の短縮と

省力化をはかつている。乾燥機は火力乾燥ニツコ一式 1 万羽用 2 台を用意し，
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飼料タンク (4基が成鶏舎

の中央につくられている)

処理した鶏糞は農協を通じて販売されている。鶏糞処理は兵常な臭気を発し，

部落の住民に被害を及ぼす点を考慮し，今後燃焼式に切り替へる方針で， [1 

下計踊中である。

μ) 高い投手I~水準と生産性

秋崎さんの養鶏経営については，昭和42年鳥取県畜産会が経営コンサノレテ

ーショ γを行なっている。その成績から，求められている養鶏標準技術と比

較すると，秋i崎さんの技術水準はそれに近くきわめて高いことが証明される。

(第 6 表参照)

第 6 表 出品時の技術指襟

t茶 iít含 出 n仁口3 野守

年間増羽指.数 150;:ぢ以内 140.8% 

従卒者一人当り成鶏平均羽数 1， 600羽以上 1, 683. 5)j3J 

育一務羽長 当り飼料消費最 10旬以内 9. 55kg 

潟 汰 率 8596 5.796 

成鶏
一羽当り飼料消費量 40kg 37. 18kg 

成鶏
一日当り飼料消費埜 110g 102g 

飼 料 要 求 可巧方3λg 2.5以下 2.79 

育成熟
一羽当 り飼料費 400円以下 378.16阿

成鶏
一務当 り飼料費 1， 500円以下 1， 429同
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鶏糞乾燥場(ニッコー式乾燥機

2 台 2 万羽の鶏事還を処理する

能力がある)

つぎに，生産性についてみると，鶏卵 1 kg 当り生産原価は 156.53銭で，

標準は 160 円以下であるから， 1 kg 当り 47円の低いコスト生産で，卵価 kg

当り平均 180 円としても k 当り 23円47銭の利益が見込まれ，収益性の高いこ

とが哀付けられる。

機経営の成果

1. 経営計画

秋i崎ーさんの養鶏経営の特徴は計画的であり，研究的であることにつきる。

その一例として，今日の l 万 2， 000 羽に養鶏規模の拡大にも 9 カ年間にわた

って年次的に計四され，十分研究の上着実に実行された。この内容について

はすで、にのベた種々の技術の採用によって裏付けられるが，また，経済的に

も当初農場より借入した事業資金 800 万も現在では全部返済し，今後は余裕

金をつぎの事業計闘資金にあてているなど，堅実かつ安定した経蛍方針で a

賞している。

いま，経営改善の内容を表示するとつぎのようである。(第 7 表参照)

2. 経営成果

秋iI時さんの養鶏規模は昭和40年度 4， 300 羽に達し，その後年々規模を拡大

した。したがって，農業所得も第 8 表のように年々増加したことが，資本蓄

積を可能にした要因に考へられる(第 8 表参照)。なお，現在の総資本額は

2， 214 万円で，うち閤定資本 1 ， 145 万円，流動資本 1 ， 069 万円である。
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第 7表経営の努力関探

改善事項 改議内務 改 主主; 成 J長

1. オーノレイン， 1. 外i議鶏の導入 a. ilE iìll率及び脊成率の向上

オーノレアウト (ハイライン) b. 飼料効ネの向上

方式の採用
2. 管壊の合潔化 a. タ7カの節減

b. 淘汰の合理化( 1 tJli1:忍淘汰)

C. 疾(大肘病す予うう紡器JVとiか聞労はら力移出節動し減てし附併で，中， ) 
ない。

d. 点(な叩灯いの5掬寺問均汚問3整盗用し / 
ている。

3 防疫の徹底 a. 脊(逃すう施設のくん:/j~による完全ン)消滋
マンガンカリ十ホノレマ担

b. R~\会毎のくん芸告による完全消議
過マンガンカリ+ホノレマリン)

4. 損誌の明確化 a. tJll ごとの収支を明確に把隠する。

2. 経営流通対策 1 1. 飼料パラ貯設蔵定[ a. 飼料価総の低減(タ γ グ議隔日輸送)
タンクの

b. 労働の節減6096 (1 日 1 間給斜)

C. 飼料の鮮度保持

2. 淡協施設，サ a. j奨卵施設の利用(労力経費の節減)
ーピスのjflj Ffj

b. i司絡統ーによる卯fìllîの向上

C. 廃鶏，鶏ふんの淡協系統出荷

3. 記録の徹底 1 簿記の記帳 a. 経営収支の明確化

b. 経営計闘の作成
一一一

第 8 表年次別農業所得の状況

年次
項目

淡業務r JIX 主主

淡業経営毅

農業所得

つぎに，昭和431f.度についての経常成果の内訳をみると，農業粗収益2， 793
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万 6， 000 円，農業経営費 2， 366 万 5， 000 円で差引農業所得 397 万 1， 000 丹と

なり，家族従事者 1 人当り所得 172 万 2， 000 円，また，家族労働報部H1 臼当

り 4， 255 円となれきわめて高い経営成果をあげていることがわかる。(第

9 , 10, 11表参照)

第 9 表農業粗収益(昭和43年)

米
一一一

鶏 !;1[J 25 ,622 

廃 鶏 1, 055 

鶏 ~l~ 1, 107 

メ口合、 計 27, 936 

第11表農業所得(昭和43年)

農業粗収益

農業経営費

農業所得

第10表農業経営費

雇用労賃 ヲ58千円

D- な 代 2,043 

1巴 業} 塁塁 1 

飼 業} 費 18, 145 

JAZ埜乙'. 薬 主雪 371 

諸材料費 95 

光 芸草L 費 386 

差是兵建物償却費 1, 101 

修 緩 費 216 

被 HR 星空 13 

租税利子 383 

雑 費 253 

計 23,965 

農業経営の成果は第11表の通りであるが，経営費についてみると，もっと

も多いのは飼料費の 1 ， 814 万 5 ， 000 円で全経営費の7596を占め，つぎはひな

代の 204 万 3 ， 000 内の 896，大農具および建物償却費110万1 ， 000門の4.6%，

つぎに雇用労賃95万 8， 000 円の 4 必の順となるO

この建物償却費は一応標準の見積評嫡方法によって算出した金額で，耐用

年数も木造建20年として計算しているが，実擦ははるかに長いと考えられる。

したがって，償却費も高目となっている。

雇用労賃95万 1 ， 000 円は常鹿 1 名，臨時 6~7 名(パート制)で，部落内

の主婦をパート制の支払方法で1背っている。
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この建物償却費の中に，道路修理費が含まれているが，冬季開積雪1.5m

程度の場合はブソレドーザーに依頼して除雪作業を行なっていて，その除雪費

も含まれている。

議議今後の経営方針と腐辺農村への影響

以上は秋崎さんの養鶏経営の現状であるが，この現状に満足せず，秋崎さ

んはすでに第 2 次計臨として 2 万羽計踊をたて， 400m はなれた部落はずれ

に40a の水田宏購入して，鶏舎敷地主ピ造成中であった。もし，これが実現す

れば，現在の鶏舎と，新鶏舎とを総合的に運営する方針のようで， I日鶏舎の

方は，育すう，育成に重点をおき，採卵は新鶏舎に重点をおく方針というこ

とであった。

最後に，もっとも問題なのは養鶏経営の拡大に伴う管理責任者(後継者)の

育成が問題となる。この点は，すでに長女静代さん (18才)が目下倉吉農業高

等学校 3 年に在学し，もっぱら養鶏について技術と経蛍の勉強中とのことで

ある。

さて，最後は周辺地域への影響である。

過疎現象の進行している山陰を含めて中関地域の山村農業の未来像は正直

なところ模索の状況であると思われるが，秋l碕さんの企業的な養鶏経営によ

って山陰山村農業の 1 つの在り方を実証した点で，地域農業に及ぼした功績

はきわめて顕著で、ある。このことは，すでに2， OOO~3， OOO羽養鶏農家が 5~

6 日育ってきたことによって実証される。

押ω



トー輔
何事にも研究心を持って

手大 崎

私の部落は，湯の町として知られて

いる三朝源泉から奥部へ約 7 同入った

~tì谷で，標高 250m の山腹に散在する

47戸の純山村である。そして冬期積雪

1~2mに及ぶこともしばしば見られ

る交通不便な部洛であったが，道路拡

張工事により最近 2 t 率でも入って来

れる状態になった。

この様な悪条件のもとで，採卵鶏の

多頭羽飼育に踏切った動機は，①王子商

的授業の規模拡大の困難，②山林経営

に対する箇積，労力などの限界，③立

体的経営のできる農業，なかでも多少

なりと畜産に対する関心，などによる

ものであり，比較的資金回転の早い養

鶏に取り経むことに決めた。

それで、専業自立養鶏農家として出発

するに当り，私の技術が余りにも幼稚

であることに気付き，先進地の視察を

何回となく行なって自分に最!な得できる

までーカ所に日参したことがあり，常

に「そろばん」を忘れない養鶏技術の

研修に努力した。開始当初 1 羽毎の

記録および自分の感によって駄鶏の淘

汰を行なっていたが，余りにも大きな

労力などを要しこれの改善と規模を

さらに拡大するため各鶏舎毎の「オー

ノレイ γ ・オールアウト方式」などの技

術導入により経営規模の拡大が可能と

なった。
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まず， rオールイン・オールアウト

方式J により産卵開始から 14ヵ月飼養

して，各鶏舎毎に 1， 000~2 ， 000 羽と

いう大量淘汰を行ない，①雛の定期導

入，②育指f~器かよび成鶏舎などの定期

消毒による妨疫の徹底，③鶏舎毎の損

益の明確化かよびそれの改善，④労務

作業の簡易化，等経営上の改善に役立

った。また一方飼料の経費かよびそれ

に要する労力節減のため，飼料のパラ

輸送が受け入れれるよう飼料タンクの

設援を行ない，とくに成鶏編入時にお

ける駄鶏淘汰には細心の注意を払って

徹底的に行なっている。

そして経営の円滑化を進めるため，

雛・飼料・鶏卵・廃鶏・乾燥鶏糞など

の購入販売にあたってはいずれも農協

の全面利用を行なって流通の簡易化を

図り，複式簿記による現状把援にもと

くに注意、を払っている。

今後，経営の合理化と規模拡大

(30 ， 000羽目標)をさらに押し進める

べく現在，新しい養鶏場 (10 ， 000羽収

容)の建設工事に着手している。そし

て規模拡大につきまとう鶏糞処理に当

っては機械を橋設するとともに，公害

防止のため脱吹装置を併設すべく目下

検討中である。最後に，私は何事をす

るにも常に研究心をもつことが大切と

考えている。

" 



第 8 自/農業祭受賞者の技術と経営

印刷i ・発行/昭和45年 3 月初日

発行/財団法人日本農林漁業振興会
東京都千代国区霞が関 I の 2 の l

1/J1)作/社団法人全留農業改良普及協会

東京都滋区西新橋 1-5-12

く農産・鹿芸・畜産部門〉



第8回

農業祭受賞者の
技術と経営
昭和44年度

蚕糸部門



i
t
p

泊
普

ι

↓ Illj 治付1 '1;'; 1;1[1社般における，rlr'待合ミ々典

帯



→にき、、わう物産展会均

雨にもめげず買出しの主婦でいっぱいの駒市

↓オープンカーのよから沿

道の都民にこたえる;長谷川

農相(友)と治'協会中会長

都大絡を 11' くパレー 1，"の機械化協隊

金



発刊の
ち情

、明 とば

農業祭は，全国民の農林漁業に対する認識を深め，農林漁業者の技術改善

および経営発展の意欲の高揚を関るための国民的な祭典として，昭和37年，

農林漁業者に天皇杯がど下賜になることとなった機会:ι 従来の新穀感謝祭し

を発展的に拡充して始められたものである。

この農業祭は，毎年11月 23 日の勤労感謝の祝日を中心として天皇杯授与な

どを行なう式典をはじめ多彩な行事を，農林省と日本農林漁業按興会が各方

面の協力をえて問権してきており，昭和44年度は，その 8 由笥を迎えたので

ある。

第 8 田農業祭に参加した農林漁業関係の各議表彰行事は 280 件で，それら

行事において農林大臣賞を受賞したものは 506 点、にのぼったが，その中から

農業祭中央審査委員会において 6 部門(農産，園芸，畜産，蚕糸，林産およ

び水産部門)ごとに天皇杯が，さらにこれに準ずるものとしての臼木農林漁

業振興会会長賞が， 12名(団体を含む)に授与された。

農業祭において表彰されたこれら受賞者の援れた業績こそは，当面する農

林漁業近代化への生きた指標として農林漁業者をはじめ農林漁業技術，経営

に関孫ずる各方面の方々に大いに稗益することと思い，ひきつづきここにと

りまとめて印掛に付した次第で、ある。

終りに本警の縞集にど協力をいただいた執筆者および編集協力者各位に対

L探誌の謝意を表する。

昭和 45 年 3 月

財団法人 日本農林漁業振興会
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天皇杯受

出品財 養蛮経営

受賞者 田中和

(埼玉県大笠郡花園村小前田 1499の2)

愛護合理性を探究し養蚕ひとすじに一一一受賞者の略歴

沼中和ーさんは，大正 6 年郷里の花閤尋常高等小学校を卒業し，直ちに農

業に従事し，農業一筋に生き現住に主っている。その間，養蚕さと基幹作目と

L，とれに遊豚を有機的に組み合わぜ，さらに耕種を巧みに取り入れながら，

あらゆる限難を克服し経営改替のためにたゆまぬ努力を払い，立派な経営を

き上げてきたのである。

今日の成果は，国や県の奨励施策合卒先して導入 L，蚕業改良普及職員そ

第 1 図受賞者所在地略図
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の他関係者の指導

を積模的に受け入

れながら，一方で

は館;立工夫と旺盛

な研究心と不屈の

精神を積み重ねた

結果で，氏が家を

継がれてからの養

蚕経営は飛躍的に

躍進した。その顕



著な成果は第 1 表のとおりで，最近 8 年間で薬問面積は1. 5 倍に，

カは1. 6 倍に，収繭iIJ:においては 2.5 倍にまで増大し，めざましい発展を遂

げ、たので、ある。

第 1 表築関罰事交および収繭設の推移

項目 10 a 当り収繭;澄

年次\\
桑関節 fîl i 上繭 i反盤:

本 人 ~ ゴ 組 ぷ日入

G 

154(100) kg 37~ 80(100) 1,230(100) 

38 告5(1l9) 175(114) 1, 664(135) 

39 95(119) 176(114) 1, 673(136) 

40 100(125) 181(117) 1, 810(147) 

41 113(141) 160(104) 105 1, 882(153) 

42 117 (146) 214(139) 129 2,502(203) 

43 117 (146) 239(155) 133 2,796(227) 

44 117(146) 257(166) 130 3, 003(244) 

(注) ( )内は37年を100とした指数である。

現在，薬密の生産力ならびに労働生産性は全慢の最高水準ま した。特

に養護作業の省力化については，柔道六段の特技を生かして動作の原理を養

蚕の面に巧みに応用し，田中式省力作業体系を苦心の結果，編み出したので、

ある。この独創的な，しかも楽で平い給桑・ @上族作業は先進地見学の

ため氏を訪問する参観者連，特に育窓作業の省力化に頭を悩ましている人達

は，この素晴らしい作業動作に驚嘆の尽を見張り，ぜひ導入しようと熱心に

勉強して;腐ってゆく状況である。

また，田中さんは村にあっては村の人達のよき相談相手となり，

のため熱心に活躍し，村会議良を 5J弱勤めたほか，花岡村国民臨康保険運営

協議会委員に就在するなど東奔西走，地域開発と福利のために非常に尽力し

地方自治功労者として探から表彰を受けた。さらに，自宅には柔道道場合開

設し，有段者 500 段を養成し，武道振興，青少年育成のためにもプミいに貢献

し，その功績は絶大であっ tc. o

田中さんの卒越した識見と に加え ， ft成突で信額のおける人
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援護鉄骨蚕舎

と周閤の桑霞

柄は，地域関係者の人望を一身に集め，生きた指標として他の模範となって

いる。

この優秀な技術と経営内容は漸次普及し，地域の養蚕振興のために大いに

貢献し，その顕著な功績により，大日本蚕糸会総裁，農林大臣，埼玉県知事

などから幾多の賞を受けられた。さらに44年 3 月には，関東地方繭増産推進

協議会主擢の繭生産性向上コンクールで、優秀な成績を収め農林大臣賞を受賞

した。

機養蓋に養豚を組み合わせた大規模経営

一一受賞者の経営概況

1. 地域の概況

問中さんの住む花関村は県北西部荒川流域の熊谷市から寄居町に通ずる国

道 124 号線沿いにあり，埼玉県下で最も養蚕の盛んな池帝である。この地帝

は平担I也の畑作地帯であって，農家戸数は 1 ， 069 戸， うち養蚕農家は過半数

の 830 戸を占めている。

養蚕農家 1 戸当りの経営規模は大きく，桑園面積39.3α ，総収繭量 512kg，

10a 当りの収繭量は 130kg を越し高し、。

2. 経営の概況

( 1 ) 家政構成

家族は 8 人で，農業従事者は和ーさん夫妻と長男夫妻の 4 人で，能力換算
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第 2表花鶴村の淡業概況

は 3.3 人である。

大規模経営にもかかわらず作業の合理化によって労働を節減し，家庭生活

は近代化され一家団らん和やかな文化的環境を醸し出している。

家族構成は第 3 表のとおりである。

第 3 表家族の構成 (44年 3 月)

氏 名 養蚕従事者

凶 中 和 i投子持主 65才 。

" ペコ る 安- 64 。

" 好 長 努 38 。

" 喜久江 長男の姿 38 。

" r占 孫 14 (中 必一r尚L 生)

" Eを 子 " 12 (小 学 生)

" 仁 司 " 10 " 
" 美代子 " 7 " 

( 2 ) 耕地の科用と家畜の飼育状況

耕地面積は読者次増大し現夜 203α となっている。桑閤面積は普通畑からの

転換と，新規造成により 117 a に椴加した。桑罰の間作には福寿草を40a栽

培しているが，株間に櫛付けてあるので栽培上，全く支障はない。

普通畑は主として変，いも，野菜などが作付けられている。養豚は養蚕と

の競合，収益性の国から i均豚を止め種豚に切替えた。種類はランドレース，

g ークシャーで10頭の種隊から年間 203 頭の仔践を生んでいる。耕地および

家畜の推移は第 4 表のとおりである。

染問は 4 ヵ所に分れ飼育場所からの距離は， 200mから400mあるが農道が

整備されているので，条桑その他資材運搬には，軽四輪車，歩行型トラクタ

ーを使用し運搬作業は能率的に行なっている。桑闘など耕地の分布と道路の
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第 4表耕地および家畜頭数の推移

命?(陸 国|努通畑(桑 計

25 a I 
。

39年 95 182 

40 25 57 100 182 

41 25 44 113 182 

42 33 53 117 203 

43 53 117 203 

44 33 53 117 203 

整備状況は第 2 図のとおりである。

第 2 図耕地の分布状況

父鉄道
~ 

IOa 

55a 

国道 724号

~ 20ι 

400m 

凡 19' 1
----耕運機師通れiJJ:直

一一産量四輪.トラッ7の
一一巡れる~

巴己陸田

~桑函

~普通畑

密灘密主雪量E

-10 -

家 選

種豚4 頭 肉豚 0 頭
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10 

50 

20 
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(3 ) 主な資本

装備

農用資本装備は経

営に合わせ，よく整

備されておれその

経済効果は大きし、。

養蚕用の主な機誠

設備は蚕室 884m九

軽四輪車 1 台，歩行

型トラクター 3 台，

動力噴霧機 1 台，背

負式噴霧機 1 台，収

繭機 1 台，毛羽取機

1 台，条払し、台(自

製) 2合ぬ蚕運搬用

具一式，石油ストー

ブ 6 台などである。

(4 ) 経営のl段

支



養護を基幹とする専ー業農家で， 農外収入はない。 43年の農業組収誌は，

438万9， 000円で，このうち養歪組収益は最も多く 6096の261万4， 000円，次い

で養豚の 147 万円で，耕種の比重は少なく，米13万円，麦 8 万円，いも 2 万

円，雑こく，野菜 8 万円である。

経営費は農業全体で 154 万円，養蚕のみでは 78万3， 000 円で，農業所得は

284万8， 000円，養護所得は183万1 ， 000円となっている。

力多収穫桑罷と効率的背蚕作業の推進で高収益

一一句受費者の特色

泊中さんの経営は，前述のように桑園の生産力は無論，労働j生産性もきわ

めて高い優れた経営で，この素晴らしい成果は，いかにして生れたか次に述

ベる。

1. 省力多収穫の桑園作り

薬聞は平坦士l主にあり，土壌は腐槌質火山灰土霊語圏土壌が主で，腐者i!I:に寓

み表j脅は発達しているが， りん酸吸収関定力は強く，有効りん酸，カ F とも

乏しい方で，生産力は仁村立の上程度である。

立派な桑作りは，土作りからと土壌改良，特iこ有機物の増投に全力を傾法

し，結局，養豚との結びつきによって既肥の確保に活路を見いだした。種豚

1 頭で年間 3， 0001屯以上の!既胞の生産が可能であることから， ljïJ(で桑i重1

10α 安田安に計註fiを進め，さらに， Ï霊糞蚕沙や条は全;没薬国に還元すること

により ， 10a 当り 6， 000kgという莫大な有機物を施泊することに成功したの

である。常時生産される既肥は毎月 2 閉に分け，また益糞蚕沙条は蚕病予防

の見地から安全にして蚕期終了後施している。

無機賢肥料は丸薬肥料が主体で，壮室主用桑闘では成分換算で10α 当り

36kg, りん酸 191ζg，カリ 13kg，その地苦土石灰 390kg を施しきわめて合理

的な多肥栽培を行なっている o 44年は有機物，無機肥料とも，さらによ習投し

繭の生産を高めている。施肥の状況は第 5 表のとおりである。

薬品種は，一の瀬と改良鼠迭のみで，樹令は若く樹勢はきわめて旺盛であ
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第 5 表 lO a 当り桑園施肥量

年次 移: 類 稚蚕桑園 止1:蚕桑閤 面白 考

kg 
268 kg 丸桑特 2 号 無機質肥料(お:蚕)

片倉肥料 300 140 N 36.0kg 

43年 政 厩 月巴 3, 000 3, 000 P2ﾜ5 19.0 

蚕糞蚕沙条 2, 850 2, 850 K2ﾜ 12.9 

苦土石灰 390 390 

丸桑特 2 号 406 無機質肥料(壮蚕)

片倉肥料 400 406 N 57.5kg 

，14年 E家 厩 月巴 3,000 3, 000 P2ﾜ5 30.6 

蚕$~蚕沙条 3, 040 3, 040 K2ﾜ 20. 7 

苦土石灰 308 308 

る。横付距離は畦間1. 8m，株間 O.9mで， 10a 当りの槌付本数は618本とな

る。仕立方は中刈拳式で樹形は良好である。

桑の収穫は，蚕期別掲立数量に応じた用途別桑屈を設けて合理的な収穫を

行なっている。稚蚕専用桑留は15α で，壮蚕周桑罷のうち，春秋兼用薬閣は

67 a ， 夏秋専用桑闘は35α となっている。

桑園の管理は，歩行型トラクターを全面的に使用し，除草は機械と除草剤

を併舟している。桑の病害虫防除は適期に徹底した消毒を行なっている。防

除対象の主な病害虫は，スキムシ，ハタ-，アメリカシロヒトリ，クワカイ

ガラム、ン，こうやく病などである。桑闘の概況と管理作業の状況は第 6 ， 7 

表のとおりである。

2. 多国育と効率的育蓋作業

銅育回数は年 5 回の多国育で， 42年から夏蚕を導入し桑葉の有効利用と労

力配分の合理化，施設の高度利用に役立たせている。蚕の飼育成績は第 8表

のとおりである。

稚蚕は稚蚕共同飼育所の施設が小さいため，やむなく持立量の多い蚕期に

は個人飼育を行なっている。 3 令は平飼いか一段条桑育， 4~5 令は一段条

桑育を行ない，壮蚕期の給桑および収穫作業，上競作業は，いずれも本人考
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桑品種: 仕立・収穫法

一の瀬 l 中刈仕立

革手 王伝 {文

初秋二期抱梢

晩秋二期Jí荷附

改良鼠返 i 37 7~11 同 上 中刈仕立

の瀬 30 6~11 向 上 毛筆 全 イ文

初秋間引収穫

l.!ffl秋中間伐採

の瀬 同 ょ|中刈仕立
夏蚕 25a

計画立通全伐

初秋 10a

全 伐

計-

第 7 表桑翻の管理作業 (43年)

作梁の種類 {変 用 淡 j設 ア思て 制ii 考

校条猿湾! 鎌・現定欽・ノコギリ

宅手 RB 歩行型トラクター・トレラー 九倉塁肥走特料 2 ・ 片

4 ・中 中耕・除草 河 上 除草器・動1Il'J'
シマジン・カ
ーメッタス

6 ・中 " 向 上 |主主事務

6 ・中~6 ・下 若手 RB 向 上 トレラー 倉ヨL肥築t料iキ2 ・ 片

中 Wf. 除草 問 上 防i徐探・動I~t グラモキソン

8 ・ F 防 除 同 上 動管i
デプテレック
ス

10 ・下 施 日巴 同 上 トレラー 7Tfごt石灰

10 ・下 ~ll ・ Jニ 防 除 l司 上 動 1資
DNマシンゾ
一ノレ

11 ・下~12 ・中 'fjf 主云 向 上

1 ・ t~12 ・下 施 1]B 同 上 トレラー !欲目巴毎月 2 恒!

IJ護gj31232沙各主主
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第 8表収蔵成績

年次 E妥 期 掃立月日 掃立籍数 総収蔵量 上繭収量 箱当収繭量

春 蚕 5 月・ 5 臼 35 箱 1, 176 kg l , 153 kg 32.9 kg 

可ρ<. 蚕 6 ・ 27 12 347 340 28.3 

初秋蚕 7 ・ 2，1 12 334 327 27.3 

24 681 667 

43年
晩秋蚕 8 ・ 26 25 872 

" 8 ・ 30 り 124 

計 30 996 975 32.5 

89 2, 853 2,795 31. 4 

春 蚕 5 ・ 5 35 1, 131 1, 114 31. 8 

夏 蚕 6 ・ 26 15 493 483 32.2 

初秋蚕 7 ・ 24 13 469 392 30. 1 

計 28 962 875 31. 2 

44年
晩秋蚕 8 ・ 26 26 860 843 

" 9 ・ 1 6 174 171 

音，. 32 1, 034 1, 014 31. 7 

95 3, 127 3, 003 31. 6 

案の独創的できわめて能率的な方法を行なっている。これらの作業予頗と方

法を次に述べる。

(1 ) 給桑作業の手11演

① まず，配桑場所ごとに給桑予定数最古ど算出し，所要の束数を蚕座に沿

って配置する。その際，解束して縄を回収する。

② 給桑は蚕座に横づきになり，後退しながら条桑を数本とり，条を抱え

た左腕の手と条をつかむ右手は体の前，胸の辺で交差し条をそのまま滑らし

て蚕座の片側に置いてゆく。その時左腕は左上方に，名手は右下方に肉って

問時に動かし，条を離したなら左右の手は再び体の 1ìíHこ戻るようにする。条

桑が蚕座に置かれる際，左または右足を一歩後退させる。

③ この動作の特徴は，左右の腕と手，足，体全体の動きが調和し自然の

ジズムとなり，作業能率が非常に早い。
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能率的な採桑{乍紫

独創的方法による給桑作業

( 2 ) 採薬作業の手傾

① まず!政治Hこ， T河端をコブに結んだ1. 8mの縄を置く。

@ 森安WJは 41朱で 1 束，晩秋蜜j留は 6~粂に 1 束といったように喜誌の繁茂

状態や伐採の高さな考慮して所要株数を決める。駐の河側 2 列または 3 列を

伐j采し，その都度結束する。結束は二重にし結びはよりじめとする。このた

め解束はコブを引くだけで，すぐ角1(0け楽で早い。

⑤ 2 東結束で、きれば‘，丙鵠に抱え まで運び出す。背負わないで

運ぶのが特徴である。

④伐採用具は，春湿のように伐採部位が腰より眠い場合は鈴，晩秋蚕期

のように腰より高い場合は，現定鉄を使用する。

@ この方法は動作数が少なく，動作に然環がなく，自然のリズムとなり

非常にE詳し、。

なお，晩秋蚕j拐の中間伐採は，翌春の収穫持の条薬の長さが，護班の!陥に

合うよう伐採f:fß位を決めているので，春蚕j詔に収穫する条薬は手を加えずに

無駄が省ける。

(3 ) 上7j矢作業の手関

し40年から技用し作業能率を高めている。

この h1tf士，蚕が発生する砥前にネトロン詳jを蚕座に掛け，条払いの際
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条払い台考案によるよ篠作業

その網を吊って条払い台に乗せ，条払いして熟蚕を台の上に落すのである。

条払い台は蚕座をの上またいで移動できるように工夫し，熟蚕の運搬は自製

のブリキカンマど一輪車， りヤカー，ケーフツレに乗せて運ぶ。上競は，族器を

横おきにし，上から一定量の熟蚕を振り込んで、上族させる。

3. 蚕作の安定に方全を

現下の労働事情から特に省力化に強い関心を寄せ創意工夫をしているが，

忘れてならない蚕作安定についても細心の注意と最大の努力を払い，規模拡

大を図るに当っても，蚕作安定の見地から無理のない安全な計闘を進めてい

る。特に夏蚕を取り入れ多国育となってからは，掃立日や掃立数量を決める

際にも，掃立前や上族後の完全治毒が可能であるかどうかの面からも十分検

討し，万全を期している。また，病原欝の隔離，消毒の面から飼育場所と上

族場所との分離や，蚕糞蚕1tþ、の処理も蚕病予防の見地から十分留意して桑閣

に施している。

また，良質の稚蚕用薬を多く収護するため稚護専用桑園を設畳し夏秋蚕期

は二;Jt前倒的を行なうなど合理的な収穫法と有機物の十分なる施用など適切な

る措置を施している。

4. 高収益の養蚕所得

問中さんの経営は，土地・労働@資本財の 3 つの生産要素が，いずれも驚

くほど高し、。繭の粗収益は 261万 4， 000 円で経営費は 78万 3， 000 円，所得は

183万1 ， 000円に達し優秀な自立経営農家といえる。
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経営費のうち最も多いのが建物償却費の15万 3， 000 円，次いで肥料費の14万

3， 000円，蚕種授の14万2， 000円で，共向飼育費は 4 万 9， 000 円と少なくなっ

ている。

大農具償却費は 6 万 6， 000 円，農蚕兵費は 6 万 7， 000 円で合計すると 13万

3， 000 円となり， 多額となるが投資効率が高いため過剰投資にはならない。

農業粗収益，養蚕経営費，養蚕収益概算の内訳は第 9 ;1受のとおりである。

第 9表経営の概況 (43年)

農業主任 l奴主主

臨 2， 614，

斎産 1, 470, 000 

米 129 ， 600

愛 75 ， 000

いも類，野菜 100， 000

計 4， 389 ， 292

淡業依存度

繭収入依存度

養]f経営費

蚕種革~ 141, 
肥料費 142 ， 745

淡築設 23， 345

燃料費 17, 700 

共同飼育費 49,300 

差是蚤兵星空 67, 750 

採用労働費 6, 200 

共済掛金 30, 160 

組合負担金 13, 978 

3誌図成厨霊堂 40, 950 

建物償却費 152, 900 

大淡兵償却費 65， 625

その他 31， 00。

計 783 ， 603

5. 簿記の記録とその活用

養蚕収益概算

養蚕所得

1, 831, 089門
家族労働報酬

1 時間おり

506p:J 

1 日当り

4， 054円

10a 当り粗収益

223 ， 478円

lO a 当り所得

156 ， 503門

1 人当り養護粗収益

653， 500円

養護部門は無論，農業全般にわたって簿記を克明に記録し，経費の収支，

作業工程などを常に切らかにし，経営改若手の基礎資料として有効適切に活用

している O 養蛮経営を中核とし義政，耕稜各部門の経営診断を行ない部門編

成の日擦を作成し，これに基づいて養蚕の計回と改善自擦を樹立し，さらに

月期の作業計悶を細かく決め，計画的に実効のあがる方法で作業を進めてい

る。

また，前年度の実績に対する皮省評価も厳しく行なっている。
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機合理性を貫く大規模経営一一受賞者の技術，経営の分析

問中さんは，常に経宮内務を明らかにし，合理化に向って努力し，技術の

革新に遮進することにより箆れた技術と経営が生れたのである。次に，特徴

の主なものを述べる。

1. 議題の生産力向上のための工夫と努力

桑閣の生産カがきわめて高いことは前に述べたとおりで， 10a 当り収I銃器:

239kgは全開平均の約 3 倍，当組合の 2 培で44年は，さらに 2571沼を確保し

全爵最高の水準に逮した。この立派な成果は合想的な肥培を中心に優れた技

術を導入し，改良を加えた結果で、ある。

~て，薬閣の肥渚の商をみると，無機繋肥料による施肥量は第 5 茨のよう

にきわめて多く，土壌裂に照らし合わせてみると，有機物の種類と設にも

右されるが醗ね三要素の割合と量は適切であろう。しかし，壮:m:用薬閣は春

秋兼用と夏秋舟に分れているので，施肥時期，施肥施肥法が同じであ

ることは，合理?生を欠くように見えるが肥料が遅効性であること，版!説杷は

毎月 2 由，蚕糞沙条は蚕期後各 1 田と， :1:ド中有機物が施されていることか

ら区分の必要はtまとんど認められない。

なお，土壌の特性に応じ用途別薬関ごとの，収縮目標別の施)J巴設計ーが理想

であるから，若干，施肥の査と時jUJを収穫時期や収穫量などを勘案して修正

する必要があるかとも思われる。

肥料の種類，施肥時期，苦土石灰の施用などは適切と思われる。

付距離の 11)1問1. 8m は，多収穫桑闘で，しかも歩行型トラクターを使用

しての管理ーでは限度で詩うろう。

収穫法は稚主主専用築悶では二期j阿倍法を採用し，適切な肥培管理を実施し

ているため，新柄の伸びはよく，再発穿は旺盛で、収穫はきわめて多く，葉

質は惑天候にも左右されず最良である。用途別薬践の設置割合と収穫方法は

適切である。

以上のごとく，多肥栽培に適応した槌付距離であり，仕立収穫法であり，
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桑を病害虫から完全に守っていることが，多収穫を成功させた要点といえよ

う。薬樹が一十分繁茂できる環境を作ってやってこそ多肥の意味があるわけで，

根が十分肥料を吸収できる土壌構造と最良の樹勢と樹形，さらに空間が完備

されているためと思われる。

2. 育蚕作業の効率化

作業能率を上げ，コストの安い良繭を沢山生産するのが問中さんの優れた

点で，要するに粗放化でなく省力化であり効率化なのである。飼育施設の利

用状況は第 3 図のとおりで能率的に作業が進められるよう考慮されている。

さて，この素晴らしい養護作業の能率は，どの程度か一般の方法と比較し

てみると，採桑作業では 2f者竿く，しかも疲労度も少ないのである。給桑作

第 3 関飼育施設の配援図

軽量鉄骨主主会

303. 6m2 

N
•
1li 

豚舎さしかけ

66m2 

簡易蚕室

U7.5m2 

2 階建張主主

延 165.0m2

66m2 

蚕期別飼育場所 (0飼育ム上族)

春 夏 初秋 晩秋|娩々
。ム ム ム 0ム

下

蚕室上 ム ム ム ム!ム
下 。 。

簡易主主室 。 。 。

鉄骨ハウス 0ム 。 。 0ム O
さしかけ 。 。

2 階建母屋の%

118. 8m2 

国 道 熊谷方面→
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も同様で 3 倍，上族作業ではさらに早く 4 倍となり，いずれも効率的な方

法である。これらの成績は第10 ， 11 , 12表のとおりである。

第10表桑の採桑作業(春蚕，全芽金100kg当り 5 令最盛期)

田中.EE;

A 氏

(注) A氏はJI3Z蔽登1200kg ， 上繭 1 kg当りの労働時間2.5時間の俊良淡家である

第11::1受 給桑作業(春蚕，箱さ怒り 1 回の絵桑時間 5 令)

飼育長 給喜美耳寺問(準備~片付)

回中氏

A 氏 14 2.6で50

B 氏 12 2.6で60

第12表上荻作業(春蚕，箱当り)

擦り込み

田中氏

A 氏

B 氏

3. 高い労働生産性

作業別労働時間は，栽築，育蚕蹄部門とも省、力化が進み労働生設性はきわ

めて高い。栽築部門の薬関10α 当りの投下労働時間は65.3時間で，歩行型ト

ラクターをや心に管理作業が機械化されているが全閣平均の約4/5程度の省力

化であるのは，議闘の生産力を高めるために，病害虫防除の徹成，豚!設肥の

毎月 2 阻の運搬と施用など肥培管理に多くの時間を掛けているためである。

しかし，これが最高の生産力を上げる原因となり，結局は単位当りの生産性

を高めていることになる。したがって，上繭 100kg当りの労働時間で、みると，

栽築部門は27待問，育蜜部門は 101 時間と少なく， I1守に育部門では手作業
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としては限界に近いほど高い能率をあげているといえよう。作業別労働時間

は第13表のとおりである。

第13表 祭主主作業時間 (43年)

…~ 項目 上磯 100kg当り 当作業名
10 a り

一一一

すえ 中 *JÞ 除毛主
8. 時間

耕怒・施月巴 9.08 

紡 除 1. 87 

桑 そ の イ自 8.38 

27.35 65.3 

手ま蚕準備 5. 78 

育 飼 手f 33.28 

予f~ミ 桑 25.58 

上 族 13.37 

)1兄 務 16.31 

ペi'2íえ4 片 付 6.88 

蚕 そ の イ出 0.68 

音「 101. 88 

メE5IL 音十 129.23 

繭生産費王子均 359.00 

4. 指標からみた経営内容

部生産質調査農家宅ど対照に，経常診断の指擦を2去に比較検討してみると，

いずれの事項についても倍れていることが祭知される。

なお， ( )内の数字は，生産的民家 (A) に対する関ヰT氏 (B) の指数

である。 (BjAx100)

(1 ) 

① 設業従事者は3.3人 (107)

② 耕地問積は203a (157) 

る。

きい。

③ 染問問積は117α(314) で大規模に，f認する。

窃 J設立箱数は89箱 (700)

( 2 ) 能率指標

21 
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① 農業従事者 1 人当りの収繭量は 847kg (736) で効率はきわめて高L 、。

② 上繭 1kg当りの労働時間は1. 29時間 (36) で平均値の労とし、う限界に

近い省力化である。

@ 箱当り収繭量は 31. 6kg (105) で違作は全くなし、。

④養蚕の所得率は7096 (100) で標準である。

(3 ) 経営指標

① 農業粗収益は439万円 (400) できわめて多い。

@ 養蚕粗収益は261万円 (662) できわめて大きい養蚕自立経営農家とい

える。

③ J/)(縞量は 2， 795kg (717) , 44年は 3， 003kg (770) で全国の最上位に

ある。

④桑関10a 当りの粗収益は22万3， 000円 (220) で全国最高の収益である。

⑤ 1 日当りの家族労働報酬は4， 054円 (330) で驚くほど高い。

(4 ) 集約指標

① 10a 当り上繭数最 239kg (228) は最高の水準で，すべてを満足させ

るほどの立派な寝れた技術内容である。

@ 10a 当り栽桑労働時間は65.3時間 (90) で，実投下労働時聞は比較的

多い。

(5 ) 部門編成指標

① 薬密率は50% (168) で多い方である。

② 養蚕依存度は6596 (171) で比率は高い。

襲撃規模拡大と合理化で護室の近代化を推進

一一一普及性と今後の発展方向

常に，たゆまぬ努力と創意工夫により，困難な有機質給源の確保，合理的

多肥栽培，蚕作安定のための徹底した消毒，桑園管理の機械化，効率的な飼

育上族作業，作業手順の合理化，経営に適応した資本装備，簿記の活用など

を推進し，これらを総合化し体系化して築き上げた立派な経営で，いずれも
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普及性のある内容である。 q守に苦心の結果考案した一連の効率的作業手順は，

規模の大小，立地条件などに左右されずに導入できる素晴らしいものであっ

て，省力化が強く要請されている今日，養蚕経営の合理化に必ずや貢献する

であろう。

次に，今後の発展方向について考察してみると，規模拡大を一層推進する

ために，桑闘の生産力向上のための施肥の合理化と収護法の改善を中心に改

良を加え10a 潜り 270kgまで引き上げ，省力技術の開発では条払い台の改良

その他作業の効率化を推進し，一方では焔地から20α を薬閣に転換し，面積

の拡大を関り総収繭最 4， 000kg，養蚕所得 280 万円を目標に計踊を着々と進

めている。

第14表溺の生産目標

年次 桑閤面積 10a 当り収繭主主 総 j以繭 f立

44年 117a 257kg 3,003kg 

45 137 234 3,200 

48 150 267 4, 000 

以上，躍進の経緯と今後の進むべき方向な述べたが，養蚕意欲に燃え，希

望に満ち溢れた田中さん一家の将来は切るく締き，今回の受賞の栄を契機に，

目標達成のために合理化を一段と推進され，さらに素晴らしい近代的な立派

な大規模養蚕が生れることを期待してやまない。
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合理的で楽な養蚕をめざして

国

私は親子三代にわたって養蚕と取り

組んできた。最近20 ， 30代の働き盛り

の若者が工場へ出かけてしまい，農村

は労働力不足で悲鳴をあげている。そ

こで，できるだけ小人数で最大の効果

をあげること，つまり生産性の向上に

必死に取り組まねばならなくなってき
ザ，匂

ρ~O 

1えは，ここ 10年間余りいかにして手

間をはぶけるか，省力養一蚤ができるか

真実Ijに工夫を凝らし，養蚕労働のうち

で一番手間のかかる次の三つの作業の

能率化に取り組んできた。

①桑の収穫所定の絡を準備し，

E主の両側の;除を一度に伐採し，搬出は

jilû手にかかえる方法をとり，スピーデ

ィに無駄なく楽に行なう。

②給桑給桑時の蚕座の分担をき

め，蚕座の片仮~を後退しながら一方づ

けて給桑ずる。五体の動きがリズミカ

ノレに速くできる。

③上族 39 年に条払台を自製し

た， これは蚕座をまたがせ移動させ

る。熟蚕の振り込みは族主:tl'tにし一定

量振り込む。

以上の方法などを用いて一般農家の

7守護労働の 3 倍の能率をあげることが

できた。

このような無駄のないといわれる体

中 手口

の動きについては，若い時から習って

いた柔道からヒ Y トを得たともいえる

が，常日頃の工夫が一番大切だと居、い

ます。一般の方はこのような方法を考

えだすのは簡単だと申すかも知れませ

んが，私にとっては毎日の工夫の積み

重ねでした。なおこの方法が近隣に波

及し県下に広く取り入れられつつある

ことはこの上ない喜びです。

経営は養蚕を基幹とし(桑閤117 a , 

収繭至宝 3 ， 003kg) 部次部門として養豚

(種豚10.lîJO を飼育しております。

阪からできる厩肥は桑閣に全量施し

(10a 当り 3 ， 000kg) 土づくりに精を

出しています。また桑閣の間作に福寿

主主 (40a) を栽培し，これの収入で桑

国購入肥料をまかなう計画で、す。

今後の経営方針としては，まず階段

的に一歩一歩拡大の方向をとり，今年

は 5 箱釘3立増により年間 100 箱飼育を

計画しています。なお逮{乍は絶対起さ

ないよう細心の注意をはらい，良繭豊

作の経営を続けていきたし、。

私は各蚕j切には朝 5 時に起床し，昼

は十分に昼寝をして，夜は 8 特にテレ

ピの前に座り， 10時に就寝する日課を

続けています。合理的で，しかも楽な

養蚕，これが私のモットーです。
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線受賞者の略産

日本農林漁業振興会長賞受

出品財養蚕経営

出品者中島義夫
(岐阜県益回都下呂田了乗政3445)

中島氏が居住する岐阜県益田郡下呂町竹原地区(I日竹原村)は，周囲を山

で閉まれた山村部落で，国鉄高山線下呂駅より県道19号線を 10km ほど西進

したところにあって，下呂駅より中津川行パス(乗政下車)が通じている。

中島氏は，このよう 第 1 図受賞者所在地時区i

に山深い IFI竹原村乗政

で明治44年 3 月 21 B vこ

出生したブ:で，本年58

』少

の。

35生[ゴーに義蚕専業民家

を lì 指し

務室一途に切換えるま

では，家族で水稲に養

護を組合せた小規模な

い，中

島氏自身は!日

局の山林労務者の組頭

N
J
I
L
l
 長野黒
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として山林労務に従事していたが，終戦後はこの経験を生して木材業を経営

していた。したがって，養蚕にはほとんど素人とみなしてもよいと思う。

35年と 37年に自己所有の山林 106α を開こんして薬閣を造成し，養蚕自立

経営農家としてスタートしたが，この頃は， 33年の蚕糸業不況の直後でもあ

り，養蚕専業の農業経営に切換えることに対しては，近隣よりとかくの批判

があったようである。しかし，養蚕によって生きょうとする不屈の信念と県

指導機関の助言指導を素直にとり入れ，有機物の増投による土作りにたゆま

ざる努力を重ねた結果，開こん造成後，約四年にして今日のような，規模が

大きく生産性の高い養蚕自立経営農家を築きあげた信念と努力の人である。

この優れた養蚕経営の成果は， 42年度東海，北陸地方繭生産性コンクール

個人経営の部において蚕糸局長賞を， 43年度岐阜県近代養蚕経営改善競技会

自立経営の部で農林大臣賞を受賞するなど，その技術と経営は高く評価され

るとともに，竹原地区においては中島氏の経営を指針として，開こん造成に

よって桑圏面積を 1ha程度に拡大し，養蚕自立経営を民指す農家が22戸誕生

しており，その波及効果もまた大きいものがある。

また，氏は白からの経営改善に努めると向時に，岐阜県 1 万ドル養歪会の

副会長，乗政養蚕組合の副組合長として地域の養護振興の推進力となってい

る。このほか竹原軍人思給会会長，竹原和牛組合副組合長に推され地域社会

の発展にも非常に賞献している。

襲撃受賞者の経営概況

1. 地域の概況

岐阜県益田郡地方は，加茂，恵那郡に次ぐ岐阜県の主要養蚕地帯であるが，

下呂町竹原地区は周囲を山また山でかこまれた標高 700m，林野率9096の山

間高冷地で，耕地は少なく自然条件に恵まれないところであるので，みるべ

き農産物もなく，農家 1 戸当り平均耕地面積は約50a ， 農産物販売額24万円

程度とし、う零細農業地帯である。

竹原農協管内の43年の農産物販売額は 143 百万円で，そのうち第 1 位は繭
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桑麹団地と飼育施設

40百万円，第 2 位は米34百万円，第 3 位は野菜15百万円，その他54百万円と

なっており，養護に対する依存度は高い地区である。

しかし， この地!玄の土壌は洪積層の崩積性鉱質火山灰土 (103B) に属し，

排水良好で、腐植含有量が少ないとし、う地力の低い土地であるうえに高冷地で

薬の生育期間が飽いため，薬閣の生産力は低く， 43年の竹原地区の10a 当り

王子均収繭最は 68kg 程度である。これは下呂町，議団郡，岐阜県のいずれの

平均よりも低いので，この地区は低位生産地ということができょう。

2. 受賞者の経営概況

中島氏は，このような恵まれない山間高冷地において，養蚕専業の農業経

第 2 図桑閣と施設の配霞殴
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営を営んでいるが，その経営概況は次のとおりである。

( 1 ) 農業従事者

家族は 5 人，このうち養蚕従事者は経営主夫妻と長男の妻の 3 人である。

長男の訪!I治君は， 37年にブールトーザーの免許を取得し， 38年より岐阜県土

地改良事業団体連合会にフツレトーザーのオベレーターとして勤務中であるが，

養蚕の規模拡大に伴ない， 45年 3 月末をもって退職し，後継者として養蚕に

従事する予定になっている(第 1 表参照)。

第 1 表家族構成 (44年) ( 2 ) 耕地

氏 名 年令 続柄 者育 考 43年の経営耕地は 130

中島義夫 58才 経営主 。 G で，このうち水回は20

さ と 55 妥 。

a ， 畑 4α ，桑園 106α
ヨ1[治 27 長男

十人予 26 長男妥 。 であるが，この土地利用

主主 裕 1 孫
区分をみれば養蚕専業農

(注)0印農業従事者 家であることが明らかで

の心。

桑閤 106α は， 35年に山成り聞こんした60α と 37年にテラス開こんした46

G で 1 団地に集団化しており，間内農道vi整備されている(第 2 図参照)。

第 2 表経営耕地面絞の推移 44年には，さらに10α 開

区 ク〉 42年 43生存 44年 備 考 こんして， 116α に桑園

ガt 回 20a 20a 20a 面積を拡大しているO

iπ 4 4 4 
なお，このほかに山林

宗主 民 106 106 116 

130 130 140 350α 所有している。こ

山 中 350 350 340 の山林の下草は有機物の
l日h 480 480 480 

供給源として土作りに寄

している。

(3 ) 主な資本装備

43年にお{ナる主な農業用施設は，簡易蚕室 198m九四輪トラック， ijþ転機，

動力噴霧様，動力毛羽取機各 1 台と日巴育牛 5 頭である。蚕室を桑圏内に設置
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するとか四il'命 第 3 表主な淡薬局資本装備

トラックの運 施設，機械 43年 44年 師寺 考

行可能な鹿内 鉄'持ー簡易室主室 138m2 138m2 

出道2::"整備す
木造簡易蚕室 60m2 178m2 

1 44年泰改士役築

四輪トラック 1 合
コノレト 1000 

2 台 ホンダ 360S (44年購入)
るなど作業能 新 転 機 1 台 2 台 ロピン 4 P 

~t&の向上のた 動力~鋭機 1 台 1 台
クボタ 2 P S (44年購入)

動力毛羽取j幾 1 台 i 台
めには，おし

牛 5 i�Jl 5 頭

みなく資本た

投下している。

また，土作りに大きな役舗を果している肥育牛の畜若手も桑圏内に設け， fi既

肥の築関への施用労{劾の能率化さと腐っている。

(4 ) 経営の成果

43年には，

f三業従事務 3 [/(: 

人，議関 106

a ， 水間20a ，

r.lll 4a から

1 ， 687kg，牛

害事 4表農家所得 (43年)

1, 407, 121 

保i 王子f

粗収入 1 ， 508 ， 731 経営費 436 ， 610

肥7守牛 5iî買奴究所得

480, 000 I 去を努訓治殺の俸給

1, 887, 121 

5 守と米，野菜を生産しているが，米，野菜は自家消費にあてているので，

民主主所得の増大には寄与していない。

43年の農家所得は189万円で，そのうちわけは出業所得141万円，段外所得

48万円であるが，決外所得は長男前l治君の俸給である。操業所得。 141 万円は

設選収入と肥育牛の販売収入であるが，養蚕収入は約76;;ぢ言どしめており，

話単一の自立経営農家ということができる(第 4 表参照)。

なお，養蚕の収益性についてみると ， 10a 当り粗収入は13万 3 ， 000 FJ. 

3 万9， 000丹で純収裁は 9 万4， 000円，その所得率は71必となり，

IU開高冷地としては高収益の養護経営ということができょう (筋 5 表参照)。
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第 5表養蚕収益 (43年)

粗 収 入 経 営 費
備 ÕIl手ι 

科ー 自 金 額 科 自 金 額

繭 1 ， 508 ， 731円 肥料費 104， 470門 (1) 

栽桑防除費 1, 000 10a 当粗収入 133 ， 508円

主主種愛 82, 940 " 経営費 39, 397 

手{j;蚕飯育費 86, 760 "収益 94, 111 

長主義費 19, 000 

育蚕防除費 2, 660 (2) 

育蚕諸材料費 62, 080 lO a 当肥料費 9， 855円

雇用労務費 20, 000 

租税公課等 57, 700 

苦1- 1, 508,731 436, 610 

警察受賞財の特色

中島氏の技術，経営の特色の第 1 は，標高 700m の山間高冷地の開こん造

成桑闘において， 把育牛の飼養などにより有機物の確保を図り， 土作りに

努力を重ねた結果，年々桑闘の生産力を向上し， 43年には， lO a 当り収繭量

約 150kg (44年153kg) とし、う高い土地生産性をあげるに至ったことである

(第 9 表参照)。

この成果は，下呂町の7lkg，竹原地区の 68kg の約 2 倍強に当るものであ

り，最近，開こん造成桑闘の土地生産性の低位性が問題となっているとき，

その可能性を実証したものとして注目に価するものである。

第 2 は，すでに述べたとおり，薬闘の集団化， 72道の整備，飼育施設の桑

園内設置など繭の生産基盤を整備するとともに，省、力養蚕技術を積極的に導

入して，養蚕従事者 1 人当り収繭最 562kg (44年 627kg) とし、う素晴しい生

産性をあげていることである。

このように，自然条件のわるい山間高冷地の開こん造成桑闘で生産性の

い養蚕経営を築きあげた技術と経営の内容を紹介しよう。
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1.土作り

中島氏の桑閣は，すべて傾斜地の開こん造成桑菌で地力の低い土地である。

このような地力の低い聞こん地の桑闘で生産力をあげるには，まず土作りが

第 1 である。

中島氏も，この点に着目し，関こん以来，常時 5 頭の肥育牛'â:飼養すると

ともに晩秋蚕終了後12月まで山林の下草刈念行ない， ì既肥と下草 16， 800kg

( 1 把5.8kgx3， 000把)を集めて ， 10a 当り約2， 000kgという多量の有機物

を年々施 L，土作りに人 1 倍努力してきた。

この精進の成果は， 41年頃より着実に突を結び， 41年961王g ， 42年128kg ，

43年 150kgと関こん造成桑園としては剖日すべき10a 当り収縮長をあげるに

いたったのである。

また，この土作りに大きな役割を果している肥育牛は，生後 2 カ月の子牛

を春購入し 1 年間肥予ぎして翌春出荷しているが， 43年には約34万円の収入

をあげ農業所得の増大にも大きく寄与しており，正に一石二鳥である。した

がって，肥育牛はこの経営で、は切っても切れない存在である。

2. 桑作り

竹原地!玄は， IJ.I開高冷地で気温は抵く，薬の生育期間も短かいが，

少なく根雷とならないので，胴枯病の心配はないところである。したがって，

薬品種はすべて一の瀬を横付けている。

造成方式

111 成工

テラスヱ

第 6表桑閣の概況 (43年)

線付距離 仕立法

中flj無安祭

i窃根刈

樹令は 8 年のもの60a ， 6 i:j三のもの46a と，いずれも若く，有機物の場

投とあいまって薬鴎の生産力をあげる大きな要国となっている。

仕立法は， 60α の山成り桑屈は中メリ無傘， 46a のテラス薬閣は高根刈で，

楠付距離は60α の中刈無拳は2.6mx 1. 6mの 1 本値であるが， 46a の高根刈
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テラス桑園のマルチ

は 1 株 3 本値で10a 当 300 株となっており，疎植である。

なお，蚕作の安定を図るため 3 令用薬鴎を20a 設けているが，これは，こ

の経営の特色の 1 つである。

3. 桑園の肥培管理

桑闘は自宅より約 300m 位のところに 1 間地に集団化しており，かっ，園

内農道が整備されているので，薬屈の管理はきわめて能率的に実施できる体

制がととのっている。

管理方法は， 111成り桑園は清耕法，テラス桑閣は土壌・肥料の流亡と

を防ぐため，マルチ，無耕転法を採用しており，棄閣の立地に適ÞG した管理

を行ーなっている。

施肥は， 11月頃10a 当 160kgの石灰を散布して土壌改良を行なうとともに

11~3 月には 2， 0001沼以上の有機物を施 L，土作りを行なう。無機質肥料は

春肥に重点、をおき，夏肥は 5， 6, 7 月の 3 田に分施 UI3料の流亡を防いでい

るが，傾斜地桑閣の施肥方法としては，合理的である。春，夏肥とも表而散

布を行ない，散布後， ~U成り桑閤の耕法i玄では耕転機のロータリーで除草

なかねて土と混和を行ない肥効の向上を図っている。

10α 当焔肥量は第 7 表に示すとおり， N成分量で 57kg，肥料代金9， 850円
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とかなり

に施している

が，有機物の

増投によって

土作りができ

ているので，

これらの無機

質把料は有効

に利用され，

、生産性を

あげる一因を

第 7 i!j受 lO a 当施肥登 (43年)

施 flB 10α 当施 ßB i詮
nB 料 名

時 j弱 3 令用桑園 壮蚕F詰桑鼠

11 月中 お 灰 160kg 160kg 

11-3 月 厩肥，下落 京守 2, 000 長ワ 2, 000 
4 月上 y芸記 3 号 225 

" 石灰笈索 37 37 

" マル言語特 H子 119 

5 月下 硫 安 18 

6 月下 満 {'f 2 号 45 

" マノレ桑特 1 号 76 

7 月下 尿 索 24 

N 成分金計 i 19.4 

なしている。なお， 3 令用薬閣にはN成分葺j:の少ないマノレ薬特 1 号を施用し，

葉質本位の施肥を行ない，作柄の安定に万全を期している。

薬閣の病害虫の駆除は，乗政務蚕組合で 4 月にとメゾウムシ，カイガラム

シの共開防除を行なっているが，その防除薬剤はヒメゾウムシ iこはエノレサン

乳剤 1 ， 000 倍液，カイガラムシにはマシン乳剤20~25倍液を使用している。

4. 飼育

蚕の潟立時期は，高冷地で薬の成育期間が飽いため春蚕は退く，大抵 5 月

25日頃，晩秋蚕は早く 8 月 25 日墳である。 43年の掃立回数は若手芸 3 田，初秋

蚕 1 田，晩秋蚕 1 田と年 5 回行なっているが，各蚕j羽の飼育割合は審査f4596 , 

初秋~2596，晩秋蚕30必となっている(第 8 表参照)。

43年の春蜜は，蚕室が狭小のため 3 回に段掠したが， 44年には蛮室を治改

築 (43年198m2 44年316mりして春蚕安 2 聞に減し，夏蚕を導入している。

稚喪 (1-2令)は各蚕期とも下呂椛共同絹育所で共詞飼育を行ない，

3 令からは薬臨内の簡易議室で，各議j担とも屋外条桑育を行なっている。

3 令の条築育は20a の 3 令用薬園から残条式輸J[叉法によって条桑収穫をfî.

なっている。この 3 令用薬罰は60α の山成り薬問のなかで 1 年ごとに場所を

変更し樹勢がおとろえないよう配惑している。
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蚕 ま努

春蚕 1 閏

/f 2 回

/f 3 図

初秋益

晩秋]f

計

第 8表飼育の概況 (43年)

締立証寺期 掃立数盆

5 月 22 S 3.0箱

25 日 8.0 

31 臼 12.0 

23.0 

7 月 17 S 12.5 

8 月 25 日 15.0 

50.5 

J奴繭盆

96kg 

262 

376 

734 

427 

526 

1,687 

4-5 令の

条黍育は， 7 

時と 14時の 1

132 回給桑で

あるO 桑の萎

澗を防ぐ、ため

カンレイシヤ

で被覆してい

るが，初秋蚕には夜間に 1 田有Iì桑している。蚕坐は43年には 3 段育であった

が，給桑の作業能率がわるいので，例年には蚕室の土器築と同時に 2 段育に改

らためている。なお，壮蚕用の条桑は86α の薬関から残条式交互法で収穫し

ている。

上ぞくは， 43年までは条払い法を採用していたが， 44年からは自然上ぞく

を導入 L，上ぞくの省力イヒを図っている。

この自然とぞくの導入と蚕坐を 3 段育から 2 段育に改替したことによって，

44年は43年より掃立箱数を 6 箱増加し焼模を拡大したにもかかわらず，雇用

労力は43年 5 令末期 8 人， とぞく 21人，計29人が羽生j三には 5 令末期18人と大

幅に減員し，いちじるしく生産性を向上している。

次に，蚕作の安定については簡易蚕室建設当時は土問で、あったので，

の効果が十分あがらず作柄は，必ずしもと作とはいえなかったが， 40年にコ

ンクリート床に改善し，クラマイトとフォノレマリン 396の混合液で蚕室，蚕

具を徹底的に消毒した結果， 40年以後の作柄は毎年，各蚕期とも上々である。

5. 生産性

山間高冷地の開こん造成桑閣というわるい条件のもとで養蚕専業の操業経

営を発足したが，土作りに努力に努力を重ねるとともに年間条薬育などの省

力養護技術を導入するほか，蚕室などを築関内に設置し作業能率の向上を図

った結果，年々生産性があがり(第 9 表参照)， 43年にはついに収繭量1 ， 687

kg， 10α 当り収縮量約 150kg， 1 人当り収蔽量560kgという素晴らしい成果を
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修めるようになった。この成果は，開こん造成桑閣としては稀れにみる高能

率の養護経営ということができょう。

なお，この 第 9 表生産性向上の推移

経営は春主主の 区 分 41年 44年

5 令末期に，
。

桑図面積 106 106 106 

規模の拡大と 収 溺 之n主1: 1, 019kg 1, 502 1, 687 1, 882 

採桑労力主ど節
寅桑盈(条桑) kg 4, 410 3, 120 7, 770 
þ(桑換算l奴繭盆 - kg 147 104 259 

減するため， 羨ヲ I ~又隣設 1, 019kg 1,355 1, 583 1, 623 

付近の休止養 養笈従事者 3人 3 3 3 

10a 当 l以磁鐙:
(153) 

96kg 128 148 140 
査農家より高 1 人当 l以繭致 339kg 500 562 627 

刈桑闘20α の
下呂田口一門 65 71 

条薬約 3， 000 竹原地区 " 50 63 68 

kg を異議し (注) CD ]il桑の繭換算率は，条桑30kg当り瀦 1 kgである。

ているカし 10 ② 44年の( )内数字は，未成築協を除いたものである。

α 当り収議;庶約 150kgはこの貿桑換算収騎霊:104kgを設しヲ|いたものである。

警察受賞者の技街，経営の分析

および普及性と今後の発展方向

このように，規模が大きく生産性の高い護資経営を育てあげた技術，

の内容は， l、ずれも{殴れたものであるが，さらに，経営の合理化を推進する

には，次の点について検討の余地があろう。

まず第 1 点、は，壮盗用薬の収穫方法である。現在は残条式交互法を採用し

ているが，この方法は若干の技術と採染労力を要するが，樹勢をそこなわず

に条桑を収穫することができるので，塁走の生育期間が短い高冷地の条桑収穫

方法としては適切であると思う。しかし，今後さらに経営規模を拡大する場

合には， :1采桑労力を省力化するため，試験，指導機関の意見をきいて専用桑

閣の設読について検討する必要があろう。
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第 2 点は，年間条桑育などの省力投手j;jを積i駆的に導入しているが，各蚕期

の飼育都合は春蚕に重点がおかれている。餌育労働自己分の合理{ヒと施設の効

率的利用を図るには，第 1 点の専用桑閣の設置とも関連するが，各蚕期帰立

f設の等52:化を進めれば，さらに生産性の向上が期待できると思う。

第 3 点は，上ぞくのさい貯桑室を利用しているが，査{乍の安定上，好まし

いことで、ない。中島氏もこの点は十分京知しており， 45年度に貯桑室を新た

に設置する計画を持っているが，ぜひ実行を望みたいものである。

以上述べたとおり，若干改善の余地はあるが，この経営の技術経営内容は

いずれも優れたものであり，その内容は特別のもので、ない。とくに，土地生

産性の向上については，多量の有機物の確保と施用に創意工夫をこらし，土

作りを着実に実行したもので，広く関こん造成築簡に普及できるものである。

ただ，出題は土作りに必要な多設の有機物をどうして集めるかであるが，こ

れは，それぞれの地域の自然条件，経営条例=に応じた方法を工夫し，実行す

ることであれ農家の覚悟し、かんにかかわる問題だと思う。

関こん造成桑園などで、土地生産性があがっていないところは，この経営の

成果を指針ーとして，土作りに一層の精進さと望みたいものである。

中島氏の43年の養蚕所得は 107 万円であるが，氏は，さらに44年度に10α

開こん造成するとともに45年度には離農する開拓農家の現設築罰40a を購入

して養蚕の経営規模を 156α に拡大し，養蚕所得の増大を計闘している。

，長男訓治君は45年 3 月末をもって岐阜県土地改良事業団体連合会を

退職L.，養護経営に取りくむことになっているので，今後は，父子協力して

さらに経営の改詩を図り，一関規模が大きく生産性の高い養蚕告主経営農家

に発模されるよう切望する次第である。
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経営の安定と拡大を目指して

中

fiは，昭和35王手1'<::.養護により，有利-セ安定した淡業経営をしようと，袈仏!
を関怒して，主主Z震を始めたのでありま

す。

当初は， tEお\ 700m の傾斜地で，土

地はあまりよくなく，不慣なところも

あって，述作する蚕j認がたびたびあ

り，桑閣の手入れも十分でなく，はじ

めに期待していたほどの成果がありま

せんでした。しかし，このような自然

条件のわるい高冷地の関こん茶悶で安

定した養蚕経営を行なうには，まず土

作りと作柄の安定合図ることが大事で

あることに気づき，昭和40年頃より土

作り，言語作りと飼育改善に努力してき

ました。

まず，桑閣内にE5舎を建て，和牛の

肥7守合して，堆j或胞などの有機質がい

れやすいようにしました。それに淡道

を完備して，傾斜地での桑鶴作業を便

利にしました。援作については，昭和

島 夫議

40年度淡業構造改殺事業により完工し

た近代的施設の稔主主餓育所で，総Z妥の

飼予言ーがされて，述作の心配がなくなり

ましたが， ヰ':1妥桑関'â:設けてこれに

は，ヨL言語殴形肥料をつかい，充実した

3 令ffl~誌な確保し， 4 '""'-J 5 令周桑は!肥

料を思いきってたくさんjjむしたので，

反j同士向上してきました。飼育の改設

には，主'11Æb主主室の改良と綾房機の導入

で， fFT丙が安定したばかりでなく， FAj

冷地でも自然上放が簡単にできるよう

になり，上族の1!iì力化に自信を深めま

した。

これからの設査は，入手を中心とし

た1'p3îたでは，生産公の増加は認めませ

ん。私は今聞の受賞の栄誉を機会に，

なおーj沼経'8の鉱大と安定につとめ，

将米は反収 200kg ， 上繭 3 ， 000kg を悶

擦に，生産予段の翁力化をしていきた

いと思います。
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日本農林漁業振興会長賞受

出品財 養蚕組 A 
Eヨ

受賞者 亀谷養蚕組合

(代表者遠藤間総)

(鳥取県東伯郡大栄町)

鴻養蚕協同体一一受賞者の略歴

この組合は，鳥取県の中央部東伯郡大栄町にある。同町は北は日本海に萌

し，南は中|雪山脈を背にした広大な大山山ろくの・角に位躍し，王子担地ある

いは，ゆるやかな丘陵地よりなり，土壌は火山灰土である。雨と雪が多く，

IU陰特有の湿潤な天候の日が多し、。また，低地では，しばしば晩霜の被害を

うけるO

大栄町は 3 カ村の合併によってできた!fIJ-e，総戸数 2， 000 戸余りのうち，

約 7 部が出家であり， 耕地 1 ， 632ha のうち， 砂丘地 277ha (1796) ，水田

650ha (40形)， ;~~~ぼく地705ha (4396) であって， 1)ゴ当りの平均耕地面積

亀谷養蚕組合所在地略図

N
A
U
P
-
-

兵
庫
果
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重量谷養蚕組合組合員

は 112a である。

かつて，この地帯の農業は薬とかんしょの栽培が慌んで，県内有数の養蚕

地帯であったが，戦後砂丘地にかんがい施設が整備されてから，長いも，す

いか，葉:たばこなど、の商品作物の栽培が行なわれるようになって，生産の構

造が変わり，三誌は黒ぼく地帯にだけに裁縫されるようになった。

農産物の!波売額では米が最も多く (18必)，豚，長いも，すいか，葉たば

こ，梨などがこれについで多く，いずれも 1 億円を超え，まゅは第 6{立であ

る。稲作への依存度の低い地帯で 1 戸当りの販売Îí11は90万円程度で、ある。

屯谷養護組合のある 1t1谷部落は，大栄町のほぼ中央部に{立し， 111絵本線 111

良駅より南南西 2km ぐらいのところにある。おおむね平J!lな黒ぼくの畑作

j也被である。

部務の総戸数98戸のうち，民家戸数は67戸を占め，近くに工場がなし

地帯であるO 養蚕戸数は41戸で，鳥取県中部の主要義湿地帯の仁1-1 (こ位置して

いる。

この組合の設立のi時期は切らかでないが，戦前養護業の践んであった頃は，

蚕糸業組合法に基づく養蚕実行組合(簡易法人)として活動していたが，戦

後同法の廃止にともない，非出資の任意組合に組織がえして，今日に至って

いる。
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組合は養蚕の技術と経営の改議指導と作業の共開化によって，組合員の離

生産性の向上につとめるとともに，繭の共同販売，産資材の共同購入によ

って，収益の確保を闘っている。

組合には41戸の養蚕農家全員が加入し，組合長を中心によく団結し 7 人

の運営委員によって，事業が民主的に:企回し，運営され，地区毎に設ける 8

つの実行涯によって，改善事項が実施されている。

その結果，組合員の養蚕規模は年々拡大し，繭の生産性は高まり，養蚕の

収益はいちじるしく増加しつつある。

このような成果に対し，昭和43年度の近畿・中国・四割地方繭増産推進協

議会主催の蘇生産性向上コンクールにおいて，最も{憂秀と認められ，農林大

臣賞を受賞した。

まゆ十米十紘一一司受賞者の経営概況

まず組合員の経営の実態を概観しよう。亀谷部落の農家67戸のうち，養蚕

農家は41戸，このうち専業農家は22戸で，その農家率は5496 と高し、。第 1 種

兼業は13戸 (3296) ，第 2 種兼業は 6 戸 (1496) となっている。

組合員 1 戸当りの平均農業従事者数は2.8人で，耕作面積は139.5α と割合

に広く，そのうち水田は49.5a ， 普通畑37.6σ で，桑闘が最も広く 52.4α で，

薬闘率は37.696であるO

41戸の養蚕農家のうち32戸は養蚕と稲作と養豚の経営を行なっている。他

は養豚に代えて肥育牛を飼育し，あるいは養豚と肥育牛の両者を銅脊するも

の，乳牛を飼育するものもある。家音の飼育を行なわない者は，わずかに 3

戸のみである。以上のほか若干の養護農家は芝または，すいかの生産も行な

っている。

農産物の生産額は，まゆが最も多く，米，畜産の1院に多く，畜産の中では

豚が多い。

このように亀谷養蚕組合の組合員の経営は，

養豚を組合せるものが多い。

40 -
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つぎに組合員41名で組織する非出資の任意組合である亀谷養護組合は，組

合員の技術舟上のための事業を行なうとともに，繭の販売および蚕種その他

の生底資材の購入を親組合である大栄町農協を通じて共同で行なっている。

組合には組合長，部組合長のほか 7人の運営委員と 8 つの実行班をおき，

これら役員の合議によって，民主的に運営されている。運営委員は会計，築

関，銅育，病虫害，資材，五十賞会 (10a 当り 188kg) ，婦人部のいずれか

一つを担当している。

総合は組合長を中心によくまとまり，たびたび会合を持って協議し，決定

された事項は，主として地区毎に設ける実行班が実施に当るしくみになって

いる。

組合は 1 月の総会において，事業の大綱合定め，運営委員によって具体化

される。組合の事業としては，第 1 は組合員の技術水準の向上のための研修

会，毘省、会などがあるが，この会合には夫婦が揃って出席する。また，新技

術の導入のために組合の負担において展示薬閣や展示飼育所を設ける。第 2

は病虫害の共詞防除や施肥デ…における一斉施肥などの共同作業があり，稚

蚕共同飼育は44年には実施していない。第 3 は資材の共間購入，璃の共同競

売であるが，資材の購入は技術の詩及と関連づけてJ位進している。

また，釈合は晩秋蚕終了後に先進地の見学旅行を行なうほか，毎年12月に

組合独自の蚕糸祭を盛大に実施している。この祭には新技術の展示を担当し

た 6 戸の農家は 1 年間の調査結果と体験発表をもとにして討議を行なうと

ともに，全員による演芸会をも行ない，翌年への発段の糧としている。

多収穫養蚕の推進一一受費者の特色

1. 反収 200kg を自ざして

組合は規模拡大による生産性の向上が，いちじるしいことに注目し，かん

しょや野菜畑を築関iこ転換することをすすめ，年々桑闘の拡大を鴎っている

が，耕地がせまいので， 10a 当り i院繭最古ど大備に引上げる計闘をたてたo 41 

1 月の総会で， 10a 当り 200kgの璃生産~êl擦に対策を検討した。
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重量谷養護組合の桑園

組合の農業統況 (43年)第 1 表

区別

41戸(B) 67戸(A) 数戸

49.5a 20.3ha 35.2ha 回水
?
 

剖
紺

37.6 15.4 35.6 畑通普
地

52.4 21. 5 、
、J
J

L
U
 

(
 

21. 5 関塁走
(
全
面
積
)

0.8 閤樹果

139. ;) 57.2 93. 1 計

207.3 85.0 120.3 林山

346.8 142.2 213.4 部
川

メ弘
口

(b) 
(α) 

(B) 
(A) 

37.696 

組合は，まず県蚕業試験場に依頼して，土壌調宜を実施した。その結果，

20cm までの表層は弱酸性で置換酸度が小さく， りん酸吸収係数はやや強い

ロフ

守主厨桑61. 296 養蚕農家ネ

20cm 以下の深い層は強酸性で器度で，火山灰土としては良い方であるが，

l菅換酸度が大きくりん酸吸収係数が大きい不良土壌であることがわかったO

そこで，組合は試験場に施肥基準の作成を依頼し，施肥デーを設けて，主主

準施nEff.:の実施をすすめた。組合員41戸中38戸は家畜を飼育しているので，

厩肥の増投につとめるとともに，熔りん，石灰などを基準に基いて施用し，

マノレ薬特 3 号， 丸五カ年計画で土壌の改良につとめているO 肥料としては，
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稚蚕条桑苦言

星 2-%のほか多少尿素守ども絡し，成分設では N 41kg , P 26kg, K 14kg と

なっている。

薬閣の管理は敷わらまたは敷革法が，約 7 割に達し，桑閣の表部は有機物

でおおわれているものが多く，省力的な管理法がとり入れられている。

病虫害の防除のため 3 月には「桑かし、がら」を， 6 月には「桑ひめぞう

むし」と「桑かいがらJ を対象にT7.5 を用いて 8 つの実行班毎に桑閣の

共同消惑を実施している。桑鴎は新改植が進んでいるため，樹令20年以上の

ものは全然なし 3 年未満が2496 ， 3 ~ 5 年が1796 もある。

桑の t171種は「大島」が最も多く 42必に達し1"一の瀬」が4096で，これに

ついで多い。[-大島」は鳥取県が桑い縮病予防のため普及したものである。

仕立法は高根刈が6296に迭し，根刈が38であり，用途別にみると，夏秋護

専用桑闘を30必も設践して， r!~大主主に重点をおく義主主に対応している。

2. 全令条桑育の普及

養護は 3 主主期 4 自の婦立を行ない，春蚕は 5 月 10 臼から12 日，初秋蚕は 7

月 15 臼から20民，晩秋蚕は 8 月 28 日， f児々秋査は 9 月 5 臼の揃立となってい

る。

大栄fUJ内には:flt蚕共陪飼育所がなく，すから個別に稚蜜飼育を続けてきた

が，組合員から稚蚕共同飼育の希望が高まり，組合では41é守主稚:æ;共同飼育般

進委員会を設け，養護規模の大きい人，労力不足の人などから薬留を{昔りて

組合が共間管理をするとともに，とりあえず農家の議室 4 カ所な借りて42:4と

から共同飼育を実施した。しかし，掃立金が土自主11 して貯桑に不安を感ずるよ
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屋外条桑脊

うになったこと，試験場のすすめる稚蚕条薬育を実施して，非常にらくに稚

蛮が飼育でき，組合員がその技術を修得したので， 44年度から再び個人館育

に戻った。飼育には 150x 120 x 21cm の木箱を用い 1 日 1 間給桑であるO

;上蚕は居宅内で飼育する農家はほとんどなく，敷地内に専用蚕室を設ける

とか，納屋を利用する者もあるが，約 7 割の農家は桑圏内に試験場の考案に

なる簡易ハウスとかテントを設け条桑育を行なう。また，一部は春蚕期には

露天7ぎてど行なうものもある。したがって，全農家が全令を条桑育による，き

わめて省力的な養蚕を行なっている。

組合では飼育施設の効率的な利用と労働配分の上から，夏秋蚕に重点をお

いている。 43年の掃立最割合は春3696，初秋25.3;:ぢ，晩秋と晩々秋とを合せ

て38.7俗である。

このような養蚕に対応するため，築の仕立収穫法の改良に力を注ぎ，全桑

闘の 3 害IJの夏秋蚕専用菜園を設けている。これらの専用薬障の一部は，春切

りした桑闘を初秋に中間伐採し，晩秋には再発芽したものを分岐部から切り

とるものと，般の薬園は残条残芽収穫法と称して，春査期に中間伐採し，残

条の下方はかき芽収穫を行ない，先端の新梢 2~3 本をそのまま伸して初秋

期?こ伐採し，晩秋には再発芽した校を摘梢するものとする。なお， 7部の兼

用泰間v土夏t刀法により収穫する。

このような桑の収穫法をはじめ露天育，簡易ハウスにおける現地飼育がき

わめて急速に全組合員に普及徹底しているのは，組合の組織的な指導，とく

に展示所の活用などによる実地研修が成果をあげたものと思われる。
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自然上ぞく

3. 上核の改良

従来改良わら族主ど{吏用し，一頭拾いによる上族を行なってきたが，

がよ告加するにつれて，上族主ど省力化ずる必要に追まられ， 41年試験的に改良

i当然族を導入した。一音ß老令の組合員から自然上践に対する反対もあったが，

自然上践は労力の節約だけでなく，繭検定の成績がよいことが明らかとなっ

た。そこで， 42年春には約 3 割の民家が自然上族を導入し，組合は展示所を

利用して技術指導に努めた結果， 42年の晩秋蛮には全農家が組合のあっせん

によって，改良 rl 然、族を購入し，自然上?渓を実施した。

また，組合では繭の共同出荷の前に，婦人部員が 8 つの地区毎に，他地区

の選繭を行なって， i議質の向上空ど商っている。最近は組合で選繭機を設け，

婦人部が責任をもって選璃し，繭格の向上を図っている。なお，この際生ず

る選除繭の販売収入は，すべて婦人部の活動授にぎiてている。

4. 力強い組合の指導

以上のべたように，この組合は改善すべき技術がきわめて;急速に13:及して

いることは驚くほどである。たとえば，自然上族はわずか 2 年で全員が倒育

の全査について実施ずるようになった。

このような成果をあげることがで、きたのは，組合が度々会合をもって，民

主的な組合運営てと i習ったことと，組合役員が割合に若い人が多く，その積板

的な活動;こ負うところが大きいようである。

組合長の遠藤さんは，ょうやく 40歳に達したばかりの働き盛りであり，数

で県の嘱託袈業務及員として，普及指導に手腕を発揮していたが，数
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年前自ら養護の自立経営者となることを決意し，村に帰って農業をはじめた。

帰村後はたちまち推されて養蚕組合長となり，自らの経営ばかりでなく，組

合員の指導にも精力的な活動を続けている。

副総合長で会計も担当する問中さんは，さらに若くて32歳であり，他の運

営委員の平均年令は43歳で，一般に養蚕組合の幹部は老齢者が多いといわれ

ているが，この組合は若い役員の推進力によって，経営の改善が急速に進め

ているとみられる。

農業所得目標 200 万円一一受賞者の技術，経営の分析

およびその普及性と今後の発展方向

1. 養蛋の成果

組合の繭生産最は，年々増加し44年には春凍霜害を受けたにもかかわらず，

41年に比べ 7 割以上も増加している。

養蚕戸数もほとんど変化はないので 1 戸当りの収繭;量も年々噌加して，

44年には 566kgとなり，鳥取県の養蚕農家の 3 倍近い収繭最に達したが，米

成閤が約 3 分の l くらいあるので，今後なお相当増加するものと思われる。

また，組合員間の養蚕規模の開きが少なく，少ないものは 3001屯足らず，

多いものでも 1 トンに達せず， 800kg以上が 4 戸， 600~800kg 12 戸， 400~ 

600kg 16戸， 400kg未満 9 戸となっている。

組合員 1 戸当りの農産物販売収入 150 万円余りのうち，繭は54万円で 2 位

の米16万円をはるかに引き離している。

ここ数年，かんしょ畑や野さい焔が桑固に転換して桑園が増加しているた

め， 10a 当り収繭量は多少増加する程度で， 44年には 108kgであるが，未成

簡を除けば42年に 129kg ， 43年は 138kg ， 44年には春は凍霜害，晩秋には子

害の被害を受けたが， 142kgに達した。しかし，目標の 200kg には相当の距

離がある。

労働の生産性も相当高いように思われるが，指立規模が平均春と晩秋は約

6 箱，初秋約 5 箱と小さいので，なお不十分な聞も見られる。しかし，西日
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本ではきわめて高水準にあるといえる。

この組合は畑作地借で、土地生法性が高い養蚕を農業経営の主柱と定め，か

んしょ畑などの転換により桑閣の拡大( 1 戸当り 41年の35a から44年の52α

へ)を図るとともに， 10α 当りの収繭EEの飛躍的な増加を図ることとした。

議室は夏秋蚕に重点をおいて，労働と飼育施設の効率的な利用を考えた。

一般に労働や施設の利用の聞からは各蚕j切できるだけ均等の掃立がよいこ

とは，わかっていても，桑の収i立が減るおそれがあること，夏秋w;は作柄に

不安があることなどの理府から春蚕に設点がおかれてきたが，この組合では

夏秋蚕の省力化のためには，専用桑闘を設ける必要があること，主義鴎が集落

から離れていることもあって，餌育場所主ど薬臨内に新設したことなどから夏

秋蚕を増加し，築の収穫法としては， iIi命)1叉法を積極的にとり入れている。

このため，かんしょ作などより労働集約的な養護安とり入れても，労力が

不足することがなく，さらに今後の規模拡大も期待できるものと考えられる。

なお， 42年から普及した残条残芳三収穫法の開場に44年夏秋j拐に薬の萎縮病

が発生したため，この収穫法の継続について，疑問をもっているようであっ

たが，すぐれた収穫法であり，ょうやく組合員に定殺した技術であるから，

今後初秋蚕期の収穫法に若干の工夫を加え，継続することを望みたい。

なお，この総合の採用する技術体系は，すでに確認されているものであっ

て，その哲:及性については何等問題がない。

第 2 吉受 敵 の 主主 Jﾆ (1別立/Cg)

今三 次 3長 Z妥 初秋蚕

41 5, 240 1, 527 

42 6,809 3, 012 

43 8,752 4，号74

44 8,357 5, 534 

2. これからの改蓄方針

44年 1 月開恨の組合の総会において， 50:ij三における経常改詳の日擦が定め

られた。これによると，養蚕規模をさらに訟大して，所得の明方nをはかるも
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第 3 表 lO a 当り収繭量および箱E怒り収蔵量

年
桑鴎函積 lO a 当り総収蔵量

箱主主り収繭主主 11 戸当り
未成桑闘を含む|未成桑園を除く

次

kg 

128.71 77.8 

138.3 I 80.9 

141. 5 I 81. 1 

同U

ヴ
d
n

り

d

告

m
h
-
u
P
0

4
ゐ
同

b

宍
υ

のとし，平均的には現在の52a の桑園を65a に拡大し， 10a 当り収繭量は既

定方針どおり 200kgとすることとなった。

農家の労力は今後とも減少することを考えて，さらに省力的な技術を導入

するだけでなく，新たに投資して機棋の導入にもっとめることとし，当面歪

音複合経営を推進するため，現地に蚕畜舎を建設する計画である。

養蚕を中心とする自立経営としては，農業所得の目標 200 万円を，養蚕と

稲作と養豚の複合経営によって，確保することとし，桑閤70α から93万円，

水間60α から30万円，親豚15頭，仔豚 225 頭で78万円の所得をあげる計画を

示し，これを参考として，各組合員は改善計画を樹てている。

さらに組合は44年から経営のタイプ別に 3 戸の;農家を選んで，経営の実態

調査を実施し，今後の改替の資料を得て，改善計画の修正を企図している。

このように，組合は積額的に経営の改善に耳支店忍んで、いるので今後さらに，

競模の拡大が実現し，生産性の向上も期待できる。しかし若い薬閣で相当多

量の有機物を投入しても，未成桑園を除いて10a 当り 140kg台の収繭量で、あ

ることからみると， 41戸の王子均が 200kgに達することは容易なことではない

ように考えられる。したがって，所得 200 万円のうち，約半分を養蚕によっ

て確保しようとすれば，桑閣の規模を計回以上に拡大する必要があろう。
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組合員の農業概況

食主寄家号
V~ J也磁波 菅f jl� 

1熟知11l Z者E 
主主 主t 1.お !3( IJlZ % お{ 〈千円〉

水m 制l 祭関 和牛乳牛 Eま � {長! j馳波及 ま1i0たGり 米 i瀦 芝 回)瓦 Eま その他 苦ト

1 94 G 28 G 62 α 1 頭 露1 lfil 耳f 2 人 21. 。ff1 699.k3 g 112k8 g 376 665 1
0 

76 635 1,752 

2 80 40 97 工年 3 31.5 994.4 117.0 328 944 510 1,782 

3 37 26 41 1 H咜 2 14.0 463.3 126.8 64 440 。 116 620 

4 46 11 36 2 ~I( 2 12.0 394.5 117.6 123 374 497 

5 40 75 25 3 1 J}�- 4 9.0 306.6 133.0 97 290 613 367 1, 367 

6 40 39 49 1 1 ~長 4 17.0 587.9 130.4 104 558 10 56 520 1,238 

7 20 40 34 2 ヨ在 3 12.0 369.7 121. 3 8 351 420 779 

8 40 65 44 3 1 J,tJ 4 15.0 524.2 129.3 117 498 538 313 1,466 

~ 
9 67 70 70 2 2 草f 4 22.25 708.2 104.8 350 672 397 705 2,124 

10 55 60 55 5 1 :lí, 2 18.25 596.1 121. 6 237 566 216 1,516 2,535 

11 11 20 43 2 ~在 1 15.0 541.1 142.3 513 540 1,053 

12 63 30 41 1 宅手 3 15.0 500.9 139.1 196 475 。 131 怨0 1,082 

13 40 60 40 2 耳I 4 13.25 430.4 119.4 124 408 436 968 

14 40 30 50 10 草長 3 16.75 534.6 118.6 80 i 507 2,930 3,517 

15 90 25 95 6 型F 2 31. 5 982.4 125.0 363 933 1,263 165 2,724 

16 90 52 71 w 3 24.75 788.4 125.0 30'f 748 193 10 400 540 2,188 

17 90 30 82 5 w 4 25.75 844.9 119.0 
220896i !B7408 2 

1,078 2,166 

10 250 18 55 40 75 2 24.5 788.2 116.7 104 1,302 

19 I 40 2 !}j: 3 19.25 611.1 124.6 116 580 214 637 

45 I 60 g、リ 18.75 617.4 118.6 i 108 : 586 |出 0.210 i 480 1,620 

21i70 2 I 15.0 508.4 I 133.6 I 307! 482 
1
0 87

1 



口、

a 

jJF 池宮n ぷ |部 再三

百?号
オ :fll 誼員長祭器ヨ f羽LJ' ずし牛

22 33 25 38 1 

23 30 26 36 2 

24 36 26 36 2 

25 32 60 42 2 3 

26 31 30 60 1 

27 60 30 59 

28 80 73 50 2 

29 42 30 42 2 

30 33 30 44 

31 46 45 50 1 1 

32 10 7 38 

33 30 40 40 

34 55 30 53 1 5 

35 90 30 80 3 

36 80 50 55 2 3 

37 30 20 25 2 

38 35 33 20 2 

39 36 , 29 23 3 

40 65 ! 60 67 2 

41 31 40 70 5 

2,030 ,540 2,150i 5 19 71 

G主〉 ① 阪5'G綴中Ljニの{閣のO印は和I1ーを示す。

A32 1j 

H咜 I 
1 ，1在 f

2 ~在

専;

J1J. 

1 ~í[ 

ヰf

1 ~r( 

1 ~I( 

可J

2 m( 

1 ~I( 

1 :llt 

1 ~I( I 
]JJ: 

1 ~在

1 al( 

1 ~在

者J

1年

名5ュ芸2 
議 lit )えl1t E足 +今己,- 詰1 (千円〉

$f .Hf j総生産法当lo7ニ， り 米 関 ;2: 牛;凶}五 その他 計

2 14.0 417.4 119.1 48 396 308 752 

2 12.5 378.2 116.3 60 359 696 1,115 

2 12.5 366.6 109.2 66 348 637 1,051 

3 15.0 499.2 136.7 40 475 463 896 1,874 

3 19.5 617.2! 116.4 40 586 295 921 

3 19.5 I 630.3 I 126,0 2∞ 598 ;0 2RO 1,078 

5 17.25 571. 9 131. 2 360 453 197 178 708 1,896 

2 15.5 471. 4 124.0 128 447 131 657 1,363 

3 15.5 486.6 124.0 68 462 187 717 

3 17.5 562.4 130.6 120 534 213 204 316 1,387 

1 13.5 385.9 110.0 40 366 406 

2 14.5 472.9 157.3 66 449 1 ， 41日 1,925 

3 18.0 605.7! 130. 1 204 575 193 116 1,127 2,215 

2 27.5 901. 8 127.8 368 855 181 936 2,340 

3 19.0 641. 3 135.0 300 609 297 973 2,179 

3 10.0 332.1 150.0 66 315 237 713 1,331 

3 8.5 287.0 143.5 72 272 693 1,037 

2 10.0 331.1 149.7 42 314 897 1,253 

4 21.5 698.8 122.6 306 663 464 136 440 70 2,079 

2 23.0 750.3 137.8 40 720 1,307 2,067 

114 716 23, 208.1 122,5 6,525 O3L, 76808 8 430 25,463 515 62， 18宮

② 10アール当り収綴設は成i蜜i提言1を示す。



団結の力で前進を期す

大栄町

í'Áの地区は養蚕淡家40戸をもって総

織した養蚤組合で，部務の養蚕猿輿を

はかるため，昭和40年以来，今日まで

次の事項を重点に実施日擦をたてて，

組合員一致協力して笑践努力してまい

りました。

1. 経営規模の拡大

2. 養蚕の省力化による経営改善

3. 桑国能率の向上

4. 桑関の集団化

この重点事業の推進については，，*

関係機関の格別な指導と協力をいただ

いたことはもちろんでありますが，こ

の効果を一層高めるため組合として

も，まず組合員の和をはかワ合わせて

I5~欲の向上をねらう。いわゆるムード

作りに手をかけ，組合組織の改革をや

り，特に役員の若がえりをはかりまし

た。次いで技術改撃を絞極的に推進す

るため，組合員が本気で研修するよう

に展示差益家を組合独自で設定して，身

近に現地研修の携をつくるとか，養毅

試験場で毎年実地研修(全員の研修，

役員だけの研修，婦人部の研修)を 2

谷養護組合

~3 回実施するほか，先進地の視察を

行なった。

省カ技術の導入については，自然上

ぞく法，および稚蚕 1 日 1 図絵桑， '辻

蚕現地条桑脊などを実施した。桑図能

率の向上をはかるため，ごとじよう改良

をはじめ，施肥デ{による肥料増施，

および有機質の増施，仕立法の改善を

全組合員が突施した。また“50食会"

を設けて組合員全体の生産能率の向上

に努めた。桑園の集団化については，

換地委員会を設け畑地の交換分合を行

ない， )宗主詳事業によって桑園念集団イじ

した。

このようにして，ょうやく経営規模

の拡大をはかることができ生産性の向

上をみるに至った。今回はからずも受

賞の光栄に浴しましたので，この光栄

にはじないよう組合員は一致問結して

今後一庖経営の改養と，まゆ土民主主に精

励し，昭和50年を目標に養蚕収入が，

200 万円所得の主柱になるよう，力を

合わせて進む覚悟であちます。

(組合長遠藤関雄)
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第 8 田/農業祭受覧者の技術と経営

印刷・発行/昭和45年 3 月 20 告

発行/財団法人日本農林漁業披興会
東京都千代田区霞が関 1 の 2 の 1

制作/社団法人全関農業改良普及協会

東京都港区西新橋 1-5-12

く蚕糸部門>



第8回

農業祭受賞者の
技術と経営
昭和44年度

林産部門



• 1111 ih fl!l'úi却下1:民主におけるj?li 'i干祭々典



→にき

雨 lこもめげず、資出しの主婦でいっぱいの紛市

↓オープンカーの上から沿
道の都民にこたえる長谷川
農相(左)と宮協全中会長

都大路をfi"くパレー 1'-'の機械化部隊



発刊の
、勝

、叫 とば

農業祭は，全国民の農林漁業に対する認識を深め，農林漁業者の技術改善

および経営発展の意欲の高拐を図るための閤民的な祭典として，昭和37年，

農林漁業者に天皇杯がご下賜になることとなった機会に，従来の新穀感謝祭

を発展的に拡充して始められたものである。

この農業祭は，毎年11月 2313 の勤労感謝の祝日を中心として天皇杯授与な

どを行なう式典をはじめ多彩な行事な，農林省と日本農林漁業振興会が各方

面の協力をえて擦{悲してきており，昭和44年度は，その 8 自白を迎えたので

ある。

第 8 副操業祭に参加した農林漁業関係の各種表彰行事は 280 件で，それら

行事において農林大盟賞を受賞したものは 506 点にのぼったが，その中から

農業祭中央審査委員会において 6 部門(農産，関芸，畜jlli，蚕糸，林産およ

び水産部門)ごとに天皇杯が，さらにこれに準ずるものとしての日本農林漁

業按興会会長賞が， 12名(団体を合む)に授与された。

農業祭において表彰されたこれら受賞者の優れた業績こそは，当直する農

林漁業近代化への生きた指標として農林漁業者宅どはじめ農林漁業技術，経営

に関係する各方面の方々に大いに稗益することと思い，ひきつづきここにと

りまとめて印刷に付した次第である。

終りに本警の編集にご協力をいただいた執筆者・および編集協力者各位に対

し深甚の謝意、を表する。

昭和初年 3 月

財団法人 日本農林漁業振興会



産 部 門

天皇杯受賞/石井賀孝
(林業科学技術振興所常任理事/吉井鼎三)

呂本農林漁業振興会長賞受焚/松 下 徳 市一....・...…-……・・…・28

(淡林省林業試験場/-)な I-L! 良 雄)

日本農林漁業張輿会長費受賞/高 寺 欣 --'&'" ......・ H ・.......・ H ・...・ H ・ ..44

(林野庁研究普及課/佐 藤 本)



十三士二士七二ご二天皇杯受

出品財 林業経営

受賞者石井賀孝

(北海道中)11部本別町大字本別字本別基線64)

議天然林改良の実践者一一一受賞者の略歴

石井主主孝氏は郷Æ.福島県で少有三時代を送り，県立安積中学三ど卒業するや，

先代才助氏の経営する北海道中川郡本別町石井組に参加し，製炭・造材なら

びに土木請負に従事した。昭和 9 年 1 月福島県若松歩兵第29連隊に現役兵と

して入隊するまで， 111林労 第 1 罰受賞財所在地I!I告図

普通に専念しながら北海道天

然生二次林の突態をつぶさ

に観察L， *本木の価値を高

めるものは搬出路にあるこ

とを痛感したので、あった。

昭和12年 9 月満期除隊とと

もに即日応在中支各地に転

i践し，向20年 8 月終戦によ

り本別町に復員するまで11

年間の永きにわたって戦時

を含む寧隊生活を経験した

のであった。氏のもつ強毘
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な志と実行力の半ばはその間に堵われたといえよう。復員と同時に石井総

に民り，先代より事業を継承して石井林業と改称するとともに自己山林の経

営に熱意を示し，森林改良と路網整備に若手したのであるO

昭和34年11月に石井林業株式会社主f組織しその社長となり，開時にはi林の

経営権を会社;こ移した(所有権は石井氏に残す)。同36年 5 月綜合産業株式

会社本J.ilj工場を買収，製材・チップ部門を増設して林木の柴約利用を経済的

に可能にした。この会社の資本構成は8096が賀孝氏， 1596が向1ß:ミ， 596が一

般であって，こと「山づくり j に関するかぎり石井氏の方針によって突行さ

れている。会社設立前の林道投資は全部間氏の俗人支出で，昭和34年12月の

公路資金 1 ， 600 万円の借入れも同氏名儀で、行なわれた(これは10カ年賦償還

で制作:12月に終了，元利合計総額2， 173万9， 000円)。

石井氏は路網整備と木村関連工業を通じて林木の集約利用をしながら優良

天然木の保育と人工槌裁の推進を実践しているのである。森林自体はまだ改

良途 j二にあるが， fi自に先んじて生産蕊探を整備された|司氏の経営i拍手腕はも

とより人格的にも地域林業界に信用厚く，広く林業の発展に貢献している。

このことは北海道知主主f初めとする数々の表彰でも切らかであり，そして

今回の栄えある天皇杯受賞となったのである。

警護天然生ニ次林地帯一一地域の概況

1. 自然的条件

本山林は十勝郡浦幌町美濯地の東方にあり， ï苓は問!HJ活エF-にきさり，東は

道有林上浦幌司事王業i区玄6印0~6位2{林;本ねド幻]

もつて境する;ほまぼ三f角行形の一!問ヨ羽j}地白主をfなし，標高150~280mの丘陵性波状地幣

である。

本1*の存在する ìnJ r混IUJ は，向感山脈立ij端 fこ涼を る幌JlI流成で

東方は 716m ~ど最高とする山なみをもって白糠郡音別町に境し，南は太平洋

に回し西は 277m "2ど頂点とする十~)II との分水嶺をもって地図UJHこ，北は本

別川右岸の分水嶺で本別的‘に接している。

7 



木林は本別UlJの南約 16km の地にあるので気象状態は同町に類似すると考

えてよく，年平均混度は 6.90C (1 月 9.80 C, 8 月 22.1 0C) ，降水量は約

700mm/年で少なし とくに 1 月 ~6 月がはなはだしいといういわゆる

平乾燥型である。

池質は第 4 紀隠に属し，火山噴出物取;j'[1t Jíli'i の上に泥板宕腐を有し，その岩

層の上部が破砕風化して土躍に混和した状況を皇している。土壌は南西部と

東北部とで，やや越を具にしているが，全般的に徴砂質壌土で B閉までの深

さは70~90cm，地味良好といえる。

2. 地域森林の概況

(1 ) 浦幌町の土地利用状況

本町では耕地20形，森林74.7忽，また耕地は畑地その他が圧倒的に多く，

水田は 5 忽に過ぎない。森林は私有林と道有林であるが私有林が約60必を占

めている(第 1 表)。

第 1 表土地利用の状況

合計

72, 851 

100. 。

(2 ) 石井山林と関係の深い遊有林

本町内道有林は22. 686haであって， 広葉樹林12~ぢ， 針葉樹林 896，金|広

j見交林8096とし、う状態で，そのうち人工林は 5.3必に過ぎなし、。 60~62林班

は石井山林に接続しており，これを通過せずしては産物の搬出は不 I可能で，

したがって立木伐採も石井林業K. K. が詰負うとし、う密接な関係にあるO

(3 ) 私有林の状況

町内の私有林は31. 705haで， 100ha 以 i二の大所有;訟が面積で、4496を占めて

おり，石芥山林 314， 36ha もその中の 1 人である。私有林の林相は天然生二

次林がほとんどで人工造林地はわずかに 496の 1 ， 259haに過ぎなし、。そこで
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布弁山林における天然生林

1')，:ブ)J的強の mトばれている析から気候的にも地形Í:I'';にも良好な本地!i{の低 ú!:林

分は予期;こ生産性の高い人工林に改良する必要があるとされてし、る。

総濃密蕗網を中心とする林業生産の近代化

一一受賞財の経営概況

1. 経営の背後にあ忍もの

石井氏ーは青年時代に，労務者A として数年間山の中に入り 30数年前の原始的

しこれをとりまく天然生林の実態を身をもって知った。

そしてたとえ，二次生の抵位林分といえども，北海道森林特有の優れた林水

が存在し，その活用はひとえに織出路の整備にかかっていることを深く認識

戦後山林の経;当'に専念:するにおよんでこの考えを実行に移したのであった

が，同時:こ悶および道の北海道林業の謀本的な旅淡の進肢がいやが上にも氏

のとする波宮路綿の実践を助長したものといえよう。この施策は，森林

の生成機能の開発向とに必要な生産基盤と資本装{rlllの充実をはかり，従来の

冬山作業に依存したことに出来するこれらの遅れをとり返えそうとし、うので

ある。
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ともあれ，これら施策が末端に浸透するに先だって石井山林の濃密路網が

完成し，大型機械が導入され経営の近代化が進展したことは氏の卓越した経

営的才腕によるものといえる。

2. 経営方針とその実行

本山林は大正10年に先代が林業を経営する目的をもって 327haを購入し，

戦後の米墾地買収，その後の購入，譲渡を経て現在は 314. 36ha となってい

る。先代液得当時の山林は大窪良木の択伐が繰り返えされた跡地であったo

Eまちに一部の不良林分を皆伐してカラマツを儲栽したが，野鼠の被害により

不成績であったので，その後は萌芽と天然下種による自然生育にまかせた。

もっとも，そのときの残り少ないカラマツが今は立派に生長し9

に「カラマツを先行樹種として植栽し，間伐の都度トドマツを横え，それを

後継林分に育てるJ といいー 叩

うカラマツ保残木施業主ど

考え出させる好資料とは

なった。

ともあれ，この山林は

昭和 5~7年の不況時に

従事労務者を製炭事業に

吸収し，労務雇用の危機

を脱するなど，

全弁としての役割を果た

したのであったO したが

って，この山林を本格的

に林業経営の対象とした

のは，同氏が先代から

業を引き継いでからであ

る。すなわち，自己の体

験と識者の見解にもとづ
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いて，天然生良木を保存育成しつつトドマツを主体に造林する施業を濃密路

網の先行投資のもおこ行なった。

(1 ) 森林改良の進展

まず昭和20年に 0.53ha のカラマツを機栽したが，本格的Iこ造林を始めた

のはお年からであり， 43年までの実行を示せば第 2 表のとおりである。

第 2表造林間絞

すなわち，造林題杭は201. 52となり，全面積の649óを占めるにいたってい

る。部11:見 IIIJの人工林ネ 5Z内外と比絞して石井山林の林種松浜の進捗振りは

素晴らしいといえよう。と同時に天然生林水のf延長木は針広三ど関わず保残さ

れ，とくにトドマツの天然生椛幼樹は支|草木な除去して浅すという細かい配

慮がなされ，いまそれらが旺盛な成長をしている。まさに改良途ーとの森林の

姿をそこにみることができる。だがこれらきめの抑かい施業も濃ぞきな路綿の

整備があってはじめて可能で‘ある。

( 2 ) 路網の整備

石井氏は「森林を工場と ベルトコンベアだ」という。

山林の;場合，それは開時;こ工場自 る機能主了果たしている。本山ド!'

においては幹線林道19， 485mを基幹とし，これ女作業路37， 515mでi'íIì充 L て
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クローバーによる

林道法蛮の保全

した。全長では57kmとなり ha当り 180m を超す高密度で、あ

る。いま路網設定の状況をみるに，路網はエンドレスであり，全区域をまと

める幹線と等高線に応じた作業路，そのし、ずれも回転半径と幅員 (5m) を

大きくとって，長材の搬出をはじめ， トラックの能率的運行を可能にしてい

る。これら路網は昭和31年度から開設され，その総事業費は3， 998万5 ， 000円

であり(第 3 表)，資金は自己3096，農林公賂7096の割合になっている。作業

路が自己資金で造られるのは，開設費が 290円/m の低さであるため，本山

林の天然林 (144m3/ha\ でも立木代金の値とり(注)で賄いうると解してよい。

第 3 表年度J]Jj路網の開設状況

-12 -
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-幅員 5.0m

・勾配 3%程度
.路網はすべて
エンドレス0

・敷砂利は，幹
線は全面，作
業路は軟弱音ß
のみに散布し
他はクローパ

等を矯1mして
法箇を被復。
.横断勾配を山
側につけ，水
分の確保をは
カミる。



(注) 本山林中の沼芯1 1. 5ha, i!i?程1200m3 (N48m', L152m3) の[問所で101m3(N7m3 

L叫mりの伐採をした;場合の計算では幹線のみの場合， 1m3 当り事業費3 ， 022円を

裂するが， f'F;走路空[~fl設したので1， 906Flで済み，益予 11 ， 116円の立木代金の税加

をもたらした(第 4 淡)。

第 4 表 路網整織による伐凶作業授の駁減

れ
一
伐

姿

(2) における 540 ( 1 ) に悶じ

。の作業は不姿となり，その合計百買は 216 (1) に同じ

1 ， 116 円である。 162 (1) に同じ

メ仁〉1、 3, 022 

(U召布143今三訊J)

(3 ) 木村生産の状況

このような濃街路網は立木価格を高め伐採跡地の克新を容易にしている。

そこで本山林からの木材生産であるが，それを支える労務はどうであろうか。

いまはし、ずれの経営においても労務不足に悩まされているが，本 I Li林ではお

井林業K. K. の他の卒業との儲接な関連によって安定した供給が得られて

いる。いま昭和43:if.度の作業加労務所要五?を示すと第 5 表となる。

これらの労務はこのほか石井林業 K. K. の的の仕事に従事することで通

を可能にしている。また労務者を定法させるため，労災保検の力[1入は

もちろん徐宅など)手生施設の充実に訟を用いているO ちなみに，若井氏自身
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第 5 表 .13年度労務所要量

芸書

砂利

.15 I 45 I 浦腕森林組合委託苗悶

513 I 1, 322 I 万 25 日稼{劫

(注) 賃金の選準は男 2， 200門 女 1 ， 200円であるが，伐採は功程払，下刈は請

負による。

は山林の仕事;こ妨げ暮れ，その従事日数は 250 日/年という。

以上のような諸条件によって行なわれた生産実績は第 6 表のとおりで，路

網整備により素材の歩留りは 10096 (注)という集約利用がなされている(林

地に残るは 2cm未満の小枝のみ)。

(注) 一般林にi七しNは 20;;ぢ， L~土 3096 それぞれ高し、。

第 6 '!j受近年の伐採;鼠:と立木代金

立木代金
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塔毅式クレーンによる築材

( 4 ) 経営の収支

本山林では，蓄積一林滋 林業用機械一一工場を機能的に組み合せ生産性の

向上をはかつてきたので，第 6 表でみられるように年平均約 600 万円の立木

収入を得ている。これは山林所有者たる石井氏俗人の手取り金額であるから，

としては正しく黒字であるといえる。いま昭和43年度収支のあらましを

示すと第 7 表ーのようである。

第 7 表 43 年度収支

Uìi{立千円)

(注) 原倒昔u主により逆算して立木代金とするが，本J1l林の場合は所有者石井氏
と会社々長石井氏の関で毎年度初めに契約によって決めている。例えば m3 当り
一般材 N 7， 254門， L 3 ， 148河， N 特殊材 13 ， 205円……というように。林道使

用料はこの木代金に含めるが年次伐採仮il所の施設，林道，その他の補修，新設は

会社の負担とする。また，企業利益は N 一般材1596， N パノレフ・材 5pd・..…と定

め，それ以下の変動のあるときは双方協議の上改めるものとする。

機資源の集約利用と森林改良一一受賞財の特色

山林経営の特色はなんといってもその濃密路網と機械化による生産性の

向上および資源の集約利用にあるO しかもそれが資源掠率的な行き方で、はな

く，あくまで山づくりへの道としてなされていることである。すなわち，天
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然生二次林中の優良木を保残しながら人工造林を進める。石井氏は，かつて

こう書いた“終戦直後理想的な山づくりをやって見たし、とし寸 J詩想は私の執

念となれ昭和33年度から現存立木価格の全額を投入しても林道網を作るべ

きであると考え，その実施に踏み切った"と。ところで石井氏の理想的な由

づくりの詩想は多分に東大北海道演宮林長高橋教授のいわゆる林分施業法の

影響さと受けている。

1. 林分施業法をとり入れての森林改良

この施業法は北海道における択伐作業失敗の反省から出発している。

すなわち， (1) 選木に失敗したこと一一…良木のくり返えし伐採，広葉樹

より針葉樹が多く伐採された，その結果林床にササが多くなり更新が一層困

難になった。 (2 ) 補助造林を行なわなかったこと一一一林地を伐採するとサ

サと雑草がはびこりヨーロツパのように密生する稚樹群を期待できなし、。し

たがって，積極的に補助造林が伴なわない眠り森林は崩壊する。 (3 ) 天然

更新が期待できないところにも択伐作業を行なったこと，の 3 点である。

そこでこれらを考践した林分施業法の原則は次のようになるO

ア，天然林を林分単位に仕分ける。その基準は森林の発達の過程を動的に

とらえ，面積の大小に関係なく，同じ類型の構造の林をー林分単位とする。

ィ，仕分けられた林分ごとに，投下する資本の経済効率を考慮し将来にお

ける材積生長量および価値成長のより有利な増大をはかる適作業を行なう。

ウ，林分ごとに適当した補助造林作業を併用する。

ェ，伐採木の選び方は年令， 1.壬級に関係なしその林分に対し，相対的な

観点、から材穣生長量および価値成長の増大に，より寄与するか苔かによっ

て決める。

オ，各林分ごとに仕分し経営されたー施業団地は一斉林，択伐林，幼壮令

林，混交林，単純林などが適宜に織り込まれ，森林全体としては複雑な容

栢を呈し，土地生産力の悪化を訪ぎ，病虫害，風害などに抵抗力の高い森

林を造成することをねらいとする。

カ，林分施業法においては，従来の蓄積主義より林分成長量主義をとるO
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森林改良の一様相

ところで石井氏はこのような諸原則に fl 日の体験合加

ているのである。

2. 濃密路網と大型機械導入による雀カ林業経営の展開

さí っ

濃密路鰐については既に詳しくのべたが，これが大型機械の導入を可能に

し経営採算を極めて有利にしている。本山林で活動している大型機械はフツレ

ドーザ 1 ，ショベノレロー夕、、 1 ，塔絞式クレーン 2 ，ダンプ 1 ， トラクタ- 1 , 

トラック 2 ，ジープ 2 ，マイクロパス 1 (製J寸工場，木工場の分は掠く)で

あるO 外に小機械としてチェンソ -10，ブッシュクリナ- 5 ，オーガ-1 ，

'-à:保有している (もちろん， これら諸機蹴は本山林以外の石井林業 K. K. 

の他の作業にも使用される)。ともあれ， ここでは林業経営の近代化の姿が

如実に見られる。最初は立木価格の全額を投じてもとの決意で始めた路網整

備も機械化の進展を促し毎年約 600 万円の立木代金をもた

続しえたことは林道の過当投資の懸念を解消してあまりあるといえる。

石井氏もし、う“林道の完壁による立木悩値の間加と作業授の軽減は立木資

産に何等の負担を与えることなしに林道自体において f1平決できる一つの証明

を私に与えた"と。

また経営採算の有利性は他国石井林業 K. K. の製材，チップ部門，販売

部門(長材，パルプ材など)と していること一一つまり本~U;þ"は注文

材の生産をしているともいえる一ーからももたらされる。これも特長の 1 つ

である。
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3. 列状間伐による間伎作業の簡素化

カラマツは最初Jから楠えられた樹種であって 120ha におよび間伐j切に達

しているものも相当ある。そこで列状伐採によって能率的に間伐を行ない，

結局は ha 当り 100 本程変の良木を保残し， 良質のカラマツ老令木を期待す

る。このことは先代の残した50年生のカラマツの立派さ iこヒソトを得たもの

である。間伐跡地にはトドマツた櫛3践し将来はトドマツ林に育成する。ここ

でもチップ工場の存在が間伐材の利用を集約的にしている。

4. 森林施業計画によ~計画的経営

昭和34~38年度の第 1 次経営計四を樹立し，これにもとづいて施業を行な

った。とともに，その結果を記録して照査の資料としているO また昭和43年

に森林法による森林施業計画(昭和44~49年度)を作成し，これによって今

後の経営の計四性が保たれるようになった。

強受賞財の技術，経営の分析および普及性と今後の発展方向

l. 森林の現状

濃密路網の完成によって，森林改良はいちじるしく進展したのであるが，

光来が天然生低位林分から出発したので、まだ改良途上にあるとし、う状況であ

る。いまその一断面ともいうべき令級配置をみると第 8 表のようであるO

2. 濃密路網の効果

まず農林省林野庁の路網の考え方ホをのべると， (1) 幹線は公選などの一

般交通路網と森林J也市を連結し，また森林を貫通して森林の開発と経営を可

能にするもの(経済的林地としての立地条件を与える)， (2) 作業路は機械@

よび作業員などをできるだけ作業地点の近くまで搬入して，集運材作

業をはじめ各種の林内作業主f実施するためのもので，これは伐採・更新・探

育時の一時的な使用に限定されるので，規格・構造は簡単なもの， (3) 濃密

路網は 30mjha 以上をいう，としている(林野庁「国有林林道等整備の拡充

強化について」例年 9 月)。

石井11!林は，まさしくこの基準を他に先じて実施したものであって，以上
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第 8 表森林の現況

(森林施業計闘による)

1I瓦竺空Jl-516-10111 計

面積 ha 191. 961 95.421 9. 131 4.481 0 ヰ -1 1 -I -1-1 201. 52 
人

工
法山吉 N m31 1 1 538!ω81 911 -1 1 -1 -1 -1 -1 日2) 1 (4I ,, O03727 ) 

iJ dl-l 1 -1 -1 -1 -1 -1 1 -1 -1-1 (三附 1
(6 , 046) 

林 五号 討が1-1- 1 吋吋 (10， 0明| (10, O787 ) 1, 07 
天

部積 hal-I-I-I |130411541241360!145011250116 刊 112.84 

三t思~
N m3! -1 -1 1-1-1 -1 必01 吋叫叫叫 3, 986 

然
L 
R1J i 1-1-1-1 川51 1， 39011, 00211, 23811, 4201 山91 1 ， 9421 11 , 092 

林 ftl 計 m3 1 -1 1-1-1 1， 1付 1 ， 3901ω1 1， 7681ω01 1 ， 8751 之 77 15, 078 

合
1

関車~ha 191. 96195. 421 9.13t 4.48113 対 15.25112.45113.60114.50112.50116.811 314.36 

手.; I N 
m31 1 - 1 叫 4481 911 -1 4301 5301 吋叫叫

(4, 0363 2) 5,0 
L m31 _ 1 _ 1 1 - 1, 16511 ， 3901 山[ω811 ， 4201 同91 山| 1(61, 0462 ) 

計《 毛主 青lJ … 1 -1 5381_4181 丸刈 (1O, 07585 ) 16, 1 
令級面積比 96 29.2! 30・ 41 291 1 1. 4.31 4.91 4. 01 4. 3.91 5.41 100.0 

(注) 人工林は針広混交林の樹下繍j践で，上木に良質な天然林が ha ~当り 40-60m3 保残している。

は人工林中の保JJlïl咋?肢で外数とする。

。、,... 



のぐ考え方の好モデノレといえる。このような波街路網の経営にもたらす効果に

ついてはこれまで抽象的にるるのべたとおりであるが，これを昭和43年度資

料によって具体的にしてみよう。

( 1 ) 伐出事業

イ，造材歩留りは 10096 であり一般林に比べ N 2096 , L 3096 偽し、。

ロ，作業費は築材作業がないので30必安くなる。その結果昭和43年度にお

いて~t9 表のような立木代金を石升二氏は得たので、ある。

第9 表 43年度立木代金

[樹私 ;f寸 1蚤 数 i三よ,- 2詳 伝日 金 額 j潟 35 

金f
般材 550 n13 6, 727 月 3, 699,850 門 含カむラマツ間伐材を

紫 特殊材 70 13, 205 92,}, 350 土建材

樹 パルプ材 95 1, 522 1M, 590 
N 

6N， 8王子70均円単/価m3 計 715 4, 768, 790 

広
一般材 79 3, 148 248, 692 

議E 矢木材 654 1, 623 1, 061, 442 

4謁 パノレフ@材ー 331 1, 154 381, 974 
L 

lL，平59均0円単/価1113 晋1- 1, 064 1,692, 108 

メ同弘、 計 1, 779 3, 632 6, 460,898 

そこで伐出作業でどれだけ立木代金に寄与したかさど算出すると，

イ，歩留り増によるもの: N--6， 670円 x 715m3 x 2096 = 953， 810陪

L-1 , 590円 x 1, 064m3 x 3096 = 507 ， 210円

口 1 ， 461 ， 020円

円作業授の減少によるもの:第 4 表でみるように幹線林道のみに比し，

1 ， 116丹1m3 の節減となるので， 1 ， 116円 x 1 , 779m3 = 1 ， 985 ， 364丹，石井

山林の;場合，幹線林道自体一般林より濃密であるから突探はこの額を上回

るわけで、ある。
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(2 ) 造林地J討をの節約

鋭、 5 表でみると地権は 13ha Z.男女65人で実行している。しかも， 伐在と

地獄を一1ftーして行なうので伐出完了のときは地捻は8096仕土るとし、う。した

がって， ha 当りの労働部約は 65人+13ha+0.2xO.8=20人となる。

男女王子均 1 ， 700円/人であるから 1 ， 700円 x20人 x13ha = 442, 000内の節約で

ある。

(3 ) 以上の合計は 3， 888， 384汚となり波搭路網の効果とみられる。この

ほか随時機動力を発揮しえて市況に応じて伐出ずることができる。とくに釘・

葉樹長材の注文生産に応じられるなど経営採算にさらに寄与しているO

3. 施業技術とくに選木方針

林分施業法主f技術的基幹としてとり入れ天然生良木トドマツ，ヤチダモな

どを群状または単木的に保存育成するとともにカラマツ， トドマツなどの人

工植栽，保育などが路網開設によって，きわめてきめ細かにしかも能率よく

行なわれている。とくに間伐も有利にできるようになり，昭和28年 5 月植栽

のカラマツ林1. 6ha合39 可:'.5 Jjに 11 列伐採 2 列保残J の列状間伐を実施し，

1ha 当り純収益(注) 40， 437円をあげたという一般林では望めない施梁探り

である。(注) :総収益から伐出費， 造林?illt (組付け， 下刈りの諸費とそれらの利子

等)を差引し、たもの。

このような森林改良焔業は戦後開始されたので，まだ改良途上にあるにも

かかわらず，立地条件も加わって，針葉樹では8m3jha，広葉樹でも5m3jha

の良好な連年生長を示していることは驚呉に{践する。

ここでこの施薬で極めて重要な選木方針ーをのべよう。それは，

(1) 不良蓄積(枯損木，過熟老令木，病虫害木，形質不良木など)の潟

汰と，有舟針葉樹の稚幼樹を上方または側方から被配する不良広葉樹の伐

採。

(2) 生長去の減退したもの(その林分の生長量増大に寄与できず，しか

も下摺，側方の林水に対し賄容となるもの)。

(3) 有用後継樹はできるだけ多く残L.， トドマツなども傘状とならぬよ
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う芯が立って伸びるように，伐採木を選ぶ。

(4) 小・中径の優良広葉樹は，将来のベニア用材などを目標に群状に残

す。ただし下校が高く枯れ上っており，不定芽の出にくいものは単木で残

してよい。

(5) 針葉樹はササを消滅するに役立ち，広葉樹はそうでなし、から，針，

広混交の択伐林では広葉樹をより多く伐採し，針葉樹のl百1大を考慮する。

等々である(高橋教授「東大北海道演習林における森林施業の控史と現状J

による)。

石井氏はこれらの方針に準拠しながら，自らの体験を生かして実施に当っ

ており，帯広営林局のいわゆる「愛林施業J はまさにこの山林において観る

ことができるO

4. 森林の収益性と関連木材工業

元来，森林経営のi民主主性の向 H土市場との連けい，ことに北海道において

は製材・加工工場とのスムーズな取引によって確保される。ところで本山林

はその点突に中分のない状態といえるO 山林の所有は石井氏で作業の実施は

同氏が社長である石井山林 K. K. ， しかもそれが製材・チップ工場を手広

く経営している。これが濃密路網と相まって資源の集約利用をこの上もなく

向上させ，森林自体の収益性を極度に高めている。いな濃密路網そのものも

この収益性によって開設の進展がもたらされたので-あるO このことは一見過

当投資ともみられる路網が立木資産に食い込むことなく黒字経営を続けてい

ることで明らかである。

あるいはいうであろう， 路網用地は 40ha であって全山林の1296余を占め，

それだけ造林地が狭められていると。これに対して石井氏はつぎのように考

えているO すなわち r全面積 314.4ha から路網用地を除くと 274ha が造

林地となる。もし路網がない場合，造林地の期待価格は 150万円jha とみら

れ， 路線敷となっているところからは， 150万円 x 40ha=6, 000万円が期待

される。一方 40ha の造林地をつぶして路網を開設したが，それによって伐

出費の軽減，木材相場の動向をみて最適期に速かに供給しうることなどを考
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!草するとこの山林で 200万円jha の fmi1各が期待できるとし、ぅ。したがって，

路網のない場合と比べると 50万円jha の設が生じ， 50万河 x274ha = 13, 700 

万円の価格上弁が期待できる。これから造林できなかった損失 6 ， 000万円を

差引き 7， 700万円が路網が生み出した資産となるので，造林地面積の損失を

十分カバーし，さらに資産地の役割も果しているj と(借広営林局:愛林施

業とその実施計l必， 44年11月 29 日 54瓦参照)。

この所論のき皆否はかりに別としてもここまで考えて経営している周到さは

賞賛に{践しよう。

5. 受賞財の普及性

濃密路網により高震の収益性を確保しながら i幻づくりに遜進しているお:;J!二

氏の山林経営の姿それ自体地域林業界に多大の反響を呼び，視察者は跡を絶

たなし、。また本山林を管内に有する帯広営林局では~~&街路網をいわゆる愛林

施業の根幹となし路網整備の段階に応、じて線→fif→間(注) の施業をなし生

産力の高い森林の造成を目指しているのであるが，その好モデルとして本山

林を掲げ織員研修などの場合，必ずこの山林を見せ布井氏の体験談を聴かす

としづ推奨ぶりである。隣践する道有林においても，また然りとし、う状況で

ある。

(注) 天然林の総業において幹線林道および主主主な卒業林道の開設に伴って，ま

ずそれに沿って線形に進め，それ以外の路約の整備によって有;:状となりついにさな

聞に施塁走が行きわたる， これを愛林施主義の進め方としている。

次に全間的にみると， ~i~筏路網を経にとり入れ集約施業を行なっている

ものがないわけで、はなし、。たとえば第10表のようである。

以上いずれも大関積保有者で、それぞれ特徴のある経営をしている。そこで

少なくとも私有林では濃密路絹は大所有者からとし、う考えが先に立つのはJlニ

むを得ないとしても，*小所有林に対しては林業構造改善卒業などの地域振

興的な施策によって路志向の充実をはかり森林組合などの協業をとおして個別

経営の近代化が行なわれることが要請されている。この;場合本山林のごとき
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第10表波密路網による経営実{ÝIJ

(干ii'広営林局「愛林施業とその実施計悶J 44年11月 29 日 50~51頁)

は良い指標となり，その意味においても普及性が認められるといえよう。

6. 問題点と今後の発展方向

森林施業計聞によると現在の天然林 (伐跡地 7.79加を含む) 112. 59ha 

第11表長期の伐採長

伐 採
年 E工

ü話 11'1 立木材絞 主!ーi {郎

昭 44 18.96 ha 134n2 13 3,600 門
45 18.15 1, 308 " 
46 16.35 1,307 " 
47 13.15 1,956 " 
48 17.54 1, 100 " 

84. 15 7,013 " 
IiZ 49~53 115.34 3, 597 " 
(単価は昭和43年度災総)

- 24 

立木代金

4，千872円 I
4.748 

4,744 

7, 100 

3,993 

25 , 457 

13,057 

のうち要改良面積は

61. 72ha で、あって，

これはカラマツ， ト

ドマツの人工林に転

換するとともに残り

51. 12ha は択伐によ

る伐J采を行ない，か

き起し，刈出し， :ffl� 

移植などによるトド

マツの天然下種補整

を行なうことになっ

ている。すなわち，



ノな積の片が今後の改良にまつもので実績の検討にもとづく手落ちのない施

業主f必要とする。 W-Iづくりはこれからだとさえいえる。こ

とに今後の伐採昆: (第11茨)は減少する。とくに昭和 49~53 年度は，年間

719. 4m3 となる。この減少傾向{土後継林分が育つまで続くわけで、あるから，

二民自身も後継者養成に;立を用いる必要があろう。これらの問題を乗り越

えあことも石井氏にとっては?f難な梁ではないはずであるし，かくしてこそ

将米の発m~は期待されるc
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私の林業観「着々寸進の蛸歩」

石

町村知事さんからこのたびの天皇杯

受賞を祝して戴いた色紙には「着々寸

進焔歩 洋々高里鵬飛」と探芸きされて

います。

北海道の自然，特に森林にこよない

愛情を注いでおられる知事さんの林業

に対する心懐として，これを私の心の

なかに納めさしていただきます。

どこまで行けるのか，命ある限り，

寸進のil\íh歩を広い林野に着々と刻み込

んで参りたいと思います。この励みが

やがて限りない緑と寓を後世の人々に

与えることになりましょう。

洋々声~mの鵬Jf官は三世紀の道民達が

歴史の上に書き留めましょう。ちょう

ど風雪百年輝く北海道を築かれた多く

の先人達の苦斗に満ちた歴史を私達が

感謝を以て誇り高く子供達に諮り継ぐ

ように。

は!こそわが命，道こそ I-Liのいのち。

山をみればここにはどのように遂を

入れようか，この道をかけ橋として人

の心を山の心に繋ぐ施策はどうあるこ

とが好ましいのか，私は何時も大地や

林木との対話からこれを知ろうとしま

す。ここに真理を，そして，林業を経

井 賀 孝

営する理念を求めたし、と考えて来まし
ザ胃

I~。

経済性の追及のみでは許されない自

然相手の林業経営がここにはあるはず

であります。

山をわが命としてみつめるとき，何

時も道もまた山の命であると観じない

訳には参りません。

林業経営において，林道網の必要性

を今さら申し上げることはありますま

い。今まで忽は，この「送」を突践林

業を通して十数年一筋に作って来まし

た。

帯広営林局長というよりは，私のよ

き部の一人として私淑する川床先生は

「山こそわがし、のち，道こそ山のいの

ちj の名筆を以て私を祝って下さいま

した。

正に山と共に生きる本物の人間その

ものの，所信でもありましょう。

迂回生産

人間生活の区大な機構現代の特徴の

一つは放しい変化であります。性格上

保守的な林業はこの社会や経済のめま

ぐるしい変化に対応する H反も手段もな

いままに今日に到りました。
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土地産業としてはこの地方地域にお

ける肉類の産業に比して多くの有利性

を持つ林業も，森林資源のJl武幸子が広範

簡にわたり，経済立地の諸条件必ずし

も有利でなしさらに自然環境のきび

しさは造林推進上多くの制約を林業経

営に課しています。

このような地域の林業は申すまでも

なく，労働集約型ではなく，資本集約

の施策体系が強く妥請されることもま

た当然で‘あります。既に林業機械化は

ある程度4進んではおりますが， しかし

これは高館度路網を施策対照地域に適

正に保持しその生産基盤を充実する

とし、ういわゆる迂回生産方式が不可欠

の前提であります。この基盤の設備が

不十分なまま進められて来たところに

今日の林業的困難を一層増大させてい

る原因があります。

愛林施策の体系

よい山とはよい道をもつはiであり，

よい山っくりとはよい道っくりにあり

と徹すべきであります。

時一

一
「愛林施策とその突施計図(昭和44

年11月 2913) 帯広営林局J この音十郎は

今までわれわれが克服できなかった北

方林業経営の弱点安排除して，これ、を

大きく転換せしめようとする緩めて蜜

視すべき思想と技術を盛っています。

きびしい自然環境下にある北方林に

対しまず人間の愛情をもってこれを

包持11 し，道と選木を施策技術の二大伎

として，これを大関税に展開する戦略

経営がはじめて林業に笈場したものと

して高く評価致します。

私のいわんとするところのものも，

またここにつきるものであります。

道}Ittl、業i*産業の命i援を左布する千社

広営林局が，この決訟を下した意義は

緩めて大きなものとなりましょう。 I
この施策をliíüたに進める以外われわ

れの山をよくする手だてはないと信じ

ます。

ゆめこの考え方と実行を帯広m;のみ

の独占とするなかれと念を抑して私の

林楽観といたします。
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日本農林漁業振興会長賞受賞二二二二二

出品財 産 4拘

(乾しいたけ)

受賞者松下徳市
(大分県日田郡大山町大学問大IJ11601)

をしいたけ生産に注ぐ一一一受賞者の略歴

"'"たあまペゃんっくみ ち白

大分県北海部郡津久見村千怒の農家の次男として出生，明治40年，津久見

村南部尋常高等小学校高等科 3 年を終了し，ただちに父の業であるしいたけ

した。全国谷地のしいたけ生産現場を転々としながら技術の研さ

んを重ねた後，大正13~1三現住所に入植した。 以来，自営専業の道を歩んでい

る。このように今臼まで57年間の長きにわたり，しいたけ生産にとり組み，

つとに生産技術，親績などの面で乾しいたけ生産業界の第 1 入者と沼されて

いる。

氏が自家経営の過程で，地域社会，ひいてはわが国しいたけ生産業界に及

ぼした主要な貢献は次の点にある。

L 人工摺場の施設のこうし

樹林地主f整備して楠場とすることが慣行とされてきたが，林地をも

たないため適地に楠場を得ることができなかった当時の松下記は，施設によ

って自然の樹林地に近い環境を人工的に造り，好成績をおさめることに成功

した。この手法は，施設材料の開発とも相まって，フレームや相場付近に人

工橋場を施設する場合に，今日広く一般的に応用されている。
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2.. 松下式乾燥施設の考案

従来，しいたけの乾燥には木炭が熱源として捷用されてきた。松下氏はJitz:

しいたけの品質向上と火災防J/::，省力化を芯:関して，菊?を:院長源とする上回排

@中盤中道式の乾燥施設を考案した。これは後に全自動バーナー式に改良

されている。この施設の普及によって乾しいたけの品質はいちじるしく向上

L，現在もなおよ県内外の生産者聞に広く普及している0

3. 生産技術の普及と業界への賞献

( 1 ) 純粋培養1岩による栽械の普及
うめほ

大分県下には合くから詑自栽取がrrなわれてきたが，昭和17， 8 年頃収!楠

栽培法が，さらに18年に到り，全国でもっとも ljよく純粋培養閣による栽培法

された。松下氏はし、ち平くこれら方法の栽培試験合試み，純粋培養諸

による方法が霞越することを確認して，この世:及を推進した。

後，大分県が宮崎県安抜き，本邦しいたけ生産泣の 3 分の 1 を占め，そ

の8096が輸出向けとし寸首位のgrrさと確立した基礎に，松下氏らの大きなまctlfjl~

がある。

(2 ) 県椎茸農協への寄与

昭和16年以来，県椎茸農協の理事を勤め，とくに33年から37年の同世協の

増資などの商で卒先君範し，今 iヨ OSK として海外において

きわめて信用の高し、大分県椎茸民協発肢の謀略づくりに武献した。

(3 ) しいたけ生産の普及

イ .7k くから県内はもちろん，県外からも講師として招I民;されている。

ロ.昭和25年，高知県の産業留学生を受け入れたのをはじめ，以来毎年県

内外からの研修生を受け入れて指導普及に努めている。さらに研修用施設

なも し，あたかも私設伝習場の している。

ハ.昭和37年から実施された111村青年技術交換研修生の受け入れにも積値

的に協力し，毎年全国から集まる15~30名の研修生女 3 月内指導育成して

いる。

松下総市民は， 鹿実直の人で，旺盛な研究心と事業意欲のも
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ち主で，業界や地元民の信望も淳い。

氏の表彰歴は多いが，特記すべきものとして， 38年11月に「しいたけ栽惜

の改良につくしたj として黄綬褒章， 43年秋に「生涯をしいたけに捧げ，寸

暇さと惜んで乾燥施設改良に研究を重ね，広く業界発展に寄与した」功績によ

り， ~~15 等瑞宝章を受けた。

夫人も33年 4 月，女性林業功労者として表彰された。家庭内は民主的で，

よい後継者にも恵まれ，今後一層の発展が期待される。

しいたけの専業経営一一一経営の概要

1. 経営組織

乾しいたけの生産を目的にする単一(専業)経営である。
たらい;まる

日田市竹旧新I町に事務所を兼ねた住居があり，事業地は大山町出来原にあ

る第 1 事業地と，日回市j青洋寺にある第 2 事業地とに分れる。経営は第 1 ，

第 2 事業地を合わせて 1 体化しており，資金，原・材料および労力の調達，

第 1表家族および常絡の構成

番号 氏 名 年令 続 柄 奇談 業 就ー づ""一与

1 松下徳市 72 主 (経第営2 卒主業i也管理者)
2 1! ハナ 66 ~ 就ー 主建

3 1! 立生 H ~女鮪 (就第 1 業事業 j 

4 1! ヤス子 ..n 長 女 就 業

5 1! 徳三 20 孫 メコ会ι、? 社 員

6 1! 耕作 18 1! 研 修 中

7 1! 秋子 16 1! 高 校 ~I:: 

8 1! スミ子 13 " 中 '学 生

松下京三 34 三(立金女弟婿) 主第 2 事業任地

1! 静香 34 女

女 43 
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住居付近の栽培場

販売，経理などは一元化されている。
たつお

第 1 事業地の管理者は後継者ーである立生氏で，第 2 事業J也の管理者は経営

主が兼ね，京三氏(立生氏の実弟で，三女婿，身分は常備)が主任となって

いる。

家族構成は，第 1 表の通り 8 人であるが，就業者は徳市氏夫妻，立生氏夫

妻の 4 人である。

常備は，京三氏夫妻のft!!.，女 1 名，計 3 名であるO ほかに必要に応じ，臨

時の麗用労務者に依存している。

原水は， 5ha の原木林を所有・育成中であるが，生産規模が大きいため，

現状では大部分購入しているO

2. 経営規模

43年末における所有楠木本数は 111 ， 700本 (1 ， 066m3 ) ， うち発生可能楠木

本数は91 ， 300本である。 43年の生産設は 3， 500kg ， 金額にして650万円弱で

あるO

3. 土地，生産施設および装備

経営地総面積は 9.20haで，このうち所有地部積は8.20ha ， f昔地1. Oha で

ある。これを利用地目別にみると，建物敷 0.23ha，橋場数1. 90ha , 山林

6ha (うちスギ林1ha，クヌギ原木林5ha) ，畑 0.2ha，除地 0.87haから構成

される。

経営全体の施設，装備は第 2 表の通りで，これらはそれぞれ，第 1 閣に示
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すように，第 1 および第 2 事業地に施設配設されている。

第 1 卒業主fuは昭和24年に，第 2 事業地は34年に設置された。第 1 業地は

松下氏の戦後の経営発展の殺を築し、たところであるが，借地の制約がある

ため，規模拡大に際して栂場環境の上からみても交通の便からみても理想的

な条件を備えた第 2 事業地が設置された。それ以降，施設，装備の重点は第

2 事業地におかれている。

務:

第 2 表経営の施設，装備

類 i 数量 i 購入月日|購入金額 がii 考

乾 燥 機 5 

乾 燥 室 4 
11 28~より設置

4, 810,000 F正 475m3

フレーム 2 42年 260,000 26m3 

浸 水 や古f 3 38年 39, 000 

;;~:3!1í.トラック 1 32年 700, 000 I 4 トン

乗 用 E存 1 32年 800, 000 

輪 1 38年 80,000 

作業用動力卒 1 37年 115, 000 

4. 投入と産出

ここ 5 カ年間の年平均原木投入量は，約20， 000本強で，安定的である。発

生型別の種菌投入割合は，春出型70 :秋出型30見当になっているo 43年にお

ける労働投入量は 1 ， 779人で，家族労働が 3796，常傭42%，日傭が2196の割

合を占める。この年の支払労賃は 111万1 ， 000円，物財1ltが 193万0， 000円で，

現金支出では 304万 1 ， 000円の投入が行なわれた。

43 年のしいたけ生産量は 3， 500 kg，その販売額は 645万7， 000 円である。
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第 1 図事業地の日各区!

これからと述の現金支出を控除した現金手取額は， 341万6， 000門になる。

投入と産出を対比すると，投入比率は4796を占める。これに資産の地減せど

勘案すると，所得率はあらまし5096程度と推定される。

5. 労務対策

常事1f 3 名については労災および鰭康保険に加入している。毎年麗用される

日傭に対しては年 1 間慰安旅行を行なうなど、人間関係を配指している。

6. 経営問穏と当高の方針

長期的には用材林業部門と原木自給を基殺とする現在規模程度のしいたけ

生腹部門とからなる林業経営を iヨ擦としているが，当面，原木自給率を5096

にすることをめざしている。しいたけ生産の規模は現状程度にとどめ，栽上段，

管理の集約イヒによって質・;註の向上を図り，一方省力化その的経費の節減に

努め，月If得地加を実現しようとしている。この経営が，こうしん生産地;討に

位[還しながら，どんこ生産を重視しているのはその現われである。
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栴の特色

松下氏の技術の特長を端的に表現すれば， 50余年の長きにわたって体得ーし

た経験投手!ij 'â:科学的，合理的技術によって諜付けし，両者を揮然一体化した

もので，両者の長所をよく活用したものであるといえよう。したがって，こ

の特長は栽培，乾燥の悶工程，各作業ごとに反映され，その結果として，使

秀かつ均一な産物が，大量に，怪常的に生産される基盤となっているのであ
マ

00  

以下，各工程別，作業加の松下氏の技術的特長を，全国的にみられる一般

的な方法，呂田地方の慣行的方法と対比しながら，列挙しよう。

1. 栽培技術上の特色

( 1 )原木

一般的にはナラ，クヌギの~!:r{老木が好まれるが， B EÐJ也方は露地栽培で，

混度の高い場所に楠木をおくため，栂木の寿命を長くするために硬いクヌギ

の中窪木が好まれる。これが松下氏の場合には，肉質のしまった歩留りのよ

いきのこが発生し，楠木が長持ちする，また楠場の単位菌積当りの収容材積

が多いなどの理由から，中窪以上の大佳木を好んで利用する。さらに同一径

級のものでも，日照のよい，府地で生育した年輪轄の綿かいものをより好

む。

( 2 ) 伐採時期

一般に原木の紅葉期から芥立期に伐採されている。呂田地方では，従来，

紅葉期の適期伐採が行なわれてきた。それが次第に適期伐採の慣行が崩れつ

マつあるが，松下氏はつぎのような理由からこれを励行しているO すなわち，

長年の体験から，菌糸の活着・伸長がよく，雑菌の若生が少なく，収最が多

く，また楠持ももよいとしている。伐採適期の判断の指標をつぎの諸点にお

いている。① 全葉の7096が紅葉したとき。@ 立木に蛇目念入れて上り水

下り水がとまり，傷口に涙ほどの甘い水漉がたまる時。③ 立木に詑自を入
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れると生木の場合は樹皮が大きく剥げるが，適期には剥げない。④伐った

ときに変色する紫黒色がややうすくなったとき。

( 3 )伐僻

原木がよく乾燥枯死するように，伐倒方向を見定め，伐倒木が積み重なら

ないように傍jす。

( 4 )葉枯し

一般的には原木の大小により 20~40日，長くて60臼程度と伐採後の一定日

数を基準としている。日街地方では，熱心な栽;培3警はこれに環境条件をも加

味して葉枯し期間を定めているが，多くの場合は一般的なやり方と変らなし、。

松下氏は，伐採後の期間と環境条件宏加味し，さらに間一伐採地でも原木の

大小，方位，山頂と山麓，さらに伐採後の気象状態をも考慮し，葉枯し期聞

をそれぞれ変えている。

( 5 ) 原木の長さ

一般的には地域によりその長さが一定している。日間地方では1. 2~1. 5m

くらいまでの範囲で，各人従来の長さを踏襲している。松下氏は楠場の環境

を考慮して，どんこ宏つくる目的の楠場には長自(1. 5m)，こうしんは短か

目(1. 3m) に玉伐りするO

( 6 )接種

一般的に原木経級，長さなどから容積を基準に種菌f査をきめているが，松

下氏は，種商品種の特性(伸長の遅い春出系統)， 元去の樹皮が厚い原木，

あるいは葉枯し期間中地面に接していた樹皮函などには，種菌を多く接語す

る。

(7 )仮伏せ

松下氏は，小径木および乾燥気味の原水のみ行ない，大径木および生*の

場合は雑閣の防止上行なわない。

(8 )木伏せ

ーサ史的には林内伏せ法や笠木伏4主法が行なわれ，林内伏せの場合は伏込み

地と楠場と i司ーとする場合が多し、。日間地方では伐採跡の線地伏ぜが主で，
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伏込み地と橋場を異ーにする。この方法は伐跡地に伏込むため労力の節減にな

る。松下氏はこの沼田地方の裸地伏せを行ない，とくに罵根筋の通風のよい

ところを選び，また梁枯しのとき地面に接していた樹皮面を上部にして伏込

み(伏替え)，雑菌訪止に注意している。

(9 )楠起し

一般的には，コナラ原木が多く使われるため，クヌギょっ啓i糸の伸長が平

いので，ー夏経過後に起す。日間地方では，クヌギ原木が多いため，コナラ

地帯より龍糸の伸長が遅いので，秋出系統はー夏経過後，春出系は二夏経過

してから越こす。それが松下氏の場合には，伏込み期間に関係なく，楠木が

してから起す点に特色がある。従って，大径木で未熟なものは再伏込み

を行なう。とくに秋出品種は芥切り前に楠起しするようにし，移動による耕

激効果をかねて行なうため，労力の節減および確実な穿切りを行なうことが

できる。

(10) 栂場の選定と整備

一般的にはスギ，ヒノキ，カシ，シイ，竹林などが多くさ当てられ，助風墳

の施設は少ない。日田地方はスギ地帯のため，スギ林内が多く栂場に当てら

れ，県下一帯に防風垣の施設は普及している。松下氏の場合には，春子系お

よびどんこ採取を目的とする場合には，明るく，通見のよい松林および落葉

樹林を使用し，秋出系およびこうしん採取な目的とする場合には低地の林な

どを利用するなど，楠場の選定に第 1 に留意している。

その上，楠場環境を調節するために，上述した人工楠場や防風垣の施設が

行なわれている。防風垣も風の強さに応じて材料の選択，施工方法などを変

えている(例えば，強いところはトタ γ張りとする)。また， 適期採取，採

取の省力化および荷傷みを防止するために，楠;場の韮近距離に乾燥施設を配

し，しいたけ運搬用の軽架線も設置している。楠場浪度，摺木合水量を調

節するために，水道，揚水機の利用も行なわれている。(第 1 閣参照)

(10) 品種の選定

一般的にはいろいろな品種が数多く使われ，このため異銘柄鵠入製品とし
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ホダ場(臼回市済難寺)

て販売するため，価格のmiで不利なことがさるし、。大分県では災銘柄混入によ

る品質低下たさけるために，品種の統一が者[あなどの指導によって背か

ら行なわれたため， な，数少ない しぼられている。松下氏の場合

はこれが一階徹{J&し，務出系 2 秋 111系 2 1野1揺を主体にしている。なお，

楠;場の環境条件を考慮してどんこ系品種，こうしん系lwl極を埠入するよう

慮している。

(11) 発生加の管理

① 若手の前半と明るい楠場ではどんこ採取に概力努力している。すなわち，

11丹頃寡雨なときは 1 月頃の寒子の~"î切りが少なくなるので， 40C 以下にな

るのをまって倒木しておき，寒子の芽切りを促進する。② 泰の後半はこう

しん採液に努力する。すなわち 2 月中・下旬から 3 月にかけての零または

雨を利用して，倒木または撒水打木を行なっている。③ 春さきは雨の後来

賦が強く芽切った幼茸が枯死レやすいので， i'm後に楠場をよく巡回し，乾燥

する場合には雨後で、も撒水している。

(12) 採取

適期採取に努めている。① どんとは 6~7分聞きで，こうしんは 9 分開

きで、採取する。多雨時のこうしんは 8 分間きで採取する。こうしん時期に発

生したきのこで変形のもの(形の乱れたもの)は，どんこで採取する。② 採

取適期までにきのこが成長すれば，たとえ雨中であっても，また翌日降雨模

様の;場合には夜中であっても採取を励行している。“天白どんど'はI刊に当
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てないようとくに注意している。③ 採取寵は品傷みをさけるため，えびら

一枚分が入る程度の小型(径23cm，深さ30cm) のものを能用している。

2. 乾燥設備

(1 ) 松下式乾燥室

① 軍内床面からの熱損失の防止および地下水分の室内への蒸散防止。

この自 ú':)のため，地下約80cm掘り下げ，最底部に約 5cmの赤土，つぎに

割石約60cmを入れ，最上部を約15cmの三和土で固めて，断熱，防混を図

った。

② 放熱管よりの上昇気流の視陵ムラの防止。このため，放熱管と最下

段のえびらの間隔を広げるために，乾燥室および煙管を地下 2mぐ、らい掘

下げ配置している。

③ 熱効率を高めるO 薪の乾燥室にドラム管を使用し，これから出る煙

管を迂回さぜて放熱面積の拡大を図っている。煙突を室内にたてその余熱

利用を闘っている。燃焼宗部分の下には郡栗を布いている。

④ 通風効率を高める。室内温度のムラを少なくするため，排気ロを高

く (約 5m) してドラフト効果をねらった。

⑤ 以上は第 1 事業地に現存する初期松下式乾燥室についてその考案の

論拠を述べたものである。第 2 事業地にその後新設されたものは，ブロッ

ク建，重油ノミーナ一式に改良され，形態は近代化されているが，理論的根

拠は同一である。建築費が安く，小規模栽培者に適するので，全国に広く

使用されている。

(2 ) 東洋式乾燥室(写真参照)

問転乾燥室といわれ，室の中央にえびらを受ける腕金具を取付ける縦軸が

あり，電動機によって回転され，下部に煙道を有L上昇する熱気流によって

乾燥するものである。回転するため室内混度が比較的平均 L，乾燥成績もよ

いとされているが，松下氏はこの乾燥室の熱効率を高めるため，乾燥室の天

井袈から排気ロまでの空間に，さらにえびらを置けるようにして補助乾燥室

として利用することを考え，これを実施している。
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回転乾燥機内部

乾燥療(左奥松下式乾燥室と右:回転乾燥室)
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3. 乾燥操作

( 1 ) 臼和子をえぴらに並べる場合には室内で作業をしているO これは，

直射光線下ではヒ夕、、倒れ，巻込みが強く，色沢が落ちるのでこれを防止する

ためである。

(2 ) 混度・湿度の調節は，長年の経験をもとにした乾操スケジュール

(第 2 関)を作成し，これを標準として操作しているO 乾燥は初期蹴度を 400

Cから始め徐々に上昇させ，最終 1 時間宮íJに祖度を急上昇(約 50 C) させ，

色沢をよくする。このような乾燥によって，シワが少なくなるため，色沢が

よくなるのである。

(3 ) 乾燥室内の上下の混度分布を調べ，しいたけの種類によってえびら

の位買を規整している。すなわち，下段に中葉，中段に大葉，上段にどんこ，

ジャミの 11関に上に i匂って入れているO どんこばかりを乾燥するときには，天

F~l どんこは下から 4~5 段目に入れるなどである。

(4) I日乾燥室で，熱電対型陪測温度計を使っていたのが印象的であった。

費財の特色

受賞の対象となった天白どんこは，輸出向しいたけの最高級訂!として評価

されている。松下氏の出品財は，形状，色沢，呑気など天白どんことしての

特長を備えた，最優秀品で、ある。しかも，それが出I弘財にとどまらず，上述

したすぐれた栽培・乾燥技術を背景にして，優秀な，かつ均一な産物が，む

らなく継続的に，しかも毎年生産されるところに特色があるO

1. どんこ生産上の特色

松下氏の経営方針として，従来のこうしん採取からどんこ採取に重点志向

していることを述べた。これには次のような背景がある。

日開地方は浪度が高く，こうしん地帯であるため，春の降雨によって一斉

に開傘ずる。松下氏は栽培規模が大きいため，こうしん採取を主体にすると

採取期間が短かくなり，ために労働配分および、乾燥能力に問題が生じがちで

あるO そこで，一部はどんこ採取，一部は多雨時および低地の松林などでこ
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うしん採取を計部しているのである。これによって採取期間は長くなり，労

働配分も調整されるし，施設の利用効率も高まり，歩間りのよい，重い，良

質しいたけを安全に生産で、きることになり，経営成果さピ高める結果となって

いる。

どんこ採取のために以下のような諸点にとくに留意しているO

( 1 ) 日当りのよい落葉樹林または明るい松林を利用して，できるだけ明

るい，通風のよい環境下で発生させ，採取時期の促進と肉質の充実を図って

いる。これはどんこの採取時期が早ければ早いほど泰子の芽切が多く，増収

となるからで、ある。

(2 ) 幼主平時代に乾燥が激しい時には，少量の撒水を行ない，茸の成長を

維持する。

(3 ) 原木は，クヌギ15年生以上で，註箆 15~25cm 程度の太いものを使

用し，小粒どんこの発生を減らし，肉質の充実した品主語いのよいものを採る

ことに務める。

(4 ) こうしん発生時期でも変形のものはどんこで、採る。

(5 ) 椅場の通風せどこうしん発生時よりよくし，楠;場部度をあげないよう

にする。

( 6 ) 傘に天自の亀裂ができるのは，切るい場所で通風のよい場合に傘の

内部肉質が充実成長するためで、ある。従って，どんこが発生した場合には，

できるだけ天白どんこに成長するように橋場管理に努める。

(7 ) 天白どんこは採取前に雨に当てないように注意する。降雨の心配が

ある場合は FfI.採りや夜間採取も笑施している。

2. 技術の評価

これまで述べた技術的評価は，産物の銘柄，品等および価格に反映する。

43年度の産物について，県椎茸農協銘柄別集荷割合と松下氏の生産割合を比

較するとつぎのようになる。

春子， ;fj~子の生産を通じて， )ff1:椎茸農協の場合，天白どんこ1. 496，その

飽どんこ 22.196，こうしん 76.596に対し，松下氏は，天由どんこ 3.796，そ
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の他どんこ22.996，こうしん73.4%となっているO この結果から，松下氏の

場合，こうしん地帯に属しているにもかかわらず，県下の生産水準に比べ，

どんこの生産割合が高く，とりわけ天白どんこの比率が高いことが例証され

る。

第 3 関は最近 5 ヵ年間の松下氏の年平均販売価格と県椎茸農協のそれを比

較したものであるが，いずれの年も松下氏の販売価格が15~2096方高い。こ

れはどんこ，こうしんを関わず，生産物の品質が優れていることを示すもの

で、ある。

同
2,000 

円
1,000 

39 

第 3~ 年次別販売価格の比較

40 42 何年41 
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しいたけ栽培ひとすじに50年

松

このたび第 8 間段楽祭に参加させて

いただきまして，日本淡林漁業綴照会

長賞受賞の光栄に浴しましたことは，

ひとえに皆機方の御支援のj協と深謝い

たしております。私もしいたけ作り

筋に，この道50年安経験と研究をつみ

かさねてまいりました。この長い若手月

には文字で設きあらわされない苦心苦

労がありました。日夜たゆまぬ努力を

してまいりましたが，その甲斐あって

昭和38年 11月に，資授袈2訟を受設いた

し昭和43年11月に， íWLn.等端宝主主を

受章いたしました。これも，ひとえに

しいたけ生みの親でもある森喜作先生

の種駒のお際と，皆様方のお力添えの

賜と心から感謝している次第でござい

ます。まず，しいたけを作ることは，

第一に人巡り，第二に栂作り，第三に

茸作り，とし、う )1反序になるようです

が，何と$しましても相場の選定が大

事で，栂場のいかんによって品質が

大きく左右されます。また，どんなに

よいしいたけが生えたとしても採取の

時期をとりはずしたら，これまたよい

品はとれません。銘柄別に採取i時期に

気を配らなければなりませんが，どん

下 徳 市

なによいしいたけを採取しましても乾

燥の仕方が恋かったら一転してしまい

ます。なお，またよい仰を作るにして

も，適j羽伐採・適期玉切り・接績を・行

ない，伏込み;場所もできるだけ束I初旬

きを選び，あらゆる聞に注訟をはらわ

ねばなり玄せん。総{ノl主主従において総合

点数 100 ぷのJl寺，やっと，よいしいた

けができるということになりますが，

この点につきましては，研修生や~E

i1E者の方々にも十分指導いたしてま

いりました。私は大山町と El El3市に卒

業所をもち，毎年 600 石程rrtの原木を

伐採して 4~50 万個の穏駒を佼瓜して

おります。これからは原木lí!'g{呆に重点

をおかねばなりません。毎年徐々にく

ぬぎの櫛林をし肥惰育成につとめて

います。現在決梁に残る?!?年が少なく

なっていく現状ですが，その原図は淡

栄の見通しがI鴎いからではないでしょ

うか。しいたけは，まだまだ先の見通

しが関るいよう(;こ思われます。淡業の

かたわらしいたけ栽培をとりいれ，~

地にはくぬぎを;ffu林して，日本しいた

けがますます発渓せられるよう念願し

ている次第です。
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賞者の略歴

岡本農林漁業振興会長賞受賞二二二

出品財

;ss:t~ I官.. .::::tt:.. 
F又」ミイ当

肥塔林地

高寺欣
(秋田県{IJI北郡南外村筒坂戸76の 1 ) 

さんの住む南外村は，秋田県のほぼ中央に位践し，総面積約 1万ha ，

うち約8096が林野という山村である o [1:\羽丘りょう地帯に属するため，標高

は比較的fI&~ 、小丘りょう状の起伏の多い地形で，村の中央を雄物川が北流し，

耕地はその流域に開けているO

さんの家は，奥羽本t)jl，神宮寺駅から 9km 南外線の温泉行きパスで

約四分，坊国に下車し徒歩で約20分，雄物川と楢岡JII の合流するあたりにあ

って，雄物川沿い

の平地一面の水自

治f 日の前に望む低

いI王りょうを背に

して建っている。

所有する I L!林は，

第 1 悶のように自

宅からあまり速く

ないところにまと

まっており恵まれ

第 1 図受賞者所在地付近略図
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た環境にある。

さんは，このような環境において，若いころよりぎして自らの生業

と地成社会の発肢のためにきわめて精力的に活躍してきた。大正中期には，

頻発する水害をさけて畑作収入の確保と林種転換を目的として，間作を導入

し，それ以来，約半世紀の長きにわたって間作および林地肥培の方法に改替

を加えながら今日にいたっている。その間，持ち前の研究熱心と行動力を駆

倍して，いわゆる「混農林業」の確立に努力してきたのであるO 周知のよう

に林地肥核・が一般に関心をもたれるようになったのは，ごく車rr ししこの点

においても高寺さんは林地肥培の先駆者であるといえよう。今回の受賞J休分

だけが格別にすぐれているわけで、はなく，造林可能な約 15ha の商積は既に

スギ肥清林になっている。日本林地肥培協会主催の第一田林地IJ~培コンクー

ノレにおいて既に林野庁長官賞たうけており，今悶は 2 凹自の受賞であり，高

守''ðんの農林経営'の中に林地11巴i部土完全に定しているといえよう。そのほ

か林業関係だけでも同じく農業祭参加の林業経営推奨行事で、林野庁長官賞を

はじめ，経営コンクーノレ，造林コンクーノレなどにおいての受賞や，普及事業

などの功労者としての感謝状などを各方部からうけ，設近10ヵ:4二関だけでも，

主なるもの18聞にも及んでいるO また，このよう さんの活躍の場は，

主農林業J に限られているーわけではない。戦前においては村会議員その他

村内の要職に就いて地域社会の発肢に寄与二するとともに，とくに戦前は卓越

した軍馬生産者として著名であり，再三の表彰躍がある。またlì没後において

は，果樹経常の閣でもすぐれた能力を発揮しているなど，高寺さんの進取の

と果敢な実行力および，家族全員の全面的な協力に支えられながら地域

社会の発肢の実際的指導者として，きわめてE主要な役割を果しつつある。

また，高守=さんの家族は， I認寺さん夫姿，娘夫婦，孫夫婦とその子弟の三

代にわたる家庭:で高寺さんはそのよき指導者であり理解者であって，まこと

に内消íìな家庭をつくっている。

機受賞者の経営概況
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高寺さんの農家経営は，第 1 表のとおり， 水f]， 畑， 3. 49ha , 果樹閤

2.40ha，林野 22.94ha (内クリ園0.7ha) の経営のほか，役肉牛 2 頭，にわ

とり 30羽を飼育し，なめこ，しいたけの栽培も行なっており，稲作と果樹お

第 1表経営規模 (ha) 

備考

特殊樹林はクリ組栽地

(注) 人工林18.24のうちに記名共有林の持分3.40haを含み現在無立木地(造林予定)

よび山林の複合経営である。農業所得ーのうち約70労が水稲，ついで果樹から

約1096で，林業所得では，現在，まだ伐期に達した林分がないことから間投

材のほか，なめこ，しいたけの収入がある程度であるO

さんの林業経営の方針は，全所有山林を用材林に転換することを目擦

において，年々 0.2~0.4ha を自家労力に無理のない範囲で植林を行なうこ

とにあり，既に所有111林面積の7096近くまでが人工林化しているO その令級

別面積は，第 2 表のようになっていて，構成はややアンパランスの状態にな

第 2表令級別森林商絞 (ha) (43.10現在)

令級 主F4-

スギ 14.69 人工林

O. 15 O. 15 /f 

0.74 0.55 1. 41 2.70 

0.70 

3.40 

計 3.40 2.61 9.31 I 3.62 I 0.46 I 2.24 

っているが，それで、も長年にわたる造林の成果を示し休木資産の可及的な

充実がはかられているO

経営の特長は，前作(スイカ)， 間作(甘しょ，大小豆)ならびに施肥に
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よる林地肥培と集約的な保育作業にある。高寺さんが前作および間作を始め

たのは，約48年前からで，毎年，雄物川の水害による作物の減収を補うため，

山を一時畑地として利用したのがはじまりであるとし寸。以来，山林の大部

分が自家から近距離にあることや，林地の大部分が緩傾斜で市められていて，

前作や間作を行なうのに有利な条件に恵まれていたこともあるが，人工林の

ほとんど全部が肥;埼林で，しかもいずれも立派な成績を示していることは，

高寺さんの生来の研究熱心と旺盛な符動力の所産であって，技術的にも経営

的にもすばらしいものであるO

機受賞財の特色

受賞財となった肥培林は，高寺さんの2まから北西方約 1km のところの南

向きの 100前後の緩傾斜の下部から中腹にかけた函積 0.2ha の林である。本

数は304本 (ha あたり 1 ， 520本)であるが，その生長は既に王子均樹高 13m を

越し，これが14年生の林分かと驚くばかりである。

この生長は，秋田地方のスギ林分収穫表による地位別樹高で有地位上に較べ

第 2 函 南ミ子氏の経営I1lt*

ムム

11 年生
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ても1. 7 倍強にもなり，この

地方の22~23年生の林に匹散

するすばらしいものであるO

しかもこの地方の豪雪にも屈

せず，材質的にもきわめて鰭

全に成林していることは，賞

賛に値いすると思われる。以

下，このようなJJB:l'吉林がどの

ようにしてできたのか，高寺

さんの施策方法などをみなが

らその特色を検討してみよう。

1. 立地条件

林地は，丘陵地の第三紀踏



肥培林の全景 ßI':培林内

頁岩を母材とした残積土からなり，全般的に粘質で構造の発達は貧弱である

が，腐植の惨透は深い。土壌裂はBD型で A，層は暗黒褐色を主乏し， O~18cm 

の深さの腐槌に富む植壌土で塊状構造を示し， A2 層は ， 18~50cmの深さで

黒褐色を呈する腐植に富む埴土であるが， A，層の上部および A2 層はカベ状

構造を呈している。また， B層は， 50~80cm の深さの埴土で堅関， h高植

に乏しく重粘土である。なお，酸性が強く，燐酸吸収力の強い土壌である。

以上のように，この林地の土壌の理化学性は自然のままでは必ずしもスギ

の生育に好適とはいえなし、。気象状況は，年平均気温 12.30C ， 年間降雨量

2， 100mm，最大積雪深1l0cmとなっている。

2. 肥培林の現況

受賞林分を毎木調査した結果の樹高ならびに胸高周囲の階層部本数は第 3

表のとおりであるが，王子均樹高 13. 3m，平均胸高直径では 18.5cmで平均単

木材積O.1809mヘ 1haあたりに換算すると 275m3以上の材積となっている。
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高寺さんの造林地はほとんど全部が肥培されているため，近くにこの林分と

比較する林がないので，秋田地方の林分収穫表と標準木の樹幹析解したもの

第 3 表 受賞杷i音林の樹高ならびに)陶i潟周到I務2iU本数 (43年10月)

*数 21 30 81 

1O~1l 11~12 12~13 

45~55 55~65 65~75 

ヌド 数 96 144 56 

とを樹高で比較してみると ðg 3 留のようになり，いかに生長がよし、かが一日

でわかると思う。

第 3 図探準木の主主j高生;反

m
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高樹

2 3 4 5 6' 7 8 8 10 11 12 13 14 15 
(林令.年〕
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3. 造林方法

(1 ) 地ごしらえ

受賞肥培林分の植栽前は，ナラ，クリを主体とする10年生前後の天然生広

葉樹林で，昭和28年に皆伐し，翌29年 4 月から 5 月上旬にかけて全面地ごし

らえを O.lhaあたり 5 人以上をかけて撤底して行なった。なお，その際，同

時に林内にリヤカーの通る作業道を施設して作業能率の向上をはかつているO

そして 5 月中旬には急斜地を除いてスイカを栽培(前作)し，株毎に第 4

表の施肥を行なっているO

(2 ) 揃えつけ

植えつけは，前作のスイカを収穫したあと秋の10月，森林組合を通じて購

入した秋田系スギ部 3 年生の大苗 (40~50cm) をていねいに植えつけてい

る。槌付けにあたっては，前もって径40cm，深さ30cmの植穴を掘っておき，

櫛栽 1 週間前に植穴庇に硫安52g，過燐酸石灰45g，硫酸加盟 22gを施肥して

おくとともに槌付けの際，スイカ栽培の肥えた土を植穴に入れるとともに根

元に土ょせを行なって， iRの発達さと促進している。

(3 )保育

植えつけ終了とともに植栽木ごとに「シノダケ」を支柱として積雪による

倒伏を防止し，翌春から 4 年間は根ふみ，零起しを行なって根元社長りの防止

につとめている。また， 1箔栽木に対する施肥と作物の収穫をねらいとして，

糠栽盟主{三の 5 月には甘しょを 3 年院には大豆を間作して，第 4 表の肥料をそ

れぞれパラマキしている。

第 4 表 前作，間作物に立せする施肥主主

前{湾作物

総裁前|スイカ

肥料および施肥主主(lOa あたり)

柏詩文 2何 i サ 務|苦it安7.5kg，過燐駿石灰7.51也硫脚阻5kg

総裁 3 年 êl I 大 主主 i 硫安4.95kg，逃燐絞石氏4.95kg，硫酸加笈1. 0kg

下刈作業は，地ごしらえをト分に災施することや， /ÌÍT作および間作を行な
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地表面近く(上)
と地中深く(下)
の根の状態

うため，一般造林地のようには卒が生えないので，あまり労力は必要としな

いがそれでも植栽後 2 年聞は，年 2 由実施し，刈りとった下車はその都度，

植栽木の根周囲に敷いて土壌の乾燥防止と有機質肥料の補給涼としているO

校打ちは 8 年生より開始している。など条約的な肥i奇管理および保育管理が

行なわれている。

(4 ) 肥培管理の特色

以上造林方法のあらましであるが，この高王子さんの施肥法，とくに肥培管

理についてもう少しみてみよう。

まず，高寺さんの肥培林は吉trf乍と間作を行なうことにより林地が耕綜され，

土壌の理学的性質を良くしていることである。また前・間作物に対する施肥

は，前作のスイカの;場合は，その位置からみて槌栽木に吸収される分は少な

いと思われるが，この跡の肥えた土をスギの穴ilíÏおよび絞元に入れるので，

この肥えたこと擦を通じて肥料分を与えており，また，間作物の1:1"しょと大豆

に施肥Lたものは地表面パラマキであることから，当然槌栽木にもある程度

吸収されている。
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このように高寺さんの肥培は，前・間作ならびに槌穴を大きく掘ることに

よる耕転効巣と植穴底施肥，肥えた土を穴椴および根元に集めることにより

根が下方ばかりでなく地表面近くにもとくに内生菌根をよく発達させ，これ

が養分吸収に役立っている。つまり，前項でづ二擦について述べたように，そ

の構造や土性があまりよくなく，かっ，燐酸吸収力の強い土壌に対して，櫛

栽木が養分を十分に吸収されるような施肥法をしたために，このような生長

を促したと考えられる。写真は標準水の伐根で， ~.艮の発達の状態がわかる。

そのほか，下車の根元覆いも地力維持に少なからず役立つていると思われる。

なお，いままで述べてきた肥培の方法は高寺さんの標準的なやり方であって，

間作のできない条件のわるいところは 3 問ないし 4 回連続施肥を行なうとか，

2 年目以降の追肥としてー揺りの肥料を根元にまいて，傾斜の上方の土をか

ぶせる，いわゆる「ホツカケj を行なうなど，林地の条例=に応じて肥培の方

法令変えている。

(5 ) 経営的特色

前作と間作を行なうことにより山林の高度利用がはかられ，少なからぬ農

作物の収入がもたらされている。しかもこの収入によって第 S 表の受賞肥土資

材;の当初 3 カ年の収支計算をみてもわかるとおり，前・間作および植栽時に

投下された肥料代はもとより，前・間作物の種苗代，スキl岩木代および労働

貨のすべて営団収している。

また，労働部では，家族 6 人の自家労力で農家経営のほとんどが営まれて

いるが，それぞれ細目の分担はきめず仕事の軽重によって各人が参加してい

る o 43年度における家族の就労状況は第 6 表のとおりで，林業部門と農業部

門との就労比率は33: 67となっている。また年間の月別の作業配分からも農

業部門との調整がとられていて労働配分が適正に行なわれているといえよう。

かくして，高寺さんの林業経営は，逐次規模の拡大をはかりつつ，前・間

作と肥培林を中心にした合理的な経営が恵まれた自家労力の適正な労働配分

と柏まってすすめられており，高寺さんのいわゆる「混農林業」が確立され

つつあるといってよいであろう。
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第 5表受賞肥培林の当初 3 カ年のi収支吾[-針。 (0.2ha)
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第 6 表 高ミ子氏の43年における月;auの労働配分(沼)

月 ;au 2 

手本 業 i 01 1.2 
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30.6 23.0 40.8 

62.7 41.81 53.21 
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機受賞者の技術，経堂の分析および普及性と今後の発畏方向

さんの肥j若林について，今までみてきたが，なぜこのようなすぐれた

林ができたのか，もう一度ふり返ってみよう。

まず0(~ーに櫛栽木の摂の発達がきわめてよいことがあげられよう。このこ

とは前記のとおり標準水の伐根から確められた。このような線系を発達させ

た原因の一つは，林地の耕抵である o *JI 伝は土壌の物理性をよくし，肥料の

分解を促すなどの効果のあることは，今さらいうまでもないが，農閑期を利

用しての徹底した全面地ごしらえ，前・間作物栽i音による林地の耕怒，植付

け時の杭穴を大きく掘りよく耕怒していることなどは，とくにこの林泌が水

や空気の流通が比較的わるいしまった残積土で、あることから，ことさら耕抵

の効果が発揮され，根系の発迷を{足し，肥効を高めたものと思われる。

つぎに考えられることは合理的な施肥法である。植付けー時の植穴底施肥は，

肥料を最も有効に効かす方法であって，従来の肥培コンクーノレで、上位で、入賞

した林分は，ほとんどがこのような方法がとられている。これは根系を下方

によく張らぜる最善の方法であれそれに加えて，植穴にI荷作のスイカの把

えたことを入れて槌付けていることもみのがせない。また一方， ;fi宣栽木の根元

への肥えた土の土ょせは，地際のところにヒゲ摂(とくに内生菌根)の発達

を促し，養分吸収に役立てられている。また，間作物に対するパラマキ施肥

は，植木にも利用され，地表面近くの根系の発達三ど促している，など高寺

さんの肥;培は理にかなった方法であるといえる。このほか，化学IJ巴料を主体

としたこの把培林では，下刈りの際の刈りとった下車などの根元覆いは，腐

植質の補給源としてきわめて重要で、あり，徐々に植栽木に吸収されるととも

に土壌の理化学的性質の改善に少なからず役立っていると考えられ，きわめ

て適切な措置といえる。

また，施肥量では植付け時の苗木 1 本あたりの施肥量な肥料成分主主でみる

とチッソ1O.9g， リンサン 7.2g，カワ 11.0gとなるが，このうちとくに， リ
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ンサンおよびカリが一般の基準(芝木博士のN8~12， P5~7， K5~7) に

比して多く，カリはともかくリンサンは初期の生育， とく iに乞干慌艮の発達iにこ寄与

するものでで‘あるのでで、前記の施肥位i誼宣ととも i

恨の発達が養分吸収言をどますす句ます促し，生長をも促進したものと思われる。つ

ぎに施肥に関連して，諜ií長木の樹幹析解からみて材質がきわめて硬いことで

ある。一般に肥培木の材質は軟かいと考えられがちであるが，この肥培*~で

は，植栽!母の施肥でも間作物に対する施胞でも比較的リンサンおよびカリを

多く施用しているために硬く育ったと考えられる。つまり豪雪にも

みごとに成:休していることと考え合わせると，生育初期におけるリンサγお

よびカリの多用と耕転その他によって，これら要素がもっとも有効的に吸収

されているためでもある。そのほか，用いた商木が根元径の太い，恨の発達

したものであることと，てし、ねし、に援を拡げて植えていることも見落すこと

のできない大切なことである。

最後に跨題点として， この肥i楕脅剖j林ネが， わすずご当カか斗 1 凶のj楠涜付i時母の槌穴庇施日肥巴{ほま

か前作およびf間間作のi段t泣i

てきたことは注自されるところでで、あるが，この肥効は何時までも続くもので

はなし、。現に標準木の樹幹析解からでも既に10王子生ごろより年輪幅が念、に狭

くなり，生長のにぶりを表わしており，施J]巴の必要な時期に来ていることを

示している。これからの施肥は，池上部の生長がねらいとなるので窒素質f肥

料に重きを置き， 要素成分比 N:P:K は 20: 10 : 10 ぐらいが適当で、あ

ろう。
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大正12年にはじめた私の林地肥培体験

高

iflE培の動機」

大正中ごろの私の家のくらしは，米

と馬産の収入によっていたが，借金か

ら抜けだすためには111林の活用よりあ

りませんでした。ところが所有山林は

土嬢条件が悪く広葉樹林に被われ，早

期に収入をあげるためには普通の植え

方ではいけないと考え，林転の決定、を

閤めたわけで、す。米単作地帯で自家用

の野菜にも闘っていたので，スギの閣

になすを縮えたら結構収穫があり，翌

年その跡に大小豆をまきました。大正

12年になすの跡にすいかを槌えたら 4

貫目もあるものがとれ大成功し，その

後，間作のため施肥緋うんしたスギの

方が何もしないスギにくらべ生長のよ

いのに気づきました。そこで積極的に

林木に施肥したらと考え，大正12年に

植えたスギに施肥したのが林木施肥の

始めです。

寺 欣

「間作一造林肥培効果」

昭和 9 年績には間作作物の組合せも

家族労働の十分活用できるすいか 甘

しょ一大小豆にかわりました。地ごし

らえは夏や秋の農閑郊に実施し，続穴

も同時に掘ります。あらかじめ掘って

おいた穴に綴付け一週間前に施肥し，

反当り 250 本以下の疎植とし植付け

が終ると一本ごとに「しの竹」を立て

翌春の雪起しの使をはかります。現在

のところ秋田地方スギ収穫表地位一等

地の二倍の生長を示しています。

「これからの経営」

もともと土壌条件がよくなく，目巴効

ぎれのおそれがあるので，今後は間伐

と成木施胞によって全長の持続をばか

りたいと思います。さいわい収入のあ

がる開伐林分が年々増加してくるので

家族労働を十分に生かし，徹底した間

伐と成木施肥に，カを注ぎたいと思い

ます。
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発刊の
、~

」ー とば

農業祭は，全国民の農林漁業に対する認識を深め，農林漁業者の技術改替

および経営発展の意欲の高揚を図るための国民的な祭典として，昭和37年，

農林漁業者に天皇杯がご下賜になることとなった機会に，従来の新穀感謝祭

を発渓的に拡充して始められたものである。

この農業祭は，毎年11月 23 日の勤労感謝の祝日を中心として天皇杯授与な

どを行なう式典をはじめ多彩な行事さと，農林省と日本農林漁業振興会が各方

面の協力をえて部催してきており，昭和44年度は，その 8 回闘を迎えたので

ある。

第 8 回操業祭に参加した農林漁業関係の各種表彰行事は 280 件で，それら

行事において農林大臣賞を受賞したものは 506 点にのぼったが，その中から

農業祭中央審査委員会において 6 部門(農産，閤芸，畜産，蚕糸，林産およ

び水産部門)ごとに天皇杯が，さらにこれに準ずるものとしての日本農林漁

業振興会会長賞が， 12名(団体を含む)に授与された。

農業祭において表彰されたこれら受賞者の優れた業績こそは，当面する農

林漁業近代化への生きた指標として農林漁業者をはじめ農林漁業技術，経営

に関係する各方面の方々に大いに稗益することと思い，ひきつづきここにと

りまとめて印刷に付した次第である。

終りに本警の縞祭にご協力をいただいた執筆者および編集協力者各位に対

し深甚の謝意、な表する。

昭和 45 年 3 月

財団法人 日本農林漁業振興会
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皇杯受賞二二二二二一 一一一三…二二ご二

出品財 ハマチ養殖の経営

受賞者正栄生産組合

代表者 IJI 木 猿

(愛媛県北宇和郡津島町須下)

総相互扶助の精神で当る一一一受賞者の略歴

この地は豊後水道の中央部に突き出した由良半島の突端部にあり，足摺閏

定公園公園地域内で，美くしい風光に窓まれているが，ご予讃本線の終点，

和島駅からパスと船で約 1 時間半かかる，比較的交通不便の辺地である。し

第 i 函正栄生産組合養強場略図

笠

後
。

水、

道

f' j告

宇和島湾

宇和島一嵐 CJï'7') 501ト
嵐- íj'{下(姶) 4-0 介
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たがって，耕地はほとんどなく，哀山はこの地方独特の「耕して天に至るJ

いわゆる，段々よIDが速なっている。

須下部落は戸数87戸であるが，そのうち77戸が漁業を主業とする漁村で、あ

る。この漁業者は下灘漁業協同組合(組合員 734 名，内正総合員 661 名)に

所属している。

愛媛県の昭和43年の漁業生産額は約 170 鰭円であるが， 200 余の島が点在

し，屈曲に富むリヤス式漁岸に7Sまれているので，養殖に適 L，この生産額

のうち40必，約70億円は養殖によって収獲されたものである。

瀬戸内海のノリ，宇和海の真珠を主体とする生産が多いが，ハマチ(ブリ

の子)養殖も年々増加して約2096に達している。

愛媛県のハマチ養殖は表の通り毎年増加しているが，他県よりややおくれ

て普及し，経営体も比較的小規模のものが多いが， の約10必余

に達し， 2 ~3í立を占めるようになっている。

正栄生産組合は魚類養殖を日的として，昭和37年相互扶助の精神に基づい

て21名の組合員で設立されたが，現従の組合員は次の15名である。

組合員名

山本 猿 (49) 組合

Ji;~ B:l芳夫 (43) 専務理事 オミ nl (39) 

�1! 回数男 (40) 理 平田 月ノ1J (27) 

梶田万四郎 (39) 敢 本次郎 (26)

中田 (44) ヌ!;: 祐二郎 (36) 

松本長一郎 (30) 家 )~ (62) 

増田兼 (63) rJ! 仁1 )23) 

東海林鹿男 (35) rl! 口 熊猪 (44) 

この組合の設立者であり設立当時からïJ l続し、て組合長である山本 狩氏は

大正 9 年愛媛県津島IHJ後(ウシ戸)で民之助氏の三男として生れた。地元小

学校を終えてから家業である漁業に従事していたが，兵役に服務，昭和2Hf三

無事帰国してからも引続き地元で、漁業を営んでいた。
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正栄組合のメンバー

ところがここは辺地のため，せっかく漁獲された魚も安く売られるのを見

て，山本氏は昭和23年からみずから，船主ピ持ち，地元魚を主として鮮魚運搬

業に当たり，さらに冷凍魚から活魚も扱うようになった。

第 1 :表ハマチ養殖(淡林統計)

~一ーー---
40 年

786 1,038 1, 285 
経営 愛媛県 (B) 84 185 194 

体 B/A 96 10.7 18.0 15.0 

放 ヰf、ニー 震1 (A) 22 ， 205千尾 26,708 33, 856 
設 愛媛県 (B) 2, 794 4, 183 4, 543 
尾数 B/A /月0/ 12.6 15.7 13.4 

金 国 (A) 18, 083 t 19, 616 26, 434 

愛媛県 (B) 1,730 1, 205 2,968 

B/A /。O/ 9.6 6.2 11. 0 

そのうち，沿岸の漁獲物もだんだん少なくなってきたこともあって，ハマ

チの養殖が瀬戸内海を中心にして発展してきた。

この状態を見て山本氏は養殖に興味を持ち，この海域も地理的条件が養殖

に適していることを知った。そこで，昭和35年，まず俗人で県水産試験場の
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霊安 魚 場

て養殖に着手した。ところが，この地域ではこうした経営ははじ

めてであったので，すべてが最初からやらなけ‘ればならず，忠、わぬ苦労はあ

ったが，この事業はやり方によってはきわめて有利であることを体験した。

当時地元の漁家は沿岸漁業の不振から，その生活は極端に窮迫していた。

そこでlLi木氏はこの漁家の生活を向上させるのは漁船漁業だけで、なく，養殖

業主ど経営する以外にないと信じ，鮮魚連搬業に対して魚'âé提供してくれた地

元の人たちの患に報いるのはこの時であると，この養殖業を自分他人だけの

利益としないで，賛同者とともに分ち合うことを計回した。

しかし小規模経営では成績があがらないと考えたので，規模合大きくし組

合経営とし，正栄生産組合を設立したので、ある。組合は山本組合長を中心に

して，専務理事 1 名，理事，監事:各 1 名(各校期 1 i:j三)と組合員がよく協同

たっているが，組合長の献身的努力が今日の成績を挙げたもの

である。

山本氏は昭和26年所属する下灘漁業揚同組合の部落支部長に選ばれたが，

i昭和羽生f.には後部落代表として組合の理事に選任された。

しかしハマチ義箔場は須下にあるので，昭和初年管理にも便利な須下に思ー

な移し，もっぱら組合長として養猫業に専念するため理事を退いている。

山本氏は突行力あり，犠牲的精神で事に当たるが，またきわめて研究心に

昭和37年にはブワ稚魚(モジャコ)の採捕方法，漁場開発によれ昭

和41年にはハマチ魚病対策の研究によって知事賞を受け，昭和44年には農林
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大臣賞を受賞したのである。このような業績があるので，ハマチ養殖業につ

いては地元だけでなく，県下全般の指導的役割を果している。

級協同して手堅い経営一一一経営概況

1. 経営

組合設立の動機は利益を分ち合いたいからであったが，山本氏が個人で、経

営していた当時の養殖資材は無償で総合に提供した。このとき組合員の中に

はこのことを疑う者もいたし，家族からもそれまでしてやる必要はないと反

対されたほどであったが，初志を貫いて実行し，現在では皆によろこばれて

いる。

出資額は当初は無理をせず，わずか24万円であったが，年々増加して現在

では 284 万円になっている。養殖場は須下部落のすぐ呂の前の海で，管理に

はきわめて便利で、ある。

現在の設備は次の通りである。

小割網 6m立方 (216m3 ) 9 

11 10m深さ 9m (900m3
) 5 

冷蔵庫 1t東 (15 t) 

船舶 1 隻 (18 t , 75馬力，用船)

作業場 1 棟 8m2 

種苗であるモジャコは組合で採捕するが，養魚餌料，資材ーなどは系統級織

を利用して共同購入して支出を節約し，販売については組合長の経験を生か

して，活魚、運搬船で広島県，九州，京阪神方面に競売して辺地の不幸Ijを克服

している。また漁業共済に加入して万一の場合にそなえている。

年間計!習は毎年 3 月の役員会で立てるが，必要の都度会合を開いて協議し，

組合員全員が事業計悶を知って経営に当たっている。

このように慎重な経営をしているため，次表の通りのよい成績をあげてい

る。毎年利援金は増加し，昭和43年度では 552 万円の剰余金を出しているが，

過去 3 カ年の平均利益金は約 500 万円で， 10岸漁業の模範となる堅実な経営
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ということができる。

昭和43年度の貸借対照表および損益計算書は次の通りである。

第 2表貸借対照表(昭和-13年 3 月末)

3安 産 負

(流動資産) 14, 
(流動負債)

現 金 79 
資 掛 金

預 金 1, 764 
ハマチ wl 卸 12, 510 短期借入金

(罰定資産) 1, 202 (資 本)

建 物 23 l品 3安 金

冷 蔵 E草 28 剰当期未処余分利益金}
船 商品 500 

ポ ン ブ 8 

ì((! 具漁網 543 

ン チ 100 

計 15,555 

(注) 貿掛金は県漁連から漁協を通じて鱗入の餌料代

第 3表損益計算書

t員 失 利

37, (養殖収益)
13,380 

ハマチ売上675 
21, 554 稚魚、売上

1, 682 
運搬収入54 

4,865 ハマチ tJllI 釘l
1, 862 

(卒業外Jl又主主)315 
121 その他収入
55 
194 
35 

jJ't 
千円

7, 189 

2, 489 

4, 700 

8,366 

2,843 

5, 52:3 

15, 555 

主主

47, 
32,995 

1, 151 

689 

12, 510 

387 

654 (注) その他の収入は小売およびトロ
63 

箱処分主主

(当期支雑地水修依純道利代払益光待却)家利熱 賃費費費怠費
42 
213 
49'1 
229 
498 
90 

5, 522 
一日』ゐ』…ー

計 47,732 苦i- 47, 732 
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第 4表生 産 実 綴

41 年度 42 年度 43 年度

放養尾数 102, , 82, 510 81, 740 

へい死尾数 27, 2, 740 2, 350 

年[奴売足数 58, 46, 773 51;, 348 
kg 

f71i 販売室長 10, 555 18, 873 9, 704 
千円

日反売金額 5, 703 8 , 073 34, 490 

放設定数 20， 000尾I 17, 500 34, 259 

へい死尾数 50 70 30 

ノfp I mz iJE 足数 尾
19, 950 15, 168 32, 639 

kg 

1(1, I 阪売重量 3, 950 28, 710 56, 362 
千円

販売金額 23, 000 17, 386 29, 657 

2, 2, 850 3, 250 

;: I 1波売重量 570 650 

ギ Jl;:i交金額 239 325 

f耳1 ~t 東主 738,742 815, 587 

自己 メ口'- 1, 200 27 , 440 
止、"う、t 

計 739, 942 8,13 , 027 

街料金額 10, 18, 940 21 , 554 

音1-1 販売室長 15, 025 48, 053 66, 716 

販売金額 28 , 946 25 , 698 34, 472 

2. 経営管理

養魚経営全般については組合長が総括管理し，専務理事が帳簿整理に当た

り，他の理事，監事， (各 1 人)は専務を補佐することにしているが，相互

扶助ゅ病神から協罰して事業iこ当り，利益金の配分は出資金には関係なし

毎日の出勤時聞を記録して，その点数によっている。基準は 1 B 8 時間 8 点

制とし，欠勤の場合は傷病による場合を除いて，それぞれ実情に応じてマイ
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続割、

i
 

J
 

こんで経tぎに当もして公平を期しているので‘不平ーはなく，各自

たっている。

ナス

組合長の方針はおたがし、に仲良く働いて事業成績をあげ，利益は公平に分

それぞれ明るい家庭をつくることにある。けて貧乏からも脱却し，

配分の基準は次の計算式によっている。

ぃ……=1 時間当たり支払金額 (A
全組合員の出勤時間

閑人JJIj勤務時間数=各個人の利益分配額

魚、運搬船は現在は上灘漁協から腐船している。したがって，その船員 4

人は組合員外で，給料としてその一部を負担している。この船員を含めて組

合員は全員組合負担で，災害保険に加入しているO 管理は各自が責任をもっ

っているので非常に行き届いている。このことが養魚成絞のよい大きて

な理由のひとつである。

できるだけ他地域の漁業実態を見せて，仕事:をする上の参また，組合

考にするとともに，いたずらに都会生活にあこがれないように，都市のよい

，思い国も日で確かめる El 的もあって，毎年家族を含めて視察旅行をして

分を広めている。このことは働く意欲を盛り立てるのに大いに役宣ってい

- 13-
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きめ細かい注意で、魚と共に生きる一一受賞財の特色

ハマチ養殖業は昭和 2 年，香川県引田町安土池で故野網氏によって始めら

れたもので，戦争によって一時中断されたが，世の中が落付くにしたがって，

瀬戸内海を中心にして徐々に普及し始めた。

沿岸の高級魚が減少してきたこともあり「とる漁業からつくる漁業」のか

け声に加えて，技術の進歩もあって昭和35年頃から全国的にさかんに養殖さ

れるようになった。

この漁法はハマチの生態上の関係もあって，日本の西，南海域が主であり，

ブリの生産は閣の通りであるが養殖は年々増加している。このように，ハマ

チ養殖業がさかんになってくるにしたがって，種苗，額料，販売面などに問

8 

6 

4 

275ト〉

第 2酪プリの生産量

に二二コ金生産笈

J222ZZ] !l安漉 " 

Bi'J和 36 3ワ 38 39 40 41 

(;;主) 4ô .'i手 l孟概数
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モジャコ

くなってきた。前からあった協会は昭和41年に社団法人全l泣かん水義

と改められ，この事業の指奥に当たっている。

この事業の振興を図るためのひとつとして，昭和44年，協会主催で第 1 問

まち養殖経営選考会が開催された。この選考会に参加したのは，

ハマチ議殖のさかんな長崎県外 79誌で，それぞれ各県かん水器魚関係の間体

が中心で、予選が行なわれ，出品 454 点の中から，小割網養殖11経営体，綿仕

切り養殖 5 経営体の計16経営体が推せんされた。そこでさらに謀総技術，経

内容を詳細に審査した結果，この出品開が最優秀と認められたものである。

愛媛県のハマチ養殖は主として宇和海地域であるが，真珠養殖がまず普及

した関係もあって，ハマチのほうはややおくれて普及している。このように

歴史が比較的新しいにもかかわらず，経営はもちろん，技術面でもたゆまぬ

努力を続けた結果受賞したもので，その特徴をあげると次の通りである。

1. 誰魚(モジャコ)の採檎

議魚場は下灘湾に面して，平均水深は15m，流速1. 5 ノット， J.泉質は砂れ

きで，比較的ハマチ養殖の条件に恵まれているが，愛援!泉水産試験場の指導

主f受けて小割弱肉方法で養殖している。商と南はJiで閉まれているので，風波

の影響は割合いに少なく，今までに風による被害はほとんど受けていない。

種苗はみずから採捕しているが，健全種詰の採捕を第一に考え，けっして無

理な採摘はしていない。
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当初は採捕場所もはっきりせず出漁し， 10 日間さがしても稚魚が発見でき

ず，馬鹿者にされたが， 11 回目に昼食時船を流していたところ，豊後水道の

「水の子灯台J 付近で、流れ藻についたそジャコをようやく発見したという

しい経験もしている。

活魚、運搬の際も，あらかじめ餌は止めて菩養して寵くのであるが，その経

験を生かしている。まして，稚魚は慎重に扱う必要があるし，モジャコ採捕

場所と養殖場の水温差がいちじるしいときは途中で休養，蓄養するなど細心

の注意をして，歩減りを少なくするよう工夫している。

愛蔵県の種苗採捕については山本氏の努力，指導に負うところが大きいの

であるが，県の指導もあって，現在では県全体が健全額苗を採捕し，需給調

整は県漁連が当たり，需給の円滑を留るよう努力している。

2. カワハギの混養

小割網 1 m3 当たり約 60kg 養殖しているが 1 年魚では97.196 ， 2 年魚

では99.996のさ長国率であり，成長度もよい。これは投餌に対するきめ細かい

注意と徹夜した管2理のためで、あるが，カワハギの混養による効用も大きし、。

この付近でカワハギの稚魚は「かご」で、容易に漁獲されるので，現在ハマ

チ 3 尾に対してカワハギ、 1 尾程度の割合いで混養している。この混養は長い

聞の苦心の結果である。

これは山本氏が活魚、運搬している際に，たまたま，養殖ハマチの中にカワ

ハギが混入していたが，このカワハギが広島市でかなり高髄に取引されてい

るのな見た。そこでカワハギを本格的に養殖しようと小割養殖を始めたが，

餌料効率が恵、く失敗してしまった。

その後色々苦心して見たが，結局，ハマチと混器することがよいことに気

づ、いた。しかもカワハギは雑食性なので，網につく付着生物も食べて綿掃除

の役もはたしてくれるし，水温がさがっても食欲が旺盛なので，これに刺激

されるのか，ハマチの餌付きもよくなり，かえって額料効率もよくなること

を発見した。

餌料は地元生産の安い魚のほかに，県漁連から共同購入し，使用時期，経
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営上のことを検討しながらできるだけ配合餌料も加えている。また，最近小

割網に付若する生物をできるだけ少なくするために塗料も使われているが，

ここでは塗料は使ってし、ない。

それは，塗料によって付着物は防げるかも知れないが，それで安心して管

理がおろそかになることを心記しているからである。

カワハギの混養によって付着2物は少なくなるが，綿替えはできるだけ多く

するのが山本氏の持論である。

生物を養うには;魚とともに生きることがたいせつで，養殖も近代化して，

省力化も必要で、あるが，この精神を失ってはならないということである。こ

のように種々の点を考慮した結果，現在ここではこの混合率が最もよいよう

である。

3. 魚病対策

健全な額百を確保するため，とくに稚魚については細心の注意を払って取

扱っているが，病魚の出ないように消毒も実施している。昭和41年にはこの

地方はとくに稚魚のへい死率が高く，各方面で苦心調査の結果ピブリオ菌に

よることはわかったが，薬品効果があまりなかった。それは薬品が経口

あったので，魚に十分食べられなかったことにもよるので，県水産試験場の

指導も受けて薬を完全に食わせるために，グノレテンによって薬と餌をよく固

めて投餌し，効果をあげた。この方法は愛媛県では山本氏がはじめたことで

ある。

また餌料;\l;\の腹の中に薬品を入れて効果をあげたこともある。

た当時t主ベネデイニヤ(皮Ii引こ寄生する吸虫類)であることはわかったが，

その駆諒方法があまりはっきりぜず，各方面から聞いて色々処置したが効果

が出なかった。たまたま，死んだか、を水洗いしていたところ， していた

虫がiさくなって死ぬのを発見した。そこで「これだ!!J と気がついて，淡水

処理方法を発見したこともあった。このようにつねに翻かい観察をし工夫を

加えている。

事業に対しては情熱を傾け，この病f~対策についても，その熱意のあまり，
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す笠 宮耳

淡水消泰(ベネディニア)

上京の上，直接東大の門教授の門をたたいたほどである。その熱意は教授

にも通じて，今でも何かと指導を受けている。

この養殿場所は比較的条件に恵まれているし，管理が行き届いているので

病魚、は少ないほうであるが，病魚が出ると進んで県水試に提供している。ま

た多忙でも毎日の投餌最，養魚;場の水n誌など必要な資料はつねに記録して研

究に当たっている。

4. 密、殖の防止

この地先には真珠も養殖されているが，漁場条件も考慮して，適正網数を

守っている。種苗放養設も種苗が斑漁であっても，一定の数f置を守り，密殖

を戒めている。

これは，資金，労力，販売能力などを考えて，適正な養殖数量としている

のであるが，地先養殖場の使い方も十分考慮して模範を示し，業界の指導に

当たっている。
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養殿場は強後水道に面しているので、比較的水瓶は高い，有利な点、はあるが，

越年養成な主体としている。また最近は，有利である 2 年;魚の養成にも心掛

けて，種萌，養殖場支有効かつ適正に利用することに努めている。

機普及性と今後の発展方向

1.麗 苗

ハマチ養殖業は毎年のびている。しかし，人工ふ化による種苗生産が肢術

的に成功したが，まだ卒業とつながってないので，種誌は天然発生のそジャ

コを採捕しているO しかしそジヤコの採捕が多くなるにしたがって，資源と

の関係が問題になっている。現夜全国のそジャコ養殖尾数が約 3 千万尾であ

るから，この程度ならば定置漁業などブリ漁業に影響はあまりないと推定さ

れている。

へい死率の多い初期モジャコの種菌化，あるいは， \，、ずれ近い将来には人

工ふ化による採苗が企業化されると期待しているが，現在の段階では，採捕

したそジャコをたいせつに扱って，健全な種宙として養殖することが必要で

あり，このように貴重な種であるから，なるべく大きくして，盆を多くする

ことが，資源の活用の上からは望ましいことであるO

2. 養殖

この組合では越年魚、，あるいは 2 年魚としているのは資源の面からも好ま

しいことである。この方向は県内で普及してきたが，養殖場の条件にもよる

が，全国的に進められつつある。また，最近各地先の養瓶事業がさかんにな

るにつれて，密殖の問題が起きている。

せっかく投資して養殖しても，街殖のため思うように生産できない場合が

ある。この場合その付近で養殖されているすべての種類に影響してくるO

これは，もちろん漁業権免許の際に当然考慮されることであるが，これを

行使する各漁業者の心がけいかんにかかっている。たとえば，この地先では

真珠養殖とハマチ養殖は漁場が競合している。最近は真珠養殖がやや不振な

ので，ハマチ養殖が多くなってきているが，漁場条件を考慮してそれぞれ適
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生産魚 (6 カ月， 3.1 kg) 

正規模にすることが必要である。

この組合は総合判断もして，適正養殖をしているのは模範とすべきである。

また，健全な種苗を慎重に養殖することを心がけ，その上で病魚、対策に当

たっているし，この組合の魚とともに生きる態度は養殖の基本である。なお

カワハギをかなり多く混養していることはよい方法で，養殖上種々の利点は

あるが，販売簡でも有利で、ある。

需要の関係もあって，今後の養殖は単一魚種では経営上不利になるので，

多種類の養殖をする必要があるが，それぞれその地先に合った適種が加えら

れることが望ましし、。

3. 販売

ハマチの需要はのびているが，出荷が集中すると問題がある。とくに天然

ハマチなどの関係もあり越年して 1~4 月頃のほうが生産者としては有利で

あり，全体の需給の閣から見てもそのほうが好ましいことである。

さいわいこの地先は漁場条件に恵まれ，越年， 2 年魚が主体となってきて

いるし，さらに活魚運搬船によって，みずから販売していることは，経営を

有利にしている要因である。

今後養殖が発展するにしたがって，服売はますます重要になり，全体とし

ての需給調整が必要で、あって，生産者一組合一県団体一全国団体とつながっ

て出荷体制がとられることが理想である。順次そのような方向に向いつつあ

ることはよろこばしいことである。
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4. 経営体

この組合は現在のところ法的団体になっていないが，協業の形となってい

る。設猿;1~さは管理の面から{tIi]人の企業が一番成約があがる性格を持っている。

この組合では出勤日数による点数制を採用し，協同精神がよく調和して好

成続女絞めているのは模範的経営といえるが，将来はよく検討の上，法的割

引くとしたほうヵ:よし、と思う。

ぎた，今後養殖業:の発展に1'1'なって， より大規模経営のほうがあら

ゆる聞で7毎利となるが，沿岸では協業形態が望ましいと考えるが，それぞれ

の地先の漁場条件もあり，漁協との関係も考慮して，その地域に合った経営

体とする必要がある。

山本氏は治洋漁業の生きる道は養殖にありとさとってハマチ養蟻に当たっ

ているが，その他の魚種の養殖についても研究を進め，さらに，将来はみず

から人工ふ化によって種苦言ど生産し養殖事業の安定を図ることを夢見て，長

男はこの方面の学校で勉学し，臼々生産に励んでいる。この翌日恕はやがて実

現され，真に明るい漁村が各地に生れることを期待している。
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つくる漁業に生きる

山

私は昭和21年 5 }j, ピノレマ固から 4

年 8 カ月の戦地勤務を終え，無事帰国

しました。昭和 23 年より鮮魚から冷

凍，活気l運搬養調査漁業と時代の変化に

より内容は変ってきましたが，この道

一筋に生きている者であります。

わが闘はilt界の各国にくらべ，食生

活において色々と奥っていますが，日

本人・…・・刺身といえば外間人の誰もが

知っていることでしょう。祝事，祭事，

日毎の食ぜんに欠かすことのできない

ものであることは今更申し上げる必要

もないでしょう。わが国の動物蛋白質
供給の重要なにない手はわれわれ漁業

者でありますが，年々の漁村の過疎化

は，予想に反した歴史を作っていま

す。 fまから多量に獲れていたイワシ，

サンマや各種大衆魚はだんだん姿を消

しつつあります。これには色々原因は

ほかにもあるでし工うが，あまり急激

に発達した漁法が現在の現象となって

いるのではないでしょうか。

現在，冷凍設備向上により，冷凍魚

はかなり一般食ぜんに貢献しています

が，新鮮な活;魚は漁獲も半減したの

で，養地業にたよるほかない現況と思

います。「獲る漁業より作る漁業J，へ

と養殖業者の責任は震大であると思い

ます。

本 立
一
早

v
q
n
d
 

Tiは今後も水産関係指導の諸先生と

ともに魚病対策，技術改良に全力をふ

るって努力する覚悟でいます。そして

沿岸漁村の過疎化，薄れゆく人の道を

皆さんとともに昔に返したく考えてお

ります。ますこ養殖は遠からずハマチだ

けではなく，各;魚種の養殖に変わるこ

とと思いますから，人工採卵のふ化設

備を作り，新品種の開発をしたいと思

います。零細な漁民救援のためには，

共同ふ化施設，冷蔵庫の大形化が必要

となりましょう。

養殖は各家庭産業として競争餌育さ

せれば，係の口スも少ないので成果は

あがると確信していますが，この理論

を生かして，小企業でなく大規伎な養

;魚施設の共同化によって生産を増強す

ることを望みます。この沼の湿の指

導・支援を期待するものであります。

さいわいにして始業10年自に養殖経

営日本一の賞を賜わったことは今後の

私に対する激励であり，また責任の重

大さを強く感じます。このことを強く

心に銘じ，亡き戦友の分まで悶家にご

奉公させていただく月1f存でいます。関

係機関の諮先生，水産官庁指導者の皆

さま，今後もよろしくご指導・ご支援

のほどお願いいたします。有難うござ

いました。
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日本農林漁業振興会長賞受賞二二:

出品財 金魚〈りゅう金〉

受賞者乾 春雄

(奈良県大和郡山市街郡山町28)

織率先実行する著い青年経営者一一受賞者の略歴

受賞者の住む大和郡山市は古くは南部平城京の隣綾地とし

であった。奈良致地の北部にあり，東に奈良東111 Jill峰，西

北に薬師寺，西市に法隆寺の五重のJ容を仰ぐ風光 iこ;忠まれた所であり，昔か

ら経済文化の中心地 車t 霊童魚場所在地自在留

として栄えたのであ

るが，昭和29年市制

を施行，郡山町から

大手IJ 1¥[¥ 111 市になっ

た。

奈良市に隣接し，

381H'こは「低開発地

域工業開発促進法J

の指定を受け，

メーカーなどの企業

も誘致され，現在は
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童委 魚 場

人口 51千人となり，工業都市に生れ変ろうとしているO

奈良県の金魚、の生産は全国‘で，全国生産の60~70勿に遣しているが，こ

の大和郡山市が生産の中心である。

9 年 (1724年)柳沢古里氏がはん主として甲斐からこの地に移封され

を持参し，それ以後はん士の開業として奨励したが，水利水質に

も恵まれたこともあって，大いに盛んになったもので，約 250 年の長い歴史

yう号、レア
、に) J;:)ο 

春j(1f~氏は乾国春氏の長男として，昭和13年にこの池に生れたのであるが，

100 :4ニの古い伝統をもち氏は 4 代目に当る。しかも，乾家は金魚

親族も金魚養摘さとしていたので，幼ない時から金魚に親しみ，金魚、

の中で育ったということができる。したがって，金魚に興味を持ち，中学時

代には「金;\ii1，クラブj を京区織して，その中心になって活躍したほどである。

家庭で見ょう見まねで、覚えた知識はこのクラブで科学性が加えられた。この

経験は後になっても大きなプラスになった。

でからは，在学中に早くも経営の一部を任されていた。しかし，

その当時から，従来のかんと経験を頼りにしたやり方に疑問を持ち，何とか

近代的な経営に脱却できないかと研究を進めていた。

32年高校卒業と問時に養魚業界に入るや，業界に率先して，施設の近代化

を実行した。たとえば，都市下水などによる用水汚染を受けないためのボ
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リング，あるいはろ過，圧搾空気，ばっ気装授の導入などによって作業能率

をあげ，事業も着々と拡大し， 42年には個人会業を改めて，株式会社乾鋭魚

簡を設立し，経営合理化を図っている。

42年に奈良県金魚漁業協同総合理事に， 44年には郡山金魚輸出組合理事に

選ばれ，若くして金魚養m業界で、活躍しているが，この地方では金魚ととも

にニシキ鰻も生産しているので，きん秀会理事，愛!~援会顧問としてニシキ鰐

発展のためにも努力している。

また，今までに品評会で数々の賞を受けているが， 39fl三以来，大和郡山市

観光協会長賞，奈良県金魚漁業協同組合長賞，奈良県漁業協同組合連合会長

賞，奈良県知事賞を各 1 田，水産庁長官賞を 2 田受賞し，つねに優秀な金魚

を生産しているが， 44年長年の努力が突って，農林大臣賞を受けたのである。

氏は手堅い経営をそツトーにしているが，現在養魚油面積 39.6 ha 従業員

15名，年販売高 7 千余万円に達している。

郡山養殖業界ではトップレベルにある30歳代の若い青年経営者ーであるが，

氏の技術改良と経営方法は広く業界に普及している。氏はj鼠厚篤実で家庭で，

は二女の良き父親であるが，両親にも孝養をつくしていることはもちろんで

ある。決断力があり，信念の強い人であり，人格高潔であるので，業界にお

ける人望はきわめて厚い。

第l'表金魚養般の販売;監等(淡林統計)

一一---一~一-"-"------ 全国(主要県) A 奈良県 B B/A 

41 主主総場数 545 240 4496 
活者苦 (l ， OOOm') 1, 941 1, 000 51 

年 販売金(千尾) 139, 018 95, 160 68 

42 主主殖場数 592 207 35 

面 務f 5, 159 1, 090 51 
年

販 売 f詮 145,791 101, 670 70 

43 養 殖 場 646 226 35 

濁 被 2, 598 1,341 52 
年

仮 % お立三ì 151, 720 100, 231 67 
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ミジンコ採築用袋と惑星護法

計密生産に基づく手堅い経営一一経営概要

氏は若くしてこのミ~:業を任せられた。古い伝統のある金魚養殖業は良い商

もあったが，逆に前時代的経営であったので，まず，この経営を近代化する

ために設備改良，増設に努め，ついで，分散している養魚、池は整備拡充しそ

の合理化，能率化を図ったO

さらに，近代的経営に踏み切るために， 42年に株式会社(出資金300万円)

を設立し経理の専門家を委嘱し経営を合理化している。また，各地の金魚

養殖，水産業界を視察して，専門家の助言を経営の中に取り入れているが，

順次経営規模も拡張し，過去10年間で，養殖面積は約数倍に増加している。

現在の経営規模は次の通りであるが，郡山金魚の生産だけでなく，自らの手

で販売したいとの熱意から，地元ではもちろんであるが，大阪，京都にも小

売践を持って，統合的経営に当っているO

金魚養殖は自然の気候などに影響されることが強いが，手堅い経営をそツ

トーにしているので，計四生産を行ない，年間約 300 万円の純益をあげてい

る。これは郡山の業界ではトップレベルの業績である。

養殖池田積

主主魚油

溜池

1.5 ha 

38.1 ha 

39.6 ha 

2 カ所， 33面

訪問
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年間生産量 (43if-)

自家 仲買

金今 だl 35 t 20 t 55 t 

色 終E 20 10 30 . 
55 30 85 

(Jßj売金額約 76， 000， 000 flJ) 

鱗溜池利用による優秀魚の盤産一 受賞財の特色

1. ~窓魚会部の品質向上

奈良県金魚漁業協同組合主催の金魚品評会は明治401!"-頃から初められた行

事で， 49聞を数え，全国の地方都市に伝わる特産品品評会の中で、は珍らしく

長い伝統のある会である。受賞財はこの品評会に出品された 384 点の中から

最優秀品となったものである。

この品評会は古い伝統があるばかりでなく，審査方法には次のような特色

がある。特別に養航した 1~2尾の金魚だけを審査するのではなく，産業と

しての金魚の品種改良などの成果を競い合うことを主眼に泣いたものである。

したがって，大衆性のある和金， りゅう金，出白金，朱文金のそれぞれ，

親~~1. 2 足とその子，大 4 児，中 6 毘の三点を一組として出品し，審査するO

それだけで、なく，前年10月に「金1~1.義姉コンクーノレj を rmHせするが，その

結果も参考とするのでああ。このコンクールは 100 m2 以上の池毎に無作為

に金1;Ç1.を取り上げて諸:戒するので，その池から生産する金魚全体が優秀でな

ければならない。

このような総合寝査方法をとった結果，受賞財は鮮紅色の背模様で，腹部

に広三を巻きこんだ大柄模様の雄大な籾~~1.とその子魚で，一般にも好まれる魚

として受賞したのである。

.t::E;の生産する金魚は受賞財だけでなく，全部が優秀であるのは，以下に述

べる優れた技術と経営の1'1ゅ、ら生れてきたものである。

2. 溺池を利用する議君主方式
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出荷前の審議

この地方の金魚の養舶はï~-い燦史があり，水利，水質には窓まれていたが，

従米は主として養魚池と水田を使用していた。

奈良県は地勢上，かんがし、用溜池が多く， '1m ~L!付近の溜池も養殖用として
利用されてし、たが，主にコイ，フナであった。

もともと，溜池は操業用のため，養魚のための注排水は強く規制されるの

で，水づくりがむずかしし、。そのためもあって，金魚の養殖には利用されて

いなかった。

氏は数年 1ìíTから，このj出池を活用して，金魚の;量産ができないかと考えて

研究していたが， 'll~v'こ水質に注悲していれば決してむずかしいことではない

ことをう;11 り，まず，フナに近い和金から始めて， IIIti 次， りゅう金， iぢ El 金と

進めて成総をあげてきた。

この成功は今では，業界に皆及し，この付近の溜池養魚IHの諮列車はほとんど

なくなり，金1(1，の養殖が感んになって，色鮒!と金魚の養殖に二分される形と

1;s:つ 7こ。

よむの間池英高官は研究しながら実施しているが，その一例を示すと次の通り

である。

第 2表研究成果の一例

i留地ぞ Hl木池(奈良市柏木町)

i蕊絞 13, 600m2 (水深 2.5 m) 

水笠 絞大， 33 ， OOOm3，殺小， 19, 400m3 

魚種: りゅう金，キャリコ HHl
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年(計画)44 年43 年42 

5, 

7, 500 

1,875 

160 

4, 
4,200 

6, 170 

4,875 

180 

4, 

3, 993 

6, 975 

4, 125 

120 

擦
数
料
ん
索

自
突

産
援

生
生
餌
け
聞
広 ふし、

氏は，何事:によらず研究熱心であるが，奈良県には現在，県の試験場がな

いので，進んで各地の養魚場を視察し，学者や研究者の;意見をで、きるだけ取

り入れ，県指導者や先輩の意見も開いて技術改良に当っている。

品種改良

鐙良種の生産には長年の努力が必要であることはもちろんであるが，常に

優秀親魚の導入に心掛け，近親交配をさけている。まずこ，厳重な選別をし，

3. 

しかも，選別回数を増やしている。したがって，普通の人よりも20~3096多

く額商を生産して計聞に支障のないようにしている。受賞財の親~\も次のと

このことヵ:

うかがわれる。このように親I弘種の改良にも意欲を見せているが，一方郡山

金魚として特徴のある古来からの品種の保存についても努めている。

東京産雌一寸子魚厳選 年間養成 選別
ト 一一一線魚候補一一一一一綴魚一一一一一j

自家ÈÎÍ雄一 3 ， 000尾 1 ， 000尾 450尾 i 

出品J1;l

おり，東京産の維と自家生産の雄との交配から厳選された魚で，

魚、子成
一

犠
…
別

z

ヨ
一

n
H
u
r
一

年
一
選

'ZA

… 
補
箆

候
仰

魚
J

親
5盟尾

四
月

財
6
4

品出
中
大 親魚 2 Ji喜10万尾

質7.K 4. 

金魚、養殖の秘けつの一つはアオコの繁漉した，いわゆる「こえ水」という

続色の水にして置くことであるが，従来の経験とかんだけでは手おくれにな

ることがある。これに対して，氏は常に， pH を測定している o pH 8~9 

の時は安定しているが， pH が 5~6 に下ると 7](変りをして不安定の状態に

なるので，いち早く処置して，常に緑色の安定した水にして置くことに努め

ている。

養魚、池はもちろんであるが， r留地についても同様である。また，最近は都
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出荷前の耳元上げと出荷

市下水などによって，用水が汚染される心配がある。これについては市とし

ても重要産業である金魚養殖業振興のために清浄な用水の確保に努力してい

るが，過渡的にはまだまだ問題が残っているので，氏は清浄水を確保するた

めに，平くからボーリングによって地下水を使用し，また浄化用として循環

ろ過器を設配した。

i也水への酸素補給のためのエヤレーション用コンプレッサー，ばっ気筒も

して，水質管理施設を近代化している。これらの施設は現在各業者が設

るようになったが，これは氏が本先して，その範を示した結果である0

5. 魚病対策

水!誌については慎重な管理はしているものの，量産になってくると，魚病

の発生も多くなってくる。特に 6~7 月頃に病気によって大量に死ぬことが

ある。

fぷ病対策は予防が第ーであるとし、うのが氏の持論である。この ~~Eはし、い

ならされたことではあるが，その実行はむずかしい。

氏は忠実に実行している，たとえばイカリムシ駆除には，イカリムシが卵

から幼虫になる 5~6 月頃，デプテレックスによる徹底した訪除を突泌する
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し， 6~7 月頃よく異状発生するサイクロキータによる Fl斑病に対しては 1

カ月前からマラカイトグリーン，メチレンフツレ…などによって平自に処佼し

ている。

また，館料にはビタミンを加えて睦康な魚の生産に心掛けているし，池の

しまず撤底的に実施している。

鰯普及性と今後の発展方向

大和郡山市は工業都市としての発展に進みつつある。一方古い伝統のある

金魚の振興については都市計沼の中に十分に取り入れられてはいるが，金魚

養殖は用水の磯保を第一とする事業であり，人口滑による下水や，

に伴う排水とは桁入れない国があるので，この聞の調和，調整が必要である。

また，氏の努力によって， 1沼地が金魚養殖に有効に活用されているが，

業関係管理者との関係は今後とも残される。水聞の養魚、利用との関連も含め

て，この方面の調整もある。この問題は取にこの地域だけのことではなく，

養魚を進めるとでは全罰的な共通問題である。これらは間人あるいは染者の

技術的研究や経営の近代化だけでは解決できない問題であるので， r主]，探や

市などの適切な措置を期待したい。

一般の生活レベルは向上してきたが，特に都市では，自然からだんだん離

れてゆく環境である。その中で生活にうるおいを持たらす意味もあって，日

本的なj思I朱を兼ねた，金魚，色{盟を飼うことが盛んになり需要は伸びてきた。

現在，魚の輸出は 7万ドル余に過ぎないが，日本の村2産品として有

望であるので，その振興が望まれる。このように今後， 1]11払間外の需要は

益々増加するものと思う。

氏の金魚、養殖に対する近代的感覚と情熱は，旺盛な研究心とねまって，

々と突行?こ移され，長年の努力によって，氏自身の事業が発院したのである

が，このことは，ひいてはこの地域の養殖事業の近代化を{足している。さら

に広く，適種適度の地域住も生かされて全問的なぎ設殖の掠興に得与する

ものとずる。
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養魚業の近代化と生産

車t 春 雄

金魚の養魚については需要の増加に 2 倍の実績を上げることができたので

伴い，急速に進展を見せ，種類，数量 あります。

ともに年々激増しております。 このように池商稜が同じでも 2 倍の

反別は以前として背のままであるた 生産が上がることを証明し，従来の養

め，反当生産高を上げることができな 魚池を整備し，曝気筒の使用などは生

ければ，企業として成り立たなくな 産高を一躍 2.5 倍にすることが可能と

り，生産の合理化と開発に努力ぜざる なり，養魚池の集中化による管理を十

を得ない状態である。 分にすることに成功し従来の副業的

当社は企業組織を法人とし，従業員 な家内企業から独立企業へと移りかわ

の定着と生産性向上を目指し，年間雨 ってきたのであります。

主主と気温の関係ならびに水質検査を実 このような一連の開発はより多くの

施し，長年の経験と勘による経営から 人に観賞されるに十分な色彩，形態を

脱皮すべく努力を重ね，各々の統計に 保つことが一番の問題であるため，選

基づいた計画生産を推進し，各生産者 別，親魚の確保と優良穫の保存が特に

とともに統計による生産をするように 重要視され，その保存と開発に日夜努

切り換え，生産高の向上とともに収益 力を蜜ねております。

の増収を図ってきたので、ある。 販路の菌においても，航空使をいち

-{7Uを示すと，昭和35年度において 卒く取り入れ，輸送時における金魚の

溜池養魚生産に数が 2， OOOkgに逮しな 死亡率を極力おさえ，販売と PRに今

いものを，飼料の改善と管理により昭 後とも努力を重ね，企業としての発展

和44年度生産高は 4， 800kgに達し，約 に貢献する所存で、あります。
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一二日本農林漁業振興会長賞受賞:

出品財錦 鯉

受賞者小林富次

新潟県栃尾市栃尾γ357

暴露受賞者の略歴

小林富次氏の住む栃尾市は，上越総長間市より東北東約 1 時間越後交通栃

尾線の終点に当る四方山に盟まれた静かな盈地にある，人口約 3 万 7， 000 の

小都市である。織物の産地と上杉謙信ゆかりの梶尾城跡とで知られているが，

新潟県下の錦鰻の生産地でもある。

氏は，大正12年 3 月栃尾町

立(現市立)栃尾小学校高等

科を卒梁し，ただちに家業の

織物製造業に従事し，その発

展に努力した。昭和21年 3 月

には栃尾織物工業協同組合理

事に選任され， 4 年間の任期

を勤めた。昭和30年11月に従

来の僧人企業主ど改めマノレマ織

物工業有限会社主f設立し，昭

和43年11月これを廃業するま

で，自ら社長としてその運営

- 33-
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小林氏の養漁池

に当ってきた。

この間昭和30年 4 月新潟県議会議員に当選，県会議員として 1 期 4 年間就

任した。

一方栃尾市近郊は，県下においても有数な錦鯉の産地である関係上，かね

てより関心を持っていたが，昭和27年 5 月より錦鯉養殖について熱心に研究

を行なうようになった。昭和29王子 9 月栃尾市に錦鯉組合が設立されると同時

に理事に押され，昭和35年 4 月にはその組合長に就任した。その後 3 期， 6 

年間組合長として錦鯉の生産技術の普及と版路の開拓に努力するとともに，

組合組織の強化に当ってきた。昭和37年 9 月第 1 回全国農業祭参加新潟県錦

鯉品評会(小千谷市)の審査員となって以来，昭和42年(広島市)，間 43

(福河市)，西日本愛鱗会主催錦鯉品評会などの審査員として錦鯉の品種改良

に努めた。

一方，自家における錦鯉養殖の研究と養殖施設の拡大を続け，昭和43年11

月ついに織物製造業を庭菜して錦鯉養殖に専念するに至った。この間，昭和

40年11月第 5 回農業祭参加新潟県錦鯉品評会と，昭和43年11月第 8 凶向品評

会にそれぞれ農林大間賞を受けてし、る。また，昭和44年11月 3 日には栃尾市

褒賞条 Wúに基づく織物業と錦鯉養殖業との両国からの産業功労者として褒賞

を受けるなど，多年にわたる熱心な業界指導と研究心の旺盛な点は高く評価

されている。
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農家の富IJ業として発達した錦鯉

般は，古く摺JIl時代から零深い新潟県!日古志郡の山間地，俗に山古志20

郷と呼ばれる30余の部落で育成されたものが主な産地となっていた。これら

の地方は，現在!日I村合併によって一部は長期市，小千谷rÎî，栃尾市，)11口町

などに含まれるようになり，太田，竹-沢などの 4 カ村が合排して山古志村と

なっている。これら錦鯉の産地は，起伏の多い土地に点在する大小の溜池と

j!ftj諮問にある小湧水を利用した，小規模刷業的のものであるが，その収入は

米安収入に匹敵するか，あるいはそれ以上の比霊友占め，全村の9096以上が

~líw，mを蹴っている。

したがって錦鯉に対する愛着心が強く優秀品を生産するためには，時間と

労力を情まず餌育管理に専念している。ことに冬 4~5 ヵ月にわたる数mに

及ぶ積雪:中の唯一の楽しみとして受け継がれてきた優秀品作成の努力も，な

みなみのものではなかった。古くから知られている優良錦鯉の紅白(吏紗と

もいう)も，大IE=色，寅写り， I昭和三位，賞金など有名品種のほとんどが

この地方の農家の人々によって作成され師育管理され普及したものである。

このように新潟県の特肢のように評僻された錦鯉も，近年需要が全国的に

なり投箆秀品は 1 足数 100 万円で売買するほどのブームを呼び，東京近郊，

jよお，奈良などの各地においても養殖され，全l習における年産約 1 ， 600 万尾，

約20億円と推定されるようになった。このうち新潟県は約 1 ， 000 万尾約10億

円を越え，全閣の6096近くの生産になっているが，その色彩と斑紋の擾れて

いる点:土，他にその比を見ない伝統の誇を7T': している。また，金魚とともに

海外にも!愉出されているが，愉tU先はハワイ，プメザカ本開，ォーストラリ

ヤなどであって，その数奇::は統計上金魚とともに取扱われる関係から 2， 000

i勾クトとなっている。

その90~9596が新潟県のものであって，実際の取引価格は 2 憶円以上に達

ずみと L 、う。
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蓄養i也の昭和三官Z

愛護受賞者の経営概況

氏は，現在錦鯉を専業とし，溜池 6 面約 2.4ha を 2 年または 3 年契約で

借用し養成池に利用している。このほか，産卵，ふ化およ ためにコ

γクリート池 9 商と壁面のみコンクリートの稚魚泌28面合計37面約1 ， 200m2

を有 L，親魚の育成から産卵，ふ化および成魚の養成までの一環した飼育を

行なっている。錦鯉の飼育方法は，普通の食用鯉と特に異なる点はないので

あるが，成魚の価格が高いので親魚や稚魚の選別に対しては観賞価値の高い

もののみを残すため，細心の注意が払われる点がやや異なっている。氏は錦

鱗の産地に育った関係と趣味より出発して副業から専業へと進んだために，

特に成魚や稚魚に対する選別には厳しい注意、をしている。

その経営方針は多くの錦鰻餌育者と異なれ昭和三色(昭和三毛ともいう)

を主とし，わずかの紅白(更紗ともいう)を加えた程度の 2 品種だけの倒育

を続け，しかも o 年より 3 年までの若少魚は全く販売4さずに 4 年または 5

年の優良種の養成に努め，それらのみを販売するという独自な方法をffなっ

ている。年間の販売数はおよそ 100 尾内外というが，錦鯉の価値はその姿，

色彩，斑紋の状態によっていちじるしく異なっており， 4~5 年魚でも 1 尾

数万円から 300 万円くらいまでの差があるほどである。

したがって版売尾数に大差がなくとも収入にはいちじるしい差が生じる。

小林氏の昭和43年の収入申告は，錦鯉のみで 700 万円であった。この収入を

うるための産卵，ふ化，稚魚の選.s1J，淘汰や 6 面の飼脊池における養成に玉三
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るまでの労働力は，主として小林氏夫婦と長男夫婦が当り，魚の取とげ時の

み10名内外の臨時雇用をするだけで、行なっている。そのため銅料には全て配

合鋼業1.を用い，菩養i也やふ化i也の揚水には動力を用いて省力化に努めている。

また，飼育池に使用している山諦部の溜池の中には，冬期罰積雪が 3-4111

にも達する上に湯水が少ないために，稚魚の越冬のできないものもある。

昨年度より越冬のため!日織物工場内に約 2m3 の小型保温水槽を考案し，

冬期間も水温を 120C くらいにして安全な越冬と幾分かの成長を期待しうる

よう努力中である。

警護受賞揚の特色

錦{船主，金魚とともにわが国観賞魚の王控を 15めるものであるが，金魚の

ように体，頭，ヒレなどにいちじるしい変化があるのではなく，主として色

彩と斑紋の変化に観賞点がある。このほか体形の能美さが日本式庭閣の rÚ2と

よくマッチする点も見逃がすこともできないし，拐治37年に輸入されたドイ

ツ鯉の鱗の美しい点をも取り入れた点も 1 つの特徴でもある。

これら鱗の形態のj室いからドイツ鰻系と普通鯉系とに大別され，色彩につ

いては種々区別されるが，新潟県下品評会などでは，紅白・ 2色系(紅白・

大正三三色など)，光りもの(焚金・プラチナなど)，写りもの(出写り・

り・昭和三色など)，変りもの(浅賀・秋翠・別光など)および無地もの(自

然;地・赤紙地など)に大別してそれらに含まれる50にも及ぶ色彩別のものを

選別するようにしている。新潟県では毎年県下36市町村において，次の 5 郊

に区別して品評会が行なわれる。

第 1 部 19 C111 未満 (2 尾 1 点)

第 2 部 19cm 以上 37c111 米満

第 3 部 37cm 以上 49c111 未満

第 4 部 49cm 以上 59cm 未満

第 5 部 59cm 以ヒ

この地区品評会は，体勢5096，色彩3096，斑紋20必として得点制によって
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小千谷市で関かれた昭和44年

度の新潟県錦鰻品評会

評{断念行ない，総合得点の多い!煩から入賞出品財を決定するようにしている。

これら地区品評会で、厳選された優秀魚に入選したもののうち，体長 49cm 以

上のものだけが農業祭参加品評会に出品できるようになっている。

昭和43年度における農業祭参加出品敗は， 14市町村の品評会受賞魚より選

ばれた52点で、あった。

これら出品財は，三色，紅白，白写，黄写，浅黄，昭和三色などいずれも

大形な優秀品で、あった。小林氏の受賞財は，昭和五色であって体長 65cm，

体重 5kg に達する体姿・邑彩および斑紋ともに優れたものである。昭和三

色はヲ三三色あるいは大正三色が紅白と別光系より作成されたものと異なった

もので，実写りと紅出とを配して1927年に作成されたものである。

したがって色彩においては紅・白・黒であっても，大正三色は白地に黒と

紅との斑紋のあるものであり，昭和三色は黒の素地に白と紅の斑紋のあるも

の，換言すれば白写りに紅い斑紋の加わったものともいえるO また，胸ひれ

の付け，恨が黒色である(元黒という)。受賞財は，黒色が漆黒で濃い紅色が大

模様に背部にあって，白色の斑紋とともに華麗豪快という昭和三怠の特色を

よく，発揮している上に，均斉のとれた体形と体色の光沢がさらに{夏美さを

加えた逸品で、あり，審査員13名が無記名投票によって過半数をえて第 1 位，

農林大臣賞を獲得したものである。

昭和三色は，ほかの錦鯉に比べ擾秀品の生産が少ないものとされている。

それだけに高級な好みの錦鯉であり，飼育者にとって研究の妙味のあるもの
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といわれている。今回小林氏の受賞財は，設魚の交配，産卵，ふf七，選別育

成まで氏自身の努力によって作り出された 1 つの芸術品とでもいえる錦艇で

ある。

総受賞者の技術，経営の分析およびその普及性と今後の発展方向

小林氏が錦!villを自分で手がけるようになってから，わずか17年で、あるが，

栃尾市およびその近郷は古くより錦鯉の有名な生産地であるために，若い頃

からの見聞があった上に飼育に対する研究の熱心さと努力，さらに箆秀な昭

和三色育成のみを自際としてきた点が今日あらしめたものといえる。その結

果，昭和40年においも今回とともに 2 回にわたり昭和三色により自ら農林大

臣賞を獲得しただけでなく，氏より分譲を受けたほかの昭和三色が，西日本

愛鱗会主催wlli鰻品評会(大分市，山口市および福岡市にて開催)において総

主主大院賞および民林大臣賞を 4 回も受賞するとし、ぅ，優秀魚を育成するほど

のベテランになっている。そのため親魚の選定から成1.4iの育成までの全てに

もJf究と努力を続けているが，親祭\の交配と採卵ならびに稚魚、の選抜には特別

に怒を用い学ぶ点が多い。

奈の交配について。錦鰻の交配は，食用鰻と兵なり数量:を多くしたり成

長の特に良好なものを主限とするのでなく，体姿，色彩，斑紋の箆れたもの

をどうしてうるかという点に主力が注がれる。したがって優秀な親魚で、あっ

ても，それらの少しばかりの色彩の差が子魚の優秀なもの(形付魚という)

の 111現率がいちじるしく兇なるものであるO そこで，ほかの業者のように雌

1 に対し雄親魚、 2 )宅，あるいは雌 2 に対し雄 3~5 毘という交配法を採

用せず， 'r~にMít親魚 1 廷に対し総親魚 1 尼を配し，親;\\\の色彩，系統までも

明らかにして採卵することにしている。このために 1 毘の推殺を 1 守ーに 2 回

利用できる可能性も生じ，どのJltiË親魚と雄親魚と交配すれば，俊秀な子f去を

うるかを知るようにしている。この点が氏の努力した点、で、あり比較的奴かし、

年月に優秀fれをうるようになった点でもある。

定卵池はコンクリートの 1~3 坪のものを用い採卵のための魚巣には杉の

- 39-



小枝を用いている。杉の小枝は，この池方で一般に用いられるものであるが，

採卵枠に取りつける方法に工夫している。枠の大きさは，約 75x90cm の外

枠に 1~2 本の中肋を入れ両側に径 lcm くらいの穴をあけて，その中に長

さ 15cm くらいにした杉枝をさし込み隙聞があまり広くないようにしたもの

を用いている。 1 罵の雌親魚の産卵に対し枠 4~5 枚三ど水面下 15cm くらい

の所に設置するようにしている。

ふ化した稚魚は，天然餌料であるミジンコを発生させた稚魚油に移し，で

きるだけミジンコを長く与えるようにすることは食用鯉の場合と同様であるO

ふ化した稚魚は食用鯉と異なり最初から色彩があるが，良否を識別できるも

のではないので，その後の成長に伴って次第に明瞭になって行く体色の変化

~c.~ じ 9 月中までに 2~3 回の選抜を行なうのが普通である。小林誌は9 こ

の選抜をきわめて厳重に実施し 9 月中旬までに 3 自の選抜を行なって，その

年に生れたものの 9096 内外のものを不良魚として捨てしまうようにしてい

る。

優秀な親魚から産れる稚魚、をこれだけ厳重に選抜することは容易にできる

ものではないが，第 2 年目においても残った魚の90%近くを淘汰し，第 3 年

においても残存魚の80~85必を淘汰するという厳しいものである。錦鯉にお

いても食用鯉とほぼ等しく産卵数の約半数がふ化 L ， 3cm 大の稚魚になる

のは，その約半数となるのが普通である。例えば20万粒の卵から 3cm の稚

魚をうるのは約 5 万尾ということになる。

これを小林氏の淘汰にしたがって選抜をしたとすると，第 1 年自には約

5， 000 尾を残し，第 2 年末には約 500 尾をし，第 3 年末にはわずかに30~40

尾だけが残ることになる。 4 年~5 年魚となれば，その後病気などの事故の

ない限りほとんど死亡魚を出さないのが普通で、ある。このように小林氏の厳

格な選抜方式を行なうとすれば， 20万粒の採卵から 4~5 年の飼育後に優秀

1去を30~40尾をうる程度になる。

優秀な親魚をもっておっても，このように厳格な海汰をしてこそ優秀魚が

生産されるものであり，優秀魚を固定化への採るべき望まれる方法の一つで、
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あろう。

錦鯉の色彩についてはまだ解明せられていなし、点が多い時に当り，小林託

によって実施されている方法と技術は，今後の錦鯉における色彩を遺伝的に

解明するのに役立つことが多く，優秀魚、の量産への道を開く上に貢献するこ

とも大きいものと思われる。
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錦鯉(昭和三色〉の改良

‘
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'' 

錦鯉は観賞用で，人びとの心をなご

やかにして〈れる。新潟県のIJI沿地方

は錦鯨の元産地で最近全図的に愛好者

が多くなり販路を増しヅームを起こし

ている。新品種なども出ているが紅

白，大正三色，昭和三色にもっとも人

気がある。昭和三色は昭和の初めに出

た品種だが，当時のものはまだ紅白や

大正三色にくらべて見劣りしまれに

逸品らしきものが出る程度であった。

以来先恭逮が幾度か品種改良と取組ん

だが見るべき成績があがらなかった。

それほど昭和三色はむずかしい品種で

ある。月立が本格的にはじめたのは昭和

27年からで，色々のことがあったが，

昭和39年 3 才鰻の逸品約50を出して発

表し人びとを驚かぜました。第 5@]

第 8@]幾業祭に参加して淡林大臣賞を

2 回受賞しました。

昭和三色は昭和lの初めにできていた

のだから私の成功は創作とはいえない

かも知れないが，暗雲が照れたほどの

進歩だったから創作的だと自負してい

る。 øm鯉生産は量産方式から逸品生産

林 宮
田司 次

方式へと進んで、いく傾向にある。もち

ろん訟でもが逸品量産を目指して努力

しているが，むずかしいことだ。錦鯉

は稚魚すなわち 1 才魚の良品生産に成

功すれば8096成功と見てよい。逸品の

生産にはまず親鯉の良質なものを選ぶ

自が第一です。遺伝の法則も魚ffiの場合

他の動物より難かしし、。体形，はん紋，

色彩の 3 ，\えからÆなければならなし、。

1 組の親鰹から 6 方位ふ化するが，選:

B日を 4 回やって秋までに良品候補を

残すのは余程よい親鰻です。軍1は車交選

主義です。逸品を作るには稚魚のとき

d思い切った淘汰をすることです。 I

よい鰻を量産するにはよい親鯉を見 i

抜く尽を養うこと。一見よい親鰻でも i

結果は駄容なことが多し、。体形，はん

紋，色彩の 3 点から見て良質の遺伝を

してくれる親鯉女児抜く力を習得した

い。軍Lが陸に送った名昭和三色は 100

以上あります。設かがその競飽から超

逸品を出して世の美術家遼を鴛かす日

も近いでしょう。
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